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「
紫
紺
の
詩
」
は
総
明
会
設
立
50
周

年
を
記
念
し
て
総
明
会
会
員
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
基
に
決

定
し
、総
明
会
名
誉
会
長
向
殿
先
生

に
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
紫
紺
の
詩
」の
「
詩
」と
い
う
文
字

は「
歌（
音
）」で
は
な
く
、総
明
会
会

員
の
皆
様
の
心
に
残
る「
詩（
言
葉
）」、

「
会
報
」
を
表
す
言
葉
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

総
明
会
と
は

　

総
明
会
と
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治
大
学
八
丈
高
等

学
校
、
明
治
高
等
学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し
た
こ

と
が
あ
る
も
の
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
。

　

総
明
会
の
設
立
の
起
源
は
、
1
9
1
2
年（
明
治
45
年
）開
校
時

に
あ
っ
た「
学
友
会
」に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
1
9
2
6
年（
大

正
15
年
）1
月
の
「
同
窓
会
」設
立
へ
と
続
く
。
そ
の
後
中
断
の
時

期
を
経
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）有
志
に
よ
る「
明
治
中
学
校
・

高
等
学
校
同
窓
会
設
立
発
起
人
会
」
が
設
立
、
1
年
間
の
準
備
期

間
を
経
て
1
9
6
5
年（
昭
和
40
年
）
に
第
1
回
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
現
在
の
総
明
会
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

総
明
会
の
活
動
は
、「
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図
り
、且
つ

母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
総

明
会
会
員
を
対
象
と
し
た
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会

を
中
心
に
、各
委
員
会
が
企
画
す
る
行
事
、「
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
」・「
評
議
員
・
班
・
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会
」・
60
才
以

上
の
会
員
を
対
象
と
し
た「
明
朗
会
」等
を
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、母
校
に
対
す
る
活
動
と
し
て
、卒
業
す
る
高
校
3
年
生

を
対
象
と
し
、『
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
建
学
の
精
神
に

の
っ
と
り
、伝
統
あ
る
校
風
の
も
と
に
学
業
に
励
ん
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
こ
と
を
賞
す
る
』、
2
0
0
7
年
度（
平
成
19
年
度
）か
ら

は
、
成
績
優
秀
者
の
み
な
ら
ず
、
班
部
活
動
、
対
外
活
動
、
学
校
行

事
な
ど
、学
校
生
活
全
体
を
通
し
た
活
躍
や
貢
献
し
た
も
の
へ
の
総

明
会
賞
の
授
与
、母
校
記
念
行
事
へ
の
寄
付
活
動
、ク
ラ
ブ
活
動
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
卒
業
生
に
対
し
て
は
、大
学
在
学
中
の
若

手
を
通
じ
て
の
総
明
会
活
動
紹
介
、
同
窓
会
開
催
支
援
や
就
職
相

談
会
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、総
明
会
会
員
で
あ
る
明
治
大
学
、明
治
高
校
の
教
職
員

を
通
じ
て
の
組
織
基
盤
の
強
化
、「
法
曹
部
会
」に
よ
る
高
校
在
校

生
を
対
象
と
し
た
司
法
試
験
向
け
の
各
種
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、「
総
明
会
」の
名
称
で
あ
る
が
、1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

の
第
20
回
総
会
に
お
い
て
、
初
代
校
長
鵜
澤
総
明
先
生
の
名
前
を

い
た
だ
き
、
且
つ
明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
同
期
会
と
同
窓
生
総

体
の
連
帯
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



～Meijiの薫りを令和へ～

今年度幹事学年テーマ
『つなぐ』～Meijiの薫りを令和へ～について

「薫」の文字は、いわゆる香気の他に「薫化」「薫風」といった“良い雰囲気”や“徳”の意味を持っております。
では「Meijiの薫り」とは如何なるものでしょうか。明治大学建学の精神は「権利自由・独立自治」。

それは歴史や伝統に甘んじることなく、時代に沿って改革を推進する。
そして世界を『つなぐ』ために「個を強める」こと。

時代や学校のシステムが変わっても、各々が同じ校舎で仲間達と過ごしたことは変わりません。
神田駿河台にて生まれた、旧制明治中学校時代から続く「薫り」は平成の校舎移転を経ても脈々と続いております。

現役の「若き血潮に燃ゆる花」達、これから幹事学年を迎える後輩達に伝えたいのはそんな「Meijiの薫り」です。
自ずと豊かな情操が養われ、無意識のうちに「薫り」をつなぐことが出来る場所、

そんな「学びの高嶺、文の海」を笑顔で進んで欲しい。
これが我 「々快汗、どすこい塾」がテーマに込めた願いであります。

つ
な
ぐ
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1989
平成元年

1990
平成2年

1995
平成7年

2000
平成12年

2005
平成17年

2010
平成22年

2015
平成27年

2019
令和元年

2020
令和2年

平
成
の
世
の
30
年
間
は
、創
立
1
0
7
年
の
明
治
高
校
の
歴
史
の
中
で

忘
れ
ら
れ
な
い
時
代
に
な
る
と
共
に
、明
治
高
校
に
と
っ
て
も
激
動
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

駿
河
台
か
ら
調
布
へ
の
移
転
、そ
し
て
共
学
化
。

こ
の
時
代
に
明
治
高
校
の
転
機
と
な
っ
た
幾
つ
か
の
出
来
事
や
、

懐
か
し
い
ネ
タ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

卒
業
し
た
O
B
・
O
G
、幹
事
学
年
の
話
題
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。

令
和
の
時
代
へ
、猿
楽
町
校
舎
時
代
の
記
憶
や
、明
治
高
校
の
新
し
い
薫
り
を

「
繋
ぎ
」、明
治
高
校
の
益
々
の
「
繁
栄
」を
謳
歌
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

2001　明治魂～男明治に惚れてみな～

2002　攻めろ！！

2003　REVOLUTION

2004　INFINITY

2005　極

2006　DASH`

2007　07 紫紺祭

2008　再誕

2009　※新型インフルエンザの世界的な流行で中止

2010　百花繚乱

2011　100周年への架け橋

2012　for the NEXT

2013　紫紺旋風 ～明治101～/テーマ 明治鉄道101

2014　May genius

2015　紫紺笑祭～この祭り、いとをかし～

2016　The image of Meiji ～明校の架橋～

2017　われら紫紺の革命児

2018　明治維新、再び。～今年の紫紺祭はんぱないって～

特集1 ぐ
〜

19

91年（平成3年）

　昔の後夜祭　
　紫紺祭の最終日の夜、猿
楽町校舎の校庭の真ん中
に薪を集め、キャンプファ
イヤーを囲み皆で肩を組
んで歌った校歌や応援歌
の想い出が懐かしい。
　用務員の島さんに指南

頂きながら組み立てたやぐらに火をつけた瞬間は、本当に感動
的であった。時代と共に、後夜祭名物が姿を消してしまったの
は大変残念である。キャンプファイヤーは1991年が最後で
あった。

19

92年（平成4年）

　猿楽町校舎校庭の人工芝化
　 どすこい塾が卒 業した後の
1992年（平成4年）に、猿楽町校舎
校庭が砂を混ぜた人工芝化された。
前年迄は全面コンクリートで、体育
や部活の時、こけたら膝がズル剥け
ることが当たり前だっただけに、在
校生は相当喜んでいたようである。

19

90年（平成2年）

　『快汗、どすこい塾』都市伝説
　今年の幹事学年の同期会の名称「快
汗、どすこい塾」に含まれる「快汗」。そ
のルーツは、1990年の高Ⅱの体育祭
のテーマ「快汗」から来ている。
　当時の体育祭パンフレットの表紙
に、男子が旗を掲げているスケッチが
施されているが、その絵のタッチから一
体誰が、いや誰の彼女が書いたのかと
いう噂が当時流れ、結局誰の作か分か
らずじまいになっている。
　当時の実行委員長は絡んでいないこ

とは最近確認出来ているが、卒業して27年たったこの機会に、
ぜひ作者には名乗り出て貰いたいと思う。

19

89年（平成元年）

　制帽の自由化
　現役生には、死語であろう

「制帽」。自由化以前の1974
年（昭和49年）、中学生の短
髪規定の廃止により、生徒は
髪型を気にして帽子を被らな
くなる傾向となる。制帽着用
規定は実効性を失い始め、制
帽を被る被らないで、生徒と
先生方とのいたちごっこが続
く。1989年前後は全国的に
制服への価値観が従来から変

化をしていくタイミングで、制服の種類を増やし生徒の選択の幅を広げたり、
制服を一新してイメージアップを図る公私立校の新しい動きがあった。
　明治高校は「校内の秩序を守る為」という理由で、教員はきちんと帽子を
着用させようと生徒協議会に強く働きかけていたが、生徒協議会では生徒の
意見を反映させようと制帽の自由化を打ち出して、それが職員会議へ提出さ
れ、ついに1989年7月、当時の保坂校長より方針が正式発表され制帽着用が
自由化となったのである。制帽が残っていたらどうなっていたか。そんな母校
のもう1つの今を想像してみるのも面白いであろう。
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平成元年

1990
平成2年

1995
平成7年

2000
平成12年

2005
平成17年

2010
平成22年

2015
平成27年

2019
令和元年

2020
令和2年

紫紺祭のテーマの歴史
　今年の幹事学年の同期会名は「快汗、どすこ
い塾」であるが、そのルーツは、高Ⅱだった1990
年の紫紺祭のテーマが由来である。平成の間で
29のテーマがあったが、表を見て頂くと分かる
とおり、時代や世相を反映したもの、共学化後は
女子が中心に考えたであろうテーマも見られる。
30年間殆ど被ることもなく、各々の代の色が反
映されているのが分かる。令和最初のテーマは
果たして何になるか？

1989　革命児/核明治

1990　どすこい'90

1991　原点を守り  頂点へ翔ける

1992　破天荒

1993　考え中

1994　燃える闘魂

1995　新党明治

1996　強行突破

1997　ENDLESS（自分だけの終わらない何かを。）

1998　CONTACT

1999　Discovery　(発見)

2000　Explosion　(爆発)

19

96年（平成8年）

　明大明治にサッカー部が設立
　今やサッカー部は、中・
高あわせて100名を超え
る大所帯に成長し、運動
部の勢力図を塗り替える
部活となった。猿楽町時
代の1996年にサッカー
部が設立されたが、その
前身は有志サッカーで始
まっている。当時の過程

によると、1991年から1993年にサッカー部創設
案が初めて生徒から出されたようである。
　当初は堀切の日の出緑地が活動場所で、顧問に
なる先生もいなかった為、創設廃案に追い込まれ
た。その後1995年から有志サッカーは24名で活
動を再開し、明治高校OBを含んだ明大生との練
習試合や、体育祭や紫紺祭でのPR活動等を地道に
継続し、3学期に田中徹太郎先生より入部希望者
へ正式にサッカー部創立が伝えられた。
 平成に入ってからは、1994年の陸上競技部、
2008年の硬式テニス部など新しい部活が設立さ
れた。今回ピックアップ・クラブ（24ページ）と題
して、文化部の活動も取り上げているので見て頂
きたい。

19

90年（平成2年）

　史上最年少マンドリン独奏コンクール日本一
　1990年名古屋市で開催された第12回日本マ
ンドリン独奏コンクールにて、当時高Ⅲの山室繁
央氏（平成3年卒明仁会）が伴奏の同級生、笠村 
強氏（剣道部OB）とともに最高位の第1位入賞
を果たし、史上最年少の日本一となる。選曲は、
ヴァイオリンの難曲であるサラサーテ作曲のツィ
ゴイネルワイゼン。この曲で使われるヴァイオリ
ンの特殊奏法を、卓越した技術によってマンドリ
ン演奏に置き換えつつ、ジプシー独特の哀愁をマ
ンドリンのトレモロ奏法で表現したその演奏は、

「天才現る」との評価を得て世に衝撃を与えた。

19

93年（平成5年）

　中高体育祭の分離開催
　1993年10月2日に高校体育祭、翌日に中学
体育祭が行われ、この年から分離開催となった。
分離開催は、中高合同で行うことによる一人当
たりの競技数不足や、盛り上がりに欠ける応援
などに対応すべく、体育祭の充実を図る目的で
教員側から提案された。「中学生だけでは準備
や片づけが大変」「盛り上がりにかけた」等の反対
意見がある一方で、「場所が広くなった」「参加
出来る競技が増えた」等の賛成意見もあり、全体
的に分離開催が「成功」の評価を受け、以後継続

する。現在は中学校が体育祭として、高校は2004年に球技大会に姿を変
えて実施されている。
　今年、男子はバスケットボール・バレーボール・サッカー、女子はバレー
ボールと新種目ドッジボールが追加され、6月に開催された。その昔、高校
の種目だった棒倒しは、もはや時代に合わないものだが大変盛り上がった。
あの様な種目がないのはやはり寂しいものである。

19
91年（平成3年）

NHK青春メッセージに出演
『頑張れスワローズ』

　1991年「成人の日」に、どすこい学年
メンバーの吹奏楽班OB牛島伸介氏が、
NHK青春メッセージに出演。地元神宮が
本拠地のヤクルトスワローズ（現：東京
ヤクルトスワローズ）への熱い想いを、応
援ハッピを着てメガホンを持ちアピール

した。スワローズが当時万年Bクラスでも応援している事、めったに勝て
ないからこそ勝利の喜びが大きい事、新しく就任した野村監督へ「優勝が
見たい」という願いの内容だった。牛島氏は当時のビデオを紛失しており、
この番組を録画している人がいたら、ぜひダビングさせて欲しいとのこと。

19
90

年代前後

　紫紺祭 バンド天国
　紫紺祭と言えば、バン
ド。1980年代から1990
年代のロックバンドの一
大ブームの中で、多くの
バンドが紫紺祭ステージ
を飾った。
　洋楽・邦楽関係なく、
どすこい塾の学年だけで

も4～5バンドが存在したが、先生と生徒のバンドや、先
生バンドもあり、視聴覚教室は熱気につつまれていた。
なお、バンドブームで盛り上がったTV番組に「いかすバ
ンド天国」という、1989年から1990年迄放映された
バンドオーディションの人気番組があった。その司会者
が、明治高校出身の三宅裕司氏（昭和45年卒）であった
ことを改めてお伝えしておこう。
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06年（平成18年）

　マラソン大会終了　
　1968年（昭和43年）6
月に、狭山多摩湖畔で第1
回大会が開催された。明
治高校・中学合同の大会
で、高校10km・中学6km
で争われていた。昭和記念
公園、河川敷などで行われ
こともあったが、基本は狭

山多摩湖のコースであった。
　過呼吸を起こす生徒もいて、きつい学校行事であったが、
どすこい塾の代ではマラソン大会がきっかけで有志駅伝部が
出来た。調布へ移転する前、2006年（平成18年）11月が最
後のマラソン大会となってしまったが共学となった明治中学・
高校での復活はあるのであろうか・・・。
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08年（平成20年）

　明治高校
　移転共学化スタート！　

  2008年4月の猿楽町校舎か
ら調布校舎への移転にあわせ
て、明治中学・高校共に女子が
入学した。中学は入学者187
名のうち57名が女子、高校は
入 学 者282名（130名は明 治
中学から）のうち64名が女子
であった。全体では、中学9ク
ラスが15クラスへ、高校15ク

ラスが21クラスへ増えた。
　教務主任を務めていた関根正人先生（「27年目の授業」（16ペー
ジ）にご登壇）の調布移転の当時の談話だが、共学化にあたり先生
達は名簿の順番は男女か女男にするか、はたまた混合にするか、ス
カートが短かった場合に男性教諭は注意していいのかなどを真面
目に、尽きることなく議論し、考えたようである。しばらくは、どう
女子と接したらいいか分からない男子と女子との間には壁があり、
先生と生徒の探り合いも続いたようである。
　2010年には、完全共学化となり各学年に女子が入って来たこと
によって、明治高校に様々な新しい変化が起きたのは事実である。
応援団チアリーディング部の活躍、女子のみのクラブ活動としてダ
ンス部も設立され、現在も人気の部活となっている。
　 卒 業 生ではブラバ
ンOGが明治大学ラグ
ビー部へマネージャー
として入部し、今年の
明治大学日本一の縁の
下の力持ちとなってお
り、これも共学化がな
かったら起きえなかっ
たことである。
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12年（平成24年）

　明治高校創立100周年
　テーマを「for the NEXT」
とし、年間を通じて創立100
周年記念事業が展開された。
式典・祝賀会、校舎内ラッピ
ング、ラッピングバス等の広
報戦略、校内行事、記念誌の
発行などがあった。紫紺祭の
閉会式では、明治高校では初
であろう芸能人（オリエンタ

ルラジオの藤森慎吾さん、キマグレンさん）が調布校舎に訪れ
て最高の盛り上がりを見せ、次の100年に向けての新しいス
タートとなった。また、この100周年で生徒会長や過程編集
長が明治高校史上初の女子生徒となったことは歴史的転換点
である。
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11年（平成23年）

　初の女子卒業生の誕生
　2011年3月10日、共学化して明治高校初の女
子が卒業した。2008年に入学した生徒282名
のうちの64名である。先生達は特別な思いで卒
業式に臨まれたのだろうと思われる。この歴史的な卒業式の
翌日11日に東日本大震災が起きたことを考えると、卒業後の
気持ちは穏やかではなかったと想像出来る。
　なお100周年を目前にし、明治高校内も自粛ムードはあっ
たようだが、この年は中国上海建平中学（高等学校）と協定（初
の海外協定）を締結。男子4人・女子7人の生徒が建平中学で、
一週間の国際交流研修を実施している。
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11年（平成23年）

　明治高校の歴史上初の女子団長就任
　応援団チアリーディング部にて、
押田華穂さんが第66代目で初の
女子応援団長となる。
　当時も放送中だったザ・ノン
フィクション『花の中学生応援団』

（2005～2016年迄全5話）でも
取り上げられた。
　その後の67代目の男子団長へ
引き継ぎの際に送った言葉「敢為
邁往」（困難に屈せずひたすら前進

すること）は、令和の時代へもつないでいきたい言葉である。
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18年（平成30年）

　安部先生談話  棟朝銀河さんの想い出
　国語科の安部先生との退任イ
ンタビュー時に聞けたエピソード
で、記事には含んでいない為、先
生の談話をほぼそのままの内容で
お伝えする。
　「猿楽町校舎の最晩年、俺が中
学の教頭をやっていた時、トラン
ポリンの棟朝銀河が中学に入学
して来たんだよ。
　実は、入学前に母ちゃんが電話
をかけてきてな、「明治と立教と

どちらにしましょうか」って聞かれたもんだから、俺が「そ
りゃ明治でしょ」って言ったんだよ。それで明治に入って
来たんだけど、トランポリンなんて学校にはねえよな。
　だから、しょうがねえからトランポリンを買ったんだよ。
でもここで指導するってのも難しいじゃん、危険な技もあ
るし。それで、結局は朝日生命に行って練習してたんだけ
どな。彼はその後リオデジャネイロオリンピックに出場す
るんだけれど、オリンピックに行くような選手は彼が最初
だったな。残念ながら彼は明治大学には進学しなかったん
だけれど、東京オリンピックでも頑張って欲しいよな」。
　今もこのトランポリンは調布校舎に眠っているらしい。
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18年（平成30年）

　『過程』の編集について　
　写真は2018年度『過程』の第67
号である。過程自体に興味を持って
貰う為に、あえて手描きにしたという
表紙が非常に印象的である。
　近年、過程編集委員に、男子生徒が
携わらなくなってしまったのは非常に
寂しい状況である。
　時代の流れや価値観の変化なのか
も知れないが、ぜひ、また男子生徒の
編集委員が戻って来ること、そして継
続していくことを願ってやまない。
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12年（平成24年）

　鵜澤総明教育振興・奨学金
　プログラムの創設

　創立100周年記念事業の1
つだったこのプログラムの最大
の狙いは、募金による寄付金

（積立金）を原資とする奨学金
を活用して、海外留学・体験学
習、受け入れ留学生との交流等
様々を通じて、グローバル社会
におけるリーダーを育成する
ことであった。2013年2月に
は、100周年記念第1回英語ス

ピーチコンテストが開催されていおり、今年で第8回目
を迎えている。2012年以降、他にイングリッシュ・プ
レゼンテーション大会も実施され、これらのコンテスト
の入賞者やファイナリストが語学研修へ行くようになっ
た。研修先はアメリカ・フランス・カナダ・オーストラ
リア等多岐に渡り、当初の狙い通りグローバル人材育成
が進んでいる。

20

19年（平成31年）

　石崎章生元校長 叙勲授与される！
　都立高校の校長を経て平成6年から平成9年
度の間、明治大学付属明治高等学校・中学校の
校長を務められていた石崎章生先生（85歳）が、
2019年（平成31年）4月、春の叙勲で瑞宝小綬
章を授与されました。
　長年の教育功労が認められたこと、ここにお祝
いの言葉と共にご報告させていただきます。
　おめでとうございます。

20

18年（平成30年）

芸術祭復活　
　昭和50年代は、プロやセミプロの演
奏する音楽の鑑賞が中心で「音楽祭」
という名前で11月に実施されていた。
　1986年 （昭和61年） に、東京芸術
座による演劇を鑑賞して以降、音楽に
限らず広く芸術一般を鑑賞すること

になった為、名前が「芸術祭」と改められた。毎年、音楽鑑賞と演劇を
交互に実施していた中、退任された安部先生談話となるが、高校の同
級生だった俳優の石丸謙二郎さん（「世界の車窓から」のナレーション
でも有名）に紹介された劇団の演劇も鑑賞する機会があったとのこと。
しばらく途絶えていたこの芸術祭は、2018年11月に校舎内の鵜澤総
明ホールにてマンドリン部OBである堀雅貴さん（平成14年卒）がリー
ダーを務める「Mandolicks」を迎えて復活した。
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古岡 奈緒（平成27年卒）

明治中学・高校経て明治大学政治経済学部政治学科へ進学
クラブ活動：吹奏楽班 ユーフォニアム
好きな音楽：クラシックや邦楽（Mr. Childrenや尾崎豊）、洋楽（The 
ChainsmokersやQueen）など、幅広いジャンルの音楽が好き。
明治高校の学生生活：吹奏楽班での活動が学生生活の9割位を占
めている中、100周年記念事業委員会で委員を経験。吹奏楽以外で、
バンド活動もしていた。
明治中学・高校思い出の先生：吹奏楽班顧問 鈴木正人先生、
社会科 駒形先生、生物 西村先生、数学 石倉先生

1996年の第33回ラグビー全国大学選手権以来、
22年ぶり日本一になった明治大学

62019  総明会会報「紫紺の詩」
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優
勝
常
連
校
だ
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
部

と
今
年
優
勝
し
た
チ
ー
ム
を
比
べ
て
、
雰
囲
気

や
、活
動
に
違
い
が
あ
っ
た
と
か
、こ
の
辺
が
一
緒

だ
っ
た
と
か
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

練
習
時
間
、
人
間
関
係
、
寮
の
食
事
と
い
っ
た

細
か
い
と
こ
ろ
も
含
め
て
雰
囲
気
が
大
き
く
変

わ
っ
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
練
習
時
間
に
関

し
て
は
、
現
在
は
大
学
の
授
業
時
間
に
重
な
ら
な

い
よ
う
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
ラ
グ
ビ
ー
優
先

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
学
業
を
チ
ー
ム
全

体
で
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
関
係
は
、現
在
は
学
生
間
の
上
下
関
係
が

あ
ま
り
な
く
て
風
通
し
が
良
い
環
境
で
す
が
、
昔

は
大
変
厳
し
い
先
輩
後
輩
の
上
下
関
係
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
寮
の
食
事
も
、
現
在
は
管
理
栄
養

士
付
き
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
昔
は『
白
飯
に
ち
く
わ
』と
い
っ
た
簡

素
な
食
事
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

―
ち
ょ
う
ど
優
勝
直
後
の
N
H
K
の
特
集
を
見

て
、
が
む
し
ゃ
ら
に
毎
日
と
こ
と
ん
練
習
し
て
い

る
と
い
う
よ
り
も
、
効
率
よ
く
練
習
し
て
い
る
と

い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

約
束
事
を
決
め
、
毎
日
そ
れ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
す
る
と
い
う
取
材
映
像
を
見
て
、
根
性
・
体
力

だ
け
で
は
な
く
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
雰
囲
気
も

受
け
ま
し
た
が
、ど
う
で
し
た
か
？

　

人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
優
勝
に
繋
が
っ

て
い
た
の
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
私
生
活
で
、

ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
で
も
約
束
事
を
決
め
て
身
に

付
け
る
こ
と
で
、
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
姿
勢
も
大

き
く
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
洗
濯
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
や
る
の
で
す
か
、
後

輩
が
や
る
の
で
す
か
？

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
洗
濯
し
ま
せ
ん
。
選
手
が
全

て
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
ま
す
。
選
手
は
全
寮
制

で
1
部
屋
に
各
学
年
1
名
ず
つ
、計
4
人
部
屋
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
2
年
生
の
時
ま
で
は
、
各
部
屋
の
1
年
生

が
部
屋
全
員
の
洗
濯
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
私

が
3
年
生
の
時
か
ら
チ
ー
ム
の
方
針
が
変
わ
り
、

全
員
自
分
の
も
の
は
自
分
で
洗
濯
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
も
公
式
戦
で
着
用
す
る
紫
紺

の
ジ
ャ
ー
ジ
だ
け
は
、
1
年
生
が
全
員
で
手
分
け

し
な
が
ら
手
洗
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

―
故
・
北
島
元
監
督
の
名
言
で
も
あ
る
「
前
へ
」、

こ
れ
は
明
大
明
治
の
学
校
案
内
に
も
「
M
o
v
e 

F
o
r
w
a
r
d
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
4
年

間
ラ
グ
ビ
ー
部
を
支
え
て
き
た
中
で
、
今
の
時
代

は
先
輩
と
か
監
督
は
、
ど
う
い
う
風
に
表
現
し
た

り
語
り
継
い
で
い
ま
す
か
？

　

入
寮
式
に
O
B
の
方
が
「『
前
へ
』
セ
ッ
シ
ョ

ン
」と
称
し
て
「
前
へ
」と
い
う
言
葉
の
由
来
や
歴

史
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
全

て
の
戦
術
の
根
幹
に
は
こ
の
言
葉
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
「
前
へ
」で
古
岡
さ
ん
が
心
掛
け
て
い
た
こ
と
、

染
み
つ
い
て
い
る
事
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
、
き
つ
い
と
き

は
「
前
へ
」
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
在
部
中
に

き
つ
か
っ
た
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
昨
年
の

関
東
大
学
対
抗
戦
で
、
慶
應
義
塾
大
学
と
早
稲

田
大
学
の
試
合
で
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

大
学
選
手
権
出
場
は
決
ま
っ
た
も
の
の
、
対
抗
戦

4
位
の
枠
で
か
な
り
厳
し
い
対
戦
カ
ー
ド
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
る
大

学
選
手
権
優
勝
は
、
こ
こ
か
ら
で
も
達
成
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
チ
ー
ム
全
体
で

強
い
意
識
を
持
ち
、最
後
ま
で
や
り
き
り
ま
し
た
。

私
も
チ
ー
ム
を
支
え
る
一
員
と
い
う
意
識
を
強
く

持
っ
て
、
や
れ
る
こ
と
は
全
部
や
ろ
う
と「
前
へ
」

を
意
識
し
て
業
務
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

―
吹
奏
楽
班
を
経
験
し
た
中
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

役
立
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　

直
接
的
な
こ
と
だ
と
、
吹
奏
楽
班
で
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
定
期
演
奏
会

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
て
、そ
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
が
ラ

グ
ビ
ー
部
で
も
役
立
ち
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
で

は
試
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
を
担
当
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
身
に
付
い
て
い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
は
他
の
業
務
に
も
役
立
っ
て
い
ま
し
た
。

―
無
事
卒
業
さ
れ
て
社
会
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

新
社
会
人
に
な
っ
て
い
く
中
で
改
め
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
こ
と
、目
標
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

　

ま
ず
は
会
社
の
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
が
当
面
の

目
標
で
す
。
今
後
の
昇
格
に
必
要
な
資
格
試
験

の
合
格
も
目
指
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
仕
事
と
は

別
で
会
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
学
の
経
験
を
活
か

し
て
、
よ
り
良
い
練
習
環
境
作
り
に
チ
ャ
ン
レ
ジ

し
た
い
で
す
。

―
今
年
の
聡
明
会
の
テ
ー
マ
は
「『
つ
な
ぐ
』
～

M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令
和
へ
～
」
と
な
り
ま
し

た
。
先
輩
か
ら
つ
な
い
で
き
た
こ
と
、後
輩
に
つ
な

い
で
い
っ
て
欲
し
い
こ
と
、
古
岡
さ
ん
に
と
っ
て

明
治
の
薫
り
は
、何
で
し
ょ
う
か
？

　
「
愛
校
心
の
強
さ
」で
す
。
な
ん
だ
か
ん
だ
明
治

が
大
好
き
な
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
な
と
、
感

じ
て
い
ま
す
。
後
輩
達
に
も
、
明
治
を
大
好
き
に

な
っ
て
、
母
校
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
お
話
を
い
た
だ
け
た
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
で
す
が
、
歳
の
離
れ
た
大
先
輩
と
も
関
わ
り
を

持
た
せ
て
い
た
だ
き
、
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
が

あ
る
の
が
明
治
の
良
い
と
こ
ろ
か
な
と
思
い
ま
す

し
、こ
れ
か
ら
も
、そ
の
明
治
の
良
さ
を
先
輩
後
輩

で
繋
い
で
い
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
個
人
で
感
じ
て
い
る
明
治
の
薫
り
は
、
良
い

意
味
で
の
「
泥
臭
さ
」
で
す
。
私
が
明
治
中
学
に

入
学
し
て
か
ら
、
最
初
に
全
校
生
徒
が
集
合
し
た

1
学
期
の
始
業
式
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
は
ま
だ
中
学
3
年
生
と
高
校
Ⅲ
年
生
が

男
子
生
徒
の
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
と
に
か
く
勢

い
や
ノ
リ
が
す
ご
く
て
、衝
撃
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
雰
囲
気
が
嫌
い
な
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、私
は
む
し
ろ
好
き
で
、共
学
が
進
ん
で

そ
の
よ
う
な
空
気
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
中
高
か
ら
大
学
の
ラ

グ
ビ
ー
部
ま
で
の
10
年
間
、
明
治
と
い
う
「
泥
臭

い
」薫
り
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、感
謝
し
て

い
ま
す
。

特集1 ぐ
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第55回『総明会』総会・懇親会のご案内
令和元年11月24日（日）

ハイアット リージェンシー 東京

　令和最初の総明会は、今回のテーマである『つなぐ』にある
通り、世代を超えて恩師・卒業生、先輩後輩、そして現役生が
つながる会を目指しました。会報記事にも平成4年卒と平成
24年卒の対談がありますが、これからの若手OB・OGも参加
しやすい、趣向を凝らした懇親会となっております。
　なお、今年の総会・懇親会は、明高卒の明大アナウンス研究
会の3人が仕切ります！
　そして、ラブコールにお応えして、昨年の懇親会を大いに盛
り上げていただいたCopiaを招請。パフォーマンスも乞うご
期待！
　さぁ、卒業生の皆さん、総明会に「Meijiの薫り」を感じに行
きましょう！

 総明会 総会・懇親会企画

『つなぐ』～Meijiの薫りを令和へ～

SPECIAL LIVE
2019
in SOUMEIKAI
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Soumeikai Kaiho

※なお、一旦納付された会費につきましては、お返しできません。予めご了承ください。当日欠席された場合も、同様にご返金できません。
　貴重な浄財といたしまして、総明会活動に利用させていただきます。
※誠にお手数ながら、出欠につきましては、同封のはがきにて又は、総明会ホームページよりご連絡をお願いいたします。
　なお、出席のお知らせをいただいていない方でも、直前に出席可能になった方など、ご連絡をいただかなくても出席可能ですのでお気軽にお運びください。

　総明会ホームページ：http://www.meiji-soumeikai.com

当日払い　　　　事前納付

会費 事前納付振込先
11月5日（火）までに納付をお願いいたします。入金確認のため、氏名の前に卒業年を付
記してください。ATMでも振込名義の変更は可能です。個人名義で同行口座間のイ
ンターネットバンキングを利用した場合は手数料無料です。
ATMご利用の場合、振込手数料や時間外手数料が発生するケースもございます。

例：	 昭和年代卒業の方：62	メイジ	タロウ　
			 平成年代卒業の方：ヘイ	11メイジ	ジロウ

ゆうちょ銀行 振替口座
記号番号：00250-2-106661
名義：第55回総明会総会懇親会
名義カナ：ダイゴジュウゴカイ
　　　　　ソウメイカイソウカイコンシンカイ
※他行から振込の場合は、店名：029（ゼロニキュウ）店
　当座0106661でお願いします。

三井住友銀行
支店：小手指支店（店番516）  普通預金
口座番号：7459921
口座名義：第55回  総明会総会懇親会  代表者  天野智充
名義カナ：ダイゴジュウゴカイ ソウメイカイ ソウカイコンシンカイ ダイヒョウシャ
 アマノ　トモミツ

会費のご案内
今年もあります！

便利な事前納付がお得です！
《ヤング会員は5,000円》

※平成20年から27年までご卒業の社会人

《学生会員は2,000円》
※大学生・大学院生

　秋麗の候、旧制明治中学校、明治大学付属明治中学校・高
等学校卒業生の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお
慶び申し上げます。早いもので本年の総会懇親会をご案内さ
せていただく季節となりました。
　本年開催の第55回総会懇親会は、私たち平成4年卒業「快
汗、どすこい塾」が幹事を務めさせていただきます。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

『つなぐ』〜Meijiの薫りを令和へ〜
　総明会は旧制明治中学校、明治大学付属明治中学校・高等
学校に1日でも在籍した方全員の会です。よって、本校にゆか
りのある方々は老若男女どなたでも懇親会にご参加いただけ
ます。皆様にお気軽にご参加いただき、世代を超えて「薫り」を
次の時代に繋いでいく場、そんな会を目指します。
　会場は、昨年に引き続き新宿の「ハイアット リージェンシー 東
京」です。懇親会では、若いOB/OGである後輩の皆さんに司
会や企画をしていただく予定です。若者たちの活躍ぶりをご覧
いただくとともに、同窓の皆さんと旧交を温め、世代を超えて
校歌を歌いあげる。そんな楽しい時間をお過ごしいただきたい
と思います。
　年に一度の機会です。先輩・後輩・同期の仲間、そしてご家
族の皆様のお越しを心からお待ち申し上げます。

幹事学年からの挨拶
日時：令和元年11月24日（日）
	 総　会　16：00〜
	 懇親会　17：00〜（受付開始	16：00〜）

場所：ハイアット リージェンシー 東京 B1F
	 〒160-0023	東京都新宿区西新宿2-7-2
	 TEL.03-3348-1234（代表）
	 http://www.tokyo.regency.hyatt.jp/
	 ※都営大江戸線「都庁前」駅直結

今年も会費事前納付制度を実施いたします。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込み先につきましては、下記をご覧ください。

一般会員（昭和53年から平成19年までのご卒業） 10,000円 >  9,000円
シニア会員（昭和52年以前のご卒業） 8,000円 >  7,000円
ヤング会員（平成20年から27年までご卒業の社会人）	 6,000円 >  5,000円
学生会員（大学生・大学院生）	 3,000円 >  2,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 5,000円 >  4,000円

ホームページからも事前申込が可能です。
http://www.meiji-soumeikai.com/entry/
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 《 総明会 総会・懇親会 事前企画 》

こんなに親身で熱い『就活会』に参加希望の方は、今すぐアクセス！
http://www.meiji-soumeikai.com/shukatsu
アクセスしたらフォームに登録！
※詳細については後日メールにてご連絡を差し上げる関係上、登録するメールアドレスは
　PCからもメールを受信できるメールアドレスをご登録ください。
　キャンセルは可能です。meiji.someikai.soshiki@gmail.com（組織委員会）までご連絡ください。

合同OB・OG訪問会スタイルで、多業界、多業種のOB・OGの話が聞けます。
聞きにくい質問にもざっくばらんに答えてくれます。
人事／採用担当のOB・OGに、就活／面接について聞けます。
明治高校・中学OB・OGの方で、事前登録いただければ、誰でも参加可能です。
昨年は空前絶後の盛り上がりとなり、懇親会が終わるまでなんと4時間以上も！
❶ 就活会参加費 一律2,000円（総明会懇親会費含む）
❷ 会場の都合上、当日参加はできません。  
❸ 事前に総明会HP上の就活会参加希望登録ページにて参加登録をした方のみ参加できます。
❹ 総明会・懇親会に出席すればさらに有名企業の先輩に質問できます！（懇親会17：00〜19：30）

皆さんのご参加を心よりお待ち申し上げております！

ハイアットリージェンシー東京 B1F「白鳳」

令和元年11月24日（日） 14時30分〜16時30分（受付14時00分開始）

大
好
評
だ
っ
た『
あ
の
企
画
』

今
年
も
や
り
ま
す
！

有
名
企
業
O
B
・
O
G
紹
介
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
O
B
訪
問
！

先着
50名
限定！

総
明
会
は
、明
治
高
校
・
中
学
校
の

O
B
・
O
G
を
応
援
し
ま
す
！

就職就職へのへの近道近道
はは『『総明会総明会』』

～就活生のた
めの有名企業

OB・OG紹介
～

～就活生のた
めの有名企業

OB・OG紹介
～
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明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

総明会会長

吉田 耕太郎

明治大学付属明治高等学校・中学校

校 長

安藏 伸治

Greetings     Soumeikai Kaiho

　第55回総明会総会ならびに懇親会の開催、おめでとうござい
ます。幹事学年となられた平成４年卒業生の皆様、これまでの
準備に加え、当日の運営、本当にありがとうございます。
　さて、本年のテーマは「『つなぐ』〜Meijiの薫りを令和へ〜」と
のことですので、明治中学と明治高校、そして総明会の皆さんに、
これからも是非繋いでいただきたい想いを述べたいと思います。
　旧制明治中学から新制明治中学・高校へ、そして男子校で
あった猿楽町時代から共学の調布での現在まで、107年の歴史
を本校は刻んできました。その間、約２万人を超える優秀な人
材を輩出しています。107年の歴史の中、社会から求められた
本校の存在意義もそれぞれの時代で異なっておりました。総明
会のみなさんが在籍された母校の想い出は、その時代、仲間達、
先生方やご父母という特異な空間と人間関係によって築かれて
いったものです。各々の卒業生に固有の想い出が存在し、それが
積み重なり、受け継がれて現在の総明会が成り立っています。
　私は前校長の金子光男先生の後任として6年前に着任しまし
た。明治大学の理事会や学部長会から明治中学・明治高校の教
育力の強化を任された前校長は、5年の月日をかけカリキュラム
や大学推薦基準等の教務改革を進め、教員の増員、創立100周年
事業や教育基金の設立など、様々な改革案を企画・立案されま
した。
　後任の私は、そうした改革案の実行を任されたのです。2015
年に明治高校を卒業した生徒達が新制度での最初の学年でし
た。英語と数学の授業時間の増加、読み書きに加え、聞き話すと
いった英語力の強化、中学から高校、高校から大学への推薦基
準の厳格化とその運用など、それ以前の学年とは異なる要件を
求められました。最初は不可能と思われたことも、生徒個々人の
努力に加え、教員の献身的なサポートにより、現在ではほとんど
全ての生徒が目標を達成できるようになりました。もともと優
秀な明治中学・明治高校の生徒達が、真剣に勉強をし始めたの
ですから、その効果は素晴らしい結果となって現れてきます。大
学進学後の難関資格の取得、協定校留学、学部卒業生総代や成
績優秀者などなど、各学部から是非、明治高校の生徒をと求め
られる状況です。
　卒業生の方々が、「全く違う学校だ」と時々言われますが、ご
安心下さい。みんなしっかりと紫紺色の血が流れています。そ
れぞれの時代に育まれた「明治愛」が、明治中学・明治高校の生
徒達、ご父母、先生方、そして卒業生達の共通の精神としていつ
の時代にも受け継がれているのです。

　皆様ご承知の通り今年の5月1日より改元され平成から令和
になりました。改元により新たな一歩を踏み出すという感があ
ります。今回の学年幹事は平成4年卒「快汗、どすこい塾」、なん
とも頼もしい学年ネーミングです。学年幹事による本年のテー
マは、「『つなぐ』〜Meijiの薫りを令和へ〜」であります。
　母校も先年100周年を迎え、金子前校長から安藏現校長へと
移り、大変優秀な学校へと発展して参りました。総明会も心機
一転して発展していきたいと念じております。昭和から平成へ、
そして令和となり、その間、猿楽町校舎から調布キャンパスへ、
男子校から共学校へと時代背景は流れました。当然、明治高校
気質の変化もみられるでしょう。気質の変化は、時代の流れと環
境の変化、社会的・政治的背景で変わるのはやむを得ないと思
います（8050問題でもわかるように）。しかし、明治高校にはその
根底に一本の筋があると思えてなりません。
　それは授業での先生方から伝わるものもあるだろうし、学校
全体の雰囲気というのもあるでしょう。しかし、それを強く伝え
るものはクラブ活動や、紫紺祭・体育祭のような授業外行事で
はなかろうかと考えます。男女共学といえどもしっかりと受け
継がれているように推察されます。私たち卒業生も当然、明治中
学・明治高校で学んだ時に、いわゆる学問ではなく体に叩き込ま
れたように感じます。
　青春時代とは中学～高校・大学位を言うのでしょう。手っ取
り早く青春時代の雰囲気に浸れるのは、校歌・応援歌を歌うこ
とだと思います。時おり、つい口ずさむ。そういう時は青春の気
持ちが湧き出てくる。現役時代には「気合を入れろ」などとよく
言われたものです。ところで、気合の「気」とは何だろう？ 体を
流れるというか、腹から盛り上がってくるワクワクとしたもの・・・
言葉では言えないが、そこには何かが存在しています。青春の血
潮と喜び、燃える何かを気と呼びたい。それを瞬時に呼び戻す
のは校歌であり応援歌であると思います。卒業すると校歌応援
歌を歌う機会がめっきり減りますが、その機会の一つが総明会で
しょう。一人で口ずさむのもよいが、皆で肩組み合って歌うほう
がより強く「気」を上げられます。共に歌おう！ 明治高校精神を！

《お詫び》　体調不良で昨年末より約半年にわたり総明会活動並びに行事を
務めず、誠に申し訳なくお詫び申し上げます。その間、山崎・井家上両副会長
に業務委任し、また、平野事務局長はじめ各理事諸スタッフが協力し合い業
務を推進してくれました。併せて、評議員の皆様には絶大なるご協力を賜り
紙面をお借りして深くお詫び申し上げますと共に厚く御礼申し上げます。皆
様の叱咤激励により、おかげ様にて体調も順調（？）に回復しつつあり、皆様
にはご心配戴き重ねて厚く御礼申し上げます。

明治の血脈
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突
然
の
豪
雨
が
襲
う
不
安
定
な
天
候
の
令
和

元
年
6
月
22
日
土
曜
日
午
後
2
時
30
分
、
調
布

校
舎
の
特
別
教
室
3
に
現
れ
た
関
根
正
人
は
、27

年
前
と
変
わ
ら
な
い
出
で
立
ち
で
、
眼
鏡
の
奥
に

冷
徹
な
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
直
の

中
村
の
挨
拶
の
号
令
の
後
、
上
気
し
た
声
で
授
業

を
始
め
た
。

　

い
き
な
り
冷
酷
な
言
葉
が
放
た
れ
た
。

「
君
た
ち
の
頭
は
数
学
ど
こ
ろ
か

算
数
レ
ベ
ル
だ
ろ
う
、
今
日
は
君

た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
授
業
を

す
る
か
ら
よ
く
聞
け
！
」と
言
い
、
語

り
始
め
た
。

　

憮
然
と
し
た
顔
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
上
げ
る

塾
生
の
顔
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。　

 　

 　

 

関根正人先生
27年目の特別授業
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27
年
前
に
戻
り
た
い
と
思
う
。
東
京
理
科
大
学

大
学
院
を
修
了
し
た
彼
は
、
研
究
職
を
目
指
し
た

が
一
時
中
断
し
、我
が
校
の
教
員
に
な
っ
た
。

　
「
平
成
の
元
号
と
と
も
に
現
れ
た
謎
の
数
学
教

師
」は
、
高
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
我
「々
ど
す

こ
い
学
年
」に
対
し
て“
洗
脳
”を
始
め
た
の
で
あ

る
。

「
君
た
ち
の
実
力
は
こ
ん
な
も
ん

じ
ゃ
な
い
」

　

そ
し
て
、
と
て
つ
も
な
い
計
画
を
熱
く
語
り
始

め
た
。
そ
れ
が「
四
天
王
計
画
」で
あ
る
。

　

首
都
圏
男
子
中
高
一
貫
校
に
は
「
御
三
家
」と

呼
ば
れ
る
名
門
難
関
校
が
あ
っ
た
。
1
9
8
9

年
当
時
、
中
高
一
貫
男
子
校
で
、
伝
統
あ
る
明
治

高
校
が
こ
れ
ら
上
位
校
の
仲
間
に
入
っ
て
い
な
い

の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
数
学
教

師
・
関
根
正
人
は
、
明
治
高
校
を
こ
れ
ら
三
校
に

並
べ
る
計
画
を
人
知
れ
ず
推
進
し
た
。
荒
川
区
の

K
校
、
港
区
の
A
校
、
練
馬
区
の
M
校
に
並
び
、

「
御
四
家
」な
ら
ぬ
「
四
天
王
」と
す

る
、と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

当
時
の
彼
の
テ
ス
ト
問
題
は
超
難
解
だ
っ
た
。

1
学
期
最
初
の
中
間
テ
ス
ト
と
言
え
ば
、
一
般
的

に
は
範
囲
も
狭
く『
楽
勝
』と
い
う
の
が
相
場
だ
っ

た
が
、こ
の
謎
の
教
師
の
仕
掛
け
た
テ
ス
ト
の
平

均
点
は
脅
威
の
40
点
。

我
々
は
い
き
な
り
衝
撃
を
受
け
た
。

　

中
学
三
年
間
を
ゆ
る
～
く
過
ご
し
て
き
た
明
治

中
学
か
ら
の
持
ち
上
が
り
組
も
、
受
験
を
突
破
し

遊
ぶ
ぞ
～
モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
た
高
校
入
学
組
も
、

彼
の
筆
圧
に
耐
え
ら
れ
ず
ボ
キ
ボ

キ
と
折
れ
て
い
く
チ
ョ
ー
ク
と
共

に
、四
天
王
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

共
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
高
校
三
年
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
残
念
な
が
ら
我
「々
ど
す
こ
い
学
年
」の
現

役
時
代
に
は
御
三
家
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

ま
た
授
業
に
戻
り
た
い
と
思
う
。
今
回
の
授
業

で
分
か
っ
た
の
は
、
1
9
9
5
年
か
ら
入
試
問
題

作
成
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
関
根
正
人
は
、

そ
の
情
熱
を
か
け
、
超
難
解
な
問
題
を
受
験
生
達

に
突
き
付
け
、
そ
の
実
力
を
試
し
て
い
た
。
彼
の

秘
め
た
る
野
望
を
知
ら
な
い
他
校
や
受
験
業
界
か

ら
は
、「
明
治
は
ど
う
か
し
た
の
か
」

と
囁
か
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、そ
ん
な
の
ぜ
ー
ん
ぶ

無
視
。
彼
に
は
、明
治
に
来
る
子
も
来
な
い
子
も
、

世
の
中
に
は
解
け
な
い
問
題
が
あ

る
の
だ
と
知
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
が

あ
っ
た
。

　

頭
脳
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
に
は
健
全
な
身
体
も

必
要
と
い
う
信
念
の
も
と
、
体
育
祭
で
は
ク
ラ
ス

が
団
結
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
準
備
委
員
と
も

交
渉
し
、
ク
ラ
ス
T
シ
ャ
ツ
を
作
成
し

た
。
こ
の
効
果
も
あ
り
、
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
で

は
優
勝
し
た
・
・
・
か
と
思
い
き
や
、
バ
ト
ン

ミ
ス
で
失
格
だ
っ
た
、
と
い
う
悔
し
い
思

い
出
や
、
卒
業
式
で
の
紅
白
饅
頭
事
件
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
語
っ
て
い
た
。
授
業
を
開
始
し
て
し

ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
塾
生
と
先
生
の
顔
に
笑
み

が
こ
ぼ
れ
始
め
た
。
僅
か
十
数
分
で
、
27
年
と
い

う
空
白
の
時
が
埋
ま
り
始
め
て
い
た
。

特集1 ぐ
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そ
し
て
明
治
は
い
よ
い
よ
2
0
0
8
年
に
共

学
化
を
果
た
す
と
、
偏
差
値
は
60
の
大
台
に
達
す

る
が
、簡
単
に
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
は
な
ら
ず
、数

年
間
横
ば
い
が
続
く
。
だ
が
、
つ
い
に
そ
の
時
が

や
っ
て
来
た
。
2
0
1
3
年
に
、
K
校
の
72
、
A

校
の
68
に
次
ぐ
、
M
校
と
並
ぶ
62
と
な

り
、
明
治
は
こ
こ
に「
四
天
王
」と
し
て
並
び
立

つ
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
年
2
0
1
4
年
も
K
校

72
、
A
校
67
、
M
校
・
明
治
63
と
レ
ベ
ル

は
キ
ー
プ
し
た
。

　

右
肩
上
が
り
の
グ
ラ
フ
は
美
し

く
、数
字
は
嘘
を
つ
か
な
い
。

　
関
根
正
人
の
提
唱
し
た
「
四
天
王
計

画
」は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
ま
た
M
校
と
の
差
は
広
が
っ
て
い
く

が
、一
度
達
成
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
な
お
、共

学
化
後
の
女
子
の
偏
差
値
で
比
較
す
る
と
、
共

学
化
の
翌
年
2
0
0
9
年
に
は

M
校
の
63
と
並
び
、
そ
の
後
追
い

越
し
て
お
り
、
実
は
男
子
が
達
成

す
る
数
年
前
に
、既
に「
四
天
王
」

を
達
成
し
て
い
た
。

　

こ
こ
か
ら
四
天
王
計
画
の
検
証

で
あ
る
。今
回
、関
根
正
人
は
、数
値
・
グ
ラ

フ
を
用
い
て
、
こ
の
計
画
の
推
移
を
検
証
し
た
。

偏
差
値
グ
ラ
フ
は
、
A
校
・
M
校
は
高
校
募
集
を

行
っ
て
い
な
い
為
、
中
学
入
試
偏
差
値
で
の
検
証

と
な
っ
て
い
た
。
大
手
学
習
塾
の
四
谷
大
塚
が
公

表
し
て
い
る
中
学
入
試
偏
差
値
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
確
認
で
き
る
一
番
古
い
1
9
9
6
年
の
偏

差
値
は
、
K
校
69
、
A
校
65
、
M

校
63
、そ
し
て
明
治
は
59
。

や
は
り
3
校
と
は
開
き
が
あ
っ
た
が
明
治
は
上

位
を
狙
え
る
十
分
な
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
そ
の
後
、
御
三
家
は
安
定
的
に
高
い
レ
ベ
ル
を

保
っ
て
推
移
す
る
一
方
、
明
治
は
2
0
0
1
年

に
54
ま
で
低
下
、
連
動
し
て
志
願
者
数
も

1
0
0
0
人
を
下
回
る
8
0
0

人
台
と
な
っ
て
い
た
。
四
天
王
ど
こ
ろ

か
、
ひ
と
り
脱
落
し
て
い
く
明
治
。
だ
が
、
共
学

化
が
決
ま
り
、
そ
の
方
針
が
2
0
0
1
年
に
発
表

さ
れ
る
と
、
志
願
者
数
の
増
加
と
と
も
に
偏
差
値

も
徐
々
に
上
が
り
、
2
0
0
5
年
に
は
59
ま
で
復

活
、K
校
の
70
、A
校
の
66
に
は
、ま
だ
及
ば
な
い

も
の
の
、M
校
の
60
と
の
差
は
わ
ず
か
1
と
迫
り
、

尻
尾
が
見
え
た
！

1995年から、関根先生が入試問題作成担当となり、

情熱（難問）を受験生に突き付ける。

2001年に、調布への移転と共学化プランが決定。
2002年から、2月の受験日を二日に分ける。

受験者数が増え、優秀な生徒が集まりだす。

2008年から、調布へ移転し共学化開始。
更に、優秀な女子生徒も集まる。

（ ）
受験日を

増やすことで他校と
の併願をしやすくし、優秀
な生徒の受験機会を増やし
た結果、2001年に870名
だった受験者数が、2002
～2004年で、年間
1,300から1,400名

に増加。

一時期、
1,200～1,300名

迄落ち込むが共学化後、
2008年で1,800名、2009
年で1,970名が受験。
以後、2002～2004年の
水準を保っている。

2011年
関根先生が

中高広報主任に着任。

四天王計画が
極秘復活

2014年から他大学の受験と
明治大学推薦入学と併願ができ
る制度を導入。東大合格者も、
直近3年で毎年出る程、学力
アップした明高となる。

関根正人先生
27年目の特別授業
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都
内
の
私
立
高
校
と
し
て
は
、
中
学
校
か
ら
し

か
募
集
し
な
い
一
貫
校
を
除
き
、
偏
差
値
73

で
10
番
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
都
内

の
国
公
私
立
高
校
ラ
ン
ク
で
も
進
学
校
と
肩
を

並
べ
る
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
卒
業
し
て
か
ら

27
年
、
改
め
て
明
治
高
校
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
き
を

隠
せ
な
い
、ど
す
こ
い
塾
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
迎
え
た
令
和
の
時
代
。
四
天

王
計
画
を
達
成
し
た
彼
が
、
次
に
目
指
す
も
の

は
・・・
。
今
回
は「
私
立
」校
で
の
比
較
だ
っ
た
が
、

国
立
を
含
む
と
目
指
す
の
は
頂
上
に
君
臨
す
る

「
T
大
付
属
K
校
」。
偏
差
値
は
日
本
一
の
73（
中

学
偏
差
値
）。

　

明
日
か
ら
は「
明
T
頂
上
決
戦
」

が
始
ま
る
。
こ
こ
で
発
表
し
て
し
ま
っ
た
の

で
極
秘
で
な
く
な
っ
た
が
、こ
の
計
画
は
、あ
く
ま

で
も
「
極
秘
」に
進
め
ら
れ
る
為
、
そ
の
全
貌

は
再
び
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
る
。
そ
し
て
彼
の
頭
脳

に
は
、
計
画
達
成
ま
で
の
方
程
式
が
創
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

今
後
も
彼
の
動
向
か
ら
目
を
離
せ
な
い
。※
Q
・

E
・
D
。

　　

今
回
、27
年
振
り
に
再
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、突

然
の
企
画
オ
フ
ァ
ー
に
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
関
根

正
人
先
生
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

※Q.E.D.= quod erat demonstrandum ラテン語で意味は、『よって証明された』。

偏差値 学校名 区分1 区分2 倍率

78 開成高校 私立 男子 2.8

77 慶應義塾女子高校 私立 女子 3.7

76 早稲田実業学校高等部 私立 共学 3.8

76 早稲田大学高等学院 私立 男子 2.6

75 豊島岡女子学園高校 私立 女子 2

73 国際基督教大学高校 私立 共学 2.8

73 巣鴨高校 私立 男子 1.5

73 明治大学付属明治高校 私立 共学 3.0

偏差値順位 都内私立高校

出展：高校偏差値 .net

　

先
生
か
ら
の
授
業
の
最
後
の
コ
メ
ン
ト
「
27

年
前
は
こ
ん
な
に
静
か
に
聞
い
て

く
れ
な
か
っ
た
」に
、当
時
の
授
業
風
景
が

目
の
前
に
よ
み
が
え
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し

た
。
な
お
、
今
回
の
企
画
の
性
質
上
、
敬
称
を
略

し
て
お
名
前
を
表
記
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
根
先
生
の
新
し
い
計
画
の
検
証
に
つ
い
て
の

授
業
を
、
27
年
後
で
は
な
く
、
先
生
が
明
治
高
校

に
ご
在
職
中
に
、
ぜ
ひ
ま
た
聴
講
出
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

出展：四谷大塚

特集1 ぐ

M
校
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倉
持　

髙
草
木
さ
ん
、
古
谷
さ
ん
と
も
ご
結
婚
し

た
ば
か
り
で
、
お
二
人
と
も
パ
ー
ト
ナ
ー
は
明
治

高
校
の
卒
業
生
と
聞
き
ま
し
た
。
お
付
き
合
い
は

い
つ
か
ら
で
す
か
？

髙
草
木　

妻
は
共
学
化
の
第
1
期
生
で
、
自
分

の
1
つ
年
上
で
す
。
在
学
時
、
妻
が
E
S
S（
英

語
部
）
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
は
っ
き
り
言
っ
て

妻
に
近
づ
き
た
い
と
い
う
だ
け
の
目
的
で
自
分
も

E
S
S
に
入
部
し
ま
し
た（
笑
）。
高
校
時
代
に

付
き
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
高
校
卒

業
後
に
妻
に
猛
ア
タ
ッ
ク
し
て
付
き
合
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
入
籍
し
た
の
は
昨
年
3
月
で
す
。

倉
持　

け
っ
こ
う
肉
食
系
だ
ね
ぇ
。

木
下　

男
子
校
だ
っ
た
僕
ら
に
と
っ
て
は
、
母
校

の
同
窓
生
と
結
婚
す
る
な
ん
て
想
像
つ
か
な
い

ね
。

牛
島　

僕
ら
の
頃
は
文
化
祭
の
と
き
に
ガ
ツ
ガ
ツ

し
て
た
ね
。

髙
草
木　

中
学
時
代
は
男
子
校
で
し
た
か
ら
分

か
り
ま
す
。
連
絡
先
を
携
帯
の
赤
外
線
通
信
で
交

換
し
よ
う
と
、
紫
紺
祭
の
と
き
は
男
坂
に
女
子
高

生
が
列
を
な
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。

木
下　

僕
ら
の
こ
ろ
は
携
帯
そ
の
も
の
が
な
か
っ

た
な
ぁ
。

牛
島　

錦
華
公
園
で
待
っ
て
い
て
、
と
い
う
の
は

あ
っ
た
か
も
。

木
下　

小
川
町
の
シ
ェ
ー
キ
ー
ズ
と
か
ね
。

髙
草
木　

シ
ェ
ー
キ
ー
ズ
は
ぎ
り
ぎ
り
あ
り
ま
し

た
ね
。

古
谷　

私
は
中
学
は
地
元
の
学
校
で
し
た
。
私
の

夫
は
地
元
が
同
じ
、
塾
も
一
緒
で
、
明
治
高
校
入

学
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
し
た
。
明
治
高
校
卒
業

後
は
、
商
学
部
で
同
じ
ゼ
ミ
、
大
原
簿
記
学
校
も

同
じ
。
明
大
卒
業
後
も
偶
然
同
じ
会
社
。
彼
と
は

平成24年卒業生と、平成4年卒業生である総明会幹事学年の対
談が実現。男子校時代と共学校時代の両方を経験した元生徒会
長の男子と明治高校を首席で卒業した才女の爽やかコンビと、
今年46歳を迎える中年トリオが、調布校舎で相まみえました。
実に歳の差20歳。
共学化して早11年が経ち、同窓生同士で結婚するカップルも誕
生する時代になりました。明治高校での思い出、仕事にプライ
ベート・・・どんな対談になったのでしょうか・・・。

古
ふるたに

谷 千
ち な つ

夏  平成24年卒
共学化第２期生として明治高校入学。書道部に所属
し、高Ⅱでは文化祭実行委員を務めた。高大連携簿記
講座を受講し、高校在学中に簿記２級を取得。明治高
校を首席で卒業後、明大商学部に進学。粟野先生(現
副校長)の勧めにより公認会計士を目指し、大学在学
中（４年次）に試験に合格、明治高校女子卒業生初の
公認会計士となった。明治大学卒業後は大手監査法
人に入社。

牛
うしじま

島 伸
しんすけ

介  平成4年卒
在学中は吹奏楽班に所属。明治大学
経営学部卒業。2児の父。

高
た か く さ き

草木 大
だ い ち

地  平成24年卒
中学・高校を通じて、猿楽町（男子校）と調布（共学校）
の２つの時代を経験。中学時代はバスケットボール部
に所属、高校では生徒会長や過程編集委員などを務
め、学校活動に注力したのが思い出。農学部では近年
注目を集める再生医療を専攻、豚の臓器で人間の臓器
を作製する異種移植の研究に没頭。一時は研究者の
道を考えるも、諸々の事情で財閥系商社に入社。その
後、外資系金融機関に転職。

木
きのした

下 泰
やすゆき

之  平成4年卒
中高でマンドリン部、コンピュータ部
に所属。文化祭実行委員、過程編集
委員を務めた。明治大学政治経済学
部卒業。3歳児の父。

倉
くらもち

持 秀
ひでかず

一  平成4年卒
在学中はマンドリン部に所属。明治
大学商学部卒業。2児の父。

   平
成
四
年
卒
×
平
成
二
十
四
年
卒

平
成
四
年
卒
×
平
成
二
十
四
年
卒

OO
BB・・O
G
O
G
対
談
対
談

 
明
治
高
校  

平
成
四
年
卒
×
平
成
二
十
四
年
卒

O
B・O
G
対
談
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大
学
3
年
の
頃
か
ら
の

お
付
き
合
い
で
す
。

髙
草
木　

そ
う
だ
っ
た

の
？
同
学
年
の
女
子
が

入
学
す
る
か
ら
と
見
に

行
っ
た
ら
、旦
那
が
千
夏

ち
ゃ
ん
と
既
に
仲
良
く

話
し
て
い
た
の
で
、
何
だ

よ
と
思
っ
て
い
た
ん
だ

よ
ね
。
聞
い
た
ら
幼
馴

染
だ
と
。

木
下　

す
ご
い
縁
で
す

ね
！
古
谷
さ
ん
の
ご
結

婚
は
い
つ
で
す
か
？

古
谷　

入
籍
は
今
年
1

月
で
す
。
10
月
に
結
婚

式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

倉
持　

そ
う
な
る
と
、
も
し
か
し
て
髙
草
木
く
ん

が
明
治
高
校
カ
ッ
プ
ル
初
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
？

髙
草
木　

い
や
い
や
、初
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
は
自
分
の

同
期
の
竹
信
さ
ん
夫
妻
で
、
大
学
2
年
頃
に
学
生

結
婚
し
ま
し
た
。
も
う
2
人
の
子
供
が
い
ま
す
よ
。

倉
持　

 

み
な
さ
ん
、結
婚
が
早
い
で
す
ね
。

木
下　

う
ち
は
、
ま
だ
子
供
が
3
歳
。
こ
の
歳
で

子
育
て
は
き
つ
い
。
若
い
頃
と
は
体
力
が
全
然
違

う
よ
。
子
育
て
も
早
い
ほ
う
が
良
い
と
思
う
よ
。

牛
島　

結
婚
が
早
い
の
は
明
治
高
校
卒
業
生
同

士
で
あ
る
こ
と
も
要
因
で
は
？

髙
草
木　

そ
う
で
す
ね
、
同
じ
学
校
で
同
じ
時
間

を
過
ご
し
た
の
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

牛
島　

今
後
も
卒
業
生
同
士
で
結
婚
す
る
人
達

が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

木
下　

明
治
高
校
で
の
思
い
出
の
中
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

髙
草
木　

あ
り
す
ぎ
て
、

う
ー
ん
、
何
か
ら
お
話
し

て
い
い
の
か
な
ぁ
。
僕
は

男
子
校
時
代
と
共
学
時

代
の
両
方
を
知
っ
て
い

る
世
代
に
な
り
ま
す
が
、

や
は
り
共
学
化
し
た
と

き
は
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
ね
。
共
学
化
し
た
途

端
に
、急
に
先
生
方
が
優

し
く
な
っ
た
り
・
・
・
。

古
谷　

た
し
か
に
、
明

治
中
学
か
ら
の
進
学
生

が「
あ
の
先
生
、
以
前
は

こ
う
だ
っ
た
の
に
！
」
と

言
っ
て
い
る
の
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
ね
。

髙
草
木　

M
先
生
は
常
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
バ
ッ

ト
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
宿
題
を
忘
れ
た
り
す
る

と
・
・
・
痛
さ
が
尋
常
じ
ゃ
な
か
っ
た（
笑
）。

古
谷　

私
も
見
ま
し
た
。
い
い
音
し
て
ま
し
た

（
笑
）。
さ
す
が
に
女
子
に
は
な
か
っ
た
で
す
け
れ

ど
、男
子
も
合
意
の
う
え
で（
笑
）。

髙
草
木　

あ
と
は
数
学
の
Y
先
生
の
ケ
ツ
ハ
リ

テ
。
男
子
校
時
代
、
提
出
物
を
忘
れ
た
り
す
る

と
・
・
・
。
で
も
、共
学
化
し
た
ら
や
ら
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
共
学
化
で
変
化
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

古
谷　

私
が
明
治
高
校
に
入
学
し
た
頃
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
女
子
と
男
子
と
の
壁
。
女

子
は
高
校
入
学
生
の
約
半
数
な
の
で
、
ク
ラ
ス
40

名
の
う
ち
女
子
は
7
～
8
名
程
度
。

倉
持　

古
谷
さ
ん
は
高
校
か
ら
で
す
よ
ね
。
明
治

中
学
か
ら
の
内
進
生
が
全
員
男
子
で
、
高
校
か
ら

の
入
学
生
の
半
数
が
女
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

ら
、女
子
は
も
の
す
ご
く
少
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

古
谷　

私
は
公
立
中
学
出
身
で
、中
学
校
で
は
男

子
と
話
す
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
の
に
、
明
治
高

校
入
学
直
後
は
男
子
が
話
を
し
て
く
れ
な
く
て
、

す
ご
い
壁
を
感
じ
ま
し
た
。

髙
草
木　

そ
れ
ま
で
男
子
校
で
汚
い
言
葉
を
使
っ

て
い
た
の
に
、
急
に
天
使
が
舞
い
降
り
て
き
て
、

し
ゃ
べ
れ
る
訳
が
な
い
。
遠
く
か
ら
「
あ
の
子
か

わ
い
い
」と
か
言
っ
て
る
だ
け
。

古
谷　

話
し
か
け
て
も
そ
っ
け
な
く「
あ
、
う
ん
」

と
か
。
で
も
、
ま
ず
は
女
子
の
意
見
を
聞
こ
う
と

い
う
男
子
が
多
か
っ
た
。
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
で

し
た
ね
。
先
生
方
も
そ
う
で
し
た
。
高
Ⅰ
の
と
き

は
特
に
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

木
下　

男
子
と
女
子
の
一
体
感
が
生
ま
れ
た
の

は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
か
？

古
谷　

や
っ
ぱ
り
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。
入
学
後
に

宿
泊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、そ
こ
で
仲

良
く
な
り
ま
し
た
。
男
女
混
合
で
班
を
作
っ
て
協

力
す
る
の
で
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
恋
が
芽
生
え

た
り
、
色
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す（
笑
）。
と
に
か

く
最
初
の
1
か
月
は
ガ
ッ
チ
ガ
チ
で
し
た
ね
、
先

生
方
も
。

倉
持　

明
治
高
校
応
援
団
が
ザ
・
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、き
っ
と
、あ

ん
な
こ
と
が
学
校
中
で
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

古
谷　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
明
治
高
校
を
卒
業
す

る
頃
は
み
ん
な
仲
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

木
下　

古
谷
さ
ん
は
明
大
在
学
中
に
公
認
会
計

士
試
験
に
合
格
し
た
の
で
す
よ
ね
。

古
谷　

は
い
。
挑
戦
の
き
っ
か
け
は
粟
野
先
生
か

ら
の
勧
め
で
し
た
。
高
校
在
学
時
に
高
大
連
携
簿

記
講
座
を
受
講
し
て
、簿
記
検
定
2
級
に
合
格
し

ま
し
た
。
そ
の
簿
記
講
座
が
終
わ
っ
た
と
き
、
粟

野
先
生
か
ら
「
大
学
在
学
中
に
公
認
会
計
士
資

格
を
取
得
し
た
卒
業
生
も
い
る
よ
。
君
も
挑
戦
し

て
み
た
ら
ど
う
か
ね
」と
勧
め
ら
れ
て
、
簿
記
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
商
学
部
に
進
学
し
ま
し

た
。
大
学
で
は
大
原
簿
記
学
校
に
も
通
っ
て
、
ダ

ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
こ
な
し
ま
し
た
。
実
は
、大
学
生

活
が
楽
し
く
て
一
時
期
は
友
達
と
遊
ん
で
勉
強
に

手
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
級
生

が
簿
記
検
定
を
受
け
始
め
る
の
を
見
て
私
も
負
け

ら
れ
な
い
と
思
っ
た
の
と
、
明
治
高
校
を
首
席
で

卒
業
で
き
た
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
も
あ
り
ま
し
た
の

で
頑
張
り
ま
し
た
。

倉
持　

努
力
家
な
ん
で
す
ね
。

木
下　

僕
ら
の
頃
は
あ
ま
り
勉
強
し
て
い
な
か
っ

た
な
ぁ
。
試
験
も
一
夜
漬
け
が
多
か
っ
た
。
ヤ
マ

を
張
っ
て
、
そ
の
ヤ
マ
が
外
れ
る
と
大
変
な
こ
と

に
な
っ
た
。
留
年
す
る
羽
目
に
な
っ
た
り
ね
。

古
谷　

明
治
高
校
入
学
直
後
の
中
間
テ
ス
ト
で

1
ケ
タ
台
の
学
年
順
位
が
と
れ
た
の
で
す
が
、
明

治
中
学
か
ら
の
進
学
生
か
ら
「
な
ん
だ
、
あ
の
女

子
は
」と
言
わ
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
。

髙
草
木　

女
子
の
な
か
で
も
、
古
谷
さ
ん
ほ
ど
勉

強
す
る
子
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

古
谷　

大
学
4
年
の
11
月
に
会
計
士
試
験
に
合

格
。
1
つ
上
の
学
年
に
女
性
合
格
者
は
い
な
か
っ

た
で
す
し
、
私
の
学
年
で
も
女
性
は
私
一
人
で
し

た
の
で
、私
が
明
治
高
校
卒
業
生
初
の
女
性
公
認

会
計
士
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。大
学
卒
業
後
、

監
査
法
人
に
就
職
し
ま
し
た
。

古谷千夏さんとパートナーの田中勇輝さん。ともに共学化２期生で、現在は同じ監査法
人に勤務。勇輝さんは野球部ＯＢ。
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牛
島　

髙
草
木
さ
ん
は
生
徒
会
長
と
し
て
ど
ん
な

こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
か
？

髙
草
木　

他
校
と
の
交
流
が
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
友
人
が
他
校
で
生
徒
会
長
を
務
め
て
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、明
治
・
開
成
・
桜
陰
・
武

蔵
・
早
実
の
生
徒
会
長
が
集
ま
っ
て
交
流
会
を
開

催
し
、各
校
の
課
題
を
話
し
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
自
分
の
代
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
け
れ
ど
。

古
谷　

私
も
生
徒
会
で
し
た
が
、
明
大
中
野
・
明

大
中
野
八
王
子
と
の
明
治
大
学
付
属
3
校
の
交

流
会
も
あ
り
ま
し
た
。

髙
草
木　

 

あ
と
は
選
挙
公
約
へ
の
取
組
み
。
自

分
の
生
徒
会
長
と
し
て
の
公
約
は
3

つ
あ
り
ま
し
た
。
パ
ン
の
値
下
げ
、市

バ
ス
の
増
便
、
協
議
会
の
週
1
回
実

施
、
こ
の
3
つ
で
す
。
パ
ン
に
つ
い
て

は
、
猿
楽
町
校
舎
時
代
は
山
崎
パ
ン

で
、
1
個
1
0
0
円
で
安
く
て
お
い

し
か
っ
た
の
に
、
調
布
校
舎
で
は
自

動
販
売
機
で
の
販
売
、
し
か
も
1
個

1
5
0
円
以
上
で
高
く
て
美
味
し
く

な
い
。
こ
の
自
動
販
売
機
の
パ
ン
を

平
均
価
格
1
0
0
円
以
下
に
ま
で
下

げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
市
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
国
語
の
北
村
先
生
と
早
朝
か

ら
人
数
を
数
え
た
り
調
査
を
し
た
う

え
で
京
王
バ
ス
と
交
渉
。
調
布
駅
か

ら
の
バ
ス
の
増
便
を
実
現
し
ま
し
た
。

牛
島　

す
ご
い
行
動
力
だ
ね
！

倉
持　

移
転
直
後
で
い
ろ
い
ろ
と
課

題
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
や
る
ぞ
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。

古
谷　

女
子
も
結
構
意
見
を
言
い
ま

し
た
。
女
子
更
衣
室
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
か
。
当
時
、
体
育
で
着
替
え
る
の
に
女
子

更
衣
室
が
足
り
ず
に
ト
イ
レ
で
着
替
え
て
い
た
ん

で
す
。

髙
草
木　

女
子
の
課
題
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。

木
下　

先
生
方
も
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
だ
ろ
う

し
ね
。

古
谷　

先
生
も
生
徒
も
お
互
い
探
り
な
が
ら
で
し

た
。
私
達
の
時
は
ま
だ
男
子
校
色
が
強
か
っ
た
で

す
が
、
現
在
は
男
女
ほ
ぼ
1
対
1
な
の
で
だ
い
ぶ

変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

倉
持　

い
ま
で
は
生
徒
会
長
も
応
援
団
長
も
女

子
だ
そ
う
で
す
よ
。

　

木
下　

幹
事
学
年
の
会
報
担
当
と
し
て
明
治
高

校
の
現
役
生
を
色
々
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
女
子
生
徒
の
活
躍
が
輝
い
て
い
る
印
象
で

す
ね
。テ
ー
マ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に「
M
e
i
j
i

の
薫
り
」を
持
っ
て
来
た
の
も
、取
材
を
重
ね
る
う

ち
に
新
し
い
形
の
明
治
高
校
を
感
じ
た
か
ら
と
い

う
の
が
理
由
の
一
つ
で
す
。

牛
島　

総
明
会
で
も
早
く
共
学
化
後
の
世
代
が

メ
イ
ン
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
総
明
会
の
中

心
世
代
は
ま
だ
男
子
校
世
代
。
20
年
後
は
全
く

変
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
頃
、僕
達
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
だ（
笑
）。

木
下　

総
明
会
で
は
、卒
業
し
て
27
年
目
の
45
～

46
歳
で
幹
事
学
年
を
務
め
る
の
が
ル
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。
幹
事
学
年
に
な
る
ま
で
の
間
、
ほ
と

ん
ど
の
卒
業
生
は
学
校
や
総
明
会
と
の
関
わ
り
が

希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
と
思

い
ま
す
が
、
幹
事
学
年
が
近
く
な
る
と
同
期
み
ん

な
に
声
が
掛
か
り
始
め
る
。
僕
自
身
も
昨
年
同
期

か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
総
明
会
の
総
会
・
懇

親
会
に
昨
年
初
め
て
参
加
。
そ
こ
で
総
明
会
の
凄

さ
を
初
め
て
感
じ
ま
し
た
。
僕
ら
の
世
代
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
う
い
う
進
め
方
で
は
な
か
な

か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
の
会
報
は
で
き
る
だ
け
若
い
世
代
の

記
事
を
掲
載
し
よ
う
と
心
掛
け
ま
し
た
。
若
い
世

代
や
女
性
の
卒
業
生
に
も
会
報
を
読
ん
で
知
っ
て

も
ら
い
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
総
明
会
の
活
動

に
加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
で
す
。

社
会
人
4
年
目
に
な
っ
て
、
明
治
高
校
の
O
B
・

O
G
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
何
か
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

古
谷　

同
じ
職
場
に
明
治
高
校
出
身
者
が
何
人

か
い
ま
す
が
、
今
は
共
学
で
あ
る
こ
と
を
驚
か
れ

る
こ
と
も
多
い
で
す
。
近
い
年
代
で
も
、
30
代
位

の
人
で
共
学
化
を
知
ら
ず
に
驚
か
れ
る
方
が
い
る

の
で
、O
G
は
希
少
な
の
か
と
感
じ
ま
す
。

牛
島　

僕
は
30
歳
位
で
は
明
治
高
校
に
興
味
な

か
っ
た
な
ぁ
。
子
供
が
中
学
生
位
に
な
る
と
、
自

分
の
母
校
が
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

髙
草
木　

前
職
の
会
社
に
明
大
O
B
が
い
て
繋

が
り
を
感
じ
ま
し
た
が
、
明
治
高
校
O
B
に
は
出

会
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
徒
会
の
先
輩
と
ま
だ
仲
良

く
し
て
い
て
、
い
ず
れ
幹
事
に
な
る
の
で
繋
が
り

を
保
っ
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
下　

総
明
会
に
は
色
々
な
先
輩
方
が
い
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
先
輩
方
と
の
パ
イ
プ
が
あ
る
と
、

人
生
で
色
々
と
面
白
い
こ
と
が
起
き
る
と
思
い
ま

す
よ
。

倉
持　

政
治
家
、士
業
、行
政
、メ
ー
カ
ー
、流
通
、

商
社
、金
融
、出
版
、マ
ス
コ
ミ
、イ
ン
フ
ラ
と
、本

当
に
い
ろ
ん
な
業
界
の
い
ろ
ん
な
方
が
い
て
、
先

輩
方
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
同
期
も
様
々
な
業
界

で
活
躍
し
て
い
る
の
で
、
刺
激
を
受
け
ま
す
ね
。

お
二
人
は
同
期
の
皆
さ
ん
が
ど
う
い
っ
た
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
の
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
？

古
谷　

新
卒
の
時
は
何
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
ろ
そ
ろ
転
職
す
る
人
も
出
て
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
近
況
は
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

髙
草
木　

同
じ
部
活
だ
っ
た
り
、
同
じ
ク
ラ
ス

だ
っ
た
り
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
は
把
握
で
き
て
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、全
体
だ
と
難
し
い
で
す
ね
。

木
下　

と
こ
ろ
で
、
平
成
24
年
卒
の
屋
号
は
も
う

決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

髙
草
木　

先
輩
方
に
早
く
決
め
る
よ
う
言
わ
れ
ま

し
た
が
、ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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古
谷　

懐
か
し
い
な
ぁ
、
と
い
う
名
前
を
つ
け
ら

れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

髙
草
木　

卒
業
時
に
総
明
会
の
先
輩
に
連
絡
先

を
作
っ
た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
の
で

グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
を
作
り
ま
し
た
。
連
絡
を
取

り
合
っ
て
屋
号
も
み
ん
な
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
聞
い

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
す
こ
い
の
皆
さ
ん
は

い
つ
ご
ろ
屋
号
が
決
ま
っ
た
ん
で
す
か
？

木
下　

私
達
の
屋
号
が
決
ま
っ
た
の
は
数
年
前

で
す
ね
。
で
も
、な
る
べ
く
早
く
作
っ
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
よ
。

木
下　

令
和
に
な
っ
て
、
心
機
一
転
、
仕
事
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

古
谷　

会
計
士
の
資
格
以
外
に
、
個
性
と
か
強

み
を
持
て
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

T
O
E
I
C
で
す
ね
。
取
引
先
も
海
外
進
出
し

て
い
る
の
で
、
英
語
が
で
き
な
い
と
仕
事
に
な
ら

な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。
海
外
の
財
務
諸
表
を
取

り
扱
っ
て
、
海
外
本
社
と
や
り
取
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
既
に
米
国
公
認
会
計
士
を
取
得
し
て

活
躍
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
刺
激
的
な
の
で
い

ず
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、い

ま
は
目
の
前
の
こ
と
を
や
る
の
で
精
一
杯
な
状
況

で
す
。

牛
島　

い
ま
お
勤
め
の
会
社
だ
と
コ
ン
サ
ル
部
門

も
あ
る
し
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
？

古
谷　

弊
社
グ
ル
ー
プ
に
は
、
監
査
法
人
、
税
理

士
法
人
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
様
々
な
部
門
が

あ
る
の
で
、
色
々
な
会
社
に
出
向
し
て
働
く
こ
と

も
可
能
で
す
。
い
ま
は
会
計
監
査
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
逃
さ
ず
に
掴
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
島　

い
い
で
す
ね
、
明
治
の
M
o
v
e 

F
o
r
w
a
r
d
、ま
さ
に「
前
へ
」と
い
う
感
じ

が
出
て
い
ま
す
ね
。

髙
草
木　

千
夏
ち
ゃ
ん
に
そ
ん
な
い
い
こ
と
言
わ

れ
た
ら
、自
分
か
ら
は
何
も
言
え
な
い
で
す
よ
。

牛
島　

で
も
髙
草
木
さ
ん
は
海
外
勤
務
が
豊
富

だ
か
ら
、英
語
は
得
意
で
し
ょ
う
？

髙
草
木　

い
や
い
や
、
会
話
程
度
で
す
よ
。
自
分

は
、仕
事
よ
り
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
重
視
で
す
。
転
職
前
は
妻
と
過
ご
せ
る
時
間
が

少
な
か
っ
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
増
や
し

た
い
と
い
う
の
が
転
職
の
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
挑

戦
は
、
東
京
五
輪
に

子
供
を
連
れ
て
い
く

こ
と
で
す
。

一
同　

今
だ
！
（
笑
）

髙
草
木　

あ
と
は
、

八
王
子
辺
り
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
ゴ
ー
ル
が

あ
る
庭
付
き
住
宅
を

建
て
て
、
大
学
時
代

に
研
究
し
て
い
た
豚

を
飼
い
た
い
と
い
う

妄
想
プ
ラ
ン
の
実
現

で
す
ね
。
そ
れ
と
、
現

在
の
勤
務
先
は
副
業

O
K
な
の
で
、
英
語

力
と
か
外
国
人
と
の

仕
事
の
経
験
を
活
か

し
て
、東
京
五
輪
を
契

機
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
外
国
人
向
け
ア
プ
リ
と
か
、
来

年
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
考
え
て
い
ま
す
。

木
下　

お
二
人
と
も
素
晴
ら
し
い
！
私
達
は
も

う
40
代
半
ば
に
な
っ
て
、
日
常
を
漫
然
と
生
き

が
ち
だ
か
ら
、
お
二
人
の
い
い
話
を
伺
え
て
刺
激

に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
質
問
で
す
。
今
年

度
の
総
明
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「『
つ
な
ぐ
』
～

M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令
和
へ
～
」
か
ら
感
じ
る

こ
と
、 

先
輩
か
ら
受
け
取
り
た
い
バ
ト
ン
、
後
輩

に
渡
し
た
い
バ
ト
ン
は
あ
り
ま
す
か
?

髙
草
木　

自
分
に
は
、男
子
校
時
代
も
共
学
校
時

代
も
両
方
経
験
で
き
た
か
ら
こ
そ
言
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
昔
の
男
子
校
の
男
臭
さ
、
そ
れ
は
絶

対
に
つ
な
い
で
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
男

子
校
時
代
の
先
輩
方

は
学
ラ
ン
を
び
し
っ

と
着
こ
な
し
て
い
て
、

応
援
団
も
ビ
ー
バ
ッ

プ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
み

た
い
に
超
格
好
良

か
っ
た
で
す
。
共
学

化
後
の
良
さ
も
も
ち

ろ
ん
沢
山
あ
っ
て
、今

後
、い
い
意
味
で
女
性

が
主
役
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
男

子
校
時
代
の
素
晴
ら

し
さ
も
忘
れ
な
い
で
、

改
め
て
質
実
剛
健
・

独
立
自
治
の
精
神
を

取
り
戻
し
た
い
。
今

の
風
潮
も
い
い
で
す

け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
今
回
の
様
な
記
事
で
残
し
て
貰
い
た
い
で
す
。

そ
れ
と
、
自
分
達
の
世
代
は
共
学
化
2
期
目
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
世
代
で
す
の
で
、今
後
、総
明
会
の
会

報
も
自
分
た
ち
の
世
代
の
女
子
が
先
陣
を
切
っ
て

編
集
し
て
欲
し
い
。

古
谷　

先
輩
か
ら
受
け
取
り
た
い
バ
ト
ン
と
い
う

意
味
で
は
、今
日
、対
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

な
企
画
が
、
今
後
も
ず
っ
と
継
続
し
て
あ
る
と
良

い
な
と
思
い
ま
す
。
大
学
生
時
代
、
経
理
研
究
所

が
旧
明
治
高
校
猿
楽
町
校
舎
に
あ
り
、会
計
士
試

験
の
際
に
初
め
て
そ
こ
に
行
っ
て
、
凄
い
場
所
に

あ
っ
た
ん
だ
な
と
。

髙
草
木　

い
ま
に
も
崩
れ
そ
う
だ
ね
。
体
育
館
の

せ
り
出
し
方
は
異
常（
笑
）。

古
谷　

話
に
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
本
当
に
凄

い
坂
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
つ
い
に
こ
こ
に
来
て

し
ま
っ
た
の
か
と
。同
級
生
の
男
子
や
先
輩
方
は
、

み
ん
な
こ
こ
で
勉
強
し
て
い
た
の
だ
な
と
考
え
る

と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
男
子
校

時
代
を
よ
く
知
ら
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
時
代
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
受
け
継
い
で
後
輩
に
も

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、社
会
人
に
な
っ

て
明
治
高
校
出
身
者
と
会
う
機
会
が
多
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
雰
囲
気
で
あ
っ
た
り
、
価
値
観
で

あ
っ
た
り
、
共
通
の
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
も
つ
な
い
で
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

木
下　

明
治
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
ね
。

古
谷　

や
は
り
、
大
学
の
つ
な
が
り
よ
り
も
高
校

や
中
学
の
つ
な
が
り
の
方
が
強
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
後
輩
と
も
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

特集1 ぐ
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明
治
高
校
1
0
7
年
の
歴
史
の
中
で

班
・
ク
ラ
ブ
活
動
は
一
体
ど
れ
位
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、活
動
中
の
団
体
も
あ
れ
ば
、時
代
の
変
遷
と
も
に

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
団
体
も
あ
り

も
ち
ろ
ん
新
し
く
創
部
さ
れ
た
団
体
も
あ
り
ま
す
。

猿
楽
町
校
舎
か
ら
調
布
校
舎
に
移
り
、共
学
化
し
た
こ
と
で

ク
ラ
ブ
活
動
の
構
図
も
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

今
回「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ク
ラ
ブ
」と
題
し
て
6
つ
の
団
体
を

取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
員
が
非
常
に
増
え
て
い
る
団
体
や

少
数
精
鋭
で
活
動
し
て
い
る
団
体
、

そ
し
て
今
年
の
総
明
会
幹
事
学
年
に
も
深
く
関
係
し
て
い
る
、

過
去
に
存
在
し
た
あ
る
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

是
非
、皆
さ
ん
の
記
憶
に
つ
な
い
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、今
回
大
正
時
代
ま
で
遡
り
、

過
去
に
存
在
し
た
班
・
ク
ラ
ブ
活
動
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

今
で
は
想
像
が
つ
か
な
い
ク
ラ
ブ
や

真
新
し
い
ク
ラ
ブ
の
存
在
を　

明
治
高
校
の
歴
史
の
1
ペ
ー
ジ
と
し
て
皆
さ
ま
に

ご
認
識
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
写
真
は
、書
道
部 

現
部
長 

高
Ⅲ 
横
山
真
由
さ
ん
。

「ピックアップ・クラブ」「ピックアップ・クラブ」

特
集
特
集
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班・部名 設立年
高校山岳部 1921
剣道部 1923
美術部 1924
ソフトテニス部（庭球部） 1924
バスケットボール部 1926
ESS部 1931
中学野球部 1931
硬式野球部 1931
バレーボール部（排球部） 1933
水泳部 1937
卓球部 1937
生物部 1946
応援指導班 1947
地理研究部 1947
歴史研究部 1947
生徒会本部 1949
図書班 1949
放送班 1949
新聞班 1949
JRC 1951
柔道部 1952
スキー部 1953
マンドリン部 1955
書道部 1957
吹奏楽班 1959
物理部 1966
化学部 1966
地学部（天文部から改名） 1967
将棋部 1968
映画部（映画技術研究部） 1974
コンピュータ部 1976
バドミントン部 1979

班・部名 設立年
陸上競技部 1994
サッカー部 1996
鉄道研究部 2004
男子硬式テニス部 2008
女子硬式テニス部 2010
ダンス部 2012

班・部名 設立年
蹴球部 1925
雑誌部（文芸部） 1926
競技部 1926
音楽部 1932
理科会 1935
弁論部 1936
航空部 1937
スケート部 1937
東洋文化研究部 1946
相撲部 1947
風紀班（教育宣伝班） 1949
衛生班 1949
映画研究会 1949
フェンシング部 1953

班・部名 設立年
国文研究部 1947
商業研究部 1950
軟式野球部 1948
写真部 1956
囲碁部 1966
ボーイスカウト 1967
少年消防班 1967
吟詠研究部 1977

大正・昭和で設立された
班・クラブ活動

平成で設立された
班・クラブ活動

《現在も活動中の班・部》 《昭和の間に廃部になった班・部》 《現在も活動中の班・部》

《平成の間に廃部になった班・部》

　存続出来なくなってしまった班・クラ
ブ活動もあります。戦時中の背景もあり
創部され、グライダーを持っていた航空
部、「愛好会」だったが強かったアイス
ホッケー、国体にも出る実力のあったフェ
ンシング部などは、設備等の関係でも存
続が厳しかったのかと思われます。合併
した部活もあれば、平成で有志として再
度立ち上がった団体も見受けられます。
　2008年調布に校舎移転後、茶道・ゴ
ルフ・軽小説・フェンシング・演劇部・料
理研究会・漫画研究会の7団体の「有志」
部が発足している。「有志」だとOBがい
ない、学校からの補助が少ないといった
悩みがあると思いますが、90年代のサッ
カー部の様に、有志から立ち上がり、正規
の班・クラブ活動への移行が早かった団
体もあります。目標に向かって、ぜひ活動
を継なげて行って欲しいと思います。
　なお、明治高校のOBには、漫画家の
高田裕三さん（『3×3 EYES』が30年を
超えて現在も雑誌に連載中）がいる。高
田さんの様な漫画家が、いつの日か有志
漫画研究会から輩出されることを期待
したい。

明治高校 班・クラブ活動記録
　以降、少しずつ新しい団体が創部され、活動も目立って
おります。また、今の有志団体が正式な班・クラブ活動と
なるためには、人数の拡大は勿論のこと、学校側の設備や
活動環境への投資が必要となるケースも出て来ると思わ
れます。

　表は、設立年の順番で記載してありますが、大正・昭和
に設立された班・クラブ活動はおよそ60団体あります。
平成に入り設立された班・クラブ活動は6団体で、令和と
なった現在も活動中の班・クラブ活動は37団体です。
　戦後の1946年から4年間に14団体が創部され、明治中
学・高校の班・クラブ活動の土台ができた期間でした。
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書
大
会
は
、
明
治
高
校
O
B
の
福
島
一
浩
先
生

が
理
事
長
を
務
め
る
全
日
本
書
道
教
育
協
会
主

催
の
大
会
で
す
。書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
は
、

今
年
、私
た
ち
が
一
番
力
を
入
れ
た
大
会
で
す
」

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
と
、
書
道
家
の

武
田
双
雲
氏
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
思
い

浮
か
べ
る
が
、
あ
れ
を
高
校
生
が
や
る
の
だ
ろ
う

か
。
し
か
も
、
そ
の
大
会
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
横
山
さ
ん
が
解
説
し
て
く

れ
た
。「
制
限
時
間
内
に
、
4
m
×
6
m
の
大
き

な
作
品
を
最
大
12
名
で
仕
上
げ
る
の
で
す
が
、
作

品
の
出
来
栄
え
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
上
げ
る
ま
で
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
評
価
さ
れ
ま
す
。
制
限
時
間

は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は
自
由
な
の

で
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
、作
品
に
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
る
の
か
、ま
た
、ど
ん
な
曲
に
合
わ
せ
て
ど

ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
の
か
、部
員
み
ん
な

で
決
め
て
い
き
ま
す
。
全
国
大
会
に
あ
た
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
は
毎
年
8
月
に
愛
媛
県

で
開
催
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
出
る
権
利
を

得
る
た
め
に
は
予
選
の
動
画
審
査
を
通
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
大
会
に
出
ら
れ
る
の
は
各

地
区
の
予
選
を
通
過
し
た
約
20
校
で
、関
東
地
区

か
ら
の
出
場
は
4
校
程
度
に
絞
ら
れ
ま
す
。
昨
年

度
、
初
め
て
参
加
し
た
際
に
は
甲
子
園
に
出
場
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、今
年
こ
そ
は

と
昨
年
の
7
月
か
ら
準
備
を
し
て
、
先
日
、
予
選

の
動
画
審
査
に
応
募
し
ま
し
た
」

　

す
か
さ
ず
渡
邉
さ
ん
が
言
う
。「
甲
子
園
の
常

連
校
は
O
B
、
O
G
や
コ
ー
チ
か
ら
の
指
導
を

受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
明
治
高
校
に
は
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
指
導
者
は
い
な
い
の
で
、
強
豪

校
の
動
画
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
見
て
、自
分
達

自
身
で
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
袴
姿
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
し
ま
す
の
で
、
袴
姿
で
も
し
っ
か
り
と

ジ
ャ
ン
プ
で
き
る
よ
う
に
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

し
ま
し
た
。
作
品
を
仕
上
げ
る
ま
で
の
制
限
時
間

は
6
分
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
番
難
し

い
の
は
時
間
の
使
い
方
で
す
。
固
定
配
置
で
作
っ

て
い
く
と
動
き
の
な
い
画
面
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、秒
刻
み
で
メ
ン
バ
ー
の
出
入
り
を
決
め
て
、一

枚
の
紙
の
な
か
で
一
人
一
人
が
違
う
動
き
を
し
な

が
ら
違
う
字
を
書
い
て
作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま

す
。
各
人
の
動
き
を
決
め
て
い
く
の
は
本
当
に
大

変
で
し
た
」

　

研
究
を
重
ね
、
新
し
い
こ
と
を
知
る
た
び
に
思

考
が
深
ま
っ
て
い
く
た
め
、
次
々
に
改
訂
版
が
で

き
て
い
く
。
そ
れ
は
曲
の
改
訂
版
で
あ
っ
た
り
、

構
成
の
改
訂
版
で
あ
っ
た
り
、
動
き
の
改
訂
版
で

あ
っ
た
り
…
、
ま
さ
に
試
行
錯
誤
だ
。
紙
面
へ
の

出
入
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
研
究
し
た
り
、
ジ
ャ
ン

プ
の
研
究
を
し
た
り
、
こ
の
ジ
ャ
ン
プ
は
ど
こ
の

筋
肉
を
使
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と

い
っ
た
、
文
化
部
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
研
究
も

す
る
の
だ
と
い
う
。
今
年
の
予
選
に
出
品
し
た
作

品
の
総
文
字
数
は
1
0
3
文
字
、
テ
ー
マ
は「
宇

　

書
道
の
大
会
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
ろ
う
か
。
明
治
高
校

の
書
道
部
が
参
加
す
る
大
会
は
3
つ
あ
る
。
部
員

各
自
が
仕
上
げ
た
作
品
を
出
す
書
展
、
参
加
者
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
一
斉
に
作
品
を
書
く
席
書
大

会
、
そ
し
て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
で
あ
る
。

「
書
展
は
春
の
高
円
宮
杯
と
秋
の
競
書
大
会
の
年

2
回
。
席
書
大
会
も
夏
と
冬
で
年
2
回
参
加
し

て
い
ま
す
。
席
書
大
会
は
、
お
正
月
に
武
道
館
で

開
催
さ
れ
る
書
初
め
大
会
が
有
名
で
す
ね
。
太
鼓

の
合
図
で
参
加
者
が
一
斉
に
書
き
始
め
る
の
で
す

が
、会
場
に
は
お
手
本
が
な
く
、決
め
ら
れ
た
時
間

の
中
で
決
め
ら
れ
た
枚
数
し
か
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
と
て
も
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
席

書
道
部
（
１
９
５
７
年
創
部
）

甲
子
園
を
目
指
す
書
道
ガ
ー
ル
ズ

横山 真由（部長・高Ⅲ）
渡邉 朱音（副部長・高Ⅲ）

《活動内容》
書展（春秋）、席書大会（夏冬）、書道パフォーマンス大会、紫紺祭での発表
活動日：月金の週２日（大会前は月水金の週３日）
部員数：20人（高校15人、中学５人）
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宙
」
で
あ
る
。「
私
」
の
字
が
「
S
P
A
C
E
」
の

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
彼
女
達
の
ア
イ

デ
ア
だ
。

　

こ
こ
ま
で
立
派
な
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
高
校
の
書
道
部
で

あ
る
が
、
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は

な
か
っ
た
。「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
へ
の

取
組
み
で
部
内
の
意
見
が
対
立
し
た
と
き
は
つ
ら

か
っ
た
で
す
ね
」
と
渡
邉
さ
ん
は
語
る
。
週
5
日

活
動
、
毎
回
の
練
習
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
始
め
る

よ
う
な
強
豪
校
が
あ
る
一
方
で
、
明
治
高
校
の
書

道
部
が
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
に
ど
う
取
り

組
む
べ
き
か
。
ゆ
る
い
活
動
だ
か
ら
入
部
し
た
と

い
う
部
員
や
高
校
入
学
後
に
書
道
を
始
め
た
と

い
う
部
員
も
い
る
な
か
で
、
部
員
達
に
は
書
道
に

対
す
る
想
い
に
温
度
差
が
あ
っ
た
。
活
動
日
数
を

増
や
そ
う
と
い
う
提
案
に
対
し
て
部
員
同
士
の
意

見
が
ぶ
つ
か
っ
た
。
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は

一
人
一
人
が
動
き
を
覚
え
て
責
任
を
持
っ
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
な
け
れ
ば
良
い
作
品
に
な
ら
な

い
と
考
え
た
が
故
の
2
人
に
と
っ
て
切
実
な
想
い

だ
っ
た
。
皆
で
し
っ
か
り
話
し
合
っ
た
結
果
と
し

て
、
そ
れ
ま
で
は
週
2
日
で
あ
っ
た
書
道
部
の
活

動
が
、週
3
日
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

　

2
人
と
も
、
初
め
て
書
道
に
接
し
た
の
は
幼
い

こ
ろ
だ
と
い
う
。
横
山
さ
ん
は
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
、渡
邉
さ
ん
は
6
歳
か
ら
書
道
を

続
け
て
い
る
。
2
人
に
と
っ
て
書

道
と
は
何
か
。
ま
た
、
書
道
を
続
け

て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
苦
労
し
て

い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ

う
か
。
横
山
さ
ん
は
語
る
。「
書
道

は
身
近
な
存
在
で
し
た
し
、字
が
上

手
く
な
る
っ
て
い
う
の
は
と
て
も
価

値
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
書
道
と
は
自
分
と
の
闘
い
だ
と

思
い
ま
す
。
続
け
て
き
て
良
か
っ
た

こ
と
は
、自
分
の
気
持
ち
を
作
品
に

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
。
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
納
得

で
き
る
ま
で
作
品
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
自

分
の
未
熟
な
技
術
で
ど
こ
ま
で
理

想
に
近
づ
け
る
か
、
ど
こ
で
妥
協
す

る
か
、常
に
葛
藤
し
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
に
対
し
渡
邉
さ
ん
は「
書
道

は
気
分
転
換
、書
道
を
し
て
い
る
と

と
て
も
楽
し
い
」
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
た
。

　

書
道
部
の
誇
れ
る
と
こ
ろ
は
、
皆
が
意
見
を

言
っ
て
も
許
さ
れ
る
よ
う
な
、
上
下
関
係
の
な
い

風
通
し
の
良
さ
だ
と
2
人
は
言
う
。
そ
し
て
、
書

道
の
よ
さ
と
は
、書
道
を
通
じ
て
す
べ
て
の
感
性
・

力
が
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
横
山
さ
ん
が
語
っ
て

く
れ
た
。「
体
力
・
気
力
・
努
力
…
、さ
す
が
に
味

覚
を
磨
く
の
は
難
し
い
で
す
け
れ
ど（
笑
）、
そ
れ

以
外
は
す
べ
て
あ
り
ま
す
ね
」

　

そ
ん
な
彼
女
達
が
甲
子
園
の
次
に
め
ざ
し
て
い

る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
甲
子
園
の
後
は
紫
紺
祭
で
す
ね
。
高
Ⅲ
は
紫
紺

祭
の
発
表
を
も
っ
て
書
道
部
を
引
退
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
皆
が
楽
し
く
笑
顔
で
終
わ
れ
た
ら
よ

い
な
と
思
い
ま
す
。
紫
紺
祭
で
も
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
や
り
ま
す
！
一
つ
は
予
選
に
応
募
し
た

真
剣
勝
負
の
作
品
を
お
見
せ
し
た
い
で
す
。
も
う

一
つ
は
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
よ
く
知
っ
て
い

る
曲
に
あ
わ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
か
皆
が
気

を
抜
い
て
楽
し
め
る
よ
う
な
も
の
も
で
き
た
ら
よ

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
、
今
年
の
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「『
つ
な
ぐ
』
～
M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令
和
へ

～
」か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
、平
成
か
ら
令
和
に

な
っ
て
後
輩
に
繋
い
で
い
き
た
い
も
の
に
つ
い
て

2
人
に
聞
い
た
。「
M
e
i
j
i
の
薫
り
」
で
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
2
人
は
声
を
そ
ろ

え
て
「
ス
ク
ラ
ム
で
す
！
」と
言
う
。
ラ
グ
ビ
ー
の

ス
ク
ラ
ム
も
あ
る
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、皆
で
肩

を
組
ん
で
校
歌
を
歌
っ
た
り
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
皆
で
や
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
だ
そ
う
だ
。

横
山
さ
ん
は
「
書
道
部
の
後
輩
た
ち
に
は
文
化

部
だ
か
ら
と
言
っ
て
気
を
抜
く
の
で
な
く
、
部
活

と
向
き
合
っ
て
、
そ
し
て
自
分
自
身
と
向
き
合
っ

て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

書
道
部
の
よ
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
言
う
。
そ
し
て
渡

辺
さ
ん
は
「
書
道
部
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
、
下
級
生
が
上
級
生
に
堂
々
と
意
見
を
言
っ
た

り
す
る
よ
う
な
、
部
員
同
士
の
対
等
な
関
係
が
尊

重
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

は
つ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
語
っ
て
く

れ
た
。

※
2
0
1
9
年
第
12
回
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子

園
は
全
国
35
都
道
府
県
か
ら
1
0
6
校
が
参
加
。
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
22
校
出
場
し
、残
念
な
が
ら
本
戦

に
出
場
で
き
る
4
校
に
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

特集特集22 ぐ

つ 

な
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テ
ス
ト
で
あ
る
。
か
つ
て
は
調
布
市
内
の
高
校
が

対
象
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
調
布
市
内
外
を
問
わ

ず
参
加
可
能
に
な
り
神
奈
川
県
の
高
校
か
ら
の

応
募
も
あ
る
と
い
う
。応
募
は
10
作
品
ほ
ど
あ
り
、

一
次
審
査
で
半
数
程
度
に
絞
ら
れ
た
後
、調
布
市

文
化
会
館
で
一
次
審
査
通
過
作
品
の
上
映
会
が

開
催
さ
れ
、各
賞
が
決
定
さ
れ
る
。

　

近
年
の
映
画
部
の
成
績
は
め
ざ
ま
し
く
、

2
0
1
7
年
に
審
査
員
特
別
賞
、
昨
年
は
優
秀

賞
と
、
2
年
連
続
の
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
。
昨

年
の
作
品
は
、主
人
公
の
大
学
付
属
校
の
高
校
3

年
生
が
、
周
り
が
大
学
受
験
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
な
か
、
自
分
は
何
を
す
る
の
か
を
考
え
る
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
っ
た
。
7
分
間
の
作
品
に
半

年
の
制
作
期
間
を
か
け
る
の
だ
と
い
う
が
、
映
画

制
作
に
は
ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

O
B
の
波
連
さ
ん
は
語
る
。「
編
集
作
業
が
多
く
、

時
間
が
な
い
と
き
に
は
部
員
が
自
分
の
家
に
泊
ま

り
込
ん
で
作
業
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年

は
制
作
が
遅
れ
て
2
日
間
、
部
員
仲
間
が
泊
ま
り

ま
し
た
。
殆
ど
寝
ず
に
ほ
ぼ
徹
夜
で
編
集
作
業
に

あ
た
り
ま
し
た
」

　

2
0
1
7
年
は
映
画
部
に
と
っ
て
9
年
ぶ
り

の
入
賞
だ
っ
た
が
、実
は
同
年
、新
し
い
パ
ソ
コ
ン

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り

高
度
な
編
集
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
入
賞
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

映
画
部
の
良
い
と
こ
ろ
、
誇
れ
る
こ
と
な
ど
を

浅
井
さ
ん
に
聞
い
た
。「
映
画
部
は
、部
員
・
部
室

の
雰
囲
気
や
、
顧
問
、
先
輩
、
後
輩
も
優
し
く
て
、

と
て
も
居
心
地
が
良
い
部
で
す
。
映
画
を
作
る
の

が
好
き
と
か
、
創
作
す
る
の
が
好
き
な
人
達
の
集

ま
り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
で
す
。
普
通
の
中
高
生
活

の
延
長
で
映
画
が
作
れ
る
と
い
う
の
が
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
映
画
部
の
活
動
は
ち
ょ
っ
と
特
殊
で
、

撮
映
や
編
集
の
技
術
を
学
べ
た
り
、
自
ら
演
技
し

た
り
と
他
の
部
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ

と
が
経
験
で
き
る
の
は
誇
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
演
劇
部
の
活
動
と
被
る
部
分

も
多
い
の
で
、
演
劇
部
の
練
習
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
演
劇
部
員
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
私

た
ち
の
作
品
に
出
演
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
演
劇
部
と
兼
部
し
て
い
る
部
員
も

い
ま
す
。」

　

今
年
の
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「『
つ
な

ぐ
』
～
M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令
和
へ
～
」
か
ら

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
、
平
成

か
ら
令
和
に
な
っ
て
後
輩
に

繋
い
で
い
き
た
い
も
の
、
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
薫
り
」

か
ら
感
じ
る
明
治
高
校
の

薫
り
と
は
2
人
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

浅
井
さ
ん
は
「
今
回
の
取
材

の
よ
う
に
、
O
B
の
先
輩
が

来
て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た

い
で
す
。
そ
れ
に
、
後
輩
が

先
輩
に
つ
い
て
行
き
た
い
と

思
う
よ
う
な
関
係
を
つ
な
い

で
い
き
た
い
。
も
し
、
自
分

が
O
G
に
な
っ
て
も
映
画

部
に
呼
ば
れ
た
ら
嬉
し
い
と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

「
薫
り
」に
つ
い
て
は
、同
学
年
も
先
輩
も
後
輩
も
、

明
る
く
元
気
に
挨
拶
を
す
る
、
そ
ん
な
礼
儀
正
し

い
と
こ
ろ
に「
薫
り
」を
感
じ
ま
す
。
顧
問
の
並
木

先
生
は
、し
っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、と
て

も
温
か
く
、
先
生
の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
映
画
部

の
居
心
地
の
良
さ
、
雰
囲
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
針
を
継
続
し
て
行
っ
て
欲

し
い
で
す
」と
言
う
。

　

ま
た
、
O
B
の
波
連
さ
ん
は
「
O
B
か
ら
見
て

も
、
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
く
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
関

係
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。
明
治
高
校
生
は
、
こ

こ
ぞ
と
い
う
時
の
パ
ワ
ー
が
凄
い
。
普
段
は
少
し

気
を
抜
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
テ
ス
ト

前
の
2
週
間
と
か
、
紫
紺
祭
前
と
か
、
い
ざ
や
る

時
の
熱
量
が
す
ご
く
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
明
治
高

校
の「
薫
り
」だ
と
思
う
。
並
木
先
生
は
、部
員
を

自
由
に
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
し
っ
か
り
と

見
守
っ
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た
ち
も
安

心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

た
し
、
自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
出

す
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。
そ
の

方
針
を
今
後
も
つ
な
い
で
欲
し

い
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

取
材
で
は
2
人
と
も
穏
や

か
な
印
象
で
あ
っ
た
が
、
2
人

が
語
る
映
画
部
の
活
動
実
態

は
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
ク
リ
エ

イ
タ
ー
集
団
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ン
テ
ス
ト

で
の
受
賞
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

　

紫
紺
祭
で
の
映
画
上
映
を
め
ざ
し
、
映
画
部
の

活
動
は
夏
に
本
格
化
す
る
。
夏
休
み
前
に
脚
本

作
成
と
推
敲
、
夏
休
み
中
に
映
像
を
撮
影
、
8
月

に
は
合
宿
も
行
う
。
紫
紺
祭
は
か
つ
て
は
11
月

開
催
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
9
月
下
旬
開
催
の
た

め
、
合
宿
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
編
集
作
業
に
入

る
と
い
う
非
常
に
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
。
紫
紺
祭
後
は
11
月
上
旬
に
調
布
市
の
高
校

生
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
、
そ
の
後
は
4

月
の
新
入
生
歓
迎
会
で
上
映
す
る
動
画
制
作
と

い
う
の
が
映
画
部
の
一
年
間
の
流
れ
で
あ
る
。

　

調
布
市
の
高
校
生
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

高
校
生
が
自
主
制
作
し
た
映
画
作
品
を
、
プ
ロ
の

映
画
関
係
者
が
審
査
し
て
各
賞
を
決
め
る
コ
ン

映
画
部
（
１
９
７
４
年
創
部
）

7
分
間
に
懸
け
る
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
集
団

浅井 舞（部長・高Ⅰ）
波連 新（OB・明大2年）

《活動内容》
活動日：月火木金土の週5日
成果:調布市の高校生フィルムコンテストにて、2017年に審査員特別賞、
2018年に優秀賞
部員数：18人（高校11人、中学7人）　　　　　　

タイトル未定作品
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先
輩
が
、
兼
部
し
て
い
た
野
球
部
の
活
動
に
専
念

す
る
た
め
退
班
し
、
班
員
は
私
1
人
に
。
中
2
で

班
長
に
就
任
し
て
、
そ
こ
か
ら
地
道
に
班
員
獲
得

の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
」

　

新
聞
班
の
活
動
は
兼
部
し
や
す
い
内
容
で
あ

る
た
め
、
他
の
班
や
ク
ラ
ブ
の
参
加
者
に
も
声
を

か
け
な
が
ら
、
徐
々
に
班
員
を
拡
大
し
て
い
っ
た

そ
う
だ
。
彼
女
自
身
も
ス
キ
ー
部
と
生
徒
会
本
部

を
兼
部
し
て
い
る
。「
学
年
に
よ
っ
て
行
事
が
異

な
る
た
め
、
各
学
年
の
班
員
が
そ
の
学
年
の
行
事

に
つ
い
て
記
事
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
学

体
育
祭
の
記
事
を
高
校
生
が
見
て
、「
自
分
た
ち

の
頃
と
違
う
ん
だ
ね
」
と
い
っ
た
反
応
が
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
生
徒
は
他
学
年
の
行
事
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
各
学
年
に
班
員
が
い
る
の
が

理
想
で
す
が
、
班
員
不
在
の
学
年（
高
Ⅰ
，
中
3
）

が
あ
る
の
が
悩
み
で
す
ね
」

　

学
校
新
聞
と
い
う
と
、
校
内
の
出
来
事
を
生
徒

目
線
で
ま
と
め
、
生
徒
や
保
護
者
に
的
確
に
情
報

を
伝
え
る
と
い
う
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
が
、

ど
ん
な
苦
労
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
ど
う
や
っ

て
新
聞
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
か
、
読
ん
で
も

ら
う
か
を
考
え
る
の
は
苦
労
し
ま
す
ね
。
自
分
の

想
い
が
強
い
記
事
だ
と
文
字
数
が
多
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
記
事
を
推
敲
し
て
文
字
数
を
減
ら
し
た

り
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
関
係
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
作
成
し
た
り
、
手
作
り
感
を

出
す
た
め
に
活
字
・
写
真
で
は
な
く
敢
え
て
手
書

き
・
イ
ラ
ス
ト
で
作
成
し
た
り
、
常
に
読
み
手
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
工
夫
を
し
て

い
ま
す
」と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
努
力
を
し
な
が

ら
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
の
で
、
配
布
時
に
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
か
ら
反
応
が
あ
っ
た
り
、「
今
回
の
記

事
は
良
か
っ
た
」
と
い
う
先
生
か
ら
の
声
が
あ
る

と
、頑
張
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
の
だ
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
新
聞
部
の
活
動
を
通
じ
、
日
々
、
自

ら
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る
彼
女
だ
が
、
気
に
な

る
の
は
彼
女
の
将
来
の
夢
だ
。「
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー

ド
や
エ
ク
セ
ル
等
の
ス
キ
ル
は
向
上
し
ま
し
た
。

物
事
を
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
意

識
し
ま
す
の
で
、
文
章
表
現
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
も
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
現
段

階
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
新
聞
記
者
を
め
ざ
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
職
業

に
つ
い
て
ま
だ
具
体
的
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

相
手
に
物
事
を
伝
え
る
力
は
様
々
な
職
業
に
求
め

ら
れ
る
力
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
さ

ら
に
磨
い
て
、
自
分
の
力
を
活
か
せ
る
仕
事
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

中
2
の
と
き
に
班
員
が
自
分
一
人
に
な
り
、
そ

の
崖
っ
ぷ
ち
の
新
聞
班
を
こ
こ
ま
で
復
興
さ
せ
た

倉
持
さ
ん
。
彼
女
に
、
今
年
の
幹
事
学
年
の
テ
ー

マ
で
あ
る「『
つ
な
ぐ
』～
M
e
i
j
i
の
薫
り
を

令
和
へ
～
」か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
、
平
成
か
ら

令
和
に
な
っ
て
後
輩
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の

に
つ
い
て
聞
い
た
。「
新
聞
班
を
途
切
れ
さ
せ
る

こ
と
な
く
つ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
後
輩
た
ち
に
は
明
治
高
校
中
学
新

聞
を
も
っ
と
良
い
新
聞
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

新
聞
班
の
班
室
の
清
掃
を
し
て
い
た
と
き
、
20
年

以
上
前
に
発
行
さ
れ
た
『
明
治
高
校
中
学
新
聞
』

が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
新
聞
の
文
字
の
小
さ
さ

や
、
男
子
校
時
代
の
重
厚
な
内
容
の
記
事
を
見

て
、や
は
り
今
の
価
値
観
と
は
違
う
ん
だ
な
、と
驚

い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
に

よ
っ
て
読
み
手
の
価
値
観
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
常
に
そ
の
時
代
に
あ
っ

た
よ
り
良
い
新
聞
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
」

　

紫
紺
祭
、
中
学
体
育
祭
、
高
校
球
技
大
会
と

い
っ
た
学
校
行
事
ご
と
に
『
明
治
高
校
中
学
新

聞
』
を
発
行
す
る
の
が
新
聞
班
の
主
な
活
動
で
あ

る
。「
年
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、年
4
回
以

上
は
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
生

徒
会
の
広
報
部
門
と
し
て
選
挙
公
報
も
作
成
し

て
い
ま
す
。
活
動
日
は
週
1
回
、
水
曜
日
で
締
切

が
迫
っ
て
い
る
と
き
は
編
集
会
議
、
そ
う
で
な
い

と
き
は
そ
の
後
の
発
行
計
画
を
立
て
た
り
し
て
い

ま
す
」

　

現
在
の
班
員
数
は
11
名
と
充
実
し
て
い
る
が
、

過
去
に
は
班
員
が
た
っ
た
1
名
の
時
期
も
あ
っ
た

の
だ
と
い
う
。「
中
1
当
時
の
班
員
は
中
2
男
子

と
私
の
2
名
だ
け
。
中
2
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の

新
聞
班
（
１
９
４
９
年
創
部
）

崖
っ
ぷ
ち
の
明
高
新
聞
を
救
っ
た
女
子

倉持  綾（班長・高Ⅱ）

《活動内容》
明治高校中学新聞の発行（年４回以上）、壁新聞の発行、生徒会選挙公報
活動日：水のみ週１回
部員数：11人（高校７人、中学４人）
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初
め
て
全
国
大
会
に
出
場
で
き
て
、
ダ
ン
ス
部
を

続
け
て
き
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、中
学
は
全
国
大
会
の
常
連
校
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
も
、
昨
年
こ
そ
全
国
大
会
出
場
を
逃
し
た
も

の
の
、
そ
の
前
年
、
前
々
年
は
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
」

　

高
校
ダ
ン
ス
部
と
い
え
ば
、
バ
ブ
リ
ー
ダ
ン
ス

で
有
名
に
な
っ
た
関
西
の
登
美
丘
高
校
を
思
い

浮
か
べ
る
が
、
2
人
は
彼
女
た
ち
を
ど
う
見
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。「
レ
ベ
ル
が
全
然
違
い
ま
す（
苦

笑
）。
プ
ロ
の
コ
ー
チ
が
付
い
て
い
て
、
練
習
の
指

導
だ
け
で
な
く
、
振
り
付
け
も
コ
ー
チ
が
考
え
て

く
れ
る
の
で
と
て
も
羨
ま
し
い
で
す
。レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
為
に
も
、
明
治
高
校
ダ
ン
ス
部
に
も
是
非
プ

ロ
の
コ
ー
チ
が
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
部
員

が
増
え
て
き
て
練
習
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
な
か
確
保

で
き
な
い
の
も
切
実
な
課
題
で
、
練
習
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
も
う
少
し
欲
し
い
で
す
。
い
つ
も
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

学
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
に
加
え
、
学
内

で
は
紫
紺
祭
が
一
番
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
。
紫
紺
祭
に
向
け
て
は
半
年
以
上
か
け
て
準
備

を
す
る
そ
う
で
、
例
年
、
紫
紺
祭
で
は
充
実
感
に

満
た
さ
れ
る
と
い
う
。「
紫
紺
祭
を
終
え
た
と
き

は
達
成
感
と
か
、
や
り
き
っ
た
感
が
凄
く
あ
り
ま

す
し
、
紫
紺
祭
は
同
時
に
先
輩
の
引
退
の
ス
テ
ー

ジ
で
も
あ
る
の
で
、毎
回
、感
動
と
涙
の
ス
テ
ー
ジ

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
ダ
ン
ス
部
は
紫
紺
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
が
な
く
て
…
。
在
籍
す
る
部
員
60
人

は
過
去
最
大
の
人
数
な
の
で
、
舞
台
に
乗
り
切
れ

る
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
が
「
今
年
こ
そ
は

絶
対
に
紫
紺
賞
を
獲
る
ぞ
」と
、ち
ょ
っ
と
燃
え
て

い
ま
す（
笑
）」

　

ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
ダ
ン

ス
部
の
誇
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
部
の
雰

囲
気
は
と
て
も
良
い
で
す
。言
わ
れ
た
こ
と
は
し
っ

か
り
や
り
き
ろ
う
と
い
う
姿
勢
で
、
向
上
心
の
あ

る
人
ば
か
り
で
す
。
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
、か
け
が
え
の
な
い
仲
間
が
出
来
た
こ
と
、こ
れ

が
一
番
大
き
い
で
す
。
団
体
競
技
の
た
め
一
体
感

を
持
っ
て
踊
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

仲
間
意
識
は
凄
く
強
く
な
り
ま
す
。
入
部
時
は

ほ
ぼ
全
員
が
経
験
ゼ
ロ
な
の
に
、
皆
で
こ
こ
ま
で

踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
成
長
し
た
と
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
し
、
本
当

に
ダ
ン
ス
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
入
部
前
は
熱

中
す
る
も
の
や
趣
味
を
聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、今
で
は
ダ
ン
ス
と
は
っ
き
り
言
え

ま
す
。」

　

最
後
に
、
2
人
に
今
年
の
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ

で
あ
る「『
つ
な
ぐ
』～
M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令

和
へ
～
」か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
、
平
成
か
ら
令

和
に
な
っ
て
後
輩
に
繋
い
で
い
き
た
い
も
の
に
つ

い
て
聞
い
た
。「
皆
で
1
つ
の
も
の
を
作
る
と
い

う
一
体
感
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
絶
対

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
し
、皆
で
や
っ
て
い
く

と
い
う
意
識
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
今
後
、
私

達
の
学
年
16
人
が
一
度
に
ダ
ン
ス
部
か
ら
抜
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
の
う
ち
に
ダ
ン
ス
技
術
な

ど
私
達
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
後
輩
に
伝
え
て
あ

げ
た
い
」
先
輩
か
ら
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
丁
寧
に
指

導
し
て
も
ら
え
た
こ
と
、
こ
こ
ま
で
上
達
で
き
た

こ
と
に
感
謝
し
、
次
は
自
分
達
が
後
輩
に
指
導
す

る
番
と
し
て
、
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
正
し
く
指
導
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
外
部
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
部
と
し
て
も
成
長
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
私
達
も
先
輩
か
ら
丁
寧

に
指
導
さ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
卒
業
後
も
後

輩
た
ち
を
指
導
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

後
輩
に
も
、
上
級
生
に
な
っ
た
ら
下
級
生
を
育
て

て
い
く
意
識
を
持
っ
て
欲
し
い
で
す
」

　

2
人
が
感
じ
る「
M
e
i
j
i
の
薫
り
」と
は
、

“
全
力
で
一
生
懸
命
、
そ
こ
か
ら
来
る
汗
の
匂
い
”

だ
と
い
う
。「
爽
や
か
な
感
じ
で
は
な
く
て
、汗
水

垂
ら
し
て
一
生
懸
命
と
い
う（
笑
）。
球
技
大
会
や

体
育
祭
、
紫
紺
祭
で
も
試
験
で
も
、
何
で
も
し
っ

か
り
と
や
る
。
明
高
生
は
、
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ

て
最
後
は
一
生
懸
命
や
り
抜
く
人
が
多
い
気
が

し
ま
す
。
み
ん
な
優
し
く
て
本
当
に
良
い
人
が
多

い
。
ち
ょ
っ
と
古
風
で
情
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
、“
薫
り
”か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

　

ダ
ン
ス
部
は
分
類
上
、
運
動
部
で
な
く
文
化
部

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、文
化

部
だ
と
文
化
祭
の
際
に
ス
テ
ー
ジ
を
割
り
当
て
て

も
ら
え
る
等
の
措
置
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
だ
が
、

活
動
内
容
は
完
全
に
運
動
部
だ
と
彼
女
た
ち
は

笑
う
。
2
人
と
も
、
ダ
ン
ス
部
に
は
中
1
か
ら
参

加
し
て
い
る
。
2
人
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。「
中
学
と
高
校
は

別
々
に
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
の
で
す
が
、
中

3
の
と
き
に
曲
の
編
集
・
衣
装
の
作
成
・
振
付
ア

イ
デ
ア
の
考
案
を
全
部
2
人
で
や
り
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
の
先
生
も
い
ま
せ
ん
し
、
後
輩
の
指
導
も
経

験
が
な
い
な
か
で
同
輩
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、と
て
も
大
変
で
し
た
。
で
も
、そ
の
と
き

ダ
ン
ス
部
（
２
０
１
２
年
創
部
）

紫
紺
の
ダ
ン
シ
ン
グ
ク
イ
ー
ン

明治高校ホームページより

山川 萌恵（部長・高Ⅲ）
田中 千晴（副部長・高Ⅲ）

《最近の活動》
日本ダンス部選手権DANCE STADIUM（最近では、高校は2017年、中
学は2019年に全国大会出場）、紫紺祭での発表
活動日：月火金土の週４日、平日２時間、土曜日３時間練習。ストレッチ、
筋トレ、体幹トレーニング、振り付け
部員数：約62人（高校34人、中学28人）
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こ
と
に
感
謝
し
、
次
は
自
分
達
が
後
輩
に
指
導
す

る
番
と
し
て
、
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
正
し
く
指
導
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
外
部
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
部
と
し
て
も
成
長
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
私
達
も
先
輩
か
ら
丁
寧

に
指
導
さ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
卒
業
後
も
後

輩
た
ち
を
指
導
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

後
輩
に
も
、
上
級
生
に
な
っ
た
ら
下
級
生
を
育
て

て
い
く
意
識
を
持
っ
て
欲
し
い
で
す
」

　

2
人
が
感
じ
る「
M
e
i
j
i
の
薫
り
」と
は
、

“
全
力
で
一
生
懸
命
、
そ
こ
か
ら
来
る
汗
の
匂
い
”

だ
と
い
う
。「
爽
や
か
な
感
じ
で
は
な
く
て
、汗
水

垂
ら
し
て
一
生
懸
命
と
い
う（
笑
）。
球
技
大
会
や

体
育
祭
、
紫
紺
祭
で
も
試
験
で
も
、
何
で
も
し
っ

か
り
と
や
る
。
明
高
生
は
、
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ

て
最
後
は
一
生
懸
命
や
り
抜
く
人
が
多
い
気
が

し
ま
す
。
み
ん
な
優
し
く
て
本
当
に
良
い
人
が
多

い
。
ち
ょ
っ
と
古
風
で
情
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
、“
薫
り
”か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

ま
ず
、「
ど
す
こ
い
」と
は
？

　「
ど
す
こ
い
」。
誰
も
が
、
相

撲
力
士
が
稽
古
中
や
場
所
中

に
使
う
、
掛
け
声
と
口
を
揃
え

て
い
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、実

は
相
撲
力
士
は
「
ど
す
こ
い
」

を
普
段
使
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
「
ど
す
こ
い
」の
由
来

は
、「
相
撲
甚
句
」
と
い
う
地

方
の
民
謡
の
中
の
掛
け
声
の
一

節
か
ら
来
て
お
り
、
日
常
で
力

を
入
れ
る
時
に
は
使
っ
て
は
い

な
い
。
こ
の
相
撲
甚
句
は
、「
民

謡
の
一
種
で
あ
り
、
相
撲
の
世
界
で
は
、
土
俵
の

余
興
歌
や
お
酒
の
席
の
歌
」
と
し
て
歌
わ
れ
て
い

る
。
戦
後
、
地
方
の
相
撲
甚
句
が
衰
退
し
て
い
く

中
で
、入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、力
士
に
よ
る「
ど
す

こ
い
」
を
合
い
の
手
と
し
た
相
撲
甚
句
が
主
流
に

な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
詳
細
は
割
愛
す
る

が
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
テ
レ
ビ
や
漫
画
な
ど

で
、
力
士
と「
ど
す
こ
い
」が
結
び
付
け
ら
れ
て
描

写
さ
れ
て
い
く
中
で
、
相
撲
力
士
は「
ど
す
こ
い
」

を
普
段
か
ら
使
っ
て
い
る
か
の
様
に
、
一
般
化
し

て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
考
え
る
と
、
懸
垂
幕

の
写
真
に
も
あ
る
様
に「
ど
す
こ
い
」と
い
う
響
き

が
持
つ
、
重
さ
と
力
強
さ
の
感
覚
が
、
体
格
の
い

い
力
士
を
彷
彿
と
さ
せ
、
昔
の
相
撲
絵
が
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
感
覚
が
二

人
の
力
士
が
組
み
合
う
姿
を
私
た
ち
に
描
写
さ
せ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、こ
の
絵
を
紫

紺
祭
の
懸
垂
幕
の
テ
ー
マ
に
し
た
背
景
を
、
時
代

を
遡
っ
て
少
し
ご
案
内
し
た
い
と
思
う
。

　

平
成
元
年
に
私
達
が
明
治
高
校
に
入
学
す
る

前
の
昭
和
末
期
に
お
い
て

は
、
相
撲
界
に
圧
倒
的
な

強
さ
を
誇
る
「
千
代
の
富

士
」
と
い
う
大
横
綱
が
い

た
。
1
9
8
1
年
1
月

25
日
、
千
代
の
富
士
が
当

時
の
大
横
綱
北
の
湖
を

破
っ
て
初
優
勝
し
た
初
場

所
千
秋
楽
の
瞬
間
最
高

視
聴
率
は
、
65.
3
%
を

記
録
す
る
な
ど
、
圧
倒
的

な
人
気
を
博
し
て
い
た
。

場
所
が
始
ま
る
と
、
毎
日

夕
方
は
N
H
K
で
大
相

撲
中
継
、
深
夜
は
大
相
撲
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
い
う

番
組
が
民
放
で
流
れ
て
い
た
の
で
、
大
変
身
近
な

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
千
代
の
富
士
、

平
成
元
年
の
3
月
場
所
の
時
点
で
、既
に
27
回
目

の
優
勝
を
飾
っ
て
い
た
。
こ
の
年
は
優
勝
3
回
、

準
優
勝
1
回
、平
成
2
年
で
優
勝
2
回
、準
優
勝

2
回
と
優
勝
回
数
が
ど
こ
ま
で
伸
び
る
か
と
騒
が

れ
る
中
で
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
っ
た
千
代
の
富

士
に
、北
勝
海
・
小
錦
・
旭
富
士
・
霧
島
と
い
っ
た

「
角
界
」
を
代
表
す
る
個
性
的
な
力
士
が
勝
負
を

挑
ん
で
い
た
。
平
成
3
年
で
引
退
を
す
る
迄
、
大

相
撲
は
、
千
代
の
富
士
人
気
で
、
盛
り
上
が
っ
て

い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。　

　

千
代
の
富
士
は
、
1
9
9
0
年
11
月
場
所（
ま

さ
に
、ど
す
こ
い
'90
の
紫
紺
祭
直
後
）で
、31
回
目

の
優
勝
を
飾
る
が
、
左
腕
の
負
傷
に
よ
り
翌
年
1

月
場
所
を
途
中
休
場
、
3
月
場
所
も
全
休
す
る
。

記
憶
を
つ
な
ぐ

伝
説
の
「
明
高
相
撲
部
」

　

時
は
1
9
9
0
年
11
月
3
日
、
秋
空
の
も
と
、
白
雲
な
び
く
駿
河
台
に
あ
る
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等

学
校
・
中
学
校
の
紫
紺
祭
会
場
に
、『
ど
す
こ
い
'90
』な
る
懸
垂
幕
が
掲
げ
ら
れ
た
ぁ
！　

　

そ
う
、ま
さ
し
く
こ
れ
は
、今
年
の
幹
事
学
年
の
屋
号
で
あ
る『
快
汗
、ど
す
こ
い
塾
』の
ル
ー
ツ
で
あ
る
！

ご
覧
に
な
っ
た
皆
様
方
の
中
に
は
、な
ん
て
ふ
ざ
け
た
幹
事
学
年
だ
と
思
っ
た
方
も
い
る
に
違
い
な
い
。　

　

こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
憶
え
易
い
名
前「
ど
す
こ
い
」か
ら
、
日
本
人
で
あ
れ
ば『
相
撲
』が
真
っ
先
に

思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。平
成
の
そ
の
当
時
、明
治
高
校
に
は「
相
撲
部
」は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

皆
様
は
ご
存
知
だ
ろ
う
か
、今
か
ら
遡
る
こ
と
70
年
以
上
前
、明
治
高
校
に
相
撲
部
が
設
立
さ
れ
、昭
和
の

時
代
に
伝
説
を
残
し
た
こ
と
を
。
今
回
、こ
の
令
和
の
時
代
に
改
め
て
、ど
す
こ
い
塾
よ
り
皆
様
に
相
撲
部

の
記
憶
を
つ
な
い
で
参
り
た
い
と
思
う
。

※
「
角
界
」と
は
、相
撲
社
会
全
体
を
指
し
示
し
て
お
り
、「
相
撲

界
」の
俗
称
に
あ
た
る
言
葉
で
す
。昔
は
相
撲
を「
角
力
」と
書
き
、

つ
ま
り
、相
撲
界
を
「
角
界
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
名

残
で
す
。

昭和13年12月19日　駿河台校舎道場にて。右が北島忠治氏、明大相
撲部師範・双葉山

31 総明会会報「紫紺の詩」  2019



か
ら
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て

い
た
。
姿
が
見
え
な
い
の

で
、本
当
に
練
習
し
て
い
る

の
か
と
思
っ
た
在
校
生
が

多
く
い
た
と
想
像
さ
れ
る

が
、体
の
大
き
い
大
学
生
を

相
手
に
稽
古
を
し
て
い
た

の
は
、
強
く
な
る
為
に
、
あ

る
意
味
良
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

　

こ
の
明
治
大
学
体
育
会

相
撲
部
は
、
今
年
で
創
部

1
1
4
年
を
迎
え
る
大
変

伝
統
の
あ
る
部
で
あ
る
。
角

界
へ
も
有
名
な
力
士
を
輩

出
し
て
お
り
、な
ん
と
言
っ
て
も
、あ
の
明
治
大
学

ラ
グ
ビ
ー
部
の
名
将
、故
・
北
島
忠
治
監
督（
大
正

15
政
経
卒
）も
O
B
で
あ
り
、
全
国
大
会
団
体
3

位
に
な
ら
れ
て
い
る
。
明
治
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
伝

統
の
言
葉「
前
へ
」は
、北
島
監
督
の
言
葉
と
し
て

有
名
だ
が
、
前
へ
前
へ
の
精
神
は
こ
の
相
撲
部
で

培
わ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
明

治
大
学
相
撲
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
謳
わ
れ
て
い

る
。
他
に
も
、俳
優
の
故
・
高
倉
健
氏（
本
名
：
小

田
剛
一（
昭
和
29
商
卒
））が
在
籍
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、明
治
高
校
か
ら
も
明
治
大
学
相
撲
部

に
進
ま
れ
た
先
輩
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
次
頁

の
年
表
に
あ
る
が
、
中
で
も
昭
和
32
年
に
活
躍
さ

れ
た
鈴
木
実
氏
は
、昭
和
34
年
の
第
37
回
全
国
学

生
相
撲
選
手
権
大
会
で
27
年
ぶ
り
4
回
目
の
明

治
大
学
団
体
優
勝
の
メ
ン
バ
ー
で
、
明
治
高
校
時

代
も
国
体
選
手
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

話
は
、
明
治
高
校
相
撲
部
の
設
立
に
戻
る
。
実

は
、
設
立
の
正
確
な
年
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
過

程
1
号
で
は
既
に
そ
の
活
動

記
録
が
残
っ
て
お
り
、「
六
十

年
の
歩
み
」
に
は
、
戦
後
の

昭
和
22
年
に
相
撲
部
設
立

の
記
録
が
あ
っ
た
が
、
実
際

は
戦
前
に
既
に
相
撲
部
が

存
在
し
て
い
た
と
い
う
記
述

が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

戦
争
の
混
乱
も
あ
り
記
録
が

残
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。
年
表
を
見
る
と
、
昭

和
30
年
代
で
の
相
撲
部
の

活
躍
が
目
立
つ
。

　

こ
の
頃
は
、「
巨
人
・
大

鵬
・
卵
焼
き
」
と
い
う
流
行

語
に
も
あ
る
横
綱
の
大
鵬
が
活
躍
し
た
時
代
で
も

あ
る
。
な
お
、
こ
の
言
葉
を
知
ら
な
い
世
代
の
方

達
の
為
に
説
明
す
る
と
、「
巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼

き
」と
は
、
昭
和
時
代（
戦
後
期
）の「
子
ど
も（
を

含
め
た
大
衆
）
に
人
気
の
あ
る
も
の
」
の
代
名
詞

と
し
て
、こ
れ
ら
三
つ
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
個

人
的
に
は
、千
代
の
富
士
が
活
躍
し
た
時
代
に
も
、

こ
の
様
な
流
行
語
が
生
ま
れ

て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
と

思
う
が
、
娯
楽
も
食
事
も
多

様
化
し
て
い
た
中
で
は
難
し

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

年
表
に
、
海
軍
式
移
動
土

俵
を
O
B
が
購
入
し
て
く
れ

た
と
あ
る
が
、
こ
の
海
軍
式

移
動
土
俵
、
日
本
海
軍
が
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
戦
艦
の

上
で
、
運
動
不
足
解
消
や
士

気
を
高
め
る
為
に
相
撲
を
行

う
時
に
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
高
校
で
は
、猿

楽
町
校
舎
の
4
号
館
の
裏
に
こ
の
土
俵
が
置
か
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、念
願
の
土
俵
で
校

内
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
と
思
い
き
や
、
や
は
り

場
所
が
狭
か
っ
た
為
、
結
局
外
部
で
の
練
習
が
多

か
っ
た
と
過
程
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、時

代
の
移
り
変
わ
り
な
の
か
、
昭
和
46
年
の
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
最
後
に
、
活
動
が
活
発
で
は
な
く

な
り
、
部
員
数
も
減
り
昭
和
56
年
以
降
に
、
相
撲

部
は
廃
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
リ
サ
ー
チ
に
あ
た
り
、
昭
和
39
年
明
治

高
校
卒
の
相
撲
部
の
O
B
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。
昭
和
44
年
卒 

相
撲
部
O
B
藁
谷
氏
の

ご
紹
介
で
、
年
表
の
昭
和
35
～
38
年
に
活
躍
さ
れ

て
い
た
、
吉
田
氏
・
久
保
井
氏
・
柳
原
氏
と
お
酒

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
当
時
の
雰
囲
気
や
明
治

大
学
相
撲
部
と
の
関
係
の
深
さ
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

中
で
も
吉
田
氏
は
、
明
治
中
学
で
都
大
会
個
人

の
部
で
優
勝
し
、
そ
の
後
も
国
体
に
出
場
さ
れ
て

い
る
。
明
大
相
撲
部
に
も
進
ま
れ
、
大
学
3
年
に

時
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
転
向
さ
れ
ご
卒
業
後
に
、

昭
和
46
年
の
全
国
選
抜
高
校

相
撲
大
会
宇
佐
場
所
に
監
督

と
し
て
明
治
高
校
相
撲
部
を

率
い
て
参
加
さ
れ
て
い
る
。

　

藁
谷
氏
は
、
昭
和
39
年
中

学
2
年
の
時
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
て
、
相
撲
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
を
武

道
館
に
て
開
催
し
た
時
、土
俵

に
上
が
っ
た
6
人
の
う
ち
の

1
人
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
し

て
も
う
1
人
が
、吉
田
氏
の
弟

そ
し
て
運
命
の
休
場
明
け
の
5
月
場
所
初
日
に
、

最
年
少
記
録
を
軒
並
み
塗
り
替
え
て
き
た
、
18
歳

の
貴
花
田（
後
の
二
代
目
貴
乃
花
）
と
の
初
対
戦

に
て
寄
り
切
り
で
敗
れ
、
さ
ら
に
3
日
目
に
新
小

結
の
貴
闘
力
に
敗
れ
た
と
こ
ろ
で
引
退
を
表
明
す

る
。
彼
に
引
導
を
渡
し
た
の
は
、
初
日
の
貴
花
田

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、今
で
も
、引
退
会
見
で

の
千
代
の
富
士
の
「
体
力
の
限
界
！
」
と
涙
を
流

し
て
い
た
姿
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
様
な
熱
い

闘
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
大
相
撲
に
、
普
段

か
ら
我
々
は
い
つ
し
か
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
こ
の「
ど
す
こ
い
」を
紫
紺
祭
の
テ
ー
マ
に
採

用
し
た
原
動
力
の
1
つ
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
平
成
の
初
頭
に
明
治
高
校
に
な
か
っ
た

相
撲
部
を
、
昔
の「
過
程
」や「
明
高
新
聞
」を
読

ん
だ
こ
と
の
あ
る
方
や
、
あ
る
年
代
か
ら
上
の
皆

さ
ま
を
除
き
、
殆
ど
の
方
は
知
ら
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
今
回
の
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
、
存
在
し

て
い
た
情
報
も
断
片
的
で
あ
っ
た
。

　

猿
楽
町
校
舎
に
は
、
残
念
な
が
ら
土
俵
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
部
員
達
は
駿
河
台
の
明
治
大
学

に
あ
っ
た
体
育
会
相
撲
部
の
土
俵
に
て
、
大
学
生

に
交
じ
っ
て
稽
古
を
し
て
い
た
。
過
去
の
過
程
の

相
撲
部
の
紹
介
記
事
に
、「
こ
の
部
は
校
内
に
練

習
場
が
な
い
の
で
、
練
習
を
し
て
い
る
様
子
が
分

昭和10年　予科時代の和泉校舎武道館落成記念 。中央左に横綱・玉錦、その
右に当時の総長・鵜澤總明先生

後列左から、柳原氏・吉田氏・久保井氏
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さ
ん（
当
時
明
大
中
野
）
で

あ
っ
た
。な
ん
と
吉
田
氏
は
、

三
兄
弟
で
相
撲
を
さ
れ
て
お

り
、
お
兄
さ
ん
も
明
治
高
校

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

藁
谷
氏
は
、
今
の
明
治
高
校

で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
あ

く
ま
で
も
学
業
優
先
と
い
う

条
件
で
、
学
校
に
通
い
な
が

ら
大
相
撲
本
場
所
に
参
加

し
、
試
験
休
み
と
重
な
ら
な

か
っ
た
九
州
場
所
以
外
の
全

て
の
土
俵
に
立
た
れ
た
猛
者

で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

吉
田
氏
か
ら
お
借
り
し

た
、明
大
相
撲
部
1
0
0
周
年
記
念
誌
に
は
、昭

和
5
年
・
10
年
と
大
学
の
道
場
の
落
成
記
念
に

来
て
い
た
当
時
の
横
綱
含
む
力
士
や
、
鵜
澤
総
明

先
生
の
写
真
も
載
っ
て
い
た
。
そ
の
写
真
を
見
た

だ
け
で
、
明
治
高
校
相
撲
部
が
設
立
さ
れ
る
迄
の

歴
史
の
重
み
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
残
念

な
が
ら
、
昭
和
か
ら
平
成
に
部
活
と
し
て
明
治
高

校
相
撲
部
は
残
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
取
材
を
通
し
て
、
日
本
の
国
技
と
も
言
え
る

「
相
撲
」に
、青
春
と
情
熱
を
注
い
だ
先
輩
方
が
明

治
高
校
に
い
た
こ
と
を
、
令
和
以
降
も
後
輩
達
に

伝
説
と
し
て「
綱
」い
で
行
っ
て
欲
し
い
と
、
強
く

感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
度
は
、
こ
の
様
な
機

会
を
頂
戴
出
来
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

過程 昭和 実績・過程の記載

22 ・関東大会団体優勝（伊原・上田・木村）全国大会に出場（大阪）

23 ・関東大会・全国大会出場

24 ・関東大会・全国大会出場

25 ・関東大会・全国大会・国体出場

26 ・関東大会・全国大会・国体出場

1 27 ・関東大会・全国大会（青森・準決勝進出）
・国体出場（清水<関東の雄>・坂入・大崎）

2 28 ・関東大会（準々決勝進出）・全国大会出場

3 29 ・全国大会出場（優秀16校に残る）高Ⅱ主体山本勇次・筒井義彦

4 30 ・関東大会出場（準々決勝進出・細川・優秀16選手に入る）

5 31 ・全国大会出場

6 32 ・全国金沢大会出場（鈴木実 優秀16選手・国体出場兼ねる）
・東日本大会出場（鈴木実 個人準優勝。原・堀口優秀16選手）

7 33 ー

8 34 ー

9 35 ・全国金沢大会出場（工藤・宮尾・柳沢）都中学生大会
 吉田鉄男 個人優勝

10 36 ・全国金沢大会出場・関東大会出場（高Ⅲ工藤準優勝）
 東京都第3位工藤2位

11 37

・全国金沢大会出場・秋季リーグ戦では第2位（優勝：早実） 
・今年度、関東大会予選で高Ⅲの柳沢が8戦全勝
・5月下旬、全国高校金沢大会に特別推薦される
 先鋒吉田、中堅 久保井、大将 柳沢、交代柳原→宇治
 山田高（京都）に敗退、柳沢は3戦全勝
・部員 高Ⅲ 柳沢 上野中学時代に都大会優勝、
 高Ⅱの時には優秀32選手に選ばれる高Ⅱ 5名、中でも
 吉田は明治中学時代に都大会優勝・国体出場高Ⅰが2名、
 中3が1名

12 38

・全国金沢大会出場（3回戦進出）・国体東京出場（吉田） 
・海軍式移動土俵をOBが購入してくれたことで、校内での
 部活動が可能に
・全国選抜金沢大会 先鋒：久保井、中堅吉田、
 大将石橋 交代：田原
・高Ⅲ吉田、国体で東京都代表になる 
・大阪大会予選で団体4位・新人戦において個人戦で
 田原が準決勝進出

過程 昭和 実績・過程の記載

13 39

・全国大会出場
・海軍式移動土俵があったが場所がない為、大学または
 明大中野高校での練習が殆んど
・春季リーグ戦 団体5位決定戦で帝京商に敗れる
・全国高校相撲金沢大会

14 40 ・大学等外部で稽古している為、存在があまり目立たないと
 思われていた。

15 41 ・部員は約20名、高Ⅱがいない為、部長は高Ⅰ

16-18 42～44 記録なし

19 45
・今まで沈滞気味だった部活を、活動性のあるものへと
 変えていきたい→部員は高Ⅱが中心で、下級生部員がいない
・練習場所：大学または本校バレーコート

20 46

・6月全国選抜高校相撲大会宇佐場所の東京都選手権への
 出場が決定（都大会3位）、10月に大会
・観客数は約4千人、3校リーグで2勝1敗、ベスト16迄あと1つ。
 47校中18位。

21 47 ・相撲部の歴史を書いていた

22 48 記録なし

23 49 ・相撲は日本古来のスポーツ等の説明等で記録なし

24 50

・東京都高等学校春季相撲大会 兼 関東大会東京都予選
・個人戦 第3位1名、第8位 1名、ベスト16に2名、団体戦 第8位
・インターハイ予選 個人戦（無差別）ベスト16に3名、
 団体戦 第8位

25 51 記録なし

26 52 記録なし

27 53 記録なし

28 54 ・相撲の体質的効果についての記事あり・部員は6名

29 55 ・部員紹介　高Ⅲ2名・高Ⅱ2名・中3が1名

30 56 ・部員紹介　高Ⅲ6名・高Ⅰが1名（菊地 康之）

明治高校相撲部の歴史

昭和34年 第37回全国学生相撲選手権大会 団体優勝時。右端が、鈴木実氏。 

左から、吉田氏・柳原氏・久保井氏・藁谷氏

出典：「過程」、「60年の歩み」

特集特集22 ぐ

つ 

な
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ン
タ
ー
有
志
で
構
成
さ
れ
る

友
の
会
が
作
成
管
理
す
る
鉄

道
模
型
の
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
っ
た

が
、そ
こ
に
現
役
学
生
は
注
目

し
た
。
私
は
て
っ
き
り
、
車
両

に
興
味
が
あ
る
者
同
士
が
集

ま
っ
て
明
治
高
校
鉄
道
研
究

部
が
発
足
し
た
と
思
い
込
ん

で
い
た
が
、鉄
道
模
型
の
ジ
オ

ラ
マ
を
作
り
た
い
と
の
想
い
が

部
設
立
の
発
端
だ
と
知
っ
た

の
は
こ
の
時
で
あ
る
。

　

一
方
、
私
が
注
目
し
た
の

は
、ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
や
列
車
名
を
掲
示
す
る
プ
レ
ー

ト
の
コ
ー
ナ
ー
。
若
い
世
代
は
知
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、か
つ
て
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
車
両
を
日
本

で
走
ら
せ
る
企
画
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、車
両
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
O
r
i
e
n
t 

E
x
p
r
e
s
s

の
プ
レ
ー
ト
が
保
存
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

見
学
終
了
後
は
、質
疑
応
答
の
時
間
と
な
っ
た
。

部
員
か
ら
「
こ
こ
に
は
気
動
車
は
無
い
の
か
？
」と

の
質
問
が
で
た
が
、「
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

で
診
て
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。「
今
ま
で
改

造
し
た
車
両
の
中
で
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
？
」

と
の
質
問
に
は
「
歴
史
長
い
か
ら
ね
え（
笑
）」と
の

回
答
が
あ
り
、
国
鉄
時
代
に
新
車
を
つ
く
れ
ず
改

造
で
対
応
し
た
苦
労
話
を
伺
っ
た
。
蒸
気
機
関
車

に
つ
い
て
は
、
昔
何
百
両
も
走
っ
て
い
た
時
代
の

O
B
が
今
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
見
た
い
と
言
っ
て
、

今
の
修
理
を
し
て
い
る
チ
ー
ム
と
意
見
交
換
を
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
交
換
部
品
の
有
無
が
違
う
の

で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
感
覚
が
昔
と
だ
い
ぶ
異

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

た
笹
村
越
郎
氏
で
、
総
明
会
と
鉄
道
は
意
外
な
接

点
が
あ
る
。
記
事
は
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

見
学
編
・
鉄
道
博
物
館
見
学
編
・
飲
み
会
編
の
三

部
構
成
で
あ
る
。

【
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
見
学
編
】

　

見
学
ツ
ア
ー
に
行
っ
た
の
は
明
治
中
学
・
高
校

が
自
宅
学
習
日
の
7
月
11
日（
木
）。
当
日
、
待
ち

合
わ
せ
に
選
ん
だ
の
は
、
J
R
大
宮
駅
北
口
改
札

近
く
の
シ
ョ
ッ
プ
R
A
I
L
Y
A
R
D
付
近
。
こ

の
シ
ョ
ッ
プ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ら
垂
涎
の
グ
ッ
ズ
が

並
ぶ
鉄
道
専
門
店
だ
。
早
め
に
着
い
た
私
は
、
暇

つ
ぶ
し
に
立
ち
寄
っ
た
の
だ
が
、懐
か
し
い
新
幹
線

リ
レ
ー
号
の
定
規
に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、気
が

付
い
た
ら
購
入
し
て
い
た
。

　

今
回
の
企
画
を
引
率
し
て
く
れ
た

J
R
東
日
本
勤
務
の
宮
田
氏（
昭
和

57
卒 

放
送
班
O
B
）
と
も
合
流
し
、

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
現
れ
た
の
は
、

鉄
道
研
究
部
顧
問
の
則
茂
雄
先
生

と
男
子
10
名
。
鉄
道
女
子
と
い
う
単

語
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
共

学
化
し
た
明
治
高
校
鉄
研
に
も
、
も

し
や
女
子
部
員
が
い
る
の
で
は
と
想

像
し
て
い
た
が
、杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

　

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
大
宮
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
。
昔
は
大
宮

工
場
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
大

宮
の
街
は
鉄
道
の
発
展
と
深

く
結
び
つ
い
て
い
る
。
東
京
以

北
の
路
線
で
最
初
に
出
来
た

の
は
現
在
の
高
崎
線
。
生
糸

の
輸
出
が
外
貨
を
稼
ぐ
重
要

な
手
段
だ
っ
た
明
治
時
代
、富

岡
製
糸
場
や
蚕
の
産
地
だ
っ

た
桐
生
を
持
つ
群
馬
県
を
目

指
す
路
線
が
、い
ち
早
く
開
通

し
た
。
こ
の
頃
、
大
宮
に
は
ま

だ
駅
は
無
く
、浦
和
の
次
は
上

尾
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
北
方
面
と
東
京
を
結

ぶ
路
線
の
建
設
計
画
が
浮
上
し
、
高
崎
線
と
の
分

岐
点
を
ど
こ
に
定
め
る
か
に
あ
た
っ
て
、熊
谷
案
と

大
宮
案
が
あ
っ
た
が
熱
心
な
誘
致
合
戦
の
末
、
経

済
性
に
優
れ
る
大
宮
案
が
採
用
さ
れ
た
。そ
の
後
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
、機
関
区
、工
場
な
ど
鉄
道
関

連
施
設
が
立
ち
並
ぶ
街
と
し
て
の
発
展
を
始
め
た

の
で
あ
る
。

　

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
で
私
達
を
出
迎
え

て
く
れ
た
の
は
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
総

務
課
片
岡
助
役
で
、
叩
き
上
げ
の
鉄

道
マ
ン
と
い
っ
た
風
貌
だ
。
片
岡
助

役
に
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
し

て
頂
い
た
。
前
身
の
大
宮
工
場
は

E
D
4
0
と
呼
ば
れ
る
日
本
で
初
の

電
気
機
関
車
を
作
っ
た
工
場
だ
そ
う

だ
。同
系
型
の
10
号
機
は
鉄
道
博
物

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
片
岡
助
役

の
案
内
で
車
両
セ
ン
タ
ー
内
を
見
学

し
、最
後
に
資
料
室
に
立
ち
寄
っ
た
。

資
料
室
の
一
角
に
は
、
総
合
車
両
セ

　

皆
さ
ま
は
明
治
中
学
・
高
校
に
鉄
道
研
究
部
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
設
立
は
調
布
へ
移

転
前
の
2
0
0
4
年
で
、
今
年
で
15
年
の
歴
史
を

持
つ
部
活
動
だ
。
今
回
、我
々
ど
す
こ
い
塾
の
テ
ー

マ
は「
つ
な
ぐ
」。
そ
こ
で
、鉄
道
を
ネ
タ
に
、鉄
道

会
社
勤
務
の
先
輩
と
鉄
研
顧
問
の
明
治
高
校
教

諭
・
鉄
道
研
究
部
の
現
役
生
徒
を
繋
ご
う
と
、
先

輩
の
会
社
の
車
両
工
場
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を

企
画
し
た
。
遡
れ
ば
、
総
明
会
の
前
身
で
あ
る
明

治
中
学
・
高
校
同
窓
会
の
初
代
会
長
は
鉄
道
省

O
B
、
汽
車
製
造
株
式
会
社
の
社
長
を
務
め
ら
れ

鉄
道
研
究
部
（
２
０
０
４
年
創
部
）

鉄
道
が
繋つ

な

げ
た
明
高
現
役
生
徒
と

O
B
・
顧
問
先
生
の
心
の
旅

《部員数・活動日・活動内容》
12人・月火土の週3日活動・成果は、紫紺祭で展示部門2年連続1位

明治高校参加者 亀野さん 高校1年（部長）含む10名、鉄道部
顧問 則先生
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そ
の
作
業
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
、二
人
は
テ
ー
ブ
ル

正
面
で
向
か
い
合
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

　

懇
親
会
中
は
、
則
先
生
が
明
治
高
校
に
入
っ
た

理
由
が
、
大
学
受
験
を
し
な
く
て
良
い
の
で
、
春
・

夏
休
み
に
S
L
の
撮
影
に
沢
山
行
け
る
と
思
っ
た

か
ら
と
い
う
話
や
、
意
外
に
も
中
田
氏
と
最
上
氏

も
放
送
班
を
兼
部
し
て
い
た
い
う
こ
と
で
、
放
送

班
O
B
の
宮
田
氏
の
後
輩
で
あ
る
事
が
発
覚
し
、

放
送
班
の
歴
史
話
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
楽
し
い

会
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
ま
で
の
と
こ
ろ
鉄
道
研
究
部
O
B
同
士
の

定
期
的
な
会
合
は
無
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
近

い
将
来
、
O
B
会
が
立
ち
上
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

が
あ
っ
た
。
部
員
か
ら
の
「
博

物
館
の
運
営
で
大
変
な
こ
と

は
？
」
と
の
質
問
に
は
、「
関

係
者
に
鉄
道
好
き
が
大
勢
い

る
為
、
色
々
と
展
示
の
細
部

の
誤
魔
化
し
が
き
か
な
い
」と

の
話
が
。「
こ
れ
か
ら
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
企
画
が
あ

る
か
？
」
と
の
質
問
に
対
し

て
は
、「
山
ほ
ど
あ
る
！
」
と

の
こ
と
で
、本
当
は
鉄
道
よ
り

も
バ
ス
好
き
の
誉
田
課
長
が
、

宮
田
氏
と
一
緒
に
、
貴
重
な

バ
ス
の
展
示
会
を
行
っ
た
時

の
思
い
出
話
を
伺
っ
た
。
博

物
館
の
予
算
は
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
企
画
も
多
い
と

の
こ
と
だ
が
、
企
画
実
現
に
向
け
た
情
熱
が
時
と

し
て
関
係
先
の
多
く
の
人
を
動
か
し
、
思
わ
ぬ
成

果
を
生
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

【
飲
み
会
編
】

　

鉄
道
博
物
館
閉
館
の
18
時
、
在
校
生
達
と
は
こ

こ
で
お
別
れ
。
こ
こ
か
ら
は
、お
酒
を
交
え
た
大
人

の
時
間
が
始
ま
っ
た
。
鉄
道
研
究
部
が
正
式
に
部

活
動
と
し
て
認
定
さ
れ
る
前
か
ら
同
好
会
と
し
て

活
動
し
て
い
た
中
田
隆
太
郎
氏（
平
成
15
卒
）
と
、

初
代
鉄
道
研
究
部
員
の
最
上
達
也
氏（
平
成
19

卒
）も
仕
事
の
後
、駆
け
付
け
て
く
れ
た
。
こ
の
日
、

最
大
の
驚
き
は
こ
こ
で
起
こ
っ
た
。
宮
田
氏
と
中

田
氏
は
初
対
面
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
世
間
は
狭

い
も
の
で
、宮
田
氏
の
勤
務
先
で
あ
る
東
京
・
大
宮

総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
訓
練
車
の
郡
山

か
ら
大
宮
へ
の
輸
送
が
J
R
貨
物
に
委
託
さ
れ
、

【
鉄
道
博
物
館
見
学
編
】

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
か
ら

徒
歩
10
分
程
の
距
離
に
あ
る
鉄
道
博
物
館
。
最
初

に
宮
田
氏
が
引
率
し
て
く
れ
た
の
は
、御
料
車（
ご

り
ょ
う
し
ゃ
）コ
ー
ナ
ー
。
御
料
車
と
は
皇
室
用
客

車
の
こ
と
で
、
日
本
の
皇
族
が
鉄
道
で
旅
行
を
す

る
際
に
使
用
す
る
鉄
道
車
両（
客
車
）を
指
す
。「
御

料
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど
興
味
無
い
だ
ろ
」と
い
う
我
々

の
心
を
見
透
か
し
た
よ
う
な
言
葉
の
後
に
、
展
示

中
の
御
料
車
の
面
白
さ
を
語
っ
て
頂
い
た
。
ち
な

み
に
、宮
田
氏
は
、明
治
高
校
卒
業
後
、国
鉄
に
入

社
さ
れ
、
武
蔵
野
操
車
場
勤
務
を
皮
切
り
に
、
東

海
道
線
の
車
掌
・
輸
送
指
令
・
人
事
・
鉄
道
博
物

館
な
ど
を
経
て
、
大
宮
総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長

を
さ
れ
て
い
る
。

　

ツ
ア
ー
も
終
盤
、
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
の
学

芸
員
で
あ
る
誉
田
課
長
に
、
開
館
1
周
年
と
ま
だ

新
し
い
南
館
を
解
説
し
て
頂
い
た
。
鉄
道
博
物
館

に
来
る
人
の
多
く
は
、
車
両
メ
イ
ン
の
展
示
を
期

待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
南
館

の
歴
史
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、車

両
関
連
の
展
示
は
あ
え
て
僅

か
と
し
、
大
人
向
け
の
辞
書

的
な
使
い
方
が
で
き
る
博
物

館
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
歴
史
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
入
口
に
は
増

上
寺
の
梵
鐘
の
レ
プ
リ
カ
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
の

運
行
に
時
刻
は
不
可
欠
の
も

の
だ
が
、
明
治
初
期
の
鉄
道

導
入
が
日
本
人
の
時
間
の
概

念
に
ど
の
よ
う
に
変
化
を
も

た
ら
し
た
か
を
表
す
象
徴
と

し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
本
格
的
な
博
物
館
な
の

で
、見
学
は
た
ち
ま
ち
時
間
切

れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

最
後
は
初
代
東
北
・
上
越

新
幹
線
2
0
0
系
の
車
内

で
、
在
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ま
ず
誉

田
課
長
か
ら
部
員
に
対
し「
鉄

道
の
仕
事
就
き
た
い
人
い
ま

す
か
？
」
の
質
問
が
あ
っ
た

が
、
意
外
に
も
挙
手
し
た
鉄

研
部
員
は
僅
か
1
名
だ
っ
た
。

部
員
か
ら
は
「
鉄
道
フ
ァ
ン

は
鉄
道
会
社
に
採
用
さ
れ
に

く
い
と
の
噂
も
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
ど
う
な
の
で
す
か
？
」と
の
質
問
が
あ
っ
た

が
、
誉
田
課
長
か
ら
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
い
。

偉
い
人
に
も
鉄
道
フ
ァ
ン
は
た
く
さ
ん
い
る
」
と
の

答
え
が
あ
っ
た
。「
鉄
道
会
社

に
就
職
す
る
に
あ
た
っ
て
、身

に
着
け
て
お
く
と
良
い
こ
と

は
？
」
と
部
員
か
ら
質
問
が

出
た
が
、「
特
に
こ
れ
と
い
っ

た
も
の
は
無
い
。
鉄
道
会
社

の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
る
。

あ
え
て
い
う
な
ら
、大
き
な
声

を
出
せ
る
こ
と
は
大
切
。
鉄

道
の
運
行
は
予
定
通
り
で
済

ま
な
い
こ
と
が
出
て
く
る
の

で
、
想
定
外
の
事
態
が
生
じ

た
際
に
大
き
な
声
で
乗
客
に

必
要
な
こ
と
を
伝
え
る
場
面

は
意
外
に
多
い
」
と
の
回
答

特集特集22 ぐ

つ 

な
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線
香
花
火
の
歴
史

   
～
初
代
鍵
屋
の
線
香
花
火
か
ら

   　

現
在
に
至
る
ま
で
～

　

そ
も
そ
も
日
本
で
、
線
香
花
火
が
作
ら
れ
始
め

た
の
は
江
戸
時
代
と
さ
れ
、
ず
っ
と
職
人
が
手
作

り
で
生
産
し
て
き
ま
し
た
。

　

花
火
と
い
え
ば
、
打
ち
上
が
っ
た
時
の「
鍵
屋
」

「
玉
屋
」の
掛
け
声
を
連
想
す
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、線
香
花
火
の
発
祥
に
は
、こ
の
2
つ
の
花

火
屋
が
深
く
関
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
鍵

屋
口
伝
書
』
に
よ
る
と
、
幼
少
時
か
ら
花
火
作
り

が
得
意
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
鍵
屋
の
始
祖

で
あ
る
鍵
屋
弥
兵
衛
が
、万
治
2
年（
1
6
5
9
）

頃
、
関
西
か
ら
江
戸
へ
出
て
来
て
売
り
出
し
た
玩

具
花
火
が
大
当
た
り
し
、
そ
れ
が
起
源
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
迄
、
江
戸
の
花
火
は
手
筒
か
火

車（
回
転
す
る
様
に
棒
の
先
端
に
花
火
を
取
り
付

け
た
も
の
）、
ま
た
は
ね
ず
み
花
火
だ
っ
た
の
に
対

し
、
弥
兵
衛
考
案
の
花
火
は
、
隅
田
川
な
ど
の
畔

に
生
え
て
い
る
葦
の
管
の
中
に
練
り
込
ん
だ
小
さ

な
星（
火
薬
）
を
入
れ

た
も
の
で
し
た
。
こ
れ

が
大
流
行
し
、
弥
兵
衛

は
花
火
師
と
し
て
日
本

橋
の
横
山
町
に「
鍵
屋
」

を
屋
号
と
し
て
店
を
構

え
る
と
、
江
戸
花
火
界

の
第
一
人
者
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
当
時
の

あ
る
俳
諧
選
集
に
、
葦

よ
り
少
し
細
い
藁
の
先

に
、
火
薬
を
付
け
た
花

火
を
香
炉
に
立
て
、
女

性
が
遊
ん
で
い
る
様
が

詠
ま
れ
て
お
り
、
香
炉
や
火
鉢
に
立
て
た
花
火
の

格
好
が
、
仏
壇
に
供
え
た
線
香
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
「
線
香
花
火
」
の
名
前
が
付
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
線
香
花
火
は
、別
名「
ス
ボ
手
」と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
ス
ボ
と
は
藁（
藁
ス
ボ
）を
指
し
、
こ
の

時
代
、
最
も
華
や
か
だ
っ
た
花
の
牡
丹
に
な
ぞ
ら

え「
ス
ボ
手
牡
丹
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
も
う

1
つ
は「
長
手
」と
呼
ば
れ
、私
達
が
通
常
目
に
す

る
線
香
花
火
の
原
型
で
、
こ
れ
は
和
紙
の
中
に
少

量
の
火
薬
を
入
れ
、
縒
っ
て
い
き
ま
す
。
長
く
手

で
縒
る
か
ら
「
長
手
」
の
名
前
が
付
い
た
と
の
こ

と
。
下
に
垂
ら
し
て
燃
や
す
の
も
「
ス
ボ
手
」と
違

う
と
こ
ろ
で
す
。
ス
ボ
手
は
、
細
い
葦
や
藁
の
入

手
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
江
戸
で
は
や
が
て
廃
れ
、

「
長
手
」の
方
が
人
気
を
集
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
関
西
で
は
ス
ボ
手
が
上
方
文
化
に
深
く

浸
透
し
、
今
で
も
関
西
で
線
香
花
火
と
い
え
ば
ス

ボ
手
の
方
が
馴
染
み
深
い
よ
う
で
す
。
江
戸
時

代
、
上
方
の
お
大
尽
が
淀
川
な
ど
で
舟
遊
び
を
す

る
際
、
火
鉢
の
灰
の
中
に

ス
ボ
手
を
逆
さ
に
立
て
、

煙
管
で
火
を
付
け
て
楽
し

ん
だ
様
で
「
芸
者
線
香
」

と
も
言
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
山
縣
氏
に
よ
る
と
、

江
戸
で
人
気
と
な
っ
た

「
長
手
」
を
考
案
し
売
り

出
し
た
の
は
、
実
は
玉
屋

で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
こ

と
。『
鍵
屋
口
伝
書
』に
よ

る
と
、
鍵
屋
7
代
目
の
時

（
1
8
2
0
年
前
後
）、
一

番
番
頭
に
清
吉
と
い
う
働

き
者
が
い
て
、
暖
簾
分
け
を
許
さ
れ
た
後
、
清
吉

は
名
前
を
市
兵
衛
と
改
め
、始
め
た
店
が「
玉
屋
」

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
鍵
屋
の
庭
に
祀
っ
て
あ
っ
た

稲
荷
の
キ
ツ
ネ
の
一
方
が「
鍵
」を
、も
う
一
方
が

擬
宝
珠
の「
玉
」を
咥
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
玉
屋

の
屋
号
を
貰
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

兵
衛
が
両
国
の
吉
川
町
で
開
業
す
る
と
、
た
ち
ま

ち
江
戸
は
、
鍵
屋
、
玉
屋
の
二
大
花
火
師
の
時
代

を
迎
え
、
両
国
の
川
開
き
と
な
る
と
、
両
国
橋
を

挟
ん
で
上
流
を
玉
屋
が
、
下
流
を
鍵
屋
が
受
け
持

つ
よ
う
に
な
り
、
玉
屋
は
鍵
屋
を
凌
ぐ
人
気
を
集

め
て
い
き
ま
す
。
花
火
技
術
の
方
も
、
玉
屋
が
優

れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
の
こ
と
。「
長
手
」

は
、
硝
石（
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
）、
硫
黄
・
木
炭
を
混

合
し
た
黒
色
火
薬
に
松
煙
を
配
合
し
、
少
量
を
和

紙
の
「
こ
よ
り
」
で
包
ん
だ
花
火
と
な
り
ま
す
が
、

玉
屋
の
あ
っ
た
吉
川
町
の
商
店
街
に
、
硯
や
墨
等

を
売
る
店
が
あ
り
、
そ
こ
で
材
料
と
な
る
赤
松
の

煤
・
松
煙
も
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
時
代
、

夏
に
な
る
と
箱
の
上
に
花
火
を
乗
せ
、
金
魚
売
り

江
戸
文
化
の
伝
統
と
薫
り
を

継つ

な

ぐ
明
高
O
B

昭
和
か
ら
平
成
に
元
号
が
変
わ
っ
た
の
ち
、日
本
か
ら
姿
が
消
え
か
け
た
伝
統
的
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は「
国
産
線
香
花
火
」。
そ
の
起
源
は
遡
る
こ
と
江
戸
時
代
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
か
ら
令
和
に
入
っ
て
も
、そ
の
伝
統
を
絶
や
さ
ず
、継
ぐ
仕
事
を
さ
れ
る

明
治
高
校
卒
の
大
先
輩
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

少
し
前
ま
で
、隅
田
川
花
火
大
会
の
世
話
役
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
老
舗
花
火
問
屋
の

山
縣
商
店（
東
京
都
台
東
区
蔵
前
）の
山
縣
常
浩
氏（
昭
和
35
年
卒
）で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
総
明
会
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
つ
な
ぐ
」と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
を
感
じ
、

今
回
、台
東
区
蔵
前
に
あ
る
会
社
を
訪
ね
、お
話
を
う
か
が
っ
て
来
ま
し
た
。

左から山縣商店が復活させた純国産線香花火「大江戸牡丹」と「不知火牡丹」。
　右がスボ手牡丹。

左から牡丹、松葉、柳、散り菊
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の
様
に
市
中
を
売
り
歩
い
た
行
商
人
が
い
た
こ
と

が
江
戸
風
俗
を
記
し
た
錦
絵
に
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
1
8
2
0
年
頃
に
書
か
れ
た
文
献
中
に「
線

香
花
火
は
紙
観
世
」
と
い
う
花
火
売
り
の
口
上
の

記
述
も
あ
り
、
こ
の
頃
に
紙
観
世（
紙
の
こ
よ
り
）

で
出
来
た
線
香
花
火
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る

と
の
こ
と
。
玉
屋
の
技
術
と
ア
イ
デ
ア
、
身
近
に

材
料
を
扱
う
店
が
あ
っ
た
こ
と
、
長
手
が
生
ま
れ

た
時
代
に
、
鍵
屋
よ
り
玉
屋
が
繁
盛
し
て
い
た
こ

と
な
ど
の
一
連
の
背
景
か
ら
、
長
手
を
作
っ
た
の

は
玉
屋
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
時
代
を
経
て
、
昭
和
50
年
頃
ま
で
線

香
花
火
は
、
三
河（
岡
崎
）、
北
九
州（
福
岡
）、
信

州（
上
田
）
の
三
大
産
地
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、こ
れ
ら
の
産
地
は
、歴
史

的
な
名
将
と
関
わ
り
の
あ
る
鉄
砲
や
火
薬
が
発
達

し
て
い
っ
た
土
地
柄
と
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
、

中
国
か
ら
の
輸
入
で
安
い
「
長
手
」
が
入
っ
て
来

る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
安
い
中
国
製
に
押
さ
れ

始
め
、国
産
品
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
危
機
に
「
伝
統
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
山
縣
氏
を
中
心
と
し
た
関
係
の
方
々
が
、
産
地

に
再
び
生
産
を
呼
び
か
け
、
こ
れ
に
応
じ
た
数
社

が
生
産
を
始
め
た
の
で
し
た
。
当
時
、
中
国
か
ら

入
っ
て
く
る
線
香
花
火
は
年
間
約
2
億
本
。
品

質
は
と
も
か
く
、
縒
り
手
の
人
件
費
の
差
か
ら
生

じ
る
価
格
差
に
、国
産
業
者
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
、

昭
和
60
年
、
信
州
で
線
香
花
火
を
生
産
し
て
い
た

煙
火
店
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
信
州
で
の

線
香
花
火
の
生
産
は
内
職
ス
タ
イ
ル
で
、
農
閑
期

に
入
っ
た
秋
口
に
、親
方
と
呼
ば
れ
る
人
が
、「
こ

よ
り
」
と
火
薬
を
持
っ
て
農
家
を
回
っ
て
生
産
を

依
頼
し
、
春
先
に
出
来
上
が
っ
た
線
香
花
火
を
集

め
箱
詰
め
し
、
東
京
や
岡
崎
の
問
屋
へ
送
っ
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

信
州
に
続
き
、
岡
崎
の
全
煙
火
店
の
廃
業
、
平

成
8
年
、
昭
和
の
名
人
と
言
わ
れ
た
線
香
花
火
の

縒
り
手
の
い
た
お
店
も
閉
店
し
、
名
品
と
言
わ
れ

て
い
た
「
三
河
手
牡
丹
」
と
い
う
線
香
花
火
の
製

造
も
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
10
年
、

九
州
で
最
後
ま
で
撚
っ
て
い
た
八
女
の
業
者
が
廃

業
し
、花
火
業
界
の
流
通
か
ら
日
本
製
の
線
香
花

火
は
完
全
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
山
縣

氏
は
、「
江
戸
文
化
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
国
産

の
線
香
花
火
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し

て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
皆
の
力
で
何
と
か

　

そ
し
て
、
平
成
12
年
10
月
、
つ
い
に
昭
和
時
代

の
も
の
に
負
け
な
い
純
国
産
線
香
花
火
が
完
成

し
、
地
下
鉄
大
江
戸
線
の
開
通
し
た
12
月
12
日

に
、
そ
の
線
香
花
火
を
「
大
江
戸
牡
丹
」と
命
名

し
、売
り
出
し
ま
し
た
。
山
縣
氏
に
よ
る
と
、線
香

花
火
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
一
人
の
物
理
学
者
で
も

あ
る
随
筆
家
が
、
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
備
忘
録
に

「
線
香
花
火
の
一
本
の
燃
え
方
に
は
『
序
破
急
』

が
あ
り『
起
承
転
結
』が
あ
り
、詩
が
あ
り
音
楽
が

あ
る
」
と
記
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
線
香
花

火
の
誕
生
や
歴
史
秘
話
は
世
界
に
も
紹
介
さ
れ
、

「
線
香
花
火
は
L
i
f
e
だ
」
と
表
現
す
る
外
国

人
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
様
に
言
わ
れ
る
理
由

に
、
燃
え
て
い
る
段
階
で
の
線
香
花
火
の
姿
の
特

徴
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
線
香
花
火
の
着
火

か
ら
玉
が
落
ち
る
迄
の
間
が
、
四
つ
に
分
か
れ
て

名
前
が
付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
火
を
付
け
て
、

先
に
で
き
る
赤
い
玉
は「
牡
丹
」。
こ
れ
は
火
薬
の

燃
え
カ
ス
が
縮
み
上
が
っ
て
赤
い
玉
と
な
る
も
の
。

そ
し
て
玉
が
激
し
く
火
花
を
発
す
る
も
の
を
「
松

葉
」、火
花
を
長
く
引
く
も
の
を「
柳
」、消
え
る
直

前
の
チ
カ
チ
カ
を「
散
り
菊
」と
呼
び
ま
す
。今
回
、

ど
す
こ
い
塾
は
、
こ
の
夏
の
想
い
出
に
、
大
江
戸

牡
丹
を
実
際
に
使
用
し
て
、
こ
の
4
つ
の
瞬
間
を

撮
影
し
ま
し
た
。

　

線
香
花
火
1
本
に
こ
め
ら
れ
た
火
薬
は
た
っ
た

0.1
グ
ラ
ム
弱
。
小
さ
く
、か
細
い
花
火
な
が
ら
、こ

の
僅
か
な
時
間
の
間
、
線
香
花
火
の
ま
る
で
人
間

の
一
生
の
様
に
移
り
行
く
姿
と
、火
薬
の『
薫
り
』

は
、
令
和
元
年
の
猛
暑
の
夏
の
想
い
出
と
し
て
、

ず
っ
と
私
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
成
に
復
活
を
果
た
し
た
国
産
線
香
花
火
。
江

戸
文
化
の
象
徴
と
し
て
、
山
縣
商
店
か
ら
後
世
へ

い
つ
ま
で
も
継
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
な
け
れ
ば
」と
、「
国
産
線
香
花
火
復
活
」の
思

い
を
関
係
者
と
語
り
合
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ

の
最
中
、
か
つ
て
の
産
地
、
岡
崎
の
あ
る
花
火
製

造
業
の
社
長
さ
ん
の
奥
様
の
実
家
が
、
信
州
で
最

も
線
香
花
火
の
生
産
量
が
多
か
っ
た
煙
火
店
で
、

嫁
入
り
道
具
の
1
つ
と
し
て
、
そ
の
煙
火
店
が
以

前
に
作
っ
て
い
た
線
香
花
火
の
製
造
法
と
、
火
薬

を
包
む
和
紙
を
持
参
し
て
い
た
こ
と
を
山
縣
氏
が

耳
に
し
ま
し
た
。
山
縣
氏
は
、
そ
の
社
長
に
会
わ

れ
て
「
純
国
産
の
線
香
花
火
を
作
り
た
い
」
と
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
道
楽
と
し
て
1
人
1
0
0
万
円

ず
つ
出
し
て
作
ろ
う
で
は
な
い
か
と
。
賛
同
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

   

線
香
花
火
の
良
し
悪
し
は
、

   

火
薬
，和
紙
，撚
り
手
で
決
ま
る

　

火
薬
を
包
む
和
紙
は
繊
維
が
長
く
、
揉
ん
で
も

破
れ
な
い
薄
く
て
丈
夫
な
和
紙
、し
か
も
楮（
こ
う

ぞ
）
で
作
っ
た
も
の
が
最
高
と
の
こ
と
。
こ
れ
を

適
度
な
硬
さ
に
撚
り
上
げ
て
、
初
め
て
大
き
く
長

持
ち
す
る
火
玉
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
そ
う

で
す
。

　

今
回
の
再
現
で
一
番
の
問
題
は
、
火
薬
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
線
香
花
火
は
、
黒
色
火
薬
に
墨
の
原

料
で
あ
る
松
煙
を
混
ぜ
て
作
り
、
そ
の
松
煙
の
質

と
混
合
比
が
火
花
の
美
し
さ
を
左
右
す
る
と
の
こ

と
で
、
日
本
最
高
の
松
煙
墨
用
を
使
っ
て
も
中
々

結
果
が
出
ず
、
膨
大
な
原
料
と
2
年
の
歲
月
を
費

や
し
、
や
っ
と
理
想
的
な
火
薬
が
完
成
し
た
そ
う

で
す
。
仕
上
げ
の
火
薬
を
和
紙
に
撚
り
込
む
作
業

は
、
岡
崎
で
最
後
ま
で
線
香
花
火
を
撚
っ
て
い
た

と
い
う
84
歳
の
名
人
の
女
性
を
見
つ
け
て
指
導
を

受
け
、こ
の
岡
崎
の
花
火
製
造
業
の
工
房
で
、全
て

一
貫
し
て
作
る
体
制
を
整
え
た
そ
う
で
す
。

花火の看板が一際目立つ、蔵前1丁目交差点にある山縣商店。
レトロなブリキ玩具も扱っています。

今も現役で接客対応される山縣氏。
「珊瑚の会」に席をおかれています。

特集特集22 ぐ

つ 

な
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♥
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

上
村　

Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
は
明
治
大
学
公
認
の
ア
イ

ド
ル
コ
ピ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。
明
治
大
学

の
学
園
祭
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
活
動
を

は
じ
め
、他
大
学
の
学
園
祭
や
学
生
団
体
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
等
に
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ア
イ
ド
ル
コ
ピ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
大
会

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｌ
）で
は
、過
去
３
度
の
優
勝
を
誇

り
ま
す
。
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
受
け
て
テ
レ
ビ
出

演
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滝
田　

他
大
学
に
も
ア
イ
ド
ル
コ
ピ
ー
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
は
た
く
さ
ん
あ
り
、中
に
は
ア
イ
ド
ル
活

動
の
要
素
が
強
く
て
地
下
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
活

動
に
な
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。
で
す

が
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
は
地
下
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
な
活
動

で
は
な
く
、純
粋
に
ア
イ
ド
ル
が
好
き
、ダ
ン
ス
が

好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
は
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
の
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
ね
。

♥
今
日
の
衣
装
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

上
村　

今
日
の
衣
装
は
先
輩
た
ち
か
ら
譲
っ
て
い

た
だ
い
た
衣
装
で
す
。
先
輩
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
に

あ
こ
が
れ
て
入
っ
た
の
で
、
先
輩
た
ち
が
卒
業
す

る
と
き
に
衣
装
を
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
嬉
し

い
で
す
ね
。
既
製
品
だ
と
見
た
目
や
品
質
が
良
い

も
の
が
少
な
く
、
あ
っ
て
も
高
価
で
な
か
な
か
買

え
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

少
し
で
も
品
質
が
よ
さ
そ
う
な
も
の
を
厳
選
し
て

購
入
し
て
手
直
し
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
て
、自
然
と
、先
輩
か
ら
譲
っ
て
い

た
だ
い
た
も
の
を
引
き
継
い
で
使
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

田
村　

手
直
し
し
て
使
っ
て
い
る
衣
装
が
多
い
の

で
、
間
近
で
見
る
と
修
理
の
跡
が
く
っ
き
り
残
っ

て
い
た
り
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
背
中
が
パ
ッ
ク

リ
め
く
れ
ち
ゃ
っ
た
な
ん
て
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ

た
り
し
ま
す
ね
。

♥
な
ぜ
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
に
入
っ
た
の
で
す
か
？

黒
木　

高
校
の
頃
か
ら
ア
イ
ド
ル
が
好
き
で
、
例

え
ば
乃
木
坂
46
の
ダ
ン
ス
を
、
一
人
、
家
で
真
似

し
て
い
た
り
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
か
ら
Ｃ
ｏ
ｐ

ｉ
ａ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
に
入
学

し
た
ら
絶
対
に
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
に
入
る
ぞ
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

滝
田　

明
治
高
校
で
ダ
ン
ス
部
に
入
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
し
て
し
ま
っ
て
…
。
私
も
黒
木
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
ア
イ
ド
ル
が
好
き
で
高
校
時
代
か
ら
Ｃ

ｏ
ｐ
ｉ
ａ
に
入
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
高
校

時
代
の
３
年
間
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。

田
村　

応
援
指
導
班
で
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し

て
い
ま
し
た
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、大
学
で
は
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
み
よ
う
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
か
は
違
う

か
な
と
…
。
そ
ん
な
と
き
上
村
さ
ん
か
ら
一
緒
に

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ

て
。

上
村　

私
も
高
校
時
代
か
ら
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
頃
に
Ａ

Ｋ
Ｂ
48
の
曲
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
し
た
経
験
が

あ
っ
て
、す
ご
く
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
ア
イ
ド
ル
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ア
イ
ド
ル
に
興
味
を

Copiaメンバー
上村優樹菜　総合数理学部3年（Copia代表）

田村　史奈　商学部3年（元応援指導班）

滝田　茉由　商学部2年（元ESS）

黒木　涼花　情報コミュニケーション学部1年
　　　　　　　（元吹奏楽班）

明
治
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
に
、
総
勢
20
名
を
超
す
ア
イ
ド
ル
ダ
ン
ス
の

完
コ
ピ
集
団
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
名
も
「
C
o
p
i
a
」。
昨
年
の
総

明
会
懇
親
会
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
出
演
し
、
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
C
o
p
i
a
の
4
人
の
明
治
高
校
O
G
に
、
ど
す
こ
い

塾
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
入
っ
た
き
っ
か
け
や
普
段
の
活
動

と
、明
治
高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
お
届
け
し
ま
す
！
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も
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
ド
ル
の
曲
や
ダ
ン
ス
を

聴
い
た
り
見
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
と
ア
イ
ド
ル
ダ
ン
ス

と
の
決
定
的
な
違
い
は
歌
詞
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
ア
イ
ド
ル
が
歌
詞
に
想
い
を
込
め
て

歌
う
姿
は
い
い
な
と
思
う
し
、
歌
詞
を
聴
い
て
元

気
づ
け
ら
れ
る
人
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
。

♥
昨
年
の
総
明
会
の
ス
テ
ー
ジ
は
い
か
が
で

　
し
た
か
？

滝
田　

顔
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部
で
は
な
か
っ
た

の
で
「
君
が
ダ
ン
ス
を
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

こ
う
い
う
ダ
ン
ス
が
し
た
か
っ
た
の
か
！
」と
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。
元
気
な
姿
を
先
生
た
ち
に
伝
え

ら
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

田
村　

総
明
会
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
っ
て
、歓
声
と
か
掛
け
声
も
多
く
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
気
持
ち
の
良
い
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
後
も
た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
話
し
か

け
て
い
た
だ
い
て
…
見
守
ら
れ
て
い
る
感
が
本
当

に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

上
村　

私
も
た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
良
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年

の
ス
テ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
特
に
全
員
が

明
治
高
校
Ｏ
Ｇ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
再
オ

フ
ァ
ー
を
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
は
本
当
に
光
栄

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
期
待
を
裏
切
ら

な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
い
で
す
ね
。

♥
ス
テ
ー
ジ
構
成
や
選
曲
は
ど
う
さ
れ
て
い
る

　
の
で
し
ょ
う
か
？

上
村　

自
分
た
ち
が
や
り
た
い
曲
と
い
う
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、お
客
さ
ま
の
層
を
意
識
し
て
、そ

の
方
々
の
好
み
に
合
わ
せ
た
選
曲
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

田
村　

毎
年
続
け
て
出
演
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

の
場
合
は
、
昨
年
と
同
じ
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

♥
令
和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。新
し
い
時
代
で

　
ど
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

上
村　

７
月
１
日
に
単
独
公
演
が
控
え
て
お
り
、

い
ま
そ
れ
に
向
け
て
猛
練
習
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

田
村　

新
宿
や
四
ツ
谷
の
ス
タ
ジ
オ
を
使
っ
て
、

ほ
ぼ
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。
夜
間
練
習
も
週
に

１
・
２
回
あ
り
ま
す
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
な
い
の

で
、
練
習
場
の
確
保
等
も
す
べ
て
自
分
た
ち
で
し

て
い
ま
す
。

上
村　

単
独
公
演
は
会
場
も
時
間
も
昨
年
と
同

じ
で
す
の
で
、
昨
年
よ
り
も
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
お
見
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
単
独
公
演
に
は
費
用
も
か
か
り
ま
す
が
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
資
金
を

集
め
て
い
ま
す
。
総
明
会
の
方
か
ら
も
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

滝
田　

私
は
昨
年
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
に
入
っ
た
の
で
、

単
独
公
演
へ
の
出
演
は
初
め
て
で
す
。
と
に
か
く

曲
が
多
く
て
、
新
し
い
曲
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

大
変
で
す
。
先
輩
方
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な

い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
だ
け
頑
張
る
の

で
は
ダ
メ
で
す
ね
。
私
達
の
学
年
全
体
が
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
後
輩
た
ち
の
指
導
、

と
に
か
く
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
木　

先
輩
方
が
忙
し
い
中
で
、
１
年
生
だ
か
ら

と
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
す
。
先
輩
方
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
学

生
の
サ
ー
ク
ル
で
す
か
ら
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
入
れ

替
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
お
客
さ
ま
は
昔
か
ら
Ｃ

　
こ
の
日
は
C
o
p
i
a
の
誕
生
日
！ 

二
人
で

花
束
を
携
え
て
、
会
場
の
「
新
宿
R
e
n
y
」に

17
時
半
入
り
。
ま
だ
観
客
が
入
る
前
の
時
間
で

ス
タ
ッ
フ
が
慌
た
だ
し
く
ス
テ
ー
ジ
最
終
調
整
に

追
わ
れ
て
い
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
明
高
出
身
の
上
村

さ
ん
を
筆
頭
に
、
煌
び
や
か
な
衣
装
に
着
替
え
た

C
o
p
i
a
の
皆
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
25
名
、
待
ち
に
待
っ
た
C

 

o

 

p

 
i
 a 

８
th 

L
i
v
e
、気
合
が
違
う
。皆
さ
ん
笑
顔
だ

が
、
上
村
さ
ん
か
ら
の
一
つ
一
つ
の
指
示
に
気
合

が
宿
る
、本
気
だ
。皆
さ
ん
と
笑
顔
で
、一
緒
に
写

真
撮
影
。
C
o
p
i
a
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
C

ポ
ー
ズ
に
加
え
て
、
我
々
の
同
期
会
の
ど
す
こ
い

ポ
ー
ズ
ま
で
。

　
本
番
前
の
緊
張
感
M
A
X
の
は
ず
だ
が
、
こ
ち

ら
か
ら
の
し
ょ
ー
も
な
い
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
、笑
顔

で
反
応
。感
謝
し
か
な
い
。

　
18
時
過
ぎ
に
観
客
が
入
場
開
始
。あ
っ
と
い
う

間
に
ホ
ー
ル
は
4
0
0
名
超
え
の
観
客
で
あ
っ
と

い
う
間
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、満
員
御
礼
状
態
！

　
待
ち
き
れ
な
い
観
客
の
期
待
が
高
ま
っ
た
ピ
ー

ク
と
共
に
い
よ
い
よ
ラ
イ
ブ
ス
タ
ー
ト
！

　
メ
ン
バ
ー
総
出
の
圧
巻
ダ
ン
ス
ナ
ン
バ
ー
か
ら

息
ピ
ッ
タ
リ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
フ
リ
は
キ
レ
ッ

キ
レ
。素
人
目
で
も
並
々
な
ら
ぬ
練
習
量
が
想
像

で
き
る
。勝
手
知
っ
た
る
観
客
の
掛
け
声
、
フ
リ

で
ス
テ
ー
ジ
上
の
彼
女
た
ち
も
笑
顔
満
載
！

　
我
々
も
、も
ら
い
笑
顔
。今
日
は
30
曲
、約
2
時

間
半
の
ス
テ
ー
ジ
。

　

終
始
踊
り
っ
ぱ
な
し
、
驚
異
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
！ 

チ
ー
ム
ご
と
に
好
き
な
曲
を
選
ん
で
い
る

の
で
楽
曲
に
対
す
る
愛
情
が
ハ
ン
パ
な
く
、
我
々

取
材
班
も
か
ぶ
り
つ
き
～
。
撮
影
を
忘
れ
て
し
ま

う
始
末
。ぜ
ひ
、ま
た
こ
の
臨
場
感
を
感
じ
た
い
！

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
も
生
で
見
た
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。ぜ
ひ
、11
月
24
日
ハ
イ
ア
ッ
ト

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
、C
o
p
i
a
の
薫
り

を
体
感
し
よ
う
！

ｏ
ｐ
ｉ
ａ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
て

は
と
思
い
ま
す
。
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27
年
ぶ
り
の
紫
紺
祭
、一
人
の
保
護
者
と
し
て

我
が
子
の
受
験
の
た
め
に
学
校
見
学
を
兼
ね
、雰

囲
気
を
味
わ
お
う
と
参
加
し
て
み
ま
し
た（
ま
だ

こ
の
当
時
は
会
報
委
員
に
携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
）。
最
寄
駅
に
着
く
と
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

乗
る
た
め
の
長
蛇
の
列
。
母
校
に
対
し
関
心
を

持
っ
て
い
る
方
が
こ
れ
だ
け
い
る
の
か
、
と
心
の

中
で
誇
ら
し
げ
に
思
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
で
の
紫
紺
祭
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

「
こ
れ
が
明
治
高
校
？
」
と
い
う
ほ
ど
。
現
在
は

展
示
が
部
活
単
位
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
単
位

で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ゲ
ー
ム
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
娘
も
参
加
、
景
品
を
も
ら
い
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。
妻
は
バ
ザ
ー
に
走
り
、
私
は
27
年
前

の
紫
紺
祭
を
思
い
出
し
て
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
運
動
部
は
お
好
み
焼
き
や
ク
レ
ー

プ
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等
、校
庭
の
隅
の
狭
い
ス
ペ
ー

ス
で
露
店
を
出
し
、
大
き
い
声
で
お
客
さ
ん
の
呼

び
込
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
め
っ
た
に
見
る
こ
と

の
な
い
女
子
高
生
の
関
心
を
引
こ
う
と
す
る
力

強
さ（
笑
）。
そ
し
て
現
在
、
違
っ
た
視
点
で
紫
紺

祭
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
明
る
く
華
や

か
で
、
何
よ
り
も
明
治
中
学
・
高
校
生
の「
お
も

て
な
し
」
に
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
来
場
者
を
大

切
に
し
て
く
れ
る
親
切
な
気
持
ち
に
、
私
た
ち
家

族
も
大
変
満
足
で
し
た
。

　

食
堂
で
の
昼
食
、
そ
し
て
デ
ザ
ー
ト（
部
活
や

ク
ラ
ス
単
位
で
お
菓
子
を
販
売
）
で
お
腹
も
満
た

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
最
後
に
は
紫
紺
祭
の
華
、
応
援

指
導
班
に
よ
る
舞
台
で
、
明
治
な
ら
で
は
の
雰
囲

気
を
味
わ
い
ま
し
た
。紙
テ
ー
プ
が
舞
う
中
、リ
ー

ダ
ー
部
、
吹
奏
楽
班
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が

一
体
と
な
っ
た
応
援
歌
・
応
援
曲
が
展
開
さ
れ
、

数
多
の
観
衆
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
は
も
ち
ろ
ん
校
歌
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
を

震
わ
せ
、「
母
校
」
を
意
識
さ
せ
る
校
歌
は
日
本

全
国
探
し
て
も
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
帰
途
に
着
く
と
き
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
明
治
が
Ｎ
Ｏ
・
1
！　

」
平
成
4
年
卒

文 

神　
克
彦

      

紫
紺
祭 

平
成
30
年
9
月
28
日
～
29
日

   S C H O O L
        R E P O R T

 2 0 1 9
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平
成
31
年
1
月
20
日（
日
）、
調
布
市
文
化
会

館
た
づ
く
り「
く
す
の
き
ホ
ー
ル
」に
て
、第
60
回

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
私
は
、

30
年
前
の
明
治
中
学
で
の
1
年
間
、マ
ン
ド
リ
ン

部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、
会
報
委
員

の
取
材
と
い
う
立
場
で
、共
学
後
の
演
奏
会
を
初

め
て
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
男
子
部
員
よ
り

女
子
部
員
が
多
い
こ
と
に
驚

き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
部
構
成

で
組
ま
れ
て
お
り
、高
校
生
の

人
数
が
少
し
寂
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た

が
、
一
部
と
二
部
が
中
学
生

中
心
の
少
人
数
編
成
で
、
三

部
が
卒
業
生
と
現
役
生
と
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
合
同
演
奏

で
し
た
。
6
年
間
部
活
を
続

け
ら
れ
た
高
Ⅲ
女
子
の
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
独

奏
曲
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

静
寂
の
中
、心
を
打
つ
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。う
っ
て
変
わ
っ

て
、
合
同
演
奏
は
大
勢
の
卒

業
生
の
奏
で
る
音
が
、
重
厚

感
の
あ
る
演
奏
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

今
年
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
る
、

明
治
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
久
保
田

孝
先
生
が
指
揮
を
始
め
る
と
、会
場
全
体
の
空
気

が
締
ま
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

　

今
で
も
、私
が
新
入
生
歓
迎
会
の
時
に
聞
い
た

先
輩
方
の
演
奏
が
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
冒
頭
に
第
65
代
部
長
が
書
か
れ

て
い
た
部
の
目
標
且
つ
指
針
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
人
に
感
銘
を
与
え
る
演
奏
」

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
さ

に
当
時
の
自
分
が
聞
い
た
演

奏
に
も
あ
っ
た
の
だ
な
と
改

め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
マ
ン
ド
リ
ン
部
は
、

全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

へ
は
不
参
加
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
が
、ま
た
参
加
出
来

る
様
に
、
ぜ
ひ
活
動
を
続
け

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

音
楽
を
含
め
、
様
々
な
も
の
が

多
様
化
し
た
時
代
で
あ
り
ま

す
が
、今
後
も
明
治
高
校
の
伝

統
の
1
つ
と
し
て
、
マ
ン
ド
リ

ン
部
の「
人
に
感
銘
を
与
え
る

演
奏
」
を
つ
な
い
で
欲
し
い
と

切
に
願
い
ま
す
。

平
成
4
年
卒

文 

木
下 

泰
之

      

マ
ン
ド
リ
ン
部

第
60
回
定
期
演
奏
会

平
成
31
年
1
月
20
日

　

平
成
31
年
1
月
27
日（
日
）、

第
60
回
定
期
演
奏
会
が
昭
和
女

子
大
学
人
見
記
念
講
堂
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
60
回

目
の
定
期
演
奏
会
で
、
私
達
高

Ⅲ
は
無
事
、
引
退
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
私
達
の
代
で

は
、
私
達
の
演
奏
を
聴
い
て
く

だ
さ
る
全
て
の
人
を
感
動
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
に
1
年
間
幹
部

を
務
め
て
参
り
ま
し
た
。
定
期

演
奏
会
後
、
沢
山
の
方
か
ら
感

動
の
お
言
葉
を
い
た
だ
け
た
の

は
、
一
種
の
目
標
達
成
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。 

　

吹
奏
楽
班
で
過
ご
し
た
中
高
6
年
間
は
、た
だ

純
粋
に
、
ひ
た
む
き
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
為
、
中
1
の
頃
は
長
い
と
思
っ
て
い
た
6
年
は

瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
気

が
つ
け
ば
、
学
生
コ
ー
チ
と
し
て
後
輩
達
を
見
守

る
立
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

コ
ー
チ
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
を
務
め
さ
せ
て

頂
く
こ
と
で
、
卒
業
後
に
感
じ
る
寂
し
さ
は
、
周

囲
に
比
べ
る
と
軽
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

近
く
で
後
輩
達
を
見
守
る
事
は
で
き
て
も
、
そ
の

輪
の
中
に
入
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
近
い
よ
う
な

遠
い
よ
う
な
何
と
も
言
え
な
い
疎
外
感
や
後
輩

達
に
対
す
る
羨
望
は
、予
想
以
上
に
耐
え
難
い
も

の
で
し
た
。
誰
か
を
見
守
る
立

場
の
現
実
を
知
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
同
輩
の
存
在
が

生
み
出
す
安
心
感
、
人
と
人
の

繋
が
り
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

私
は
、吹
奏
楽
班
で
の
生
活

は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
輝
き
を
持

つ
た
め
の
磨
き
と
同
じ
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

は
削
っ
て
磨
く
作
業
を
繰
り

返
し
、
強
度
と
強
い
輝
き
を
持

ち
ま
す
。
私
は
、
吹
奏
楽
班
で

悩
ん
で
、苦
し
ん
で
、間
違
っ
て
、も
が
き
な
が
ら

少
し
ず
つ
進
ん
で
き
ま
し
た
。
失
敗
の
連
続
で
し

た
が
、
そ
の
失
敗
で
ぶ
つ
か
っ
て
、
磨
か
れ
て
今

の
私
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
他
の
班
員
も
同
じ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
輩
方
は

様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
私
の

同
輩
も
色
ん
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　

私
の
磨
き
の
作
業
は
、
明
治
高
校
吹
奏
楽
班

の
中
で
、
現
役
か
ら
コ
ー
チ
と
形
を
変
え
た
今
も

な
お
続
い
て
い
ま
す
。
現
役
時
代
に
は
気
づ
け
な

か
っ
た
り
、
知
ら
な
か
っ
た
辛
さ
や
困
難
は
あ
り

ま
す
が
、
現
役
時
代
に
培
わ
れ
た
諦
め
な
い
心
や

根
気
強
さ
で
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
明
治
高
校
吹
奏
楽
班
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
31
年
卒

文 

小
林 

優
里

      

吹
奏
楽
班

第
60
回
定
期
演
奏
会

平
成
31
年
1
月
27
日
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今
年
で
7
回
目
と
な
る

東
日
本
大
震
災
被
災
地

支
援
事
業
が
平
成
31
年
1

月
12
日
～
14
日
、
宮
城
県

石
巻
市
女
川
町
に
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
過

去
最
多
で
あ
る
37
名
の
生

徒
、先
生
方
6
名
、そ
し
て

宮
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
、
総

勢
44
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
活
動
と
し
て
は
地

元
の
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大

会
の
審
判
・
運
営
、
観
客

の
方
々
へ
の
湯
茶
接
待
、

復
興
住
宅
入
居
者
と
の
交

流
会（
ク
ラ
フ
ト
教
室
・
餅
つ
き
大
会
）な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
Ⅲ
男
子
生
徒
は
、「
現
地
の
小

学
生
は
、
東
京
の
小
学
生
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
元

気
で
し
た
。元
気
な
小
学
生
と
接
し
た
か
ら
こ
そ
、

学
び
盛
り
の
彼
ら
が
や
り
た
い
こ
と
、
興
味
の
あ

る
こ
と
に
直
ち
に
打
ち
込
む
た
め
の
環
境
が
未

だ
に
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
非
常
に
も
っ

た
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。」
と
、

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、交
流
会
は
毎
年
女
性
の
み
の
参
加
だ
っ

た
の
が
、
今
回
は
生
徒
の「
将
棋
を
一
緒
に
し
ま

せ
ん
か
？
」
と
い
う
事
前
告
知
が
あ
っ
た
た
め
、

男
性
の
方
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、全
校
生

徒
が
折
っ
た
千
羽
鶴
が
旧

大
川
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、生
徒
・
保

護
者
お
よ
び
総
明
会
の
皆

様
方
か
ら
の
募
金
が
、
現

地
自
治
体
の
基
金
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
酷
寒
の
地

で
の
こ
の
奉
仕
の
精
神
は
、

現
地
の
方
の
心
を
温
め
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
昨
年
も
参
加

し
た
高
Ⅲ
女
子
生
徒
が

語
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
復
興
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
々
と
の
交
流
会
で

は
、『
私
た
ち
に
伝
え
た
い
』、『
風
化
さ
せ
た
く

な
い
』
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
の
報
道
も
少
な
く
な
り
、関
心
も
低

く
な
っ
て
い
る
今
、
直
に
聞
き
、
痕
跡
を
見
た
私

た
ち
が
支
援
事
業
で
得
た
も
の
を
共
有
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。」

※
平
成
31
年
3
月
に
発
行
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

に
お
い
て
、副
校
長　
粟
野
先
生
、2
名
の
高
Ⅲ

生
徒
が
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
文
中

か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

こ
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

      

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

平
成
31
年
1
月
12
日
～
14
日

　

平
成
31
年
2
月
17
日
、

「
第
9
回 

紫
紺
の
下
に
」

が
明
治
高
校
鵜
澤
總
明

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
13
時
の
開
場
前
に

は
在
校
生
、
保
護
者
、
そ

し
て
卒
業
生
の
方
々
と一
緒
に
長
蛇
の
列
に
並
び
な

が
ら
、
私
は
「
校
歌
や
応
援
歌
を
最
後
に
聞
い
た
の

は
いつ
だった
か
な
ぁ
」と
懐
か
し
く
、
そ
し
て
楽
し
み

に
待
って
い
ま
し
た
。
さ
て
、
開
幕
す
る
と
、
ま
ず
第

Ⅰ
部
は
吹
奏
楽
班
に
よ
る
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

「M
usic From

 T
he Incredibles

」「
デ
ィ
ス

コ・パ
ー
テ
ィ
ー
Ⅱ
」「
デ
ィ
ズニ
ー
・メ
ド
レ
ー
Ⅱ
」は
、

い
ず
れ
も
軽
快
な
曲
が
耳
に
心
地
よ
く
、9
月
の
吹

奏
楽
コン
ク
ー
ル
東
京
都
大
会
で
銀
賞
を
受
賞
し

た
と
い
う
、レベルの
高
い
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
は
チ
ア
リ
ー
デ
ィン
グ
部
ス
テ
ー
ジ
、
総
勢

39
名
の
部
員
た
ち
に
よって
繰
り
広
げ
ら
れ
る
明
る

く
て
、中
高
生
ら
し
い
活
気
の
あ
る
チ
ア
や
ダ
ンス
に
、

仕
事
で
疲
れ
た
体
は
癒
さ
れ
、
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ

れ
ま
し
た
。
観
客
席
前
方
か
ら
は
男
子
生
徒
の
太

い
声
に
よ
る
声
援
、
ま
た
サ
イ
リ
ウ
ム
で
彩
ら
れ
た
カ

ラ
フ
ル
な
空
間
も
手
伝
って
、大
変
魅
力
的
な
ス
テ
ー

ジ
で
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
第
Ⅲ
部
、
リ
ー
ダ
ー
部

に
よ
る
校
歌
・
応
援
歌
紹
介
で
す
。
ま
ず
応
援
指

導
班
創
設
70
周
年
記
念
曲
「Celebration

」
が

荘
厳
で
高
ら
か
に
鳴
り
響
き
、
私
は
いつ
し
か
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
団
長
の
染
谷
早
咲
さ

ん
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
「
紫

紺
の
歌
」「
紫
紺
の
旗
の
下

に
」
が
勇
ま
し
く
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
女
性
が

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
応
援

団
を
初
め
て
見
ま
し
た
が
、

しっ
か
り
と
張
り
の
あ
る
声
量
や
確
か
な
テ
ク
ニッ
ク

で
リ
ー
ド
す
る
姿
に
感
心
し
ま
し
た
。
な
お
、
現
在

リ
ー
ダ
ー
部
の
男
子
は
高
Ⅱ
が
1
名
と
の
こ
と
。
男

子
校
だっ
た
頃
に
在
校
し
て
い
た
私
は“
黒
一
点
”の

彼
に
は
軽
い
嫉
妬
心（
笑
）を
覚
え
な
が
ら
も
、心
の

中
で一段
と
「
が
ん
ば
れ
！
」
のエ
ー
ル
を
送
って
い
ま

し
た
。

　

チ
ャ
ンス
パ
タ
ー
ン
メ
ド
レ
ー
で
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

が
最
大
と
なった
と
こ
ろ
で
、最
後
は
泣
く
子
も
黙
る

校
歌
。
あ
あ
、い
ま
で
も
しっか
り
と
胸
に
焼
き
付
い

て
い
ま
す
。
30
年
前
、高
校
入
学
式
で
初
め
て
聞
き
、

力
強
く
心
に
響
き
感
動
し
た
こ
と
。
卒
業
生
と
し

て
こ
れ
ほ
ど
誇
ら
し
い
校
歌
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員

が
肩
を
組
ん
で
の
ス
ク
ラ
ム
校
歌
、
こ
れ
は
明
治
にい

た
人
間
に
し
か
味
わ
え
な
い
最
高
の
財
産
で
す
。

　

平
成
が
終
わ
り
新
た
な
時
代
に
なって
も
、明
治
の

校
歌
・
応
援
歌
は
私
た
ち
卒
業
生
に
とって
心
の
拠

り
所
で
す
。
心
を
込
め
て
素
晴
ら
し
いス
テ
ー
ジ
を
創

り
上
げ
て
く
れ
た
現
役
生
徒
た
ち
に
感
謝
し
な
が
ら
、

「
あ
あ
、
来
て
良
かった
な
」
と
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気

持
ち
で
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
次
回
は
い
よ
い
よ
第

10
回
目
、さ
ら
な
る
成
功
を
心
よ
り
応
援
し
ま
す
。

平
成
4
年
卒

文 

神　
克
彦

平
成
4
年
卒

文 

神　
克
彦

      

応
援
団

第
9
回
紫
紺
の
下
に

平
成
31
年
2
月
17
日
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School Report     Soumeikai Kaiho

①
１
９
８
８
年
12
月
11
日

②
長
野
県
伊
那
市

③
早
稲
田
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科　

④
桐
朋
中

学
・
高
等
学
校
教
諭

⑤
理
科
（
物
理
）　

⑥
硬
式
テ
ニス
部
・
サッカ
ー
部

●
明
治
中
学
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

明
る
く
、
真
面
目
な
生
徒
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

普
段
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
授
業
は
しっ
か

り
聞
き
、
試
験
勉
強
も
自
主
的
に
行
う
な
ど
、
切
り

替
え
の
上
手
い
印
象
で
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

大
学
付
属
校
と
い
う
利
点
を
活
か
し
、
学
校
の
カ
リ
キュ

ラ
ム
の
枠
に
は
ま
ら
な
い
学
び
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

自
ら
で
天
井
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
高
い
目
標
を
掲
げ
て

努
力
を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

大
学
の
直
系
付
属
校
で
し
か
で
き
な
い
授
業
・
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
授
業
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
ま
ず
、
物
理
実
験
室
を
整
備
し
、
各
学
期
最
低
4

回
以
上
の
生
徒
実
験
を
行
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
自
己
紹
介

今
年
度
よ
り
お
世
話
に
な
り
ま
す
、
伊
藤
慧
と
申
し

ま
す
。
明
治
高
校
・
明
治
中
学
の
更
な
る
発
展
に
少

し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
生
年
月
日
／
②
出
身
地
／
③
出
身
校
・
学
部
／
④
前
職
／

⑤
担
当
教
科
／
⑥
担
当
ク
ラ
ブ
活
動

①
１
９
９
３
年
6
月
13
日

②
東
京
都
足
立
区

③
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

教
育
学
専
攻
卒
業
、
早
稲

田
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
国
語
教
育
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了

④
法
政
大
学
第
二
中
学
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

⑤
国
語　

⑥
水
泳
部
・
吹
奏
楽
班

●
明
治
中
学
・
高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

行
事
、
部
活
、
勉
強
全
て
に
お
い
て
全
力
で
取
り
組

む
生
徒
が
多
い
印
象
で
す
。
明
る
い
生
徒
が
多
く
、

周
り
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
ク
ラ
ス
全
体
で
行
事

を
楽
し
む
雰
囲
気
が
で
き
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
な

と
思
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

多
様
性
を
重
ん
じ
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
と
共
に
社

会
を
作
っ
て
い
け
る
人
材
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
学
年
や
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、
他
学
年
と

も
積
極
的
に
関
わ
り
、
実
り
の
多
い
中
学
・
高
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
自
身
の
抱
負

国
語
科
と
し
て
、
担
任
と
し
て
、
生
徒
た
ち
と
共
に

日
々
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

生
徒
目
線
に
立
ち
寄
り
添
い
な
が
ら
、
時
に
厳
し
く

接
し
、
素
敵
な
ク
ラ
ス
、
学
年
、
学
校
作
り
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

●
自
己
紹
介

周
り
の
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
、
毎
日
楽
し
い
教
員
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

未
熟
な
点
も
多
い
で
す
が
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
4
年
卒

編
集 

木
下 

泰
之

      

新
任
先
生
紹
介

伊
藤　
慧 

先
生　
　
　
　
　
　
　

 

藤
波 

利
奈 

先
生

　

山
脇
先
生
に
は
、
私
達
の
学
年
は
授
業
を
直

接
教
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
の
教
育
実
習
の
指
導
教
官
で
あ
り
ま
し
た
。

　

３
週
間
の
実
習
期
間
で
し
た
が
、
先
生
は
ご

自
分
の
授
業
は
実
習
生
に
任
せ
ら
れ
な
い
と
い

う
方
針
の
た
め
、
教
壇
に
立
っ
た
の
が
最
後
の

１
週
間
の
高
校
Ⅲ
年
５
ク
ラ
ス
を
１
時
間
ず

つ
、
中
学
３
年
の
３
ク
ラ
ス
を
１
時
間
ず
つ
の

計
８
時
間
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
で
、
教
壇
実
習

が
な
い
始
め
の
二
週
間
は
、
様
々
な
教
科
の
先

生
の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

や
体
育
に
参
加
し
た
り
、
他
の
先
生
の
実
験
の

助
手
を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

教
材
研
究
を
念
入
り
に
し
て
臨
ん
だ
教
壇
実

習
で
し
た
が
、
最
初
の
授
業
は
、
予
定
の
半
分

も
終
わ
ら
ず
散
々
の
出
来
で
し
た
。
授
業
後
に

山
脇
先
生
か
ら
厳
し
く
指
摘
を
さ
れ
、
自
信
を

無
く
し
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
失
敗
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
、
内
容
を
見
直
し
て
足
り
な
い
所
を

補
い
、
模
擬
授
業
を
す
る
な
ど
し
て
研
究
授

業
に
臨
み
ま
し
た
。
無
事
に
終
え
た
あ
と
、

「
良
く
で
き
た
ね
」
と
山
脇
先
生
か
ら
言
葉

を
か
け
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

当
時
の
教
育
実
習
の
記
録
を
久
し
ぶ
り
に

読
み
返
し
ま
し
た
。
自
分
が
書
い
た
そ
の
日

の
感
想
に
、
山
脇
先
生
が
所
見
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。
教
育
と
は
、
教
員
の
心
構
え
、

自
然
科
学
を
教
え
る
意
義
な
ど
、
様
々
な
こ

と
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
の
言
葉
は

「
教
育
は
大
変
奥
が
深
い
も
の
で
何
十
年
勤
め

て
も
常
に
研
究
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
専

門
外
の
教
養
を
学
び
、
社
会
人
と
し
て
通
用
す

る
人
間
で
あ
る
こ
と
で
す
。
今
後
も
大
い
に
勉

学
を
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
私
立
高
校
の
教
員
を

経
て
、
現
在
は
予
備
校
講
師
と
し
て
大
学
受
験

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
当
時
の
言
葉

は
、
今
回
思
い
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
教

え
ら
れ
た
勉
強
し
続
け
る
意
義
や
、
教
育
へ
の

熱
意
な
ど
は
ず
っ
と
根
底
に
あ
り
続
け
て
い
ま

す
。
教
育
実
習
か
ら
24
年
経
っ
て
改
め
て
当
時

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
教
員
を
仕
事
に
選
ん
だ

理
由
は
、
教
育
実
習
で
自
分
の
思
う
よ
う
に
で

き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
教
員
の

道
を
進
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
山
脇
先
生
に
「
良
く
頑
張
っ
た
ね
」
と

褒
め
ら
れ
る
よ
う
、
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

山
脇
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。合

掌

平
成
4
年
卒

文 

西
村 

能
一

      

山
脇
信
彦
先
生 

ご
逝
去

山
脇
先
生
追
悼
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平
成
31
年
3
月
8
日
、明
治
高
校・中
学
校
に

て
長
ら
く
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
山
本
廣
三
先

生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
91
歳
。

　

山
本
先
生
は
昭
和
39
年
４
月
、数
学
科
教
諭

と
し
て
赴
任
さ
れ
、平
成
元
年
3
月
ま
で
は
専

任
教
諭
、同
年
４
月
か
ら
平
成
５
年
3
月
ま
で

は
非
常
勤
講
師
と
し
て
30
年
間
、数
多
く
の
生

徒
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、教
育
法
の
専
門

家
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
、「
私
た
ち
の
教
育
基

本
法（
大
揚
社
）」を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。内
容

は
他
国
の
学
校
状
況
等
を
含
め
、読
み
や
す
く

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
約
３
年
が
か
り
で
夏
休
み
を
活
用

し
て
パ
リ・ロ
ン
ド
ン・ロ
ー
マ・ベ
ル
リ
ン・モ
ス
ク
ワ

等
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。３
名
で
の
共
著
の
中

で
山
本
先
生
は「
二
条（
教
育
の
方
針
）」「
四
条

（
義
務
教
育
）」「
十
一
条（
補
則
）」「
校
則
と
学

校
生
活
」等
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
学
校

中
退
問
題
解
決
へ
の
提
言
と
し
て
、「
在
学
権
」

を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は「
適
法
な
学
校
生

活
を
す
る
な
ら
ば
、生
徒
は
学
校
に
在
学
す
る

権
利
が
あ
る
」と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
主
張
は

昭
和
63
年
８
月
の
研
究
会
で
北
海
道
新
聞
社
の

記
者
が
注
目
し
、８
月
４
日
付
け
の
同
紙
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、山
本
先
生
は
昭
和
48
年
、映
画
技
術

愛
好
会
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。当
時
の
会
員
は

約
40
名
、そ
し
て
8
ミ
リ
映
画
の
全
盛
時
代
で

し
た
。創
設
後
、山
本
先
生
は
顧
問
と
し
て
会
の

運
営
や
機
器
の
整
備
、そ
し
て
撮
影
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。映
画
技
術
愛
好
会
と
し
て
の
初
め
て

の
活
動
は
同
年
の
夏
休
み
、「
四
号
館
解
体
作
業

（
解
体
後
に
生
徒
ホ
ー
ル
が
建
て
ら
れ
る
）記
録

映
画
」の
制
作
で
し
た
。50
キ
ロ
の
ハ
ン
マ
ー
で
天

井
を
ぶ
ち
抜
き
、同
館
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
壁
が
砂

ぼ
こ
り
と
と
も
に
倒
壊
す
る
な
ど
、迫
力
の
あ
る

シ
ー
ン
を
含
ん
だ
作
品
で
し
た
。完
成
の
た
め
に

先
生
、先
輩
方
は
夏
休
み
を
返
上
し
て
、汗
ま
み

れ
に
な
っ
て
撮
影
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
章
を
、多
く
の
先
輩
方
を
さ
し

お
い
て
若
輩
者
の
私
が
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。山
本
先

生
の
ご
冥
福
を
、心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
平
成
元
年
に
発
行
さ
れ
た
過
程 

第
37
号
に
お
い
て
、

「
ご
退
職
な
さ
る
先
生　
一
つ
の『
主
張
』ど
こ
ま
で
も
～

人
生
に
定
年
な
し
～
」と
い
う
題
名
で
山
本
先
生
が
執
筆

を
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
文
中
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
、こ
こ
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
4
年
卒

文 

神　
克
彦

      

山
本
廣
三
先
生
ご
逝
去

山
本
先
生
を
偲
ん
で
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長
き
に
わ
た
り
明
治
中
学
・
明
治
高
校
で
教
鞭

を
と
ら
れ
た
安
部
友
巳
先
生
、清
水
克
悦
先
生
が

平
成
31
年
３
月
末
を
も
っ
て
ご
退
任
さ
れ
ま
し

た
。ご
退
任
前
の
３
月
２
日
、
明
治
高
校
に
て
両

先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。明
治
高
校
教
師

と
し
て
の
人
生
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
先
生
が
着
任
さ
れ
た
頃
の
思
い
出
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

着
任
１
年
目
は
副
担
任
で
、２
年
目
に
初
め
て

担
任
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
当
時
は
成
績
別
ク
ラ

ス
編
成
で
な
、
担
任
ク
ラ
ス
が
成
績
最
下
位
ク
ラ

ス
だ
っ
た
。
成
績
は
悪
い
ん
だ
け
ど
、
部
活
の
部

長
と
か
副
部
長
ば
か
り
で
明
治
愛
の
強
い
奴
が
多

か
っ
た
か
ら
、
雰
囲
気
は
良
か
っ
た
な
。
で
も
そ

の
ク
ラ
ス
だ
け
7
時
間
授
業
だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら

疲
れ
る
し
、部
活
に
も
出
ら
れ
な
い
し
、早
く
成
績

上
位
の
ク
ラ
ス
に
行
き
た
い
わ
け
だ
。「
栄
光
へ

の
脱
出
」と
か
書
い
て
、定
期
考
査
の
た
び
、ク
ラ

ス
替
え
目
指
し
て
必
死
に
な
っ
て
い
た
な
。

　

気
の
い
い
奴
ら
だ
っ
た
か
ら
、
ク
ラ
ス
会
も
面

白
か
っ
た
。
生
徒
に
ふ
ぐ
屋
の
息
子
が
い
て
な
、

そ
こ
は
生
徒
と
そ
の
親
父
さ
ん
と
じ
い
さ
ん
と
、

三
代
揃
っ
て
明
治
っ
子
な
ん
だ
よ
。
そ
の
ふ
ぐ
屋

に
行
っ
て
、２
階
に
上
げ
て
も
ら
っ
て
、鍋
、雑
炊

ま
で
出
し
て
く
れ
て
な
。
こ
り
ゃ
あ
大
変
だ
、
お

前
ら
、
金
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
そ
う
し
た
ら
、「
先

生
、こ
こ
で
校
歌
を
歌
い
ま
す
よ
」と
。
当
時
の
応

援
団
長
が
指
揮
を
執
っ
て
校
歌
を
歌
っ
た
ん
だ
け

ど
、
じ
い
さ
ん
が
出
て
き
て
感
激
し
ち
ゃ
っ
て
さ
。

金
な
ん
か
と
れ
っ
こ
ね
え
だ
ろ
う
と
。下
町
の
き
っ

ぷ
の
い
い
じ
い
さ
ん
で
、
息
子
も
孫
も
世
話
に

な
っ
た
と
か
、そ
う
い
う
の
も
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
け

ど
、今
じ
ゃ
考
え
ら
れ
ね
え
よ
な
。

―
先
生
は
生
徒
指
導
主
任
を
長
く
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

猿
楽
町
校
舎
の
屋
上
に
天
文
台
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
の
上
に
登
っ
て
悪
さ
を
し
て
い
た
奴
ら

が
い
て
、
俺
が
行
く
と
そ
い
つ
ら
が
逃
げ
出
し
て
、

「
待
て
、
こ
の
野
郎
！
」な
ん
て
追
い
か
け
回
し
た

り
し
て
な
。
屋
根
の
上
に
飛
び
降
り
て
足
を
く
じ

い
た
り
す
る
馬
鹿
な
奴
も
い
た
な
。
で
も
、ホ
ン
ト

に
悪
い
奴
ら
だ
っ
た
ら
、
逃
げ
な
い
で
開
き
直
る

よ
な
。
ま
あ
可
愛
い
も
ん
だ
よ
。
気
質
が
い
い
奴

ら
だ
っ
た
な
。

　

調
布
移
転
の
前
後
は
俺
が
生
徒
指
導
主
任
を

務
め
て
い
た
か
ら
、
女
子
の
制
服
の
選
定
委
員
長

は
俺
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
保
護
者
、女
性
教
員
、女
性

事
務
員
で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
２
年
く
ら
い

か
け
て
選
定
し
た
。
女
子
は
流
行
が
ど
う
と
か
い

ろ
い
ろ
言
う
ん
だ
け
ど
、
古
い
新
し
い
で
は
な
く

て
、10
年
後
、20
年
後
も
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　

ほ
か
に
も
、
校
名
の
Ｍ
マ
ー
ク
の
統
一
、
補
助

バ
ッ
グ
、ク
ラ
ブ
バ
ッ
グ
、手
袋
、マ
フ
ラ
ー
、上
履

き
、
生
徒
会
長
と
副
会
長
の
ペ
ア
選
挙
制
度
へ
の

変
更
、
パ
ン
販
売
業
者
の
選
定
、
調
布
校
舎
の
食

堂
の
選
定
と
か
、
い
ろ
い
ろ
手
掛
け
た
な
。
目
安

箱
を
設
置
し
た
の
は
猿
楽
町
の
時
代
か
。
ま
あ
、

当
時
は
男
子
校
時
代
っ
て
の
も
あ
っ
て
、
ろ
く
で

も
な
い
意
見
ば
か
り
入
っ
て
た
け
ど
な
。

―
生
徒
に
接
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心

が
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

俺
は
、
す
べ
て
の
生
徒
を
一
人
の
人
間
と
し
て

見
て
、
そ
の
生
徒
が
男
子
と
か
女
子
と
か
区
別
せ

ず
に
接
し
て
き
た
つ
も
り
だ
よ
。
だ
か
ら
、基
本
的

な
生
活
習
慣
の
こ
と
で
、今
、俺
が
叱
っ
て
や
ら
な

い
と
、そ
い
つ
が
甘
え
た
ダ
メ
な
奴
に
な
っ
ち
ま
う

と
思
っ
た
と
き
は
、
相
手
が
誰
だ
ろ
う
と
厳
し
く

や
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
と
、
生
徒
に
理
想
を
語
っ
て
、
お
前
ら
生

徒
に
も
常
に
理
想
を
求
め
て
歩
ん
で
行
け
っ
て
こ

と
を
俺
は
言
っ
て
き
た
。
理
想
を
語
る
っ
て
の
は

口
幅
っ
た
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
教
師
が
理

想
を
語
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
の
国
は
終
わ
り
な

ん
だ
よ
。教
師
は
生
徒
に
何
か
迷
い
が
あ
っ
た
ら
、

そ
い
つ
が
答
え
を
出
せ
る
よ
う
に
導
い
て
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
ば
に
寄
り
添
っ
て
一
緒
に
悩

ん
で
や
る
だ
け
で
は
、そ
い
つ
は
答
え
を
見
つ
け
る

前
に
卒
業
し
て
、
そ
の
ま
ま
悩
み
続
け
る
こ
と
に

な
っ
ち
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
。

　

昨
年
の
総
明
会
の
企
画
で
、
俺
に
授
業
を
や
っ

て
く
れ
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
い
つ

ら
も
卒
業
後
に
い
ろ
い
ろ
迷
い
が
あ
る
中
で
、
俺

に「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
、違
う
だ
ろ
う
、こ
う
だ
ろ
う
」と

言
わ
れ
た
か
っ
た
ん
だ
よ
な
。

　

教
師
が
あ
る
程
度
の
ヒ
ン
ト
と
か
示
唆
と
か
与

え
て
や
れ
れ
ば
大
き
く
変
わ
れ
る
奴
ら
が
た
く
さ

ん
い
る
ん
だ
よ
。
そ
う
い
う
奴
ら
に
対
し
て
、た
だ

教
師
が
一
緒
に
い
て
や
れ
ば
い
い
、
寄
り
添
っ
て

い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
は
、俺
は
違
う
ん
じ
ゃ
ね
え

か
、と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

―
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
顧
問
と
し
て
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
俺
が
着
任
し
た
年
に
部
と

し
て
認
め
ら
れ
た
ん
だ
よ
。

　

創
部
か
ら
３
年
、
高
Ⅲ
の
渋
谷
実
が
シ
ン
グ
ル

ス
で
国
体
に
行
っ
た
ん
だ
け
ど
、
彼
を
送
り
出
す

と
き
に
体
育
館
で
開
催
し
た
壮
行
会
は
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
全
校
生
徒
を
集
め
て
、
皆
で
エ
ー

ル
を
送
っ
た
と
き
、
初
め
て
男
気
と
か
男
子
校
の

ま
と
ま
り
を
感
じ
た
ね
。

　

そ
こ
か
ら
、
小
林
と
大
富
が
ダ
ブ
ル
ス
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
行
っ
た
り
、
団
体
で
関
東
大
会
に
出

場
し
た
り
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
活
躍
の
流
れ

が
で
き
た
。
こ
の
全
盛
期
の
頃
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
の
意
気
と
か
集
中
力
と
か
は
凄
い
も
の
が
あ
っ

た
。
み
ん
な
が
集
中
し
て
、工
夫
し
て
、あ
れ
だ
け

練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
た
の
を
見
て
、
俺
は
あ
の

時
代
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
本
当
の
意
味
で
強

か
っ
た
と
思
う
。
当
時
は
施
設
に
恵
ま
れ
た
環
境

平
成
4
年
卒

文 

倉
持 

秀
一

      

安
部
友
巳
先
生
ご
退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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で
は
な
か
っ
た
し
、
俺
が
着
任
し
て
間
も
な
い
と

き
だ
っ
た
か
ら
、強
烈
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
。

―
調
布
移
転
・
共
学
化
で
変
わ
っ
た
点
、
変
わ
ら

な
い
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

移
転
し
て
、
単
純
に
通
学
地
域
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
は
な
く
て
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
、下
町
と
調
布
の
気
質
、そ
う
い
っ
た
違
い
は
あ

る
だ
ろ
う
な
。

　

猿
楽
町
で
は
下
町
の
男
子
校
だ
っ
た
か
ら
、
母

ち
ゃ
ん
た
ち
に
も
男
の
子
の
学
ラ
ン
姿
が
好
き
っ

て
い
う
学
校
の
フ
ァ
ン
が
多
く
て
、
俺
が
生
徒
を

ぶ
っ
と
ば
し
て
も
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
っ

て
い
う
母
ち
ゃ
ん
が
多
か
っ
た
。
体
罰
が
良
い
と

は
思
わ
な
い
よ
。
で
も
教
師
だ
っ
て
わ
け
わ
か
ん

な
い
の
に
殴
っ
た
り
は
し
な
い
か
ら
。
今
や
っ
た

ら
大
変
だ
け
ど
な
。

　

調
布
で
は
共
学
化
し
た
け
れ
ど
、
中
学
生
や

高
校
生
く
ら
い
の
年
代
だ
と
、
男
子
よ
り
女
子
の

ほ
う
が
強
い
ん
だ
よ
な
。
女
子
の
ほ
う
が
精
神
的

な
成
長
が
早
い
か
ら
、
男
子
は
女
子
に
口
で
負
け

ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。
今
で
は
見
事
に
、
生
徒
会
長
も

女
子
、
応
援
団
長
も
女
子
だ
。
良
い
か
悪
い
か
で

は
な
く
て
、
男
子
校
の
雰
囲
気
が
な
く
な
っ
て
い

る
の
は
仕
方
が
な
い
よ
な
、
男
子
校
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
。

　

明
治
大
学
に
進
学
す
る
の
が
９
割
く
ら
い
と
い

う
の
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
、
他
に
変
わ

ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
か
。
時
代
や
社
会
情
勢
が

変
わ
っ
て
、猿
楽
町
に
も
、調
布
に
も
、そ
れ
ぞ
れ

良
い
こ
と
悪
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
で
も
、ふ
ぐ

屋
の
親
父
に
し
て
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
費
用
を

支
払
っ
て
ま
で
明
治
高
校
に
通
わ
せ
て
い
る
い
ま

の
保
護
者
に
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
し
て
な
ぜ
明
治

高
校
に
通
わ
せ
る
の
か
。
明
治
大
学
に
行
け
る
か

ら
っ
て
い
う
理
由
だ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。
明
治

大
学
の
付
属
の
明
治
高
校
の
あ
り
方
と
し
て
、
原

点
に
戻
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
な
。　

―
今
年
の
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
ぐ
」
で

す
。「
つ
な
ぐ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
学
・
高
校
時
代
は
、
家
族
よ
り
も
長
い
時
間

を
仲
間
と
過
ご
す
わ
け
だ
か
ら
、
学
校
で
の
時
間

を
ど
う
過
ご
す
か
は
、
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
大
事
な
こ
と
だ
よ
な
。
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
見
つ
け
て
、
集
中
し
て
全
力
で
取
り
組
む
。

苦
し
み
も
、
悲
し
み
も
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
こ
と

も
、
仲
間
た
ち
と
共
有
し
て
、
そ
れ
を
宝
物
に
す

る
。
そ
れ
が
な
い
と
家
族
よ
り
も
長
い
時
間
を

過
ご
す
意
味
が
な
い
し
、
そ
れ
が
母
校
愛
に
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
。

　

教
師
は
人
間
を
教
育
し
て
い
る
わ
け
だ
け
れ

ど
、
そ
の
人
間
が
周
り
の
人
間
に
対
し
て
や
さ
し

い
心
を
持
て
る
と
か
、気
遣
い
で
き
る
と
か
、当
た

り
前
の
こ
と
を
で
き
る
の
が
大
事
な
ん
だ
よ
。
自

分
が
自
分
が
と
い
っ
た
合
理
的
な
考
え
し
か
で

き
な
い
人
間
は
問
題
だ
よ
な
。
人
の
情
が
あ
る
奴

ら
だ
か
ら
総
明
会
み
た
い
な
組
織
が
続
い
て
い
る

ん
で
あ
っ
て
、
総
明
会
に
出
る
の
が
得
だ
か
ら
と

い
っ
て
出
て
い
る
奴
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
得
に
な

ん
か
な
ら
な
い
け
ど
、
人
の
情
が
あ
る
か
ら
出
て

い
る
ん
だ
よ
な
。
あ
の
と
き
に
お
世
話
に
な
っ
た

と
か
、絆
が
で
き
た
と
か
、た
だ
懐
か
し
い
だ
け
で

な
く
、大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
と
か
、感
じ
た
と
か

が
あ
っ
て
、つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
だ
ろ
う
。

い
じ
め
の
問
題
と
か
、
人
間
が
人
間
ら
し
さ
を

失
っ
て
い
く
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
価
値
観
が

金
だ
か
ら
だ
よ
。
そ
こ
に
は
人
間
と
し
て
の
あ
る

べ
き
姿
と
か
、倫
理
観
と
か
、情
な
ん
て
も
の
は
な

い
。
日
本
人
の
伝
統
も
な
に
も
な
い
。
最
近
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
な
ん
て
言
っ
て
、
英
語
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ん
て
言

う
ん
な
ら
、正
し
い
言
葉
の
意
味
を
身
に
つ
け
て
、

日
本
の
文
化
を
英
語
で
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
、そ
こ
を
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
世
の
中
は
、
予
想
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
、
正
解
が
な
い
世
の
中
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
世
の
中
で
大
事
な
の
は
、
本
物
と
か
偽
物
と

か
、正
し
い
と
か
間
違
い
と
か
、そ
う
い
っ
た
こ
と

を
見
極
め
る
力
だ
。
そ
の
力
を
つ
け
る
方
法
の
一

つ
は
本
だ
。
い
ろ
ん
な
本
を
精
読
し
て
、
意
味
を

し
っ
か
り
と
ら
え
て
、
思
考
力
を
鍛
え
る
。
日
本

語
は
言
葉
が
豊
か
で
、
言
葉
そ
の
も
の
の
意
味
が

深
い
か
ら
、
そ
の
意
味
の
深
い
表
現
を
使
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
思
考
力
や
洞
察
力
が
身
に
付

い
て
い
く
。
英
語
だ
け
で
は
、
本
物
と
か
偽
物
と

か
を
と
ら
え
る
目
だ
と
か
、
思
考
力
や
洞
察
力
は

養
わ
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
言
葉
の
深
い
表
現

力
を
学
ぶ
こ
と
で
、
思
考
力
が
深
ま
る
。
物
事
を

と
ら
え
る
力
と
か
目
を
養
う
な
か
で
、
感
性
が
養

わ
れ
る
。
人
と
し
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

あ
る
と
か
、感
受
性
と
か
、惻
隠
の
情
と
か
、様
々

な
力
が
養
わ
れ
て
い
く
わ
け
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
た
ち
が
読
み
た
い
と
思
う

本
、
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
た
い
本
を
周
り
に
置
い

て
あ
げ
る
の
は
、大
人
の
責
任
だ
と
思
う
。

―
先
生
に
と
っ
て
明
治
高
校
は
ど
の
よ
う
な
存
在

で
し
た
か
？

　
「
目
覚
ま
し
時
計
」み
た
い
な
存
在
だ
な
。

　

26
歳
で
着
任
し
て
、
65
歳
で
定
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
専
任
教
師
と
し
て
40
年
間
務
め
て

き
た
こ
と
に
な
る
ん
だ
け
ど
、毎
朝
、お
前
ら
の
顔

が
思
い
浮
か
ぶ
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、ど
ん
な
に
辛
く

て
も
、二
日
酔
い
で
も
、と
に
か
く
学
校
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
学
校
で
お
前
ら
が
待
っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
な
。

―
ご
退
任
後
は
？

　

晴
耕
雨
読
だ
よ
。
ま
あ
、
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
く

り
休
ま
せ
て
も
ら
う
か
な
。
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―
先
生
が
着
任
さ
れ
た
頃
の
思
い
出
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

明
治
高
校
の
講
師
に
な
っ
た
の
は
、
在
学
し
て

い
た
大
学
の
就
職
課
か
ら
の
「
明
治
高
校
の
講
師

が
急
遽
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、清
水
、代
わ

り
に
い
か
な
い
か
」
と
い
う
話
が
き
っ
か
け
で
し

た
。

　

そ
れ
で
明
治
高
校
を
訪
ね
た
わ
け
で
す
が
、
お

茶
の
水
の
街
は
一
等
地
で
す
し
、
老
舗
の
本
屋
や

楽
器
店
が
立
ち
並
ぶ
、
歴
史
と
文
化
の
素
晴
ら
し

い
街
な
ん
で
す
ね
。
で
も
明
治
高
校
は
、
校
庭
は

狭
い
し
、
校
舎
内
は
暗
い
し
…
あ
ま
り
良
い
印
象

は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
当
時
の
教
員
室
は
専
任

教
員
と
講
師
が
一
つ
の
部
屋
に
混
在
し
て
い
て
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
良
い
雰
囲
気
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
勤
め
始
め
た
の
で
す
が
、
講
師
と
し
て

着
任
し
て
は
じ
め
て
の
席
が
松
枝
先
生
の
隣
の
席

だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
専
任
教
員
の
方
々
も
い

ろ
い
ろ
と
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
改
め
て
本

当
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
校
な
ん
だ
な
、
と
思
い

ま
し
た
。

―
先
生
が
着
任
さ
れ
た
頃
の
思
い
出
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
担
任
を
持
っ
た
の
は
高
校
Ⅰ
年
生
の
ク

ラ
ス
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
当
時
は
箱
根
の
日
帰
り

遠
足
と
い
う
行
事
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
登
山

中
の
昼
食
休
憩
の
と
き
、
１
人
の
生
徒
・
・
・
Ｋ

君
が
右
足
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
救

急
車
も
現
場
ま
で
行
く
の
は
無
理
だ
と
い
う
こ
と

で
、
患
部
を
固
定
し
た
う
え
で
生
徒
が
４
、５
人

ず
つ
組
に
な
っ
て
Ｋ
君
を
抱
え
て
な
ん
と
か
下
山

し
ま
し
た
。

　

麓
で
待
機
し
て
い
た
救
急
車
で
箱
根
の
病
院

に
行
っ
て
、レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
ら
、脛
骨
と
腓

骨
の
２
本
が
日
本
刀
で
切
っ
た
よ
う
に
、
き
れ
い

に
切
れ
て
い
た
ん
で
す
。
緊
急
入
院
す
る
よ
う
言

わ
れ
た
ん
で
す
が
、
箱
根
で
入
院
す
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
の
で
、
バ
ス
で
Ｋ
君
を
東
京
ま
で
搬
送

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
運
転
手
に
で

き
る
だ
け
低
速
で
運
行
し
て
く
れ
と
お
願
い
し
て
、

お
茶
の
水
に
着
い
た
の
は
夜
の
７
時
で
し
た
。

　

到
着
を
待
っ
て
い
た
Ｋ
君
の
お
母
さ
ん
は
、
我

が
子
の
顔
を
見
る
よ
り
も
先
に
、
ほ
か
の
生
徒
た

ち
に
あ
り
が
と
う
と
お
礼
を
言
っ
て
い
て
。
昔
は

そ
う
い
う
お
母
さ
ん
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ

に
、
Ｋ
君
は
下
山
か
ら
東
京
へ
の
移
送
ま
で
、
一

言
も
痛
い
と
言
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
お
母
さ

ん
に
聞
く
と
、男
の
子
は
い
く
ら
辛
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
弱
音
を
言
っ
て
は
ダ
メ
だ
と
、
普
段
か
ら
言

い
聞
か
せ
て
い
ま
す
と
。
思
わ
ず
笑
っ
ち
ゃ
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
下
山
中
も
移

送
中
も
、
生
徒
全
員
で
Ｋ
君
を
励
ま
し
続
け
て
い

ま
し
た
し
、そ
の
後
、Ｋ
君
は
５
月
か
ら
８
月
ま
で

入
院
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
間
、
Ｋ
君
が
授
業
の

遅
れ
で
困
ら
な
い
よ
う
に
と
、
僕
は
何
も
言
っ
て

い
な
い
の
に
生
徒
自
ら
計
画
を
立
て
て
、
授
業
の

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
、
生
徒
全
員
で
毎
週
お
見
舞
い

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
９
月
、
Ｋ
君
の
退
院
直
後

に
実
力
考
査
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
た
し
か
Ｋ
君

は
学
年
順
位
一
桁
台
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
Ｋ
君

は
高
入
生
で
、
わ
ず
か
ひ
と
月
程
度
の
関
係
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
校
の
生
徒
た
ち
は
Ｋ
君

に
対
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
、し
か
も
自
分

は
何
も
指
示
し
て
い
な
い
の
に
。
こ
れ
っ
て
質
実

剛
健
、
独
立
自
治
じ
ゃ
な
い
の
？
と
す
ご
く
思
っ

た
ん
で
す
よ
。
明
治
の
良
さ
を
知
っ
た
な
と
。

―
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
と
し
て
の
思
い
出
は
？

　

約
20
年
前
、
そ
も
そ
も
サ
ッ
カ
ー
部
創
部
の

き
っ
か
け
は
、
生
徒
か
ら
の
要
望
だ
っ
た
ん
で
す
。

順
序
は
高
校
が
先
で
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問

が
田
中
徹
太
郎
先
生
、
僕
が
中
学
サ
ッ
カ
ー
部
を

引
き
受
け
ま
し
た
。
最
初
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ど
う
す

る
の
？
誰
が
教
え
る
の
？
と
い
う
状
態
で
、
徹
太

郎
先
生
が
キ
ー
パ
ー
や
っ
て
骨
折
し
た
り
、
僕
も

ど
素
人
な
が
ら
審
判
も
や
っ
た
り
し
て
ね
。
そ
こ

か
ら
や
っ
と
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
な
ん
で
す
。

　

創
部
当
時
は
、
猿
楽
町
校
舎
に
は
も
ち
ろ
ん
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、ボ
ー
ル
さ

え
蹴
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
ど
こ
で
も
良
い
と
い
う

状
況
で
し
た
。
荒
川
の
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

活
動
し
て
い
た
の
で
す
が
、
荒
川
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
色
々
な
学
校
が
使
用
す
る
た
め
、
予
約
が
取
れ

て
い
な
い
と
き
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隅
の
雑
草
が

生
い
茂
る
中
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
、
河
川
敷
の

周
り
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
り
。
他
の
学
校
の
練
習

を
眺
め
て
終
わ
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す

よ
。

　

当
時
は
練
習
試
合
が
で
き
る
な
ら
、
と
埼
玉
ま

で
遠
征
し
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
か

ら
、練
習
試
合
の
相
手
を
探
す
の
も
苦
労
し
て
ね
、

当
時
は
携
帯
電
話
が
な
か
っ
た
の
で
、
生
徒
が
大

量
の
10
円
玉
を
持
っ
て
、事
務
室
前
の
公
衆
電
話

か
ら
相
手
校
に
練
習
試
合
を
申
し
込
ん
だ
ん
で
す

け
れ
ど
も
、相
手
校
か
ら「
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
あ
り
ま

す
か
？
」
と
聞
か
れ
て
…
１
時
間
か
け
て
も
全
部

断
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

初
の
公
式
戦
は
慶
応
中
等
部
が
相
手
で
、０
対

13
の
完
敗
。
当
時
は
サ
ッ
カ
ー
経
験
の
あ
る
生
徒

は
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
ん
な
練
習
し
か
で
き
な
い
し
、
当
時
の
本

校
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
盛
ん
で
、
サ
ッ
カ
ー
経
験
の

あ
る
生
徒
が
バ
ス
ケ
部
に
流
れ
た
り
、
吹
奏
楽
班

に
流
れ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
代
で
す
。

公
式
戦
の
初
勝
利
は
創
部
か
ら
１
年
半
か
か
り

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
新
人
戦
で
３
対
１
だ
っ
た
か

な
、生
徒
た
ち
と
涙
を
流
し
て
歓
喜
し
ま
し
た
。

平
成
4
年
卒

文 

倉
持 

秀
一

      

清
水
克
悦
先
生
ご
退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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School Report     Soumeikai Kaiho

―
水
泳
部
顧
問
と
し
て
の
思
い
出
は
？

　

学
校
に
プ
ー
ル
が
な
い
の
で
、
千
駄
ヶ
谷
の

プ
ー
ル
や
千
代
田
区
の
市
民
プ
ー
ル
で
水
泳
部
の

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
水
泳
の
専
門
で

は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
た
い
し
た
活
動
を
し
て
あ

げ
ら
れ
な
く
て
申
し
訳
な
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
合
宿
で
す
ね
。
当

時
は
バ
ス
で
は
な
く
電
車
で
の
移
動
だ
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
、
中
１
の
生
徒
が
電
車
の
場
所
取
り
を

し
て
。猪
苗
代
湖
で
合
宿
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

風
邪
と
か
発
熱
と
か
…
高
熱
を
出
し
た
生
徒
も

い
ま
し
た
。

　

も
う
少
し
何
か
し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
後
悔
の

念
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
な
か
で
も
生
徒
た
ち

は
本
当
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

―
調
布
移
転
・
共
学
化
で
変
わ
っ
た
点
、
変
わ
ら

な
い
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
校
の
特
長
や
生
徒
の
資
質
は
、調
布
に
移
転

し
て
も
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
同
士
で
勉
強
を
教
え
あ
う
、
助
け
合
う
、
と

い
う
こ
と
は
受
験
校
と
違
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
大
学
へ
の
進
学
に
関
し
て
は
昔
と
違
っ
て
併

願
も
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
何
故
他
校
を
受
け
る

ん
だ
な
ん
て
こ
と
は
な
く
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

を
尊
重
し
て
い
ま
す
ね
。
一
方
で
、
気
質
は
変
わ

ら
な
い
け
れ
ど
、
男
子
生
徒
は
少
し
お
と
な
し
く

な
っ
た
か
な
、と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

あ
と
、
昔
は
生
徒
が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を

生
徒
自
身
が
計
画
し
て
き
て
、「
先
生
、
こ
う
し

た
い
ん
で
す
が
良
い
で
す
か
？
」
と
追
認
を
求
め

る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
が
、い
ま
は「
ど
う
や
る
ん

で
す
か
？
」と
。
ど
こ
で
も
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
辺
は
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
ね
。
で
も
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
は
変
わ
っ
て
い

な
い
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
昔
は
文
化
部
が
盛
ん
だ
っ
た
で
す
よ

ね
。
商
業
研
究
部
、歴
史
研
究
部
、図
書
班
と
か
。

昔
は
文
化
部
に
ク
ラ
ス
の
中
心
人
物
が
結
構
入
っ

て
い
ま
し
た
が
…
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
運
動
部
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
文
化
部
が
衰
退
傾
向
に
あ
る

気
が
し
ま
す
。
運
動
部
と
文
化
部
の
片
寄
り
は
残

念
で
す
ね
。
文
化
祭
も
昔
は
も
っ
と
盛
り
上
が
っ

て
い
た
気
が
し
ま
す
。

―
今
年
の
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
ぐ
」
で

す
。「
つ
な
ぐ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

調
布
に
移
転
し
て
11
年
目
。
サ
ッ
カ
ー
部
に
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
指
導
陣
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
サ
ッ
カ
ー
が
や
り
た
い
と
入
学
し

て
く
れ
る
学
生
も
出
て
き
て
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

が
60
名
、中
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
55
名
に
も
な
っ
た
。

レ
ベ
ル
も
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
い
ま
そ
れ
が
あ
る
の
も
サ
ッ
カ
ー
部
の

創
部
当
時
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
よ
ね
。
当

時
の
生
徒
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
の
時
が
な
か
っ
た
ら
い
ま
は
な
い
ん

だ
か
ら
。
今
年
よ
り
来
年
の
ほ
う
が
い
い
よ
な
、

そ
の
次
の
年
は
も
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る
よ
な
、と

少
し
ず
つ
積
み
上
げ
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
な
け
れ
ば
、い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
で
す
よ
ね
。

　

僕
が
生
徒
に
言
う
の
は
、
何
事
も
丁
寧
に
や
り

な
さ
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
勉
強
も
、ス
ポ
ー

ツ
も
、
丁
寧
に
や
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
時
間
が

か
か
っ
て
も
、す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も
、一
つ

一
つ
の
こ
と
を
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

生
徒
に
は
テ
ス
ト
の
点
数
だ
け
が
重
要
で
は
な

い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
と
効
率

よ
く
勉
強
す
れ
ば
点
数
は
良
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、
ノ
ー
ト
を
丁
寧
に
つ
く
っ
て
し
っ
か

り
勉
強
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
将
来
に
つ
な
が
る
し
、

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

何
事
も
丁
寧
に
や
っ
た
こ
と
し
か
、
自
分
に

と
っ
て
の
財
産
に
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん

で
す
よ
ね
。

―
平
成
が
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
。
先
生
に
と
っ

て
平
成
は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
し
た
か
？

　

昭
和
の
終
わ
り
に
家
庭
を
も
っ
て
、
平
成
２
年

に
長
男
が
誕
生
、
そ
の
後
３
人
の
子
供
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
意
味
で
、
我
が
家
は
平
成
と
と
も
に

あ
っ
た
の
か
な
、と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
日
本
の
国
に
と
っ
て
の
平
成
は
…
平
成

の
始
ま
り
っ
て
日
本
の
国
が
元
気
だ
っ
た
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
日
本
の
製
品
の
品
質
の
高
さ
は
世

界
の
憧
れ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
が
日
本
を
見
習
え

と
い
う
感
じ
で
平
成
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、品
質
の
良
さ
よ
り
も

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
う
ま
さ
が
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
中
国
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
く
る
し
…
経

済
の
こ
と
は
詳
し
く
な
い
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
日

本
が
沈
ん
で
き
て
し
ま
っ
た
の
か
な
、
こ
の
ま
ま

じ
ゃ
い
け
な
い
よ
な
、
と
感
じ
ま
す
。
日
本
の
良

さ
が
出
て
こ
な
い
で
す
よ
ね
。

―
先
生
に
と
っ
て
明
治
高
校
は
ど
の
よ
う
な
存
在

で
し
た
か
？

　

明
治
高
校
は
自
分
に
と
っ
て
し
あ
わ
せ
な
存
在

で
し
た
。良
い
生
徒
た
ち
の
前
で
授
業
が
で
き
て
、

し
か
も
給
料
が
も
ら
え
る
。
友
人
に
も
教
員
が
い

ま
す
が
、
全
然
違
う
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
生
徒

は
す
ご
い
。
そ
こ
そ
こ
勉
強
す
る
し
、
や
さ
し
い

し
、
思
い
や
り
も
あ
る
。
本
当
に
自
分
に
と
っ
て

幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

土
日
は
な
い
し
、残
業
も
あ
っ
て
、忙
し
い
と
い

え
ば
忙
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
。
で
も
、
教
員
は
嘘

を
言
わ
な
く
て
良
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
正
し
い

こ
と
を
言
え
ば
、
そ
れ
を
生
徒
が
し
っ
か
り
受
け

止
め
て
く
れ
て
。
勤
務
時
間
は
長
い
で
す
が
、
ス

ト
レ
ス
は
な
い
で
す
よ
。

―
ご
退
任
後
は
？

　

退
任
後
は
料
理
を
や
り
た
い
ん
で
す
。
得
意

料
理
は
な
い
ん
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
料
理
教
室
に

通
っ
て
、い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
い
。料
理
も
丁
寧

に
き
ち
ん
と
や
れ
ば
一
つ
の
芸
術
か
な
、
な
ん
て

思
う
し
、人
に
食
べ
て
も
ら
え
ば
し
あ
わ
せ
に
な
っ

て
も
ら
え
ま
す
し
ね
。
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《
班
・
部
活
動
の
記
録
》

吹
奏
楽
班

第
58
回
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

	

〈
Ａ
組
〉　	

金
賞

	

〈
Ｂ
１
組
〉　	
金
賞

２
０
１
８
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
都
大
会

	

〈
Ａ
組
〉　	

銀
賞

放
送
班

東
京
都
高
等
学
校
文
化
祭

〈
放
送
部
門
朗
読
部
門
3
年
生
の
部
〉

	

第
2
位	

高
Ⅲ	

清　

永

	

第
3
位	

高
Ⅲ	

川　

島

書
道
部

第
63
回
全
国
競
書
大
会（
日
本
書
道
美
術
院
）

高
野
山
金
剛
峯
寺
賞	

高
Ⅰ	

藤　

原

全
国
競
書
大
会
賞	

高
Ⅱ	

渡　

邉	
	

高
Ⅰ	

田　

中

第
１
０
３
回
書
教
展
席
書
大
会　

団
体
優
秀
賞

〈
毛
筆
の
部
〉

読
売
新
聞
社
賞	

高
Ⅲ	

倉　

島

審
査
委
員
長
賞	

高
Ⅱ	

横　

山

〈
学
生
部
毛
筆
の
部
〉

審
査
委
員
長
賞	

高
Ⅲ	

倉　

島

映
画
部

第
14
回
高
校
生
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト　

優
秀
賞

	

高
Ⅲ	

多　

田

	

高
Ⅲ	

阿　

部

剣
道
部

東
京
都
高
等
学
校
夏
季
剣
道
大
会

〈
個
人
戦
〉	

ベ
ス
ト
16	

高
Ⅲ	

木　

口

〈
団
体
戦
〉ベ
ス
ト
32	

高
Ⅲ	

牧　

野

	

高
Ⅲ	

木　

口	

高
Ⅲ	

鈴　

木

	

高
Ⅲ	

野　

田	

高
Ⅱ	

伊　

井

	

高
Ⅱ	

菅　

田	

高
Ⅱ	

野　

口

第
58
回
調
布
市
民
体
育
祭
剣
道
競
技

〈
一
般
女
子
の
部
〉

	

準
優
勝	

高
Ⅱ	

長
谷
川

〈
中
学
2
・
3
年
生
男
子
の
部
〉

	

準
優
勝	

中
3	

本　

田

第
68
回
三
鷹
市
市
民
体
育
祭
ス
ポ
ー
ツ
大
会

剣
道
競
技

〈
女
子
団
体
の
部
〉　

第
3
位	

高
Ⅱ　

伊　

井

　
　
　
　

高
Ⅱ　

野　

口　
　

高
Ⅰ	

内　

山

硬
式
野
球
部

明
治
大
学
付
属
三
高
校
対
抗
野
球
大
会

	

Ｂ
グ
ル
ー
プ	

優
勝

春
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
	

第
12
ブ
ロ
ッ
ク	

優
勝

水
泳
部

第
52
回
三
多
摩
高
等
学
校
水
泳
競
技
大
会

〈
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
〉

	

第
1
位	

高
Ⅲ	

石　

川

〈
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
〉

	

第
3
位	

高
Ⅲ	

守　

田

〈
男
子
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
〉　

第
3
位

	

高
Ⅲ	

石　

川	

高
Ⅱ	

守　

田

	

高
Ⅱ	

田　

所	

高
Ⅰ	

佐　

藤

ス
キ
ー
部

第
24
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
会
in
黒
姫

〈
女
子
５
km
高
校
生
の
部
〉

	

第
3
位	

高
Ⅰ	

足　

立

第
74
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

出
場
決
定

	

高
Ⅰ	

足　

立	

中
3	

小　

野

第
56
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会　

出
場
決
定

	

中
3	

小　

野	

中
3	

宇
佐
原

	

中
3	

小　

川	

中
3	

佐　

川

第
54
回
関
東
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会　

出
場
決
定

	

高
Ⅲ	

小　

倉	

高
Ⅱ	

伊　

東

	

高
Ⅱ	

佐　

藤	

高
Ⅰ	

足　

立

	

高
Ⅰ	

足　

立	

高
Ⅰ	

緑　

川

第
68
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会	

出
場
決
定

	

高
Ⅲ	

小　

倉	

高
Ⅰ	

足　

立

ソ
フ
卜
テ
ニ
ス
部

東
京
私
立
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

	

〈
個
人
戦
〉	

第
3
位

	

中
3	

成　

田	

中
2	

海
江
田

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
専
門
部
主
催
普
及
研
修
大
会

　
　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝	

高
Ⅰ	

尾　

花

	

高
Ⅰ	

佐　

藤

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
64
回
東
京
六
大
学
附
属
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

	

〈
高
校
男
子
〉　	

準
優
勝

平
成
30
年
度
夏
季
大
会

	

〈
高
校
女
子
〉　	

第
3
位

東
京
都
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
リ
ー
グ
戦
大
会

	
	

第
2
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

平
成
30
年
度
第
9
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
〈
男
子
の
部
〉	

第
3
位（
都
大
会
進
出
）

第
34
回
東
京
私
立
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
〈
男
子
・
新
人
戦
〉	

　

ベ
ス
ト
16

第
49
回
調
布
市
中
学
校
対
抗
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　
〈
男
子
の
部
〉	

　

第
3
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

第
58
回
調
布
市
民
体
育
祭〈
個
人
1
年
の
部
〉

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

	

第
1
位	

中
1	

上　

田

	

第
2
位	

中
1	

諸　

星

	

第
3
位	

中
1	

諸　

星

	
	

中
1	

清　

原

陸
上
競
技
部

第
69
回
東
京
都
中
学
校
地
域
別
陸
上
競
技
大
会

〈
女
子
2
・
3
年
走
幅
跳
〉

	

第
8
位	

中
3	

那　

波

硬
式
テ
ニ
ス
部

東
京
都
ジ
ュニ
ア
テ
ィ
ー
ム
テ
ニ
ス
チ
ャン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

　

第
3
位	

高
Ⅱ　

清　

川
・
田　

坂

	

高
Ⅰ　

田　

中
・
星　

川

　

第
4
位	

高
Ⅱ　

相　

川
・
荒　

井
・
渡　

邉

	

高
Ⅰ　

黑
河
内

第
57
回
東
京
都
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

本
選
出
場

	

高
Ⅱ	

渡　

邉	

高
Ⅱ	

田　

坂

	

高
Ⅱ	

新　

井	

高
Ⅰ	

星　

川

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉　

本
選
出
場

	

高
Ⅱ	

田　

坂	

高
Ⅰ	

田　

中

	

高
Ⅱ	

新　

井	

高
Ⅰ	

星　

川

東
京
都
高
等
学
校
選
抜
テ
ニ
ス
大
会

	

〈
団
体
〉　	

第
7
位

　
　
　

	

高
Ⅱ	

新　

井
・
田　

坂
・
渡　

邉

	

高
Ⅰ　

星　

川

第
43
回
東
京
都
私
立
中
学
高
等
学
校

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

〈
男
子
団
体
の
部
〉　

ベ
ス
ト
4
進
出

高
Ⅱ　
相		

川
・
新		

井
・
清		

川
・
田		

坂
・
渡		

邉

高
Ⅰ　
黑
河
内
・
田　

中
・
星　

川

中
3　

門　

野

第
58
回
調
布
市
民
体
育
祭
テ
ニ
ス
競
技

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
高
校
2
・
3
年
生
の
部
〉

	

優
勝	

高
Ⅱ	

田　

坂

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
高
校
1
年
生
の
部
〉

	

優
勝	

高
Ⅰ	

星　

川

      

班
・
部
活
動
の
記
録
／
資
格
試
験
・
表
彰

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

2
0
1
8
年
12
月
21
日
号
、2
0
1
9
年
３
月
10
日
号
・
７
月
19
日
号
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School Report     Soumeikai Kaiho

平
成
30
年
度
東
京
都
私
立
中
学
高
等
学
校

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

	

〈
団
体
の
部
〉	

男
子
第
3
位

※
全
国
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
出
場
決
定

〈
個
人
の
部
〉

	

男
子
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝	

高
Ⅱ	

新　

井

	
	

高
Ⅱ	

渡　

邉

	

男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
5
位	

高
Ⅱ	

田　

坂

	
	

高
Ⅱ	

相　

川

	

男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
17
位	

高
Ⅰ	

田　

中

	
	

高
Ⅰ	

黑
河
内

	

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
5
位	
高
Ⅱ	

渡　

邉

	

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
9
位	
高
Ⅱ	

新　

井

	

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
17
位	

高
Ⅱ	
田　

坂
	

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
33
位	

高
Ⅲ	
牛　

窪
	

女
子
ダ
ブ
ル
ス
第
33
位	

高
Ⅱ	
菅　

沼
	
	

高
Ⅱ	

田　

村

東
京
都
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

〈
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
〉

	

本
選
出
場
17
位	

高
Ⅲ	

田　

坂

	

本
選
出
場	

高
Ⅱ	

星　

川

〈
個
人
ダ
ブ
ル
ス
の
部
〉本
選
出
場

	

高
Ⅲ	

新　

井	

高
Ⅲ	

渡　

邉

	

高
Ⅲ	

相　

川	

高
Ⅲ	

田　

坂

調
布
市
中
学
校
対
抗
競
技
大
会

　
〈
ダ
ブ
ル
ス
〉優　

勝

	

中
3	

門　

野	

中
3	

若　

園

　
〈
ダ
ブ
ル
ス
〉準
優
勝

	

中
3	

北　

川	

中
3	

小　

山

　
〈
ダ
ブ
ル
ス
〉第
3
位

	

中
3	

北　

目	

中
3	

中　

保

	

中
2	

堀　

切	

中
2	

町　

田

第
57
回
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会

	

〈
団
体
の
部
〉	

第
15
位

中
3　

北
川・
北
目
・
小
山
・
中
保
・
門
野
・
若
園

中
2　

内
藤
・
堀
切		

中
1　

鴨
川
・
湯
原

東
京
都
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

〈
個
人
の
部
〉ダ
ブ
ル
ス
第
5
位（
都
大
会
進
出
）

	

中
2　

内　

藤　
　

中
1　

鴨　

川

〈
団
体
の
部
〉第
9
位

中
2　

井
川
・
石
井
・
川
元
・
ゴ
ル
バ
ー
グ
・
杉
田
・

　
　
　

瀧
澤
・
内
藤
・
早
川
・
堀
切
・
町
田
・
宮
尾

中
1　

鴨
川
・
松
川
・
湯
原

第
58
回
調
布
市
民
体
育
祭
テ
ニ
ス
競
技

〈
シ
ン
グ
ル
ス
中
学
生
の
部
〉　

	

優
勝	

中
3	

門　

野

東
京
都
多
摩
地
区
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会

	

〈
女
子
団
体
の
部
〉　	

第
3
位

中
3　

小
山
・
下
山
・
須
貝
・
髙
山
・
辻
・
古
川・
巻
渕

平
成
30
年
度
多
摩
地
区
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

	

〈
男
子
団
体
〉	

　

第
3
位

東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

〈
第
9
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
〉男
子
ダ
ブ
ル
ス

	

第
5
位	

中
2	

内　

藤

	
	

中
1	

鴨　

川

東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
9
ブ
ロ
ッ
ク

〈
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
〉本
選
出
場

	

5
位	

中
3	

内　

藤

〈
個
人
ダ
ブ
ル
ス
の
部
〉本
選
出
場

	

5
位	

中
3	

内　

藤

	
	

中
2	

鴨　

川

	

9
位	

中
3	

堀　

切

	
	

中
3	

町　

田

ダ
ン
ス
部

第
7
回
日
本
中
学
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権

東
日
本
予
選
大
会

（
産
経
新
聞
社
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
協
会
）

	
	

全
国
決
勝
大
会
進
出

第
6
回
全
日
本
小
中
学
生
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル

東
日
本
大
会	

	

（
朝
日
新
聞
社
）　

金
賞

中
学
野
球
部

第
49
回
調
布
市
中
学
校
対
抗
競
技
大
会	

優
勝

第
9
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
大
会	

優
勝

サ
ッ
カ
ー
部

第
97
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

東
京
都
大
会
2
次
予
選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
ス
ト
16

東
京
都
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会
第
9
支
部
予
選

準
優
勝（
東
京
都
新
人
大
会
進
出「
創
部
初
」）

第
62
回
東
京
都
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

	
	

ベ
ス
ト
16

第
49
回
調
布
市
中
学
校
対
抗
競
技
大
会	

優
勝

平
成
30
年
度
第
9
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

（
東
京
都
中
学
校
体
育
連
盟
）	

　

準
優
勝

東
京
都
国
際
ユ
ー
ス(

Ｕ-

14
サ
ッ
カ
ー
大
会)

12
位

	

選
抜
選
出	

中
2	

小　

野

《
資
格
試
験
・
表
彰
》

日
本
商
工
会
議
所
第
１
４
９
回
簿
記
検
定

	

1
級
合
格	

高
Ⅱ	

清　

田

第
43
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定
試
験

	

2
級
合
格	

高
Ⅲ	

岩　

谷

第
１
１
５
回
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験

	

2
級
合
格	

高
Ⅲ	

佐　

藤

第
１
１
３
回
情
報
処
理
技
能
検
定
試
験

	

2
級
合
格	

高
Ⅲ	

粟　

野

第
65
回
文
書
デ
ザ
イ
ン
検
定
試
験　

2
級
合
格

　
　

	

高
Ⅲ	

橋　

本	

高
Ⅲ	

神　

澤

	

高
Ⅲ	

竹　

道	

高
Ⅲ	

山　

﨑

	

高
Ⅲ
Ｄ	

尾　

﨑	

高
Ⅲ	

髙　

橋

	

高
Ⅲ
Ｄ	　

南	

高
Ⅲ	

牛　

窪

	

高
Ⅲ
Ｆ	

藤　

澤	

高
Ⅲ	

岩　

谷

校
内
漢
字
検
定　

特
準
2b
級

	

中
3	

野　

中	

中
3	

西　

守

	

中
3	

野　

平	

中
3	

古　

川

	

中
3	

髙　

橋

明
治
大
学
文
学
部
第
10
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞

	
高
Ⅲ	

栁　

川	

高
Ⅲ	

川　

野

	

高
Ⅲ	
倉　

石	

高
Ⅲ	

倉　

島

	

高
Ⅲ	
貫　

井	

高
Ⅲ	

森　

下

	

高
Ⅲ	
小　

倉	

高
Ⅲ	

村　

井

	

高
Ⅲ	

玉　

氏	

高
Ⅲ	

島　

崎

	

高
Ⅰ	

齊　

藤

第
58
回
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た
め
の
全
国

中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
国
際
連
合
協
会
東
京
都
本
部

	

銀
賞	

中
3	

曽　

我

第
7
回
鎌
倉
文
学
館
こ
ど
も
文
学
賞

〈
中
学
生
の
部
〉

	

大
賞	

中
2	

饗　

庭

	

入
賞	

中
2	

鈴　

木

	
	

中
2				

石　

井

平
成
30
年
度
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

	

教
育
長
賞	

中
3	

荻　

野

東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞	

	
	

中
3	

芦　

川

平
成
30
年
度「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

東
京
国
税
局
長
賞	

高
Ⅲ	

竹　

本

第
9
回
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞
コ
ン
ク—

ル

優
秀
賞　

※「
学
校
優
秀
賞
」も
受
賞

	

高
Ⅰ	

三　

島	

高
Ⅰ	

福　

島

	

中
3	

戸　

田

第
10
回
東
京
駅
伝
大
会

調
布
市
中
学
生
代
表
選
手
選
出

	
	

中
2	

瀧　

見

第
16
回
日
台
文
化
交
流
青
少
年
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

優
秀
賞（
副
賞
台
湾
5
泊
6
日
研
修
旅
行
）

　

	
	

中
1	

加　

藤

奨
励
賞	

	

中
1	

諸　

星

	
	

中
1	

津　

島	
	

	

中
1	

澤　

木

実
用
英
語
技
能
検
定

	

1
級
合
格
者	

高
Ⅲ	

鈴　

木
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　令和元年の改元と、天皇陛下ご即位を記念しての神田明神大祭を5月15日、江戸三
大祭の名にふさわしく、無事盛大に終了し、私ども内神田鎌倉町会もホッとしており
ます。神田明神の氏子は神田方面と日本橋の明治座、水天宮方面の108町会が氏子

です。もちろん明治中学・高校の旧校舎のあった猿楽町も氏子です。現在旧校舎は明治大学猿楽町校舎となっており、その
一角にはOBで、マンガとサブカルチャーで有名な米沢嘉博記念図書館となっております。5月10日の御霊入れに始まり11
日の町内廻り、12日の宮入りと氏子108町会の中、50基近くの御輿が神社に参拝しました。この半数近くの20数基は浅草の
宮本商店作であり、宮本さんは明治大学の同窓生＝校友であります。
　総明会の卒業生は殆どが明治大学へ進学されております。総明会の会長でありました向殿会長（明治大学名誉教授）は、
現在明治大学校友会の会長であります。現在、明治大学創立140年に向かって種々と御苦労されております。私ども明高会
の黒子昇氏は、4月末現在2750万円（累計）を奨学金として大学へ贈呈しております。年間5千円でも10年で5万円です。少
額でも基金として贈呈したいものです。
　私、米山は六年前に脳幹出血で右手と右足が不自由となり、現在リハビリ中です。
　皆さん、同期の方の消息を FAX.03-3251-8270 または、〒101-0047 千代田区内神田2-3-2 へお知らせ下さい。
　本年は総明会も55回となり、11月24日（日）には新宿のハイアットリージェンシーで開催されます。多くの方の参加を希望
しております。　　　　　　　　　  平成22年　藍綬褒章受章　明治大学校友会千代田区支部名誉支部長　米山　耕右

明
め い こ う か い

高会 昭和27年卒昭和27年卒

米山 耕右米山 耕右

OB・OG 活動報告
  O B  O G
       A C T I V I T Y
     R E P O R T
                  2 0 1 9

　猿楽会の皆様お元気ですか。十年前の会合を最後に、諸々の連絡をせずに今日に到りました。永らくの御無沙汰、
　大変に申し訳なくお詫び申し上げます。私達も高齢者の仲間入りで、来年には米寿を迎える年となりました。
　致し方ないこととはいえ、残念ながら多くの友が他界しておりますが、未だ元気に現役で活躍しておられる友が
　他の年代より多いと聞いております。しばらくぶりで皆で楽しく交流の手始めに、改めて名簿を作りたく思います。
　ご連絡取れる友を含めぜひ、小生 熊井実に御連絡されます様お願い致します。

　　〒101-0054　東京都千代田区神田錦町1-8　　TEL & FAX　03-3291-1831

　　一人でも多くの友の消息が分かることを楽しみにしております。宜しくお願い致します。
　　皆で元気にお会い出来る日を願い。

猿
さ る が く か い

楽会 昭和26年卒昭和26年卒

熊井　実熊井　実
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２
にいきゅうかい

９会 昭和29年卒昭和29年卒

山本 峰司山本 峰司

明
め い じ か い

治会 昭和32年卒昭和32年卒

山崎 敬生山崎 敬生

　第55回「総明会」開催、おめでとう御座居ます。55回の節目であり、新元号
令和と共に新しい時代を迎え、総明会が意義深く思われ、新たに心をうたれる
思いであります。毎年此の時節には、我 「々明楽会」も年一度の総会を迎え、会
員一同楽しみにしております。三時代の荒波を過ごし、今、後期高齢の社会へ突入し多くの仲間ががんばっております。
　「明楽会」も此の写真の通り昨年は品川プリンスホテル「五十三次」に於いて開催、二十数名の仲間と旧友の絆を結束、賑
やかに催されました。会員各氏の会話に老齢介護や自身の体調不良と、人それぞれの心身等に頑張り、個々の外出もままな
らない現状です。会員一同「総明会」の小冊子の発刊で母校の様子を知る、只ひとつの喜びをかみしめております。後輩諸
代の編集・作成等に御尽力頂き感謝しております。これからも幹事諸代の朗報を期待してやみません。
　本年も「明楽会」開催を11月1日（金）午後5時より、同期会員矢野氏のご好意により、浅草老舗「やっこ」にて催すことに
なっております。此の会報が皆様のお手元に届く頃にはお知らせ出来る事になっております。一人でも多くの仲間がお顔を
合わせられる事を期待してやみません。これからも「総明会」の発展を心より祈念しております。「総明会」開催にあたり幹
事学年の御苦労を「明楽会」会員一同感謝し、御礼申し上げます。

　早いもので最後の神楽坂の会より4年近く元気でいます。電話もなく、わずかに阿出川・近藤君などからかかってきました。
突然鈴木康夫君の立ち寄りを受けビックリでした。だんだんに通話もなくなり、死亡の話もなく84～85才ではさぞと思いま
すネ。年号も三代とビックリしたりです。戦争・食糧難・好景気・不況・長寿社会と、取りようによっては実に色々と経験し、
幸せな年齢を重ねたのかも。
　私も革新和菓子船橋家と、私なりに大革新をし、早60余年。親、先祖120余年と続けることができました。代々に続ける難
しさや、世の変わりの早さ、人間の変わりようと我々にはただビックリです。日本人としてのステータスは今どこへ。ありが
とう、思い想うの心なし。
　総明会と名づけた会合でも先輩方の話しも思う（自分を）、想う（相手を）とずいぶん話しはでました。その実が明朗会でしょ
う。どうぞ益々の絆と想いやり、社会でも広めて下さい。祈っています。人間の作りなおし、学校・総明会と協力してやって
下さい。

　戦後の復興も半ばの昭和26年4月に明治中学の門をくぐった紅顔の美少年
達も、早や、傘寿を迎える歳となった。
　昨年11月20日、銀座ライオンのクラシカルな会場に仲間が集い、互いの傘

寿を祝し、出会いを楽しんだ。240名を超した同期も今や名簿に残るのは半分となり、音信不通も多い。淋しいのは家族か
らの訃報の知らせであり、闘病の仲間からのやむなき不参加である。
　不定期に開いていた同期会も歳を重ねる毎に「二年に一度にしよう」「否、一年半でどうか」等、残りの余生を数え、会う
瀬を大事にしたい思いが各々に語られてきた。
　今回は傘寿の節目でもあり早々の一年目の開催としたが、まるで待ち望んでいたように、近年では最高の31名の参加と
なった。
　うれしいことは高卒以来初めての参加者もいたことである。この世に生まれ八十年、お互い様々な人生の長い旅路を歩
んできても、出会えた瞬間から明中・明高生の少年の顔つきに戻る。うれしい同期会である。

明
め い ら く か い

楽会 昭和31年卒昭和31年卒

佐藤 健一佐藤 健一
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9会 昭和39年卒昭和39年卒

佐藤　仁佐藤　仁

旧
き ゅ う う か い

雨会 昭和34年卒昭和34年卒

秋山 義昭秋山 義昭

あゝ 後期高齢者  
　昭和の高度経済成長期、平成となり2年に総明会の幹事学年を拝命、そして
令和を迎え気がつけば後期高齢者。昭和32年から38年までの6年間、明中、明
高で1日でも机を並べた同期生すべてが会員の「二年に一会」です。卒業の翌年、会長・三浦昭生を中心に第1回の総会を開
催して以来、会名のとおり2年に1回一度も欠かさず同期会を開いており、ここ10年は毎年開催、旧交を温めています。
　この半世紀超、毎回趣向を変えホテルでのパーティー、本場中華街での会食、隅田川、清澄庭園と都内の名所での昼食会
と多種多様。昨年は明治大学リバティタワーで第33回を開催（写真）。本年も10月19日（土）日本橋・東洋で第34回を開催の
予定でおります。本年の総明会のテーマは「『つなぐ』～Meijiの薫りを令和へ～」。　「二年に一会」はこれからも新時代へ
つないでいきます。このように長く続けてこられたのもすべて同期会の仲間のおかげと感謝しております。私たちも75歳、喜
寿も目前となりました。誌面をお借りして同期生に呼びかけます。何でも結構ですからご連絡をお待ちいたします。最後に
第55回総明会の成功を祈念し、同期会の報告とします。（文責：服部 紀夫）
〒135-0005 東京都江東区高橋14-20　関戸　淳一　　TEL 03-3631-2008 FAX 03-3631-2548  PCメールskido-f@amber.plala.or.jp

いよいよ次は喜寿の祝いの会
　平成27年に“古希を祝う会”を盛大に開催し、3年ぶりに昨年10月に39会同
期会を開催致しました。52名の同期の参加を得て、いつもの定例会場、同期

の北村君の店“日本橋東洋”にて楽しく開催致しました。マンクラＯＢのマンドリン演奏、明大応援団チアリーダーのダンス、
若さ溢れる演技に皆で元気をもらいました。7月には同期の海田耀市君が“全国酒販協同組合連合会”の会長に就任し、そ
のお祝いを同じ会場で開催し同期を中心に親しい友人が集まりました。とにかく70を過ぎてから全国組織の会長に就任し
たことは、海田君の人徳と組織への貢献度の高さが評価されたことと思います。我が学年同期としても大変誇りに思うとこ
ろです。体調に留意して大いに活躍してもらいたいです。写真は海田君のお祝いの会の写真です。
　次回は77才“喜寿を祝う会”、盛大に行いたいと思っています。さすがに元気とは言ってもあっちこっちいろいろ支障が出
てはいますが、出来る限り同期の皆に集まってもらい、会場はいつもの北村君の店“日本橋東洋”で肩組み合って「おおー明治、
白雲なびく」を声高らかに歌いたいものです。　

えェ〜！！ 甲子園に春・夏連続で明治高校は出場したのですか！  
     昭和、平成、令和元年を迎えた猛者が開催する我が「旧雨会」メンバーは御
年79歳となります。今年もゲストに総明会年度代表幹事、平成4年卒「快汗、ど

すこい塾」小畑啓氏、荘司康夫氏2名とカメラマンとして「男坂倶楽部」栗田茂さんを迎えて、総勢40名の盛大なパーティーとな
りました。今年も同期のアントニオ古賀君と立教中学3年生になった息子さんとのコラボでのミニディナーショーからスタート。
　懐かしい同期生とは忌憚のない意見の交換で懇親を深め、銀座ライオンの生ビールとコース料理に舌鼓を打ち、“オイ！
オマエ！”の連呼！宴席の途中には、ゲストの「快汗、どすこい塾による総明会・懇親会のプレゼンテーションもあり、後輩達
も甲子園に春・夏連続で参戦した野球部員との会話で、明治高校の良き時代を体験いたしました。最後の〆はゲストの荘司
康夫君が元應援團ということもあり、テクを取ってもらい大声で校歌斉唱。会場風景、集合写真撮影は栗田氏が協力を申し
出てくれて撮ってもらい、今年もいい思い出になりました。色々な情報を共有する意味での「友情の広場」としての同期会。
“明治高校愛”を感じて、来年の4月11日（土）に再会を約束して閉会いたしました。 

【明治高校昭和34年卒同期会】旧雨会 音楽ビアプラザ・銀座ライオン（2019年4月13日）　【明治高校昭和34年卒】旧雨会担当窓口　秋山義昭

二
に ね ん に い っ か い

年に一会 昭和38年卒昭和38年卒

三浦 昭生三浦 昭生
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一明友会 昭和41年卒昭和41年卒

廣瀬　準廣瀬　準

紫
し さ ん か い

讃会 昭和43年卒昭和43年卒

志村 一夫志村 一夫

Ｍ41同期会2020　開催予告
 前回2018年6月2日（土）に開催しましたが、2年ごとですので、次回は2020年
オリンピックイヤーの6月6日（土）に開催を予定しています。
我々M41同期も卒業50年以上が経ち、70歳を超え足元が少しずつ不安の方も増えつつ、一方まだ十分に活力溢れている方
もいらっしゃいます。そのため議論を戦わせた結果、開催時間を午後1時といたしました。（本当？！）
　また会場もJR、地下鉄の駅近くを設定しました。（但し坂道あり！）是非皆様の参加（前回30名ですが、今回50名以上）を
期待しております。
　　　　日時：令和2年6月6日（土）午後1時から3時　場所：お茶の水　ホテルジュラク2階　レストラン「あけびの実」
　　　　直通　03-5298-7125　東京都千代田区神田淡路町2-9　会費：5000円
　　　　幹事団：朝貝省吾・伊藤謙一・倉又光仁・後藤孝男・佐藤茂和・町田菊男・村西一郎
　　　　＊次々回は、2022年6月4日（土）の予定です。そしてさらに「つなぐ」！！　写真は開催予定会場です。

　「『つなぐ』～Ｍeijiの薫りを令和へ～」という今年は、平成から令和へと引き
継がれた改元の年であり、我が「四一明友会」も4月13日に一年に一回の会を
開催させて頂きました。そこで皆と話しをして、もう72才という年を重ねてき

てこれからどうしたらいいかと話し合ったら、やはり明治が甲子園に出場したのが僕らの年の昭和40年の「第37回選抜高等
学校野球大会」に出場したことだと意見が一致しました。
　試合内容はまず皆で東京駅まで行って校歌を歌い、島田校長先生も御挨拶をして選手達も皆きちんと並んでお見送りし
ました。
　試合結果は、第一回戦は、田原本高校に勝って勢いも出て第二回戦は岡山東商業高校でした。結果は１対0で負けてしま
いました。
　この優勝した岡山東商業高校の投手は平松投手で素晴らしい選手でした。平松投手は、後に大洋ホエールズに入って200
勝投手になりました。令和になって今年こそ甲子園に出て頂きたいと思います。

古稀を迎えて
　令和元年度、我々の仲間は好むと好まざるとも全員が古稀（70歳）を迎える。
人生の節目でもあり、本年9月7日銀座オーラムにおいて「Ｗ35 celebration 

party」と銘打って古稀のパーティーを行う予定です。
　10年前の還暦を祝う会の時は、130人を超える参加者（同伴家族を含む）があり、大いに盛り上がり忘れられないひと時
を過ごすことが出来ました。古稀のパーティーも明治魂、老人パワーを遺憾なく発揮し、心に残る会にすべく佐久間、三田
を中心とする世話役が頑張っています。当日が来るのが今から楽しみです。
　（追伸　同期の皆様へ）人生100年、まだまだ、元気で、明るく、楽しい生活を送らなければなりません。紫讃会では、旅行、
ゴルフ、飲み会等を実施しています。特に、定例の飲み会は原則毎月第4土曜日に寺田君が経営する「水新菜館」（浅草橋）
で行っています。まだ、参加されたことのない方で同期の顔が見たくなったら、三田幹男（090-2222-3044）に連絡の上ちょっ
と顔を出してみてください。大歓迎です。写真は、今年4月の定例の飲み会の集合写真です。楽しい酒が飲めます。

M
えむよんじゅういち

4 1  昭和42年卒昭和42年卒

朝貝 省吾朝貝 省吾
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潮会 昭和46年卒昭和46年卒

安澤 喜二郎安澤 喜二郎

男
お と こ ざ か く ら ぶ

坂倶楽部 昭和44年卒昭和44年卒

中河 孝樹中河 孝樹

　妙なもので、在学中は普通であったものが、年をとるごとに獅子の会は、よ
く集まり、よく呑み、下ネタから文化論までよく語り合う集団となり、益々盛
んになるかのごとくです。先輩後輩諸氏の会も同様でしょうか。4年ごとの総
会には100人近い人数が集まるだけでなく毎年は、元落研の同級生、三宅裕司くんの舞台を年2回見に行って大笑いし、春秋
には元バスケ部、中野和博くんの店「割烹魚喜代」で季節の肴に舌鼓を打ち、年末は元ブラバンの藤掛聖二くんと元テニス
部の私のバンドが主催する「銀座ケントス」貸切ライブに行って大騒ぎします。余談ですが、この4人は大学時代、ともにバン
ドでキャバレーに出演していたのですから妙なものです。
　ほかにも、後藤先生を囲む会や、隅田川花火を見る会、桜を見る会、落語を聞く会など多彩で、皆よほど暇なのかというほ
どですが、最近元柔道部の松本勝彦くんが亡くなり、すでに鬼籍に入る同級生も少なくありません。櫛の歯が欠けるような
思いですが、同時にその分、残る時間を謳歌しようと意気込みは盛んです。2020年は私たちの卒業50周年にあたります。元
応援団、比留間竹郎くん、元テニス部、上野隆史くんらは、オリンピック・パラリンピックにも劣らない総会にしようと意気
込んでおりますが、間違っても警察の厄介にはならないよう自戒も忘れないとも言い、妙に張り切っています。

昭和・平成の潮流を駆け抜けて令和へ
　明潮会は、在校当時の福島校長先生より「時代の潮流になれ、明治の潮たれ」
と拝命頂き、それをモットーに活動をしてまいりました。

　振り返ってみますと、我々の世代は30代半ばまでの昭和の時代は、若き血潮で様々な仕事を貪欲に吸収し、30代後半から
の平成の時代にその潮は最高潮に達し、様々な持ち場で中心的な役割を担い、必死に両時代を駆け抜けてまいりました。
　令和の時代になり再来年に卒業から50年となりますが、この半世紀を振り返りながら、仕事を続けている者も退職して新
しい生活の者も、我々の培った明治の潮を次の世代へしっかりと引き継いでいきたいと思っています。
　明潮会では、毎年数回の幹事会、新年会と納涼会を行い、1年おきに総会を行っています。おかげさまで参加する人数も増
えてきております。今年の新年会では、剣道部前助監督木村茂七段の案内で調布校舎の見学も併せて行いました。我々の
時代とは全く違った雰囲気の中にも、渦巻いている明治の潮を感じつつ、後輩たちを大変頼もしく感じました。
　今後一層健康に留意して、いつまでも元気に楽しく語り合えるよう旧交を温めていきたいと思っておりますので、今後と
もよろしくお願いいたします。

卒業50年　男坂倶楽部
　今年で明治高校を卒業して50年になりました。年に一度の今年の総会は、
明治大学1号館リバティタワー23階記念ホールを借りる事ができ、奥方、後輩

をいれて総勢66名で開催されました。毎年、総会は開催されますが今年は令和元年であり、また卒業50周年ということもあ
り、同期の息子さんのバンドを入れたり、奥様方に頼み込んで同伴出席したり、幹事・同期が力を入れて頑張りました。おか
げ様で参加した方々よりいい会だったと賞賛メールもいただいております。男坂倶楽部総会に毎年参加されていた村野先
生が去年亡くなり、今年は山脇先生が亡くなりました。とうとう私たちに縁がある恩師は桜井先生だけになってしまいまし
た。連絡の取れる同期生のなかでも、すでに30名以上が亡くなっています。また闘病中や治療中の仲間も少なくはありません。
同期の一人が作ったスローガンは「減っても増えない同期生」です。
　あと何年続くか定かではありませんが、男坂倶楽部の名のもと、皆で集まり絆を深めていきたいと思います。最後に残る
一人は誰かな～？？

獅
し し の か い

子の会 昭和45年卒昭和45年卒

吉田 繁夫吉田 繁夫
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七四七同志酔会 昭和47年卒昭和47年卒

戸張　毅戸張　毅

明
め い め い か い

々会 昭和51年卒昭和51年卒

萩原 秀紀萩原 秀紀

「つないでいきたい」または「つないでもらいたい」
　私たち【明紫会】は年に一度の総会・懇親会とゴルフ大会などを通して交友
を温めております。数年前からは同期の窪寺弘匡くんが中野にステージ付きのレストランを開業したので、毎回素敵なミュー
ジシャンを招き大いに盛り上がっております。卒業以来45年、【明紫会】の友情も年月を重ねるごとに深くなっていくよう
に感じています。このような意義ある同期会が各年代で行われ【総明会】へとつながっている。そしてその【総明会】が55回
目の節目を迎えた今回、この壮大な輪を各年代につないでいきたいものですし、若き年代の方々にもつないでもらいたい気持
ちです。さて、つながるといえば私の所属していた【明治大学落語研究会】も60周年を迎えました。輩出したOB達は芸能界・
政財界で大きな活躍をしています。その芸能界で活躍するOBだけを集め10月26日に有楽町朝日ホールにおいて【明大落語
会】を開催いたします。皆さまもご存じの三宅裕司さんは明治高校から落語研究会に入り芸能界でその道を究めました。そ
のほかも【明大落研】出身の立川志の輔さんをはじめ人気落語家や芸人たちが多数出演する【明治大学の落語会】ですからみ
なさま是非お誘い合わせの上お越しください。また、「つないでいきたい」・「つないでもらいたい」という意味で、明治高校・
中学に日本伝統芸能としての【落語研究会】が創部されることを期待しています。

　四七四七同志酔会は昨年、永年母校に奉職されました「田中徹太郎君の退
職を労う会」を行うことができましたこと、報告いたします。
　新しい時代へ「つないでいきたい」。昨年明治高校の生徒24名参加にて、キャ

リアクエスト講座（建築・実習編）を明治高校と新宿駅西口広場にて実施しました。昨年9月に2日間実施した空間造形のワー
クショップです。1日目は学校にて割箸縮小モデルの作成と角材の結び方、2日目は新宿駅西口広場で開催中の「けんちく
ふれあいフェア」での縮小モデル発表と角材の組立て作業です。両日とも5～7名のグループ毎の作業であり、慣れない体を
使っての学習です。特に2日目は行き交う人も多く、そのなかでの縮小モデル発表でしたが、コンセプトもしっかりとし頼も
しかったです。共同作業の作品作りでは、2時間で空間造形を構成することができました。作品は縮小モデルの拡大版で、迫
力と重量感をもった仕上がりになりました。終了後の生徒の感想は概ね好評で、建築設計に興味が増し、将来は建築設計の
道に進みたいという嬉しい言葉もありました。結びになりますが、このような機会を設けてくださいました安藏伸治校長先生、
生徒の募集、校内の説明等でお世話になりました関根正人先生、2日間お手伝いいただいた比留間竹郎先輩、参加生徒諸君
に感謝申し上げます。

「明々会の開催」
　まだ梅雨の明けない7月13日（土）、小雨の降る中、毎年恒例の昭和51年卒業

生による「明々会」総会と懇親会を、これまたいつもと同じ「上野蓬莱閣」（中華料理）で開催し、来賓の清水先生を含め32名が
参加しました。また、その直前に行う恒例のゴルフコンペも9名が参加し、千葉県木更津市のアクアラインゴルフクラブで無事
開催されました（もっとも、交通事情によりコンペ参加者の一部は総会の開始に間に合いませんでしたが）。今回の総会におい
ては、我が同期の井家上哲史君（明治大学理工学部教授）を総明会の会長に推薦する旨の推薦状を提出したことが報告されま
した。同期が総明会の会長になるというのは大変うれしいことであり、当然のことながら懇親会は大いに盛り上がりました。推
薦した以上、我々も応援団として井家上君を力強く支え、総明会の発展に協力していこうという雰囲気が高まりました。さて、
今年78歳を迎えられた清水先生ですが、ますますお元気なようで嬉しい限りです。60代の我々が圧倒されているような感じで
したが、清水先生を見習って、第2、第3の人生を元気に歩んでいきたいものです。来年は東京オリンピックが開催されますが、そ
の開会式の直前である7月の第2土曜日に行う予定の明々会総会・懇親会でも、皆が元気に顔を合わせることを誓い、散会しま
した（もっとも、清水先生を含め、相当数のメンバーが、最寄りのフィリピンパブの二次会に突入し、引き続き盛り上がりました）。

明
め い し か い

紫会 昭和50年卒昭和50年卒

塚田 真弘塚田 真弘
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紫
し こ ん か い

魂会 昭和55年卒昭和55年卒

渡辺 裕之渡辺 裕之

男
だ ん し こ う こ ん じ ょ う ぐ み

子校根性組 昭和52年卒昭和52年卒

佐藤 大英佐藤 大英

　今年も6月16日に第17回「明誠会」の総会・懇親会を私の地元浅草の自慢
の店「レストラン　いいま」にて開催いたしました。いつものことながら我々
明誠会の絆は深く、30名以上の同期が集まってくれました。
　熊倉会長の挨拶のあと、盛大に懇親会へと突入し、美味しい料理に、旨い酒と昔懐かしい思い出話や近況報告、そして今
回は、数名の奥様方もご参会いただき、場が和んだ大変楽しい懇親会で、あっと言う間の3時間でした。
　そして締めには恒例の「古い顔」と「校歌」の合唱です。毎年の事ですが、この合唱の時に今は亡き千崎 修がいつも降りて
きてくれます。我々明誠会の強い絆を築いてくれた千崎 修、心より感謝いたします。
　最後になりましたが、いつもご参加いただいております有田先輩、小嶋先輩、本当にありがとうございました。
　また今年の幹事学年である「快汗、どすこい塾」の皆様もご苦労様でした。
　当然のことながら人情味あふれる浅草の街中へ二次会、三次会と長い夜となりました。

　幹事学年の皆様、「第55回総明会」の準備お疲れ様です。
　令和元年度「紫魂会」は、7月7日例年同様神田淡路町の「オークス」で行
いました。

　昨年14名と参加者が少人数だった事もあり、本年度はメール以外にも往復はがきでの呼びかけを行い、23名の同期が出
席しました。
　清水先生を囲んでの歓談の後、各々の近況報告をし、あっという間の2時間でした。また本年度の「総明会チャリティー
ゴルフ大会」では、昨年の村田君に続いて蓑田君が個人優勝し、グループ対抗戦でも31組中見事「紫魂会」が優勝を果たし、
2冠を達成したとの事で、多いに盛り上がりました。
　2年後には、当学年もいよいよ還暦を迎える年になります。みんなで来年も元気で再会し、再来年の還暦には、多くの同
期で祝宴を開催したいと思います。最後になりますが、「第55回総明会」の盛会を祈念しております。「快汗、どすこい塾」
の皆様頑張って下さい。

つないでいきたい明治の思い　
　昨年私たちは還暦祝賀会にて多くの友と再会した。

最初は神田明神様にて厄払い、祝賀会は明治大学紫紺館にて約70人が出席し、その後二次会、三次会へ。参加者には高校卒
業後初の再会だった人もいた。他界して再会できなかった友も想像以上にいたのがショックだった。再会した友達は様々な
職業役職だが、同窓という共通項一つで、それらを超えて、無垢の当時のまま対等に話せる事は、心安らぐ楽しいことの大き
な要因だ。出世した友に対しては、我が事のように誇りに思い、悲しみの中の友には心同じに悲しむことができる。また、必
要とあれば自分の力を発揮して役立つこともできる。友とは有り難いものである。
　私たちの在学中は暴力が蔓延していた。力のないもの、要領の悪い者、正直な者はいたたまれなかった。教師が暴力のない
世界を示していなかった。学校に安心して自己を表現できる場所がなかった。
　そんな明治も変わったようだ。母校明治は、平成時代の中で飛躍的に進歩した。そして令和へと、さらに進化していくの
だろう。42年経過して殴られたことが思い出話にならない様な学校に。明治らしいリベラルさを求めて。

明
め い せ い か い

誠会 昭和54年卒昭和54年卒

木村 弘樹木村 弘樹
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明
めいしょうかい

翔会 昭和56年卒昭和56年卒

衛藤 雅一衛藤 雅一

明
め い わ か い

輪会 昭和58年卒昭和58年卒

宮浦 太志宮浦 太志

　令和最初の「明魂会」総会・懇親会は、6月15日に、御茶ノ水駅前のサンロ
イヤルビル地下一階「御茶ノ水ビアホール」において、高校3年次のB組担任　
清水紀夫、E組担任 田中徹太郎両先生のご臨席のもと、同期18名が出席して
開催されました。昔ばなしやら、近況報告で大変な盛り上がり…特に恒例の「近況２分間スピーチ」では、皆、時間をオーバー
しての熱い思いを披露しました。
　懇親会の最後には、われらが永遠のリーダー長、矢島正行君の登場です。今回は、「明魂会」が11年前に幹事学年を務め
たANAホテルでの第45回懇親会の大トリ、校歌のビデオ映像をバックに、ほかのお客さんの迷惑を顧みることなく（汗）、怒
涛の校歌で気持ちを一つに結びました。
　我が明高は、携帯電話、パソコン、ネットとICTが急激に発展した平成の時代に、大きな変革を遂げましたが、在学中の環
境は違えども、「白雲なびく駿河台」での歴史、そして「調布」の輝きとともに、昭和、平成、令和の卒業生が永遠に融和する「総
明会」でありますように「明魂会」一同、お祈りいたしております。

　2019年6月29日（土）明翔会同期会がお茶の水「天狗」
にて開催されました。今年は役員改選の年ではないとい
うこともあり、会務報告、会計報告等短時間で総会が終

了し懇親会へ、若干人数が少ないながらも例年通りの顔ぶれ18名で和気あいあいと会は進行しました。懇親の中では、我々
も57歳という年齢になり、60歳の還暦を見据えて何か記念になる行事を開催しなければいけないという意見が出され、本格
的に検討を開始することになりました。残念なことに？酒量も減り、食べ物も大幅に残してしまうという状況の中、幹事学
年の寄付活動も行われ、大いに盛り上がりを見せましたが、一般のお客様もたくさんいるため校歌斉唱はできませんでした。
その後、「高揚感」と「幹事学年」を引き連れ、恒例の2次会会場へと移動、2次会からの参加者も含め再度大宴会が開催され
ました。最後は、幹事学年荘司君にリーダーをお願いし、校歌斉唱でお開き！と思ったのですが、さらに3次会へと突入しま
した。明翔会もこれからは、役員改選といった杓子定規な運営よりも、「同期が気軽に集まれる会」という蓬田会長の方針
を最重点項目として運営していくことを目指します。春のゴルフコンペの定例化のみならず、皆が気軽に参加できる様々な
機会を増やしていくとともに、60歳の還暦イベントについて本腰を入れて検討を進めます。意見やアイデアがある方はどん
どん下記のURLからホームページをご覧いただき、連絡先からお寄せください。https://s56meiji.jimdo.com/
◎明翔会同期会は、幹事学年以降毎年6月の最終土曜日の開催を継続しています。

明輪会 総会・懇親会
　令和元年6月15日（土曜日）神保町：川芙蓉にて明輪会総会並びに懇親会
が開催され19名が参加しました。平成4年卒「快汗、どすこい塾」から2名、ま

た特別ゲストとして岸哲利先生にもご参加いただき楽しいひと時を過ごしました。岸先生は6年間毎週発行した学級通信「男
坂」を基に「弁当と世界と男坂」を発刊されています。我々が毎日通った「男坂」を学級通信の名前に選んでいるのは明中明
高への深い愛情なのだろうと思います。岸先生には懇親会でご挨拶をいただきましたが、松枝先生（愛称：チーター）の全校
集会の統率力（愛のムチ）や雪の日に裸・素足でのランニングなど、我々が忘れかけていた若き日の思い出を呼び起こして下
さいました。
　「明輪会」の名は東京オリンピック開催年の1964年生れが多いことが由来です。奇しくも来年はオリンピックイヤーです。
現在、明輪会史上最高の参加者となるようイベントを企画中です。これまで不参加を貫いていた方も是非参加して下さい。
私など現役時代に一度も話したことない人やあまり好きではないと感じていた人とも仲良く話ができるのを実感し、同期と
は不思議だなと思っています。これがつないでいくということなのかもしれません。

明
め い こ ん か い

魂会 昭和57年卒昭和57年卒

菊池 正純菊池 正純
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新
し ん せ い き

世輝 昭和61年卒昭和61年卒

栗本 宜長栗本 宜長

明
め い し ん か い

心会 昭和59年卒昭和59年卒

進士 年治進士 年治

　今年もハイアットリージェンシー東京にて総会・懇親会が開催される運び
となりました。平成4年卒「快汗、どすこい塾」の皆様のご尽力に感謝申し上げ
ます。
　思えば7年前、我ら「闘紺会」の竹口君が当ホテルを候補に挙げ、町側君を中心とした会場担当メンバーが、立地や会場の
規模・費用や継続性を熟考し、何度も交渉を重ねて当ホテルに決定した慧眼に間違いはなかったのだと改めて認識しており
ます。そうして開催した総会・懇親会には60余名の同期が集まったものですが、この7月6日に手束君の店、新小岩「玉寿司」
にて行われた同期会は参加人数15名でした。一時の勢いが薄れている感は否めませんが、個々人のキャラは立ったまま、に
ぎやかな集まりとなりました。
　この会報の諸先輩方の『20名集まりました』『30名集まりました』とのご投稿を拝読するにつけ頭が下がる思いであると同
時に、先輩方の年代になればまた「帰ってくるのかな」とも感じております。
　諸事多忙な我々の年代であるが故、幹事学年でもない「ただの同期会」の優先順位は高くないかもしれませんが、「親孝行
したいときには親は無し」ですよ。たまには顔を出してください。お待ちしています。

　令和最初の同期会は、梅雨の晴れ間の７月13日に同期長谷川氏の営む日本
橋の〈ラコルタ〉で実施しました。新世輝の同期会は、昨年の〈鳥義〉氏家氏、
一昨年の〈たけやま〉池田氏等、必ず同期が営む、食べログ高得点？のお店で

実施するグルメ同期会になります。
　〈ラコルタ〉の良い点は、夕方から深夜まで出入り自由など、ワガママがきくこと。今年も、ゆる～く集まって、最終的に同
期23名、和歌山から駆けつけてくれる同期も余裕で参加。柴田先生に幹事学年〈快汗、どすこい塾〉有森君に田中君に荘司
君に中村君、飛び入りで、明紫会の近藤先輩、昭和戊辰乃会の光岡君も参加で大いに盛り上がりました。
　会は恒例のホームルーム（会計報告や総明会の活動報告など）で始まり、今年は実行委員長を務めた鵜飼友義氏が、区議
会議員に当選したので、鵜飼先生をみんなで讃え、最後は校歌で盛り上がり、11回目の同期会も無事終了しました。グルメ
同期会は、これからもまだまだ続きます！

　「皆んなが酔っぱらう前に来年度の幹事を決めます！立候補いますか！」（幹
事：伊東・バスケ部）。「俺やるよ！」（赤堀・野球部）、「じゃ俺も」（吉田・放
送班）。「それじゃあ、再来年度は？」（幹事）。「はいっ！」（佐藤・バスケ部）、「俺

もやります！」（藤ノ木・軟式野球部）。令和最初の『明心会』同期会は、冒頭の会長挨拶（大山・野球部）、恩師吉田重幸先生
からの祝辞に続き、幹事による立候補呼びかけで始まりました。例年は部活の括りやアミダで決めていた同期会幹事。令和
の明心会は積極的なメンバーによる旗振りが期待出来て安泰です。その後、総明会の活動報告、乾杯（田中重幸・帰宅部）に
続き、幹事学年『快汗、どすこい塾』の紹介に移りました。今年のグッズは特に、「M」マーク入りのTシャツが飛ぶように売れ
ていたのが印象的でした。なお、同期会概要は以下の通りです。令和元年6月15日、番屋神田店、
参加者：30名。さてここで、明心会ゴルフをご紹介します。その名は「ボーリーズ」。赤堀による
声掛けで始まったコンペです。仕事の都合で会長（赤堀）の不在がしばらく続いた微妙なコンペ
でしたが、年間4～5回をコンスタントにラウンドしています。直近は8月。灼熱の中、命の危険を
感じながらのコンペでした。概要：8月4日、こだまゴルフクラブ、参加者14名、アベレージ106.7。

闘
と う こ ん か い

紺会 昭和60年卒昭和60年卒

矢澤　徹矢澤　徹
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明
め い え ん か い

猿会 昭和62年卒昭和62年卒

塩野 正和塩野 正和

平
へ い せ い か い げ ん か い

成改元会 平成元年卒平成元年卒

田中 潤二田中 潤二

　幹事学年を務めてから、早くも5年が経ちました。今思うと、あの時同期学
年の熱量は何か取り憑かれているようですらありました。しかし、その後の事
を考えると、同期で飲み会を開いたり、年に1度の同期会等を開いたり、楽しみ
が増えた気がします。
　先日、事務所で仕事をしていると、どこからか、『オーオー明治!…』との声が聴こえてきました。何かと思い下を覗くと、大
学の応援団、チア、大学の野球部員が大人数でパレードをしていました。大学野球の優勝パレードでした。そこで私が小さい
声ながらも校歌を口ずさんでいると、周りの皆から校歌を歌えることが『すごい!!』と言われました。良く考えると、多くの人
は大学（？）の校歌など歌えないのかもしれません。
　幹事学年は、人数集め、役割分担、総明会の仕切り、お土産の選択等、色々大変でしょう。しかし、今年を区切りにまた皆
で集まれるようになり、今後楽しみが増えると思います。今後も宜しく御願い致します!!

　「総明会会報原稿を執筆してくれないか」会報委員で友人の同期生に言わ
れたのは、まさに今年度の会報を校正するその場であった。彼が寄越した「原
稿の依頼書」を見ると、締め切りは2ヶ月も前だ。どうやら執筆者を探しあぐ

ねた結果、私にお鉢が回って来たようだ。
　彼が会報委員になってからそれを手伝う形で毎年会報の校正作業に参加しており、仕事後に飲みに行くのが私の定番だっ
た。特に今日はこの後同期会なので正体無くなるまで飲む予定だったが、軌道修正が必要だなこれは。「締め切り待って貰っ
ているから、今日書いて今日提出して」と彼は事も無げに言う。あぁそうだった。こういう奴だった。とは言え彼も他の同期
生から頼まれて依頼に来たので責める訳にもいかない。結局、今日の夜中まで猶予を貰い原稿を仕上げる事に相成った。
　会報の校正の仕事は無事終わり、夕刻より同期会に突入。場所は同じく同期生で友人の店「みの家」だ。一年ぶりに同期
生の皆と再会し、たわいも無い話で盛り上がりました。30年ぶりに会った友人もおり実に有意義な時間でした。ほろ酔い気
分で帰路についた際に会報のことを思い出した。でも心配ない、もう書く事は決まっている。目一杯楽しんだ今日の出来事
を記していく事で、この難局を乗り越える事が出来ました。来年に続く…。

　世間では、昭和生まれで独身のまま令和を迎えてしまうことを「平成ジャン
プ」というらしい。しかし、我々平成改元会の中での「平成ジャンプ」の認識は
違う。昭和の頃に明治高校にいて、平成元年に高校を卒業したにも関わらず、

令和の時代になっても高校生気分が抜けない状況で今日を迎えている、人気アイドルグループにも負けていないヤツらのこ
とだ。
　記念すべき令和元年の6月29日、平成の時代約30年の記憶を飛び越えた、結婚していても未婚でも、平成ジャンプな面々が
集まり、高校生の頃のままのノリで大ハシャギな3時間を送った。
　昭和に生まれ、明治で過ごし、平成を乗り越え、令和を迎えた我々は、すなわち大正をも飛び越えた、時代を越えた存在な
のかもしれない。我々も、来年は50歳を迎える。人生50年と言われた頃からすれば余命は少ない。
　しかし、我々はまだまだ、さらに時代を越える気持ちでいっぱいだ。今の天皇陛下は、俺達より年上であることを考えれば、
令和の次の時代の改元に立ち会うことは難しくはないはずだ。さぁ、「改元会」の名にかけて、みんな長生きして、あと2回く
らいは改元の瞬間を味わおうぜ！

昭
し ょ う わ ぼ し ん の か い

和戊辰乃会 昭和63年卒昭和63年卒

刈米 聡一郎刈米 聡一郎
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快
か い か ん  ど す こ い じ ゅ く

汗、どすこい塾 平成4年卒平成4年卒

福田 浩茂福田 浩茂

明
め い あ い か い

愛会 平成2年卒平成2年卒

今泉　仁今泉　仁

　昨年度の幹事学年を務めました明仁会です。この場を借りて、改めて関係
者各位にその節の御礼を申し上げます。
　さて、幹事学年という濃密な一年間を、（当然ではありますが）初めてのこ
と故、右往左往さらには周囲狼狽しながら何とか切り抜け、現在は、あの時期が実は一瞬の夢だったのではないか？と思え
るほど穏やかな日々を過ごしております。とはいえ、幹事学年が夢ではなかったことは、卒業後27年間、交渉も絶えがちだっ
た同期間において、久々の再会から新たに生まれた関係性や班クラブ同期でのこじんまりとした集まりが頻繁に発生するな
ど、その後の動きが証明してくれています。
　そうそう、その流れで、この4月7日（日）には昨年度をもって明治高校を退任された安部友巳先生、清水克悦先生の恩師お
二人の退任をお祝いする会を実施することができました。同期30余人の参加によって非常に盛況な集いとなりました。
　といった様に、27年目の再会は、幹事学年を卒えるとともに終了するものではなく、むしろここから私たち明仁会の次のス
テージが新たに始まるのだと強く感じさせてくれるものでした。幹事学年制度に感謝するとともに、この一文を眼にした同
期の新たな連絡を待っています。最後になりましたが、総明会総会・懇親会の盛会を祈念しております。

　平成元年に入学、同4年卒業して27年が経ち新元号「令和」の節目に運命的なものを感じながら幹事学年として活動を開
始しました。総明会幹部・評議員・学校関係者皆様を始め、各年代の同窓会や班部OB会合などへ出席する際、必ず諸先輩
方は私達を暖かく迎え入れ、ねぎらい励ましの言葉をかけくれます。母校の素晴らしい校風伝統が脈々と継承されている場
面を直に体験し、改めて明治への深い愛情を感じております。4月に、卒業後出来ていなかった同窓会を29名参加でしたが、
紫紺館にて恩師・田中徹太郎先生をお迎えし、実現することが出来ました。6月には調布校舎で関根正人先生による27年目
の特別授業で「明高四天王計画」の検証など、THE男子校時代の雰囲気の中で先生と共に大変盛り上がりました。懇親会
でも見かけ風貌は変わりましたが、中身は当時そのままの仲間と思い出話に花が咲き、楽しいひと時を過ごしました。我 「々ど
すこい」は、令和元年に再キックオフとなります。団塊ジュニアど真ん中世代、縁あって出会った仲間で今後も太く長く付き
合っていきたく、まだ連絡が取り合えていない皆さん、是非繋がっていきましょう！
　結びになりますが、私達は素晴らしい総明会総会・懇親会となるよう力を結集し日夜準備に努めております。
　諸先輩そして特に20～30代の皆様は是非仲間をお誘い頂き、久々に明治高校の薫りを感じにお越し下さい。
　11月24日（日）ハイアットリージェンシー東京にてお待ちしております！

　幹事学年からあっという間の2年間、同期の集まる頻度も少なくなって来て
いますが、昨年は8月26日に同期会を開催、明愛会ゴルフは既に4回開催と、何
とか頑張って同期の絆を深めております。会えば話題は中高一緒に過ごした
6年間の話題ばかり、同じ話を何度聞いても飽きない程充実したMEIJI生活を
送っていたと、皆つくづく感じております。
　明愛会は年男です！そろそろガタが来る身体にムチを打ち、同期のお店に

集まったり、大学ラグビーを応援したりと、やっぱりMEIJIが好きな私達は、明愛会の仲間・先輩後輩を何より大事にしてお
ります。中高の同期っていいですね！と改めて思う今日この頃、まさに明愛会のテーマ「世代をこえる明治愛　～I　LOVE
　MEIJI～」です。11月24日の総明会懇親会は、皆でハイアットリージェンシー東京へ集まりましょう！そして頑張れ、快汗、
どすこい塾！！

明
め い じ ん か い

仁会 平成3年卒平成3年卒

山口 一郎山口 一郎
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明
めいしょうかい

鐘会 平成5年卒平成5年卒

小岩井 賢一小岩井 賢一

 平成7年卒平成7年卒

藤田　央藤田　央

　明治高校平成６年卒「隆明会」の懇親会が平成30年12月1日の土曜日、駿
河台のビアレストラン「ヒナタガーデン」を前回に続いて貸切にさせて頂き、
32人が結集しました。
　回を重ねるごとに参加者も増加傾向にあり、高校を卒業してから凡そ四半世紀ぶりの再会と言う風景も今回はあちこち
で見られました。冒頭では隆明会の名付け親であります山田伸夫先生からお言葉を頂き、乾杯の後はお店自慢の美味しい
料理の数々に舌鼓を打ちながら、懐かしい話や今後の集まりのあり方など、過去から未来に向けて話の輪が広がって行きま
した。盛り上がりも最高潮に達した所で一同で校歌斉唱。お開きと相成りました。
　令和元年の隆明会懇親会は12月7日(土)夕刻より「OAKSお茶の水」(千代田区神田淡路町2-10-6)にて開催予定です。詳細
は三保谷(090-8740-5574)までお気軽にお問い合わせください。

　はじめまして、平成５年卒「明鐘会」です。明治高校校歌の歌詞にある「眉
秀でたる若人が　撞くや時代の暁の鐘」と、学生歌の「大気にさゆるニコライの
鐘に心のかてをとり」の鐘にかけて、「明鐘会」と名付けさせていただきました。

　現在は、応援指導班、スキー部、そしてバスケ部などを中心に不定期な飲み会、そして毎年紫紺祭初日（土曜）に定例会を
開催し、昔の思い出話や近況報告、恩師の先生との懇親を深めています。
　同期には「諸君！」で有名な生徒会長の長野がおり、中学高校の頃の真面目さを生かして現在、公務の場で活躍しています。
名誉ある応援団長の安藤は、同期をまとめる頼もしいリーダーです。社会に出て、公務に就いたものもいれば、教育者として
教鞭をとる者、バンドでメジャーデビューした者など、個性あふれる同期ですが、来年度の幹事学年に向け準備を始めていま
す。まだ参加していない同期のメンバーも参加心待ちにしています。来年度は恩師や同窓生との再会の場として、東京オリ
ンピックイヤー記念の年として、記憶に残る総明会を開催できるように心がけてまいりますので、皆様方のご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願いいたします。
　

　初めて総明会会報の同期会活動報告に登場させていただきます、平成7年
卒（同期会名称は考え中です）でございます。同期会をやろうやろうと言いな
がら時が過ぎ、平成の時代が終わりを迎える前にやっとのことで重い腰を上げ、

去る平成31年4月13日に「浅草ちゃんこ場」にて同期会を開催いたしました。
　仕事や子育てなど年齢的には皆もっとも忙しい時期ではありましたが、FacebookやLINEなどの新しい連絡手段と、部活
単位の連絡網という伝統的な(？)連絡手段の両方をフルに活用した結果、21名が集まることができました。高校卒業以来
24年ぶりという顔合わせも多く、高校時代から全く顔が変わらない者はまだ良いのですが、体型が2倍になってしまった者、
頭髪が寂しくなってしまった者もいて、自己紹介から同期会は始まりました。名前と顔が一致すればもう話は早い。高校時
代の思い出話で盛り上がり、二次会も全員参加、そして校歌斉唱でお開きとなりました。
　平成7年卒の皆様、今回は先生方をお呼びできませんでしたが、次回は先生方をお呼びして、大いに盛り上がりましょう。
同期会の名称も次回は決めましょう。
　Facebook、LINEでつながっていない同期の方、藤田央（応援団OB）fujita.hss@gmail.comまで連絡お願いいたします。

隆
りゅうめいかい

明会 平成6年卒平成6年卒

三保谷 建介三保谷 建介
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吹奏楽班OB・OG会
深井 重男深井 重男　　平成2年卒平成2年卒

共
きょうがくかい

楽会 平成23年卒平成23年卒

三浦 直人三浦 直人

　第55回総明会総会・懇親会の開催、誠におめでとうございます。また、
幹事学年の「快汗、どすこい塾」のみなさま、本当にありがとうございます。
　我々応援団は昨年、結成70周年、チアリーディング部創部10周年を迎
え、「令和」の改元と共に新たな一歩を踏み出しました。
　元号が平成から令和になったということは、OB会の主軸も昭和から平成世代に移行していかねばなりません。応援団OB
会は数年前から、年末に平成卒業世代が主催する「望年会」を開催するなどその準備を進めてまいりました。昨年も平成30
年12月29日に大学生～昭和世代までを集め、前述の周年記念事業の打ち上げも兼ねて大いに盛り上がりました。また、令和
元年6月15日、OB会定時総会には今春高校を卒業した大学1年生8名も参加し、世代を“つなぐ”活動が順調にすすんでいます。
　現役団員の活動に対しては、野球応援、夏・春合宿、紫紺祭、紫紺の下になど、積極的な支援をしております。現在、明治高
校応援指導班は中・高生合わせて約50名の大所帯となり、特にチアリーディング部の班員、OG会員はこれからのOB会の主
軸となります。そういったことも念頭に、今後も活動を進めてまいります。
　応援団OB会の平成世代に期待しております！

　昨年の会報で御案内の通り、吹奏楽班は創立60周年を迎えました。節目とな
る第60回定期演奏会（別掲）は例年以上のOB・OGが人見記念講堂に来場してくれました。加えまして、3月23日には調布校
舎内・鵜澤先生ホールに於きまして現役後輩とOB・OG総勢130名による合同バンドでの演奏を披露させて頂き、調布市民と
りわけ近隣住民の方々を含む多くの来場者に、普段とは違う大編成の醍醐味を楽しんで頂けました。総明会の方々にも多く
御来場頂きました。なお、特別ゲストに第3代目の常任指揮者である山本孝先生に客演頂き花を添えて頂くことも叶いました。
　終了後は学生食堂カフェテリアに場所を移しての祝賀会。ご来賓を代表して明治白駿会前会長の依元様に乾杯の御発声
を頂きまして、上は72歳の大先輩から下は大学1年生まで終始なごやかなパーティとなりました。また、これに先立つ定時総
会では、現役後輩達に楽器（ファゴット）を贈呈することがOB・OG会会員の満場一致で承認されました。
　60年前、我らが向殿先生やアントニオ古賀先輩、現在もマンドリン部を指導されている久保田先輩など、管楽器・弦楽器・
合唱とジャンルを問わず活動していた部活から分離し班として独立してから早や60年。これからも70周年100周年と、現役
へのサポートと会員の親睦を図る為OBOG会としても微力ながら声援・活動を続けて参ります。どうぞ総明会会員の皆様
方も、定期演奏会や紫紺祭など足をお運び頂ければと存じます。

　大学4年以来、教育実習メンバーの飲み会を（前後期合わせて）やりたいね、
という話を多田（博）さんや田中（拓）さんと度々していたのですが、皆さんお忙
しくてなかなか実現せず、あっという間に時が経ってしまいました。私も含め、
何人かの同期は教育実習で高Ⅲの授業を担当したのですが、当時の生徒さん
たちの一部が昨年教育実習生として、母校を訪れていました。どうりで年を食
うわけだと思いました。
　平田先生の明校就職を聞き、このチャンスを逃したらまた何年も経ってし

まうということで、昨年9月ようやく飲み会を開くことが出来ました。写真に写っている以外にも、参加してくれた方がいま
す（学年も違う上に、教育実習生でもなかった方が1人混じっていますが、別にお祝いすべきニュースがあったので、どさくさ
に紛れてお呼びしました）。普段あまり会うことのない同期から、近況報告を聞けて良かったと思います。誰それが転職した
らしいとか、誰それが結婚したらしいとか、たくさん聞きました。皆さん、おめでとうございます。当日来られなかった方、連
絡が付かなかった方も多いので、忘れた頃にまた企画しようかと思います。

応援団OB会
幹事長　幹事長　光岡 孝之　光岡 孝之　昭和63年卒昭和63年卒
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図書班OB会

水泳部OB会 明
め い す い か い

水会 
小林 耕治　小林 耕治　平成3年卒　平成3年卒　

　いつも明球会へのご支援を頂きまして誠に有難うございます。
明球会会報にも書かせて頂きましたが、今回は柳澤憲人氏（平成30卒・明大野
球部2年・背番号29）のお話しです。令和元年5月12日のフレッシュリーグ（旧
新人戦）東大戦にて先発し勝利投手。（明大3-1東大）。リズムに乗って柳澤憲
人氏は2回より無難な投球で東大打線を寄せ付けず、結局5回を被安打2、三振6、四死球0のナイスピッチング。
  令和元年6月4日の慶大戦は高橋聖人(小諸商2年)が先発するも慶大とドロー（明大6-6慶大）。翌5日の2勝1分での新人戦4
カード目は優勝が懸かっている法大戦。
　先発は柳澤憲人氏。制球力があり法大･古屋敷匠眞氏(八戸工大一・2年)との堂々の投手戦。5回を終了し、互いに1安打
の0ｰ0。迎えた6回、先頭の齊藤大輝氏(横浜・1年)に三遊間を割られ盗塁後、代打中原輝也氏(尽誠学園・2年)にセカンド右
を抜かれ無死1・3塁。ここで3番神野大樹(天理・2年)を二ゴロに打ち取りながら内野安打となり先制を許す。尚も送りバン
トから1死2・3塁のピンチを迎えるが何とか後続を断ち、6回、被安打4、失点1で降板。（明大0-1法大）。
　柳澤憲人氏は十分に期待に応える登板でした。柳澤憲人氏の今後益々の大活躍を祈念致しております。

　昨年4月、明大那古寮（館山市）の管理人として学生の面倒を見てくださった櫻井利子さんが逝去されました。本稿は、昨
年11月に図書班OBによる「櫻井さんを偲ぶ会」の際に、櫻井さんのご令嬢である上西睦美さんにご挨拶いただいたものです。
男たちが眼に涙を浮かべて聞き入ったお話を会報に残すことができればと思い寄稿しました。（図書班OB）

母に寄せて 上西睦美
　母が明大那古寮の管理人となったのは30代の頃でした。三度の食事の支度に掃除、洗濯と、学生のため一日中働いていたように思います。おば
さんの料理はおいしい、楽しかった、また来ます。学生からの言葉を聞くたびに母は本当にうれしそうでした。コンパに呼ばれると、黒田節や武田
節を踊って盛り上げて、皆さん楽しそうでした。そのなかでも、やはり明中高図書班の皆様との思い出は一番だったと思います。お腹を空かせては
いけないと、空になったおひつを見て、この次はもっと、また空になるともっともっと、しまいには下級生が「おばさん、ご飯を食べきれない」と訴え
てきたとか。上級生に「出されたものを残してはいけない」と教えられて必死だったのですね。卒業されても母は皆様のご活躍を楽しみにしており
ました。菊池さんには燻製の作り方を教えて頂き、桜井さんには結婚式にご招待頂き、川合さんがテレビ出演された際は録画を大事に残して自慢
げに私に見せてくれました。母が病気になってから、平田さんにはお忙しい中、時間を作って来て下さり大変な作業をして頂きました。平田さんには、
母の日に毎年お花を送って下さったこと、送って下さったサプリメントでひざの痛みがすっかり良くなったこと、最期に唯一口にしていた核酸ドリ
ンクを欠かさず送って下さったことなど、感謝しきれないほどお世話になりました。まだまだ私の知らない他の方たちとの思い出も母にはたくさん
あったと思います。忙しかったけれども、私の記憶にある母の一番輝いていた時が、皆さんと過ごしたあの頃だったと思っています。皆様の中で母
が生きている気がしてとても幸せです。母は皆様のご活躍と充実した人生を願っていると思います。ありがとうございました。

　昨年、総明会の幹事学年を担当させていただいたことをきっかけに、高校卒
業以来全く参加しておりませんでした『明水会』の懇親会に参加させていた
だくようになりました。暑気払い、忘年会、総会と参加させていただき、中学・

高校時代にお世話になった先輩だけでなく、初めてお会いする伝説の怖い先輩（笑）の方々とお酒を共にさせていただき、当
時のつらい合宿（猪苗代・千葉など）の思い出や、『あいつ、いま何をやってるんだ？』のような話など、名前が出るだけで盛
り上がる話、懐かしい話題で、楽しい時間を過ごすことができました。だいぶ雰囲気変わったな～と思う後輩もいましたが…

（笑）
　何年経っても、先輩後輩という関係は変わりませんが、お酒の力も借りながらぶっちゃけ話ができるのもOB会の楽しみで
はないでしょうか！！現役時代にはとてもとても言えなかったようなことも、お酒を飲んで言っちゃえば、まあ、先輩も笑っ
て応えてくれる、そんな和気あいあいとした雰囲気を感じました。
　『明水会』では若い方の参加が少ないということなので、是非、若い方にも参加していただき、世代を超えた楽しいOB会を
続けていきましょう！！

野球部OB会 明
めいきゅうかい

球会
明球会会長　明球会会長　一泉 二郎　一泉 二郎　昭和51年卒　昭和51年卒　
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フェンシング部OB・OG会
中村 信也中村 信也　　昭和45年卒昭和45年卒

スキーOB会 明
め い せ つ か い

雪会 
小畑　啓小畑　啓　　平成4年卒平成4年卒

バレー部ＯＢ・ＯＧ会の新たな絆
　今年7月5日（金）に開かれた総会の場で、満場一致で会の名称を

「OB・OG会」に改称しました。共学になり11年が過ぎ、OGが誕生して
から8年が経過し、他のクラブも早々に「OB・OG会」に改称していましたので、遅ればせながらバレー部も「OB・OG会」にな
りました。
　今後は、ますますOGの皆様に会への積極的な参加を期待いたします。よろしくお願い致します。ちなみに、現役高校女子
部も段々と力が付き、6校によるリーグ戦を勝ち抜き、2日目に駒を進めることが多くなりました。
　また昨年に掲げました2つのテーマ　①現役ファースト、②バレーコートの絆を、今年もOB・OG会長の石田氏の元、OB・
OG会の運営の二本柱として、注力しております。OB・OG会のHPについては、石田会長の同級である齋藤氏のご協力をい
ただき、HPを刷新し、試合の迅速な連絡・報告を行っています。　https://meikouvolley.jimdofree.com/
　ぜひ、定期的にご覧になりますよう、お願いいたします。

　フェンシングのアジア選手権が今年6月に千葉県で開催さ
れ、日本は種目フルーレ団体で男子が10年ぶり、女子が史上
初、そして個人でも男子フルーレと男子エペで優勝し、金メダ

ル4つという輝かしい成績を残しました。来年の東京オリンピック2020に向けて弾みがついたようです。
　ところで今回のアジア選手権では、大会運営において明治高校フェンシング部OBの浜野衛OB(昭和38年卒)、岩重哲雄
OB(昭和41年卒、OB・OG会長) 、近藤喜之OB(昭和50年卒)の3名が武器検査係として大会をサポートしておりました。東京
オリンピック2020でも大会を支えていただきたいです。
　思い返しますと昭和39年の東京オリンピックでは、明治大学フェンシング部のOBが日本チームの監督、コーチ、選手とし
て大活躍しました。更にその2年後の昭和41年には石神修司OB(昭和42年卒)がインターハイ(高校総体)において個人サーブ
ルで優勝しました。そして当時の活動が認められ、「同好会」から「部」に昇格した昭和39年(1964年)に作成されたものがこ
のバッジ（部章）です。あれから50年以上も経過しましたが、バッジは現在の有志フェンシング同好会の学生にも授与してお
り、「昭和」、「平成」、さらに「令和」の時代も引き継がれていくことを願っています。

　私のキックの師匠が言ってました。「まだ全日本のチャンピオンになる前、水も飲まずに毎日皇居
10周走ってた。一周3キロしかないからさっと走ってこい！」って言われて。スキー部、トレーニング
ハードだったなあ。皇居の周り走ったよなあ。よく考えたら皇居までの往復も走ってた…。
　私の空手の師匠が言ってました。「100人組手やった時、99人目で松井(章圭 現館長)君が"ここまで
は誰だってできるんだ"とか言うんだ」
　何故か先生方からスキー部だって理由で理不尽な事を言われてたなあ。「部活後に柔道場に通っ

て黒帯取った？やるねえ。部活はスキー部？初段なんか誰でも取れるんだよ！」学校以外の活動は？って聞いたから言ったの
に…。昨年12月、初めて参加した明雪会。先輩方の変わらぬお姿を見てふとそんな事を思い出しました。あの頃と変わらぬ関
係のまま話に花が咲く、世代を超えて大先輩と若手が談笑できる。そこは新旧の「懐かしい古い顔」が集まる素敵な空間でした。
　“ああ、やっぱり6年間スキー部で良かった”LUNA SEAの河村隆一くんが言ってました。「あの頃の僕達は真っ黒な衣装に
長髪でメイクをして。当時はちょっと好奇の目で見られていたけど、今でもカッコいいと思ってる。」デサントのスラロームパン
ツに同期で揃えたハーフコート。今でもカッコいいと思ってます。だけど、それよりも・・・“ああ、懐かしい古い顔”

バレー部OB・OG会
事務局長　事務局長　樋田 哲次樋田 哲次　　昭和52年卒昭和52年卒

7月5日 令和最初の総会
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バスケットボール部OB・OG会
山下 康彦山下 康彦　　平成5年卒平成5年卒

地理研究部OB・OG会
松浦　毅松浦　毅　　平成3年卒平成3年卒

　明物会は物理部のOB会です。文化部では珍しい、幅の広い年齢構成を誇っ
ていますが、現役部員の少なさに危機感を持っております。
　今年に入って、5月11日に新入会員歓迎会を開催しました。今年度は7人の
新入会員を迎えることができ、内3名に出席して貰い大変嬉しく思っています。新入会員とお会いしたのは初めてである上、
自分から見たら50歳近く離れている訳ですが、毎回感じるのは明物会の会員として違和感が無いことでした。これこそが、
今年のテーマ「『つなぐ』～Meijiの薫りを令和へ～」なのかと、改めて感じた次第です。
　OB・OG会として会員を増やすための努力や援助をしていきたいと思います。私達が現役だった頃の部活はアマチュア無線、
HOゲージ、オーディオ、ラジコン等で、やっとコンピュータらしき物が出て来たところでした。もともと「男の趣味」としての
色合いが強い活動内容が部員の増えない理由と考えましたが、それはそれで良い事と思っているうちに、現役の部活は、どん
どん変化しているようです。
　今年度を以って、評議員を交代しますが、新任の評議員には新しい風を送り込んでいただきたいと思います。
そのためには、井家上明物会会長を中心に、大学生から老人会員まで、更につながって行かねばならないと思います。

　男子・女子バスケットボール部OB・OG会では現役の高校生・中学生をサ
ポートするために　❶現役の指導協力　❷春/夏合宿での指導協力　❸大会
での応援の３つをメインに行なっております。

　現役のサポートはOB・OGが個別に実施するのも良いのですが、「OB・OGが一致団結することで持続的支援が可能にな
る」 をモットーにOB・OG同士の親交を深めるべく毎年以下のことを実施しています。
　バスケットボールトーナメント（秋）　OB・OGガチンコトーナメントを実施（18歳から50歳代まで参加）、トーナメント終
了後は選抜メンバーで現役高校生とも対戦。　ゴルフコンペ（秋）　バスケをしないOB/OGも参加できるよう開催。　
　OB・OG総会（冬）　新OB・OGを紹介し、縦のつながりを深めながら会食。
　引退後もさらなるつながりを深めようということで2017年度から開始したのがOB・OGチームを発足し、チームでの区民
大会への参加。
　夏のシニア大会（40歳以上）・・・前島先生も特別参加。冬の通常の大会（18歳以上）
　バスケットボール部はOB/OG一丸となって現役を支援しています！！

　昭和23年に故・矢口清先生によって創設された地理研究部は、昨年、70周
年の節目を迎えました。これを記念し、平成30年11月11日、地理研OB・OG会総会・懇親会を明治大学紫紺館にて開催し、
櫻井正美先生、由井将雄先生、石川温之先生をはじめ、初代OBから現役大学生に至るまで、総勢53名が集まりました。総会
では記念講演として、国立歴史民俗博物館名誉教授・上野和男先輩（昭和39年卒）にご登壇いただき、地理研の合宿で訪れ
た福島県檜枝岐村での地域調査を原点とする、社会人類学研究の足跡をお話ししていただきました。また、現役部員による
活動報告も行われ、高知日曜市や水俣病問題等、ますます活発に調査活動を行っている様子が披露されました。
　続けて開催された懇親会は、櫻井先生の今も変わらぬ朗々とした吟詠で幕を開けました。紫紺祭で展示された70年史年表ポ
スターを会場に展示したところ、参加者の皆様から思い出話が次々と溢れ、途切れることがありませんでした。そして今回、記
念品として小冊子「地理研究部70年のあゆみ」を作成し、幅広い世代のOB・OGの皆様から貴重な写真のご提供や思い出に関
するご寄稿をいただくことができました。これらの記念事業は、70年にわたってつながれてきた地理研の伝統をさらに後世へと
つないでいく、大変よい機会になりました。ご協力いただいた皆様に、改めて厚く御礼申し上げます。次回の総会・懇親会は来
年（令和2年）の開催となりますが、令和の時代も地理研ならびにOB・OG会が末永く発展していくことを願ってやみません。

物理部OB会 明
め い ぶ つ か い

物会
評議員　評議員　礒部　進礒部　進　　昭和45年卒昭和45年卒
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歴史研究部OB会
西場 健介西場 健介　　平成3年卒平成3年卒

去る6月22日土曜日、歴史研究部70周年記念OB会を紫紺会5階レストラン
フォレスト椿山荘にて盛大に催しました。前顧問の粟野副校長と顧問の
田中先生をお招きし、大先輩から大学生まで一堂に会した和やかな記念
の集いとなりました。

　当日は参加者全員にアルタミラ洞窟壁画をモチーフにした「歴研バッジ」を記念品としてお渡しして、現役部員時
代を回顧するとともに、女子学生にも対応できるように「ピンバッジ」に変更して作成されたことに感嘆の声も上
がっていました。
　今後も先輩・後輩・同期とのつながりを大切にしながら、歴史研究部を応援していきたいと思います。

　

明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
県
大
会
開
催

に
伴
い
、大
会
実
行
委
員
会
が
主
催
で
、明

治
大
学
総
長（
五
期
）・
明
治
中
学
校
初
代

校
長
・
衆
議
院
議
員
・
極
東
国
際
軍
事
裁
判

日
本
側
弁
護
団
長
を
歴
任
さ
れ
た
鵜
澤
博

士
の
功
績
を
顕
彰
し
献
花
す
る「
鵜
澤
總

明
博
士
頌
徳
碑　

顕
彰
記
念
ツ
ア
ー
」が
、

2
0
1
9
年
7
月
27
日（
土
）に
鵜
澤
博
士

頌
徳
碑
の
あ
る
新
治
小
学
校（
千
葉
県
茂
原

市
、鵜
澤
博
士
の
出
身
校
）に
て
開
催
さ
れ
、

約
40
名
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、主
催
者
で
あ
る
明
治
大
学
校
友

会
千
葉
大
会
実
行
委
員
会
会
長
前
田
勝
己

氏
が「
主
催
者
挨
拶
並
び
に
顕
彰
の
辞
」を
述

べ
ら
れ
、引
き
続
き「
来
賓
挨
拶
」、鵜
澤
博

士
が
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
こ
と
か
ら

参
列
者
に
よ
る「
讃
美
歌
斉
唱
」・「
献
花
」を

行
い
、最
後
は「
明
治
大
学
校
歌
斉
唱
」に
て

締
め
く
く
っ
た
。来
賓
者
と
し
て
は
、「
学
校

法
人
明
治
大
学
経
営
企
画
担
当
常
勤
理
事

　

飯
田
和
人
氏
」「
明
治
大
学
校
友
会
前
会

長・総
明
会
名
誉
会
長 

向
殿
政
男
氏
」「
明

治
大
学
附
属
明
治
高
等
学
校
副
校
長　

粟

野
哲
也
氏
」「
明
治
大
学
創
立
者　

岸
本
辰

雄
氏
御
曾
孫　

岸
本
幸
雄
氏
」「
茂
原
市
立

新
治
小
学
校
高
校
長　

鈴
木
圭
一
氏
」「
茂

原
市
文
化
財
審
議
会
委
員
長　

小
川
力
也

氏
」が
参
列
さ
れ
た
。

　

こ
の
頌
徳
碑
は
、1
9
5
5
年
10
月
21
日

に
博
士
の
訃
報
の
聞
い
た
鵜
澤
博
士
の
出
身

地
で
あ
る
千
葉
県
長
柄
郡
新
治
村（
現
茂
原

市
）の
地
元
の
方
々
が
、頌
徳
碑
建
立
に
尽
力

さ
れ
、「
鵜
澤
總
明
博
士
頌
徳
碑
建
設
協
力

会
」を
発
足
、そ
の
後
、大
学
関
係
者
、政
財

界
、法
曹
界
等
の
全
国
の
名
士
へ
呼
び
か
け
、

建
設
協
力
会
が
発
起
人
と
な
り
、「
鵜
澤
總

明
博
士
顕
彰
会
」「
鵜
澤
總
明
博
士
顕
彰
会

千
葉
県
推
進
協
力
会
」が
一
体
と
な
っ
て
、建

立
に
献
身
努
力
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、鵜
澤

博
士
出
身
地
で
あ
る
現
在
の
地
に
建
立
さ
れ

た
。

　

初
代
校
長
で
も
あ
る
鵜
澤
博
士
は
、「
第
一

級
の
人
物
た
れ
」と
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
、

生
徒
に
語
り
か
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。時

代
は
、約
1
0
0
年
前
の
明
治・大
正
時
代
と

現
代
社
会
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
社
会
で
は

あ
る
が
、現
在
で
も「
第
一級
の
人
物
た
れ
」と

い
う
精
神
は
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、今
の
明

高
・
明
中
の「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る

4
つ
の
教
育
方
針
で
あ
る「
洞
察
力
」「
実
践

力
」「
社
会
力
」「
精
神
力
」に
も
鵜
澤
博
士
の

「
第
一
級
の
人
物
た
れ
」の
精
神
は
引
き
継
が

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、鵜
澤
博
士
の
出
身
小
学
校
で
あ
る

新
治
小
学
校
は
、生
徒
数
が
37
名
と
極
め
て

少
な
く
、2
年
後
に
近
く
の
小
学
校
に
統
廃

合
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
鵜
澤
博
士
略
歴
】

（
1
8
7
2
年
９
月
４
日
～
１
９
５
５
年
10
月
21
日
）

　

1
9
0
0
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

卒
。法
学
博
士
。人
権
派
弁
護
士
と
し
て
知

ら
れ
、か
か
わ
っ
た
事
件
は
、日
比
谷
焼
打
事

件
、大
逆
事
件
、血
盟
団
事
件
、帝
人
事
件
、

相
沢
中
佐
事
件
な
ど
。戦
後
の
東
京
裁
判
で

は
弁
護
団
長
を
務
め
た
。1
9
0
1
年
9
月

に
明
治
法
律
学
校（
明
治
大
学
）の
教
壇
に
立

つ
。1
9
1
2
年
に
設
立
さ
れ
た
本
校
の
初

代
校
長
を
務
め
た
ほ
か
、明
治
大
学
法
学
部

長
、総
長
等
を
歴
任
し
た
。

「
鵜
澤
總
明
博
士 

頌
徳
碑
」顕
彰
記
念
ツ
ア
ー
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第9回ヤマダ大感謝祭
三保谷 建介三保谷 建介　　平成6年卒平成6年卒

　平成の時代も大詰めを迎えた平成31年4月27日(土)、神田錦町の居酒屋「魚海
船団・神田司町本店」にて「第9回ヤマダ大感謝祭」が開催されました。佐藤浩一
郎氏(昭和54年卒)がお勤めになられているお店の一番大きなスペースをお借りし
て、山田伸夫先生をはじめ教え子や関係者など合わせて39名が結集しました。

　合間には卒業年度ごとに参加者が前に出て、自己紹介や近況報告を次 と々行い、旧交を温めてたり新たな出会いを果たしたり
で大変に盛り上がりました。
　また山田先生には日本酒が贈られ、先生はその場で真っ赤で大きい塗り物の盃を手に取り、注がれた日本酒を一気に飲み干さ
れ、参加者一同もヒートアップ。最後は荘司康夫氏(平成4年卒)のリードのもと、参加者全員による明治高校校歌の大合唱にて盛況
のうちにお開きと相成りました。
　次回の第10回(令和2年4月25日土曜日)は節目となります。より一層多くの方 に々お越し頂きたく、Facebook等で情報を発信してお
ります。詳しくは幹事・三保谷建介(090-8740-5574)までお気軽にお問い合わせ下さい。
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上野アメ横店 台東区上野4-4-12
TEL 03-5812-2326

総明会ワンドリンク無料!! 的場 尚 （S60年卒・闘紺会）
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人 と 緑 を つ な ぐ人 と 緑 を つ な ぐ 自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。
自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。

〒153-0064 東京都目黒区下目黒３丁目８番５号
TEL. 03-3716-3221  FAX. 03-3716-3226

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）
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祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
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令和元年度 総明会活動報告

名　　称 氏　　名
生 徒 会 本 部 （休会）
応 援 指 導 班 廣野　宏士
新 聞 班 西山　光彦
吹 奏 楽 班 斉木麻州男
図 書 班 平田　幸彦
放 送 班 宮田　　健
剣 道 部　（ 見 心 会 ） 鈴木　幸男
硬式野球部　（明球会） 世古　俊之
サ ッ カ ー 部 大室　　智
柔 道 部 小川　洋一
水 泳 部　（ 明 水 会 ） 中村　明彦
スキー 部　（ 明 雪 会 ） 岡本　雅仁
卓 球 部　（ 明 卓 会 ） 高橋　正侑
庭 球 部 奈良部利昭
バ レ ー 部 樋田　哲次
フ ェ ン シ ン グ 部 岩重　哲雄
陸 上 競 技 部 櫻井　勝也
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 木戸　基満
囲 碁 部 田島　弘資
化 学 部 森　　八一
物 理 部(明 物 会) 礒部　　進
マ ン ド リ ン 部 赤岩　大輔
地 理 研 究 部 大塚　和哉
歴 史 研 究 部 山下　征隆
アイスホッケー愛好会（明氷会） 武藤　　仁
J  R  C 横谷　昌明

令和元年度 総明会 役員一覧

令和元年度 総明会 評議員一覧

　　　委員会・役職	 年　卒	 				氏　名

名誉会長  昭和36年 向殿　　政男
名誉顧問　明治大学理事長  柳谷　　　孝
名誉顧問　明治大学学長  土屋　恵一郎
顧問   昭和29年 山浦　　晟暉
顧問   昭和32年 山崎　　敬生
顧問   昭和41年 尾島　育四郎
顧問   昭和43年 佐久間　洋一
顧問   昭和44年 服部　　雄二
顧問   昭和44年 関谷　　芳久
顧問　明治高校校長  安藏　　伸治
   
会長  昭和45年 吉田　耕太郎
副会長  昭和50年 山崎　　秀樹
副会長  昭和51年 井家上　哲史
専務理事  昭和54年 熊倉　　章雄
常務理事  昭和50年 近藤　　敏彦
会計  昭和50年 吉武　　孝生
事務局長  昭和59年 平野　　一哉
副事務局長  昭和61年 土田　　正昭
   
総会委員会 委員長 昭和60年 町側　　尚則
 副委員長 昭和61年 栗本　　宣長
 副委員長 昭和63年 山下　　征隆
 副委員長 平成元年 嶋田　　剛久
広報委員会 委員長 昭和57年 関川　　一浩
　M発刊総括 担当理事 昭和56年 衛藤　　雅一
　ホームページ総括 担当理事 昭和59年 島村　　武史

　　  委員会・役職	 年　卒	 				氏　名

　会報発送印刷 副委員長 昭和59年 田中　　重幸
　学校PTA担当 副委員長 平成2年 遠藤　　克彦
　ホームページ 副委員長 昭和59年 佐藤　　昌彦
　会報構成編集 副委員長 昭和62年 高橋　　雅之
　幹事学年指導 副委員長 平成3年 山口　　一郎
　Ｍ編集 副委員長 平成23年 三浦　　直人
企画委員会 委員長 昭和54年 志村　　和哉
　明朗会 担当理事 昭和61年 横山　　一実
　チャリティゴルフ 担当理事 昭和63年 安川　　琢哉
　チャリティゴルフ 副委員長 昭和61年 清水　　孝浩
　明朗会 副委員長 昭和63年 尾崎　　博之
　チャリティゴルフ 副委員長 平成元年 小柳　　貴裕
　明朗会 副委員長 平成2年 今泉　　　仁
　チャリティゴルフ 副委員長 平成2年 松尾　　健司
組織委員会 委員長 昭和61年 鵜飼　　友義
 副委員長 昭和58年 高橋　　　浩
 副委員長 平成元年 福島　　維規
 副委員長 平成元年 村嶋　　健児
 副委員長 平成元年 瀧　　慎一郎
総務委員会 委員長 昭和63年 光岡　　孝之
 副委員長 昭和52年 大西　静士郎
 副委員長 昭和56年 須藤　　貢一
 副委員長 昭和61年 野津　　真男
名簿委員会 委員長 昭和56年 鴨下　　裕彦
   
監事  昭和44年 中河　　孝樹
監事  昭和56年 狩野　　智雄

同期会 班クラブOB会

昨年1年間ご連絡を取れなかった評議員の方
はお名前を記載できませんでした。
お気づきの方は、総明会事務局まで、ご連絡を
頂けますようお願いいたします。

（敬称略）

	 卒業年	 名称	 氏名	 氏名
	 昭和12年	 	 中富　光国	
	 昭和19年	 明中２８会	 新田晃太郎	
	 昭和21年	 午巳の会	 小林　昭雄	
	 昭和24年	 	 内藤　　功	
	 昭和25年	 明二会	 小田川玉城	
	 昭和26年	 猿楽会	 熊井　　実	
	 昭和27年	 明高会	 米山　耕右	 渡邉　幹夫
	 昭和28年	 明窓会	 戸田　一郎	 佐藤　欣生
	八丈島高校	 八明会	 持丸　孝雄	 高橋　和夫
	 昭和29年	 29会	 山本　峰司	 橋崎　正義
	 昭和30年	 	 宇田川雄弘	
	 昭和31年	 明楽会	 佐藤　健一	 大出　育男
	 昭和32年	 明治会	 長野　敏樹	 太田　喜久
	 昭和33年	 三三会	 鈴木　寿雄	 藤田　義茂
	 昭和34年	 旧雨会	 秋山　義昭	 希代　　章
	 昭和35年	 珊瑚の会	 倉林　貞夫	 天野　洋一
	 昭和36年	 明駿会	 加藤　眞義	 谷　　正之
	 昭和37年	 37会	 戸谷　誠樹	 中村　哲士
	 昭和38年	 二年に一会	 三浦　昭生	 服部　紀夫
	 昭和39年	 三九会	 佐藤　　仁	 堺　　健一
	 昭和40年	 明優会	 阿部　正行	 大関　清人
	 昭和41年	 41明友会	 廣瀬　　準	 菊本　哲也
	 昭和42年	 M41	 後藤　孝男	 新村　秀男
	 昭和43年	 紫讃会	 志村　一夫	 小田嶋保男
	 昭和44年	 男坂倶楽部	 寺田　康夫	 藁谷　　豊
	 昭和45年	 獅子の会	 比留間竹郎	 山形　英明
	 昭和46年	 明潮会	 木村　　茂	 金子　敏一
	 昭和47年	 四七四七同志酔会	 戸張　　毅	
	 昭和48年	 波の会	 海老根一介	 雨海　重明
	 昭和49年	 翼明会	 佐藤　眞弘	 大前　実之
	 昭和50年	 明紫会	 三森　　勲	 雨宮　弘典
	 昭和51年	 明々会	 前田稲一朗	 山田　眞也
	 昭和52年	 男子校根性組	 佐藤　大英	 角谷　幹夫
	 昭和53年	 紫友会	 加藤　裕之	 竹越　利之
	 昭和54年	 明誠会	 矢ノ目　忠	
	 昭和55年	 紫魂会	 大迫　好孝	 渡辺　裕之
	 昭和56年	 明翔会	 寺村　一義	 蓬田　裕一

	 業年	 名称	 氏名	 氏名
		昭和57年	 明魂会	 岩崎　広人	 田中　幹浩
	 昭和58年	 明輪会	 秋間　　聡	 高橋　　浩
	 昭和59年	 明心会	 田中　重幸	 渡邉　文夫
	 昭和60年	 闘紺会	 和田　直弘	 矢澤　　徹
	 昭和61年	 新世輝	 池田　　曜	 高橋　　誠
	 昭和62年	 明猿会	 赤岩　大輔	 中澤彰次郎
	 昭和63年	 昭和戊辰乃会	 芳澤　　徹	 川角　光太
	 平成元年	 改元会	 横島　高之	 杉山　純也
	 平成2年	 明愛会	 今泉　　仁	 神保桂一郎
	 平成3年	 明仁会	 山口　一郎	 斎藤　直宏
	 平成4年	 快汗、どすこい塾	 小畑　　啓	 福田　浩茂
	 平成5年	 明鐘会	 安藤　高利	 長野　吉克
	 平成6年	 隆明会	 三保谷健介	 熊木　達朗
	 平成7年	 	 石田　頼央	 金子　敦史
	 平成8年	 	 青木　大樹	
	 平成9年	 紫雲会	 小谷　健志	 香川　満洋
	 平成10年	 紫98倶	 秋山　光億	 平田　　健
	 平成11年	 明哲会	 石川　一仁	 戸邊　　寛
	 平成12年	 明瀑会	 玉木万理夫	 保科　大輔
	 平成13年	 明治２１	 大橋　弘頌	 岡庭　朋威
	 平成14年	 	 上原　康仁	 下田　良征
	 平成15年	 	 武　雄一郎	
	 平成16年	 	 杉田　将平	 徳竹　正憲
	 平成17年	 	 室井　　純	 荒川　佳史
	 平成18年	 白雲会	 山崎　裕貴	 角田　隆悟
	 平成19年	 	 横倉　光輝	 大竹　　惇
	 平成20年	 	 渡辺　　圭	 早川　慎吾
	 平成21年	 	 加藤　　敦	 大森　貴之
	 平成22年	 明雄会	 亀屋　将紀	 佐藤亨太郎
	 平成23年	 共楽会	 平田　裕貴	 三浦　直人
	 平成24年	 	 三浦　　彩	 市川　　陸
	 平成25年	 	 師岡　忠寛	 押田　華穂
	 平成26年	 	 岡田　尚也	 柴田加菜子
	 平成27年	 	 赤坂　菜摘	 渡邉　直人
	 平成28年	 	 	
	 平成29年	 	 佐藤　　陸	 小栗　未琴
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第
54
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
は
、平
成
30
年

11
月
25
日（
日
）ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東

京
に
て
3
5
0
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
皆
様
、
参
加
さ

れ
た
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
幹
事
学
年
は
、平
成
3
年
卒「
明
仁
会
」

の
皆
さ
ん
で
、「
O
N
E 

M
E
I
J
I 
～
明
治

は
ひ
と
つ
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
会
報
誌

「
紫
紺
の
詩
」の
記
事
に
は
、
退
職
さ
れ
た
先
生
が

残
さ
れ
た
『
学
級
通
信
』
や
現
役
生
徒
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、『
師
弟
愛
』『
親
子
愛
』
な
ど
が
載
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、懇
親
会
の
前
に
行
わ
れ
た「
講
演
会
」や

「
就
活
会
」に
は
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
、有
意
義

な
企
画
に
な
り
ま
し
た
。
幹
事
学
年
の
皆
さ
ん
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

さ
て
総
明
会
で
は
今
年
度
も
以
下
の
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
3
月

10
日
の
卒
業
式
に
は
本
部

役
員
が
参
加
し
、
2
8
8

名
の
卒
業
生
の
中
で
、
学

業
だ
け
で
な
く
、
班
・
ク
ラ

ブ
活
動
に
お
い
て
顕
著
な

活
躍
を
し
た
5
名
に
「
総

明
会
賞
」
を
授
与
し
ま
し

た
。
5
月
25
日
に
は
総
明

会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、
幅
広
い

世
代
か
ら
1
1
7
名
の
参

加
が
あ
り
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
7
月
6
日
に
は
「
評
議
員
・
班
ク
ラ
ブ

O
B
・
O
G
懇
親
会
」を
行
い
、
9
月
16
日
に
は

「
明
朗
会
」と
称
し
『
大
相
撲
観
戦
』に
て
大
先
輩

方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

対
外
的
な
活
動
と
し
て
は
、明
大
中
野
校
友
会

「
武
陵
会
」と
2
月
22
日
に
懇
親
会
を
行
い
、5
月

25
日
に
は「
武
陵
会
総
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

6
月
15
日
に
は
P
T
A
の
O
B
会
で
あ
る「
白

駿
会
総
会
」に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

若
手
と
の
接
触
も
活
発
で
、高
校
Ⅲ
年
生
へ
の

総
明
会
説
明
会
や
卒
業
生
と
の
昼
食
会
、大
学
4

年
生
と
の
交
流
会
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、各
委
員
会
の
委
員
長
と
副
委
員
長
の
若

返
り
が
顕
著
で
、
新
た
な
企
画
や
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
益
々
総
明
会
が
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
だ
き
、
活
動
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
元
年
度 

活
動
報
告

総
明
会  

専
務
理
事

熊
倉 

章
雄

総
会
委
員
会 

活
動
報
告

　

本
年
度
、
我
々
総
会
委
員
会
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
委
員
長
の
町
側（
昭
和
60
年
卒
）を
筆

頭
に
栗
本
副
委
員
長（
昭
和
61
年
卒
）、
嶋
田
副

委
員
長（
平
成
元
年
卒
）、本
間
委
員（
昭
和
61
年

卒
）、山
崎
委
員（
昭
和
62
年
卒
）、永
瀬
委
員（
昭

和
62
年
年
卒
）、山
下
委
員（
昭
和
63
年
卒
）高
山

委
員（
平
成
2
年
卒
）
の
布
陣
に
て
分
科
会
で
の

意
見
交
換
や
定
例
会
、
総
会
・
懇
親
会
当
日
に

お
け
る
幹
事
学
年
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
度
の
幹
事
学
年
「
明
仁
会
」の
皆
さ
ん
が

準
備
を
進
め
て
く
れ
た
、第
54
回
総
会
・
懇
親
会

が
平
成
30
年
11
月
25
日（
日
）
新
宿
に
あ
る
ハ
イ

ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に
て
盛
会
の
う
ち

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
明
会
総
会
委
員
会
と

し
て
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
総
明
会
会
員
の
皆
様

に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
約
一

年
に
わ
た
り
、
総
会
・
懇
親
会
を
企
画
、
運
営
す

る
た
め
準
備
に
奔
走
し
て
く
れ
た
幹
事
学
年
「
明

仁
会
」の
皆
様
に
は
改
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

後
藤
実
行
委
員
長
を
中
心
に
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｍ
E
I
J
I
～
明
治
は
ひ
と
つ
～
」を
テ
ー
マ
と

し
て
同
期
が
ま
と
ま
り
、恒
例
と
な
っ
た
就
活
会
、

特
別
講
演
会
、
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
こ
だ
わ
り

の
企
画
を
緻
密
に
そ
し
て
大
胆
に
催
し
た
結
果
、

盛
会
に
つ
な
が
っ
た
と
得
心
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
幹
事
学
年
で
あ
る「
快
汗
、
ど
す
こ

い
塾
」が
「『
つ
な
ぐ
』～
Ｍ
e
i
j
i
の
薫
り
を

令
和
へ
～
」を
テ
ー
マ
に
平
成
4
年
卒
の
同
期
が

一
丸
と
な
っ
て
総
会
・
懇
親
会
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
、令
和
元
年
11
月

24
日（
日
）ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

幹
事
学
年
は
同
期
仲
間
と

知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、
ご
参
加

い
た
だ
く
皆
様
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
企
画
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
一
人
で
も
多
く
の

総
明
会
会
員
の
皆
様
に
総
会
・

懇
親
会
会
場
へ
足
を
お
運
び

い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
幹
事
学

年
共
々
、
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

総
会
委
員
会　
委
員
長

町
側 

尚
則

1月25日（金） 第1回理事会
2月8日（金） 第1回評議員会
2月15日（金） 顧問会

2月19日（火） 高校3年生対象の出張講義
高校3年生対象の総明会説明会

2月22日（金） 武陵会との懇親会
3月1日（金） 第2回理事会

3月10日（日） 明治高校卒業式／総明会賞授与5名
卒業記念祝賀会

3月16日（土） 高校3年生と食事会
3月22日（金） 第2回評議員会
4月6日（土） 明治高校入学式
5月10日（金） 第3回理事会

5月25日（土） 第24回総明会チャリティーゴルフ
武陵会総会

6月7日（金） 会計監査
6月15日（土） 白駿会総会

7月6日（土） 評議員/班・クラブOBOG会
懇親パーティー

7月19日（金） 第4回理事会
9月16日（月・祝） 明朗会
9月28・29日（土・日） 紫紺祭
10月4日（金） 第5回理事会
11月1日（金） 第3回評議員会
11月24日（日） 第55回総明会総会・懇親会
12月7日（土） 役員忘年会

2019年度 総明会年間行事予定
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収入の部 支出の部
総会会費収入
総明会より助成金
寄付・広告

2,930,000円
1,797,630円
8,388,006円

総会関係費
会報関係費
運営関係費

6,594,717円
4,309,394円
2,211,525円

合　　計 13,115,636円 合　　計 13,115,636円

第54回 総明会 特別会計報告（自）平成30年4月1日～（至）平成31年3月31日

令和元年度 会計報告
総明会 平成30年度 一般会計報告 （自）平成30年4月1日～（至）平成31年3月31日

収入の部 支出の部

前年度繰越金
新入会員入会金
新入会員永久会費
学年会費
雑入（会議費・他）
雑入（ゴルフ委員会）
預金利息

12,646,306円
2,880,000円
4,320,000円

885,000円
510,000円

0円
986円 

会議費
交流費（学校・他）
会報発送費用
事務通信費
各委員会活動費
財政基盤基金へ組入れ

371,100円
1,314,975円
1,497,630円

148,826円
1,280,839円
1,000,000円

次年度繰越金 15,628,922円 
合　　計 21,242,292円 合　　計 21,242,292円 

上記の通り報告いたします。 平成31年3月31日 会長　吉田耕太郎　　会計　吉武　孝生
監査の結果相違ありません。 令和元年6月30日 監事　中河　孝樹　　監事　狩野　智雄

総明会 平成30年度 基金会計報告 （自）平成30年4月1日～（至）平成31年3月31日
基金区分 平成29年度末残金 平成30年度増減額 摘要 平成30年度末残金

事業遂行基金 14,347,206円 0円 14,347,206円 

財政基盤基金 6,016,000円 1,000,000円 一般会計から繰入 7,016,000円

総明会 令和元年度 基金会計予算（案）（自）平成31年4月1日～（至）令和2年3月31日

総明会 令和元年度 一般会計予算（案） （自）平成31年4月1日～（至）令和2年3月31日
収入の部 支出の部

前年度繰越金
新入会員入会金
新入会員永久会費
学年会費
雑入（会議費・他）
雑入(寄付金・利息）

15,628,922円
2,610,000円
3,915,000円

930,000円
600,000円
10,000円

会議費
交流費（学校・他）
会報発送費用
事務通信費他
各委員会活動費
財政基盤基金へ組入れ

530,000円
1,420,000円
1,720,000円

290,000円
1,742,000円
4,837,724円

設立50周年記念事業 1,200,930円 次年度繰越金 14,355,128円
合　　計 24,894,852円 合　　計 24,894,852円

第55回 総明会 特別会計予算（案） （自）平成31年4月1日～（至）令和2年3月31日

収入の部 支出の部
総会会費収入
総明会より助成金
寄付・広告

3,000,000円
1,800,000円
8,400,000円

総会関係費
会報関係費
運営関係費

6,600,000円
4,300,000円
2,300,000円

合　　計 13,200,000円 合　　計 13,200,000円

総明会設立50周年事業会計報告 （自）平成25年11月10日～（至）平成31年3月31日

収入の部 支出の部
学年・班・クラブ寄付金
個人寄付金
チャリティゴルフ寄付金
企業広告収入
預金利息

1,752,000円
4,691,000円

150,000円
3,000,000円

674円

会報作成費用
消耗品費
事務通信費
保管料
次年度繰越金

7,847,458円
211,857円
88,926円

244,503円
1,200,930円

合　　計 9,593,674円 合　　計 9,593,674円

基金区分 平成30年度末残金 令和元年度増減額 摘要 令和元年度末残金

事業遂行基金 　14,347,206円 652,794円 一般会計から繰入 15,000,000円 

財政基盤基金 7,016,000円 2,984,000円 一般会計から繰入 10,000,000円

周年行事基金 0円 1,200,930円 一般会計から繰入 1,200,930円
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Activity Report     Soumeikai Kaiho

広
報
委
員
会 

活
動
報
告

　

広
報
委
員
会
は
、「
紫
紺
の
詩
」・「
M
」
の
発

刊
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
」
を
柱
に
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

・「
紫
紺
の
詩
」発
刊
活
動

　

本
年
も
、幹
事
学
年
の
学
年
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

編
集
内
容
の
会
報
誌
と
な
る
よ
う
、１
月
か
ら
月

１
回
の
頻
度
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、「『
つ
な
ぐ
』
～
M
e
i
j
i
の
薫

り
を
令
和
へ
～
」を
テ
ー
マ
と
し
、
特
集
企
画
記

事
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。
幹
事
学
年
が
総
明
会

全
て
の
世
代
の
会
員
の
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と
な
る
よ
う
、
幹
事
学

年
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
最
後
ま
で
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、来
年
度
は
、若
年
層
の
各
学
年
の
寄
稿

を
増
や
す
べ
く
、
組
織
委
員
会
と
も

連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

・「
M
」発
刊
活
動

　

衛
藤
担
当
理
事
の
サ
ポ
ー
ト
の

も
と
、平
成
23
年
卒
か
ら
平
成
30
年

卒
ま
で
の
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
で
、
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
明

会
会
員
の
な
か
で
も
若
年
層
会
員

の
方
々
に
、よ
り
総
明
会
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
若
手
メ
ン
バ
ー

が
独
自
に
企
画
・
編
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
「
紫
紺
の
詩
」
同
様
こ
ち
ら

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
M
」に
つ
き
ま
し
て
は
、「
紫
紺
の
詩
」

同
封
に
て
皆
様
の
お
手
元
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

　

島
村
担
当
理
事
を
中
心
に
、
総
明
会
活
動

報
告
・
各
種
告
知
、
同
期
会
・
班
ク
ラ
ブ
O
B
・

O
G
会
開
催
の
案
内
、
連
絡
先
不
明
の
同
期
の

皆
様
へ
の
呼
び
か
け
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

総
明
会
活
動
の
各
種
情
報
提
供
の
場
と
し
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
是
非
、
同
期
の
方
々
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、今
後
も
皆
様
へ
様
々
な
情

報
を
お
伝
え
す
る
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
や
、
ご
意

見
・
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
お
問
い
合
わ
せ
」
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
取
材
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
・
情
報
提
供
等
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

会
員
の
皆
様
及
び
関
係

者
、
並
び
に
学
校
関
係
者

各
位
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
会　
委
員
長

関
川 

一
浩

総
務
委
員
会 

活
動
報
告

　

総
明
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
総
明
会
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
幹
事
学
年「
快
汗
、ど
す
こ
い
塾
」

の
皆
さ
ま
、
総
会
・
懇
親
会
の
準
備
・
運
営
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
は「『
つ
な
ぐ
』 

～
M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令
和
へ
～
」
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
ま
さ
に
現
在
、
総
明
会
は
幹
事
学

年
以
下
の
若
い
世
代
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
総
明
会
に
は
11
月
の
総
会
の
ほ
か
、

年
3
回
の
評
議
員
会
、
初
夏
に
開
催
さ
れ
る
評

議
員
・
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
と
い
う
年
間
5

回
の
参
加
機
会
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
評
議
員
会

は
総
会
に
次
ぐ
、議
事
決
定
機
関
で
す
。し
か
し
、

幹
事
学
年
未
経
験
の
世
代
に
は
評
議
員
会
そ
の

も
の
が
何
な
の
か
が
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
総
務
委
員
会
は
「
評
議
員
会
お
よ
び

評
議
員
の
認
知
」
を
目
的
と
し
、「
出
席
率
と
出

欠
ハ
ガ
キ
の
返
信
率
の
向
上
」を
目
標
に
一
年
間

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
期
よ
り
写
真
の
よ
う
に

案
内
状
に
「
開
催
内

容
」と
「
評
議
員
で
あ

る
こ
と
及
び
代
行
者

を
選
定
で
き
る
こ
と
」

を
明
示
し
ま
し
た
。

是
非
と
も
開
封
の
上
、

ご
出
席
賜
り
ま
す
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
先

輩
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
あ
た
た
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、総
務
委
員
全
員
誇
り
を
も
っ
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
間
活
動

①
年
3
回（
1
月
、3
月
、10
月
）の
総
明
会
評
議

　

員
会
の
準
備
及
び
運
営
、議
事
録
作
成

②
評
議
員
・
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
懇
親
会

　
（
7
月
）の
準
備
及
び
運
営

③
総
会（
11
月
）で
の
議
事
録
の
作
成

④
忘
年
会（
12
月
）の
準
備
及
び
運
営

総
務
委
員
会　
委
員
長

光
岡 

孝
之

こ
の
案
内
状
を

受
け
取
っ
た
あ
な
た
は

学
年
、団
体
を
代
表
す
る

評
議
員
で
す
。
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組
織
委
員
会 

活
動
報
告

　

こ
の
会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
と
、
恒
例

の
懇
親
会
も
そ
ろ
そ
ろ
で
す
。
同
期
・
恩
師
・
先

輩
・
後
輩
…
た
く
さ
ん
の
懐
か
し
い
、
ふ
る
い
顔

が
思
い
出
さ
れ
、
待
ち
遠
し
さ
が
昂
っ
て
く
る
と

い
う
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
懇
親
会
と
同
じ
日
に
開
催
し
て

い
る「
就
活
会
」の
試
み
も
今
年
で
4
年
目
。
本
会

に
ご
賛
同
さ
れ
る
方
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね
て

来
て
い
ま
す
の
で
、当
初
、学
生
の
立
場
で
参
加
し

た
O
B
・
O
G
も
、
今
や
社
会
人
の
若
手
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
て
、今
度
は
、自
ら
の
体
験
を
振
り

返
り
な
が
ら
、社
会
人
側
の
立
場
で
参
加
さ
れ
る
、

と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

就
職
は
、
人
生
で
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
不
安
と

期
待
に
揺
れ
る
若
人
が
社
会
の
入
り
口
で
決
断

を
迫
ら
れ
る
と
き
で
す
。
そ
の
よ
う
な
大
切
な
場

面
で
、
先
輩
が
後
輩
に
向
け
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
乗
り
、
自
ら
の
人
生
を
思
い
返
し
な
が
ら
経
験

を
語
る
、そ
し
て
、そ
れ
が
後
進
の
道
標
と
な
っ
て

い
く
…
近
い
う
ち
に
本
会
を
通
じ
、
先
輩
と
同
じ

会
社
に
決
め
た
！
と
い
う
後
輩
た
ち
が
現
れ
て
く

る
は
ず
で
す
。
そ
の
よ
う
な
実
績
が
徐
々
に
積
ま

れ
て
い
け
ば
、
総
明
会
の
よ
り
強
い
絆
が
築
か
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

中
国
の
五
行
思
想
と
い
う
も
の
に
よ
れ
ば
、
人

は
「
青
春
」を
謳
歌
し
た
後
、「
朱
夏
」と
い
う
ス

テ
ー
ジ
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。
古
人

は
、
時
代
は
違
え
ど
人
生
で
の
本
当
に
熱
い
季
節

は
「
青
春
」
の
後
に
待
ち
構
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
…
。

　

学
業
や
理
論
を
離
れ
、
実
業
や
実
践
の
場
に

移
っ
て
い
く
…
「
朱
夏
」に
こ
そ
、厳
し
く
険
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
就
活
会
に

集
ま
る
後
輩
た
ち
は
、
ま
さ
に
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
挑
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
に
お
け
る
二
つ
の
ス
テ
ー
ジ
「
青
春
」
と

「
朱
夏
」
を
つ
な
ぐ
。
そ
の
よ
う
な
架
け
橋
的
な
役

割
を
少
し
で
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。『
燃
ゆ
る
希
望
』を
秘
め
、

『
高
き
理
想
の
道
を
行
く
』後
輩
た
ち
。
彼
ら
を
サ

ポ
ー
ト
す
べ
く
、
よ
り
良
い
会
を
企
画
・
運
営
し

て
い
く
所
存
で
す
。 組

織
委
員
会　
担
当
理
事

瀧
　
慎
一
郎

「はじめての総明会」今年 明治高校を卒業したばかりの学年幹事と昼食会。最も年下の総明会会員です。

昨年の「就活会」。今年も開催します！
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Activity Report     Soumeikai Kaiho

名
簿
委
員
会 

活
動
報
告

　

名
簿
委
員
会
で
は
、
毎
年
会
員
の
皆
様
へ
お

届
け
し
て
お
り
ま
す
会
報
『
紫
紺
の
詩
』
の
発
送

を
は
じ
め
、評
議
員
会
、ゴ
ル
フ
、明
朗
会
等
へ
の

宛
名
シ
ー
ル
、情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
報
『
紫
紺
の
詩
』
は
、
現
住
所
が
判
明
し

て
い
る
会
員（
2
0
1
8
年
度
発
送
件
数
は

１
２
、３
２
４
件
）に
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、毎

年
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
多
く
の
会
報
が
返
送
さ

れ
て
参
り
ま
す
。
ち
な
み
に
2
0
1
8
年
度
の
返

送
数
は
5
8
0
件
で
し
た
。
理
由
は
宛
先
不
明
、

不
在
期
限
切
れ
、旧
住
所
表
示
の
為
配
達
不
能
、

受
取
拒
否
、
逝
去
に
よ
り
返
却
と
い
う
も
の
で
し

た
。
名
簿
は
毎
年
更
新
し
て
お
り
ま
す
が
、
返
送

数
は
2
年
前
が
4
4
5
件
、
昨
年
が
5
7
8
件

で
や
や
増
加
傾
向
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
手
元

に
お
届
け
で
き
な
い
も
の
が
5
%
近
く
存
在
す
る

こ
と
が
名
簿
委
員
会
と
し
て
と
て
も
残
念
で
す
。

　

ご
本
人
に
よ
る
受
取
拒
否
、ご
逝
去
に
よ
る
返

却
に
関
し
て
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、宛
先
不
明
、

不
在
、旧
住
所
表
示
等
の
理
由
に
関
し
て
は
少
し

で
も
減
ら
し
、『
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
に
同
窓

会
の
会
報
を
読
ん
で
頂
き
た
い
』
そ
ん
な
思
い
で

名
簿
の
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
自
身
の
お
引

越
し
の
時
は
勿
論
、同
期
の
方
の
転
居
の
ご
案
内

等
の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

　

今
年
か
ら
元
号
が
『
令
和
』
と
な
り
新
し
い
時

代
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
つ

な
が
る
同
窓
会
で
あ
る
た
め
に
は
正
確
な
名
簿

は
要（
か
な
め
）と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
同
期
会
、班
ク
ラ
ブ
の
O
B
O
G
会
な

ど
の
案
内
を
出
さ
れ
ま
す
幹
事
の
皆
様
、ご
連
絡

頂
け
れ
ば
宛
名
シ
ー
ル
を
出
力
致
し
ま
す
の
で
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
恐
縮
で
す
が
、
宛
名
シ
ー

ル
の
出
力
は
１
回
1
、
0
0
0
円
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

名
簿
は
大
切
な
個
人
情
報
で
す
の
で
、こ
れ
か

ら
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
厳
格
な
管

理
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
引

き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

名
簿
委
員
会　
委
員
長

鴨
下 

裕
彦

住所変更・宛名シール出力等の連絡先
総明会事務局長　昭和59年卒　平野一哉
メールアドレス：k_hirano@motoyuki.jp
FAX ：047-354-7070
※口頭での誤認防止のため、恐れ入りますが
　FAX、メールでのご連絡をお願いします

　

平
成
30
年
９
月
８
日（
土
）、「
第
21
回
明
朗

会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
趣
向
を
変
え
、
有
名
な
も
の
ま
ね
タ

レ
ン
ト
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
新
宿
「
そ
っ

く
り
館
キ
サ
ラ
」
に
て
、「
総
明
会　

も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
」を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、60
歳
以
上
の
大
先
輩
を
中
心
に
、多

く
の
先
輩
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、
大
変
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
の
方
々
は
テ

レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
方
が
多
数
出

演
さ
れ
、笑
い
の
絶
え
な
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
恒
例
の
校
歌
。
そ
し
て
全

員
揃
っ
て
の
集
合
写
真
を
撮
り
、
笑

顔
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
々
様
の
ご
協

力
、ご
支
援
の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

企
画
委
員
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
も
多
く
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
浦
晟
暉
様（
昭
和
29
年
卒
） ・
明

楽
会
様（
昭
和
31
年
卒
） ・
吉
田
耕

太
郎
様（
昭
和
45
年
卒
） ・
近
藤
敏
彦

様 

（
昭
和
50
年
卒
）・
吉
武
孝
生
様

（
昭
和
50
年
卒
） ・
岡
本
雅
仁
様（
昭

和
51
年
卒
） ・
小
林
謙
之
様（
昭
和
57

年
卒
） ・
平
野
一
哉
様（
昭
和
59
年
卒
） ・
土
田

正
昭
様（
昭
和
61
年
卒
）・
明
仁
会
様（
平
成
3
年

卒
）。

　

こ
の
度
は
、
過
分
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
明
る
く
朗
ら
か
な
会
を
企
画
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、 

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

明
朗
会

企
画
委
員
会　

担
当
理
事

横
山
一
実
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本
年
度
の
開
催
で
25
回
目
の
節
目
と
な
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
5
月
25
日（
土
）、
千
葉
県
市
原

市
の
「
米
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」に
て
雲
一
つ
な
い
晴
天

の
下
総
勢
1
1
5
名
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
の
中
、
一
人
も
体
調

を
崩
す
事
無
く
昭
和
30
年
卒
か
ら
平
成
21
年
卒
ま

で
と
な
る
幅
広
い
世
代
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
明
治

高
校
の
歴
史
を
改
め
て
感
じ
る
ゴ
ル
フ
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

競
技
は「
新
ぺ
リ
ア
方
式
」で
行
わ
れ
、例
年
通
り

の【
個
人
戦
】【
大
名
人
戦
】【
名
人
戦
】【
学
年
、班
、ク

ラ
ブ
対
抗
戦
】と
様
々
な
副
賞
、
ま
た
今
年
は
改
元

を
迎
え
節
目
の
年
な
ら
で
は
の【
昭
和
平
成
賞
】【
令

和
賞
】が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は【
個
人
戦
】「
蓑
田
克
己
氏（
紫
魂
会
/
昭

和
55
年
卒
）【
大
名
人
戦
】「
山
内
研
氏
」（
明
水
会
/

昭
和
36
年
卒
）【
名
人
戦
】「
若
松
弘
昌
氏
」（
三
九
会

/
昭
和
39
年
卒
）【
学
年
、班
、ク
ラ
ブ
対
抗
戦
】「
紫

魂
会
/
昭
和
55
年
卒
」が
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績
に

て
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
他
の
副
賞
に
お
き
ま
し
て

も
幅
広
い
世
代
か
ら
該
当
者
が
出
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
平
成
卒
の
頑
張
り

が
足
り
な
い
の
か
、
諸
先
輩
方
の
活
躍

が
目
立
つ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
も
豪
華
賞
品
を
取
り

揃
え
て
盛
大
な
表
彰
式
を
行
う
べ
く

準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、例
年
に

比
べ
ス
タ
ー
ト
時
間
が
遅
く
、
参
加

者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
表
彰
式
が

盛
り
上
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
や
は
り
こ
こ
は
「
総
明
会
」。我
々
の
心

配
を
よ
そ
に
一
致
団
結
、
旧
友
と
の
ゴ
ル
フ
談
義
や

積
も
る
話
で
最
後
ま
で
笑
い
の
絶
え
な
い
表
彰
式
と

な
り
、個
人
戦
優
勝
の
蓑
田
氏
の
代
理
と
し
て
企
画

委
員
の
志
村
氏
へ
の
ブ
レ
ザ
ー
贈
呈
、
最
後
は
お
馴

染
み
の
校
歌
斉
唱
を
応
援
団
Ｏ
Ｂ
平
成
4
年
卒
荘

司
氏
の
リ
ー
ダ
ー
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、母
校
へ
の「
総
明
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
」の
盛
会
に
向
け
て
多
大
な
ご
協
力
、

ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
ゴ
ル
フ
委
員
会
を
代

表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た「
快
汗
、ど
す
こ
い
塾
」の
テ
ー
マ
は「
つ
な
ぐ
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
第
26
回
大
会

へ
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
様
に
微
力
な
が
ら
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。来
年
度
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

へ
の
ご
参
加
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

平
成
４
年
卒　

快
汗
、ど
す
こ
い
塾

大
山
　
聡

寄付ご報告（金一封）
山浦　晟暉　様 金壱萬円
佐藤　健一　様 金壱萬円
山崎　秀樹　様 金壱萬円
吉武　孝生　様 金壱萬円
近藤　敏彦　様 金壱萬円
井家上哲史　様 金壱萬円

熊倉　章雄　様 金壱萬円
鴨下　裕彦　様 金壱萬円
平野　一哉　様 金壱萬円
光岡　孝之　様 金壱萬円
廣田　拓郎　様 金壱萬円

賞品寄贈
明楽会一同　様 パター
中村　正容　様 タオル
栗田　　茂　様 バット他
堀　　眞壽　様 バッグ他
宮井　俊樹　様 アースモンダミンカップ観戦チケット
寺山　裕也　様 東京ドーム巨人戦観戦チケット
今泉　　仁　様 アースモンダミンカップ観戦チケット
米原ゴルフ倶楽部　様 お米　５㎏ｘ６

学校チャリティー報告
寄付 11万 5千円

※今回もたいへん多くの寄付と協賛を頂き、誠にありがとうございました。

個人
順位戦

学年
対抗戦

名人戦

優　勝

準優勝

３　位

ベスグロ

蓑田　克己

氏　名

若松　弘昌

斎藤　康弘

鈴木英一郎

S55

卒業年

S39

H2

H4

42

OUT

44

44

39

38

IN

42

48

40

80

GROSS

86

92

79

9.6

HDCP

14.4

20.4

6.0

70.4

NET

卒業年

S55
紫魂会

S43
紫賛会
チームM

S63
闘紺会
チームM

代表選手名

蓑田　克己

加藤　　誠優　勝

志村　和也

橘　　晶男

荻　　誠一準優勝

国井　孝重

平林　康稔

山口　達明３　位

218.8

222.4

224.6

宮島　　賢

NET

71.6

71.6

73.0

優　勝

準優勝

３　位

若松　弘昌

氏　名

橘　　晶男

木村　　茂

卒業年

S43

S46

OUT

42

40

IN

43

41

GROSS

85

81

HDCP

13.2

8.4

NET

71.8

72.6

S39 44 42 86 14.4 71.6

大名人戦
優　勝

準優勝

３　位

山内　　研

氏　名

北川　恵一

山田　伸夫

卒業年

S36

先生

OUT

51

49

IN

50

51

GROSS

101

100

HDCP

22.8

21.6

NET

78.2

78.4

S31 46 45 91 15.6 75.4

総勢115名の先生、父母会による「個人戦」、計31チームがエントリーした「学年対抗戦」のほ
か、昭和３9年～昭和４8年卒の先輩方２６名による「名人戦」、昭和３8年以前卒の先輩方11
名による「大名人戦」が行われました。
4位以下の方はスペースの関係上、省略させていただきました。

個人優勝  蓑田 克己 氏

名人戦優勝・個人戦準優勝 若松 弘昌 氏 大名人戦優勝 山内 研 氏
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大
学
卒
業
後
、
有
志
10
～
20
名
程
度
で
毎
年
紫

紺
祭
初
日
に
同
期
会
を
細
々
と
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、命
名
に
お
い
て
は
、多
く
の
候
補
か
ら
数

年
悩
み
抜
い
た
末
、
昨
年
皆
の
総
意
で
決
め
た
の

が
、「
明
鐘
会
」で
あ
り
ま
す
。
在
校
時
代
か
ら
そ

の
よ
う
に
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
懐
か
し
さ
と

し
っ
く
り
感
と
と
も
に
、
明
治
プ
ラ
イ
ド
を
一
同

強
く
意
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

評
議
員
と
し
て
理
事
会
活
動
、
明
鐘
会
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
同
期
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の
が
元
応

援
指
導
班
、第
49
代
応
援
団
団
長
、安
藤
高
利
で

あ
り
ま
す
。
昨
年
沖
縄
転
勤
と
な
り
、
明
鐘
会
活

動
の
大
半
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ピ
ン
チ
は
明
鐘
会
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
野
球
で

リ
カ
バ
リ
ー
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
後
26
年
が
経
ち
、
仕
事
、
家
族
を
持
ち
、

各
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
友
と
い
ま
だ
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
幸
せ
、
正
に
明
高
力
を
切
に
感
じ

て
い
ま
す
。
在
校
中
、
向
殿
先
生
の
課
外
授
業
に

お
い
て 

“
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲
間
は
一
生
の

友
”
で
あ
る
と
い
う
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、

そ
の
言
葉
を
実
感
し
反
芻
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

は
、
明
治
高
校
へ
の
感
謝
と
恩
返
し
、
明
鐘
会
一

同
の
結
束
力
強
化
元
年
と
し
、
来
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
、
記
憶
に
の
こ
る
総
明
会
に
向
け
飛
躍

の
1
年
と
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。諸
先
輩
、

諸
先
生
の
お
力
添
え
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

明
鐘
会
各
位 

全
員
野
球
は
僕
ら
か
ら
！

集
ま
ら
に
ゃ
始
ま
ら
な
い
！

飲
み
に
行
こ
う
！　

　

令
和
元
年
、「
つ
な
ぐ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
日
々

活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す「
快
汗
、
ど
す
こ
い
塾
」の

先
輩
方
の
活
動
を
目
に
し
、
わ
ず
か
1
歳
差
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
先
輩
方
の
行
動
力
、
団
結
力
の
素

晴
ら
し
さ
に
驚
く
と
共
に
感
動
、
尊
敬
の
眼
差
し

で
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
の
総
明
会
総

会
が
ど
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会
に
な
る
の
か
、

今
か
ら
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
本

年
の
ど
す
こ
い
諸
先
輩
方
の
活
動
を
し
っ
か
り
目

と
心
に
焼
き
つ
け
、
次
年
度
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
ど
も
、
平
成
5
年
卒
は
「
明
鐘
会
」と
名
付

け
ま
し
た
。
校
歌
で
お
馴
染
み
の
フ
レ
ー
ズ
「
撞

く
や
時
代
の
暁
の
鐘
」
か
ら
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

次
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

横
尾	

克
久

第
56
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
5
年
卒  

明
鐘
会

　

今
年
度
の
テ
ー
マ「『
つ
な
ぐ
』～
M
e
i
j
i

の
薫
り
を
令
和
へ
～
」
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と

元
号
が
変
わ
り
時
代
が
移
り
行
く
な
か
で
も
、
明

治
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
い
う
思
い
が

伝
わ
る
良
い
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ま
す
。

　

改
め
て
振
り
返
る
と
我
々
、
明
仁
会
に
と
っ
て

前
年
度
幹
事
学
年
と
し
て
の
活
動
期
間
は
、途
切

れ
か
け
て
い
た
同
窓
生
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻

し
た
一
年
で
し
た
。
明
治
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら

27
年
の
間
、み
ん
な
様
々
な
会
社
で
働
き
、色
々
な

立
場
に
置
か
れ
、家
族
を
持
っ
た
り
、い
ま
だ
独
身

で
あ
っ
た
り
、
親
の
介
護
を
し
て
い
た
り
な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
色
々
な
も
の
を
背
負
い
な
が
ら
生
き

て
い
て
、
な
か
な
か
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
幹
事
学
年

と
な
っ
た
こ
と
で
、み
ん
な
が
集
ま
り
、同
じ
目
標

に
向
か
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
同
窓
の

み
ん
な
と
つ
な
が
り
が
で
き
、
ま
さ
に
総
明
会
が

我
々
を
「
つ
な
ぐ
」
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

総
明
会
の
一
番
の
魅
力
は
、
諸
先
輩
方
、
後
輩

の
皆
さ
ん
、明
治
高
校
の
先
生
方
、在
校
生
と「
つ

な
が
る
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
明
治
高
校
と

い
う
ア
イ
コ
ン
の
も
と
、
み
ん
な
が
集
ま
る
。
こ
の

よ
う
な
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
、ま
た
、素
晴
ら
し

い
先
輩
方
が
作
っ
て
く
れ
た
こ
の
総
明
会
の
会
員

と
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
快
汗
、ど
す
こ
い
塾
』の
皆
様
も
、今
後
同
窓
生

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、総
明
会
の
会

員
と
し
て
、引
き
続
き
こ
の
会
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

第
55
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
に
際

し
ま
し
て
、
明
仁
会
一
同
、
心
よ
り
ご
祝
福
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
第
55
回
と
い
う
節
目
に
な
る
「
総

会
・
懇
親
会
」
で
す
。
先
輩
方
が
永
き
に
わ
た
り

紡
い
で
き
た
伝
統
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の

一
年『
快
汗
、ど
す
こ
い
塾
』の
皆
様
は
準
備
を
進

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
忙
し
い
中
、準

備
を
進
め
た「
総
会
・
懇
親
会
」を
、ご
自
身
た
ち

で
も
楽
し
み
な
が
ら
運
営
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

前
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

後
藤	

朝
英

第
54
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
3
年
卒  

明
仁
会
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強
め
る
為
。
そ
れ
す
ら
大
き
な
視
点
で
見
直
す
と
、

プ
ロ
レ
ス
界
全
体
を
つ
な
ぐ
為
に
ひ
と
つ
上
の
ス

テ
ー
ジ
で
活
躍
を
始
め
た
と
も
取
れ
る
の
で
す
。

  

も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Z
も
シ
ン
グ
ル
「
青
春

賦
」の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
曲
「
L
i
n
k 

L
i
n
k
」

で
最
後
に
こ
う
歌
っ
て
い
ま
す
。

“
離
れ
て
い
て
も
想
い
は
L
i
n
k
”

  

我
々
の
掲
げ
た
テ
ー
マ
『
つ
な
ぐ
』
は
直
接

接
触
し
て
繋
が
る“
j
o
i
n
”
で
は
な
く
、
何

か
を
媒
体
と
し
て
し
っ
か
り
と
コ
ネ
ク
ト
す
る

“
L
i
n
k
”な
の
で
す
。

●
次
年
度
幹
事
学
年
明
鐘
会
の
皆
さ
ん
、

　
総
明
会
は
青
春
で
す

  

で
は
最
後
に
、青
春
賦
の
流
れ
で
皆
さ
ん
と
想
い

を
L
i
n
k
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

  

事
例
1
、 
今
日
は
紫
紺
祭
。
2
人
組
の
異
性
と

話
が
弾
み
、
た
ま
た
ま
同
じ
帰
り
道
。
声
を
か
け
て

き
た
の
は
こ
っ
ち
の
人
。
で
も
私
を
ず
っ
と
見
て

い
る
の
は
…
。
あ
れ
か
ら
ひ
と
月
経
っ
た
け
ど
、
こ

れ
っ
て
も
し
か
し
て
付
き
合
っ
て
る
？
そ
れ
と
も

勘
違
い
か
な
…
。
こ
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
感
じ
、

青
春
で
す
ね
。

  

事
例
2
、 「
プ
ロ
レ
ス
っ
て
八
百
長
な
ん
で

し
ょ
？
」「
い
や
い
や
確
か
に
お
約
束
の
ム
ー
ブ
が

あ
っ
た
り
す
る
け
ど
も
。
完
全
に
シ
ョ
ー
と
い
う
訳

で
は
な
い
し
、
総
合
格
闘
技
の
様
に
秒
殺
で
腕
が

折
れ
た
り
と
い
う
の
が
毎
回
あ
る
訳
で
も
な
い
」
な

ん
て
い
う
の
、
こ
の
グ
レ
ー
な
感
じ
。
…
あ
、
プ
ロ

レ
ス
っ
て
青
春
だ
！

  

事
例
3
、「
毎
週
毎
週
、“
ソ
ウ
メ
イ
カ
イ
”っ
て

ど
う
せ
飲
ん
で
る
だ
け
な
ん
で
し
ょ
？
仕
事
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら
早
く
帰
っ
て
き
て
子
供
の
面
倒
見

て
よ
！
」「
確
か
に
毎
回
飲
ん
で
る
け
ど
む
し
ろ
打

ち
合
わ
せ
の
時
間
の
方
が
長
い
し
、お
金
に
は
な
ら

な
い
け
ど
寄
付
広
告
を
集
め
た
り
返
礼
品
の
準
備

を
し
た
り
と
仕
事
と
い
え
ば
仕
事
だ
し
！
」「
な
に

そ
の
中
途
半
端
な
言
い
方
！
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
と
か

言
う
気
？
」…
は
い
、
そ
う
で
す
。
総
明
会
は
青
春

な
の
で
す
。

  

ま
ず
は「
プ
ロ
レ
ス
っ
て
八
百
長
な
ん
で
し
ょ
？
」

に
対
し
て
「
い
や
、
プ
ロ
レ
ス
は
青
春
な
の
さ
」と

答
え
る
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
家
族
か
ら「
総

明
会
っ
て
仕
事
な
の
？
遊
び
な
の
？
」
と
聞
か
れ

た
ら
「
総
明
会
は
青
春
な
ん
だ
よ
」と
答
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。「
は
ぁ
？
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
。

  

こ
の
「
紫
紺
の
詩
」と
総
会
懇
親
会
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
同
期
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く「
総
明
会

と
い
う
財
産
」「
あ
ら
た
な
誇
り
」「
世
代
を
超
え
る

明
治
愛
」
を
育
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
頼
も

し
い
先
輩
方
、
在
校
生
を
含
む
後
輩
達
と
と
も
に

何
度
目
か
の
青
春
を
謳
歌
し
、
L
i
n
k
し
た
そ

の
姿
こ
そ
「
O
N
E 

M
E
I
J
I
」。
ど
う
か
皆

さ
ん
も
「
M
e
i
j
i
の
薫
り
」
を
つ
な
ぐ
べ
く
、

一
年
間
の
幹
事
学
年
活
動
を
満
喫
し
て
下
さ
い
。

●
時
は
来
た

  

橋
本
真
也
、
武
藤
敬
司
、
蝶
野
正
洋
の
3
名
は

1
9
8
4
年
に
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
の
門
を
叩
き
ま

し
た
。
1
9
9
0
年
、
東
京
ド
ー
ム
に
お
い
て
橋

本
の“
時
は
来
た
”の
発
声
と
と
も
に
、
彼
ら
闘
魂

三
銃
士
は
不
動
の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。
ち
な
み

に
近
く
の
猿
楽
町
で
は
、ど
す
こ
い
'90
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
よ
。

●
離
れ
て
い
て
も
つ
な
が
っ
て
い
る

  

そ
の
後
、
橋
本
は
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
か
ら
解
雇
さ

れ
、武
藤
は
全
日
本
プ
ロ
レ
ス
の
社
長
に
、残
っ
た

蝶
野
は
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
の
現
場
責
任
者
就
任
と

そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
歩
み
ま
す
。
そ
し
て
残
念
な

こ
と
に
2
0
0
5
年
、
橋
本
真
也
急
逝
。
し
か
し

6
年
後
、
息
子
で
あ
る
橋
本
大
地
の
デ
ビ
ュ
ー
戦

で
は
蝶
野
が
対
戦
相
手
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
、

武
藤
が
解
説
者
と
し
て
駆
け
つ
け
る
の
で
す
。
そ

う
、彼
ら
は「
道
」が
別
と
な
り
、友
が
亡
く
な
っ
て

も
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

  

巻
頭
掲
載
の
本
年
の
テ
ー
マ
「『
つ
な
ぐ
』
～

M
e
i
j
i
の
薫
り
を
令
和
へ
～
」 

の
説
明
文
に

も
エ
ッ
セ
ン
ス
が
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、明
治
大
学

の
使
命
に
は 「『
個
』を
強
め
、世
界
を
つ
な
ぎ
、未

来
へ
」と
あ
り
ま
す
。
闘
魂
三
銃
士
が
一
時
、
離
れ

離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
様
に
見
え
た
の
は
個
を

本
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

小
畑		

啓

第
55
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
4
年
卒  

快
汗
、ど
す
こ
い
塾
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Soumeikai Kaiho

応
援
団
O
B
会

	

金	

五
万
五
千
円

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
O
B
会	

	

金	

四
万
六
千
円

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭	

	

金	

十
二
万
九
千
円

硬
式
野
球
部
激
励
会	

	

金	

五
万
二
千
円

中
学
野
球
部
O
B
会	

	

金	

八
万
八
千
円

　
◎
個
人

  

金
十
万
円

平
野　

一
哉　

昭
和
59
年
卒

  

金　

二
万
円

水
上 　

泰
良　

昭
和
54
年
卒

  

金　

一
万
円

小
田
川
玉
城　

昭
和
25
年
卒

山
崎　

敬
生　

昭
和
32
年
卒

比
留
間
竹
郎　

昭
和
45
年
卒

廣
野　

宏
士　

昭
和
47
年
卒

後
藤　

勇
三　

昭
和
50
年
卒

岡
本　

雅
仁　

昭
和
51
年
卒

塚
谷　

昌
哉　

昭
和
54
年
卒

星
本　

慎
児　

昭
和
54
年
卒

狩
野　

智
雄　

昭
和
56
年
卒

染
谷　

貴
男　

昭
和
57
年
卒

長
島　

健
児　

昭
和
58
年
卒

眞
野　
　

大　

昭
和
58
年
卒

町
側　

尚
則　

昭
和
60
年
卒

池
田　
　

曜　

昭
和
61
年
卒

山
下　

征
隆　

昭
和
63
年
卒

中
山　

真
一　
（
明
治
中
学
・
高
校
事
務
長
）

第
55
回
総
明
会 

御
寄
付
者
一
覧

◎
総
明
会
行
事

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

大
会
参
加
者
有
志
一
同

	

金	
八
万
二
千
円

班
・
ク
ラ
ブ
O
B
会

	

金	

六
万
五
千
円

◎
学
校
関
係

明
治
白
駿
会
有
志
一
同

	

金	

十
一
万
円

◎
同
期
会
・
班
ク
ラ
ブ

　

O
B
・
O
G
会
等

旧
雨
会	

（
昭
和
34
年
卒
）

	

金	

一
万
円

紫
讃
会	

（
昭
和
43
年
卒
）

	

金	

三
万
一
円

男
坂
倶
楽
部	

（
昭
和
44
年
卒
）

	

金	

十
六
万
二
千
円

獅
子
の
会　
（
昭
和
45
年
卒
）	

	

金	

四
万
二
千
円

明
紫
会　
（
昭
和
50
年
卒
）

	

金	

八
万
五
千
円

明
々
会　
（
昭
和
51
年
卒
）

	

金	

七
万
円

男
子
校
根
性
組（
昭
和
52
年
卒
）

	

金	

三
万
五
千
円

明
誠
会　
（
昭
和
54
年
卒
）

	

金	

二
十
万
円

紫
魂
会　
（
昭
和
55
年
卒
）

	

金	

七
万
円

明
翔
会　
（
昭
和
56
年
卒
）

	

金	

九
万
四
千
円

明
魂
会　
（
昭
和
57
年
卒
）

	

金	

八
万
六
千
円

明
輪
会　
（
昭
和
58
年
卒
）	

	

金	

七
万
九
千
円

明
心
会　
（
昭
和
59
年
卒
）

	

金	

十
二
万
二
千
円

闘
紺
会　
（
昭
和
60
年
卒
）

	

金	

九
万
二
千
円

新
世
輝　
（
昭
和
61
年
卒
）

	

金	

十
一
万
六
千
円

明
猿
会　
（
昭
和
62
年
卒
）

	

金	

七
万
四
千
円

昭
和
戊
辰
乃
会　
（
昭
和
63
年
卒
）

	
金	

八
万
円

平
成
改
元
会　
（
平
成
元
年
卒
）	

	

金	

二
十
五
万
三
千
円

明
愛
会	

（
平
成
２
年
卒
）

	

金	

二
一
万
一
千
円

明
仁
会	

（
平
成
３
年
卒
）

	

金	

二
十
万
円

明
雪
会

	

金	

四
万
九
千
円

卯
ノ
木
会

	

金	

五
万
四
千
円

吹
奏
楽
班
O
B
・
O
G
会

	

金	

三
万
八
千
円

明
球
会

	

金	

三
万
一
千
円

マ
ン
ド
リ
ン
部
O
B
会
有
志
一
同

	

金	

四
万
二
千
円

明
水
会

	

金	

六
万
八
千
円

放
送
班
O
B
会（
田
村
会
有
志
）

	

金	

五
万
四
千
円

地
理
研
究
部
O
B
会

	

金	

四
万
六
千
円

歴
史
研
究
部
O
B
会

	

金	

七
万
一
千
円

（
敬
称
略
・
８
月
末
現
在
）

天
野　
　

亨

天
野　

智
充

有
森　
　

毅

五
十
嵐
昭
彦

石
倉　
　

学

岩
堀　
　

博

牛
島　

伸
介

梅
澤　
　

聡

浦　
　

和
正

海
老
塚
拓
彦

大
野　

光
照

大
山　

建
次

大
山　
　

聡

岡
永　

健
二

岡
本　

紀
彦

長
田　

正
人

小
澤　

紘
人

尾
田　

康
弘

小
畑　
　

啓

風
間　

昭
男

片
岡　

善
明

門
田　

武
士

金
井　
　

渉

金
高　

正
之

岸　
　

哲
也

木
下　

泰
之

久
保
田
和
哉

倉
持　

秀
一

倉
持　

昌
彦

栗
生　

孝
雄

暮
地　

朗
宏

後
藤　

充
宏

小
林

正マ
サ
ノ
リ典

小
林

正マ
サ
フ
ミ典

小
森
谷
正
俊

今
田　

善
丈

櫻
井　

崇
博

佐
々
木
敦
史

佐
々
木
卓
哉

柴
田　

亮
介

荘
司　

康
夫

神　
　

克
彦

洲
崎　

雅
年

鈴
木
英
一
郎

鈴
木　

英
介

関
根　

義
幸

高
木　

基
樹

田
中　

大
輔

寺
土　

博
昭

冨
樫　

展
広

富
永　

進
也

中
沢　

祐
一

永
野　

大
輔

中
村　

繁
信

中
村　

光
春

西
村　

能
一

長
谷
川　

靖

平
林　

亮

福
田　

浩
茂

藤
井　

広
之

本
間　

勝
智

牧
野
英
太
郎

増
田　

和
弥

松
波　

宏
和

松
本　

光
司

森　

直
樹

梁
瀬　

昌
宏

屋
比
久
将
典

吉
田　

雄
介

米
川　

幸
次

渡
邊　

邦
幸

以
上
71
名

幹
事
学
年 

寄
付
者
一
覧

御　

礼

　

こ
の
度
は
第
55
回
総
明
会
総
会
及
び
懇
親
会
開
催
、並
び
に

会
報
誌「
紫
紺
の
詩
」の
発
行
に
あ
た
り
、大
変
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
寄
付
及
び
広
告
掲
載
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
4
年
卒
業
の
同
期
会
で
あ
る「
快
汗
、
ど
す
こ

い
塾
」の
メ
ン
バ
ー
で
、
寄
付
、
広
告
掲
載
を
お
願
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
中
は
不
慣
れ
や
連
携
の
悪
さ
か
ら
、
あ

れ
っ
？
と
首
を
傾
げ
ら
れ
る
点
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
海
容
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

明
治
中
学
・
高
校
の
同
窓
生
と
い
う
だ
け
で
、
多
く
の
同
期

会
や
班
ク
ラ
ブ
の
O
B
・
O
G
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、多
く
の
方
か
ら
励
ま
し
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
卒
業
し
て
か
ら
27
年
が
経
ち
、
初
め
て
母
校
の
真
価
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
、
私
た
ち
が
明
治
高
校
に
入
学
し
た
平
成
元
年
か

ら
幹
事
学
年
に
な
っ
た
今
年
で
平
成
が
終
わ
り
ま
し
た
。
氷
河

期
世
代
、
調
布
移
転
、
共
学
化
な
ど
、
令
和
時
代
の
総
明
会
の

寄
付
広
告
活
動
は
変
化
し
て
い
く
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、幹
事
学
年
と
し
て
、多
く
の
方
々
と
出
会
い
、母
校
の
歴
史

を
つ
な
い
で
い
く
仕
組
み
は
素
晴
ら
し
い
経
験
を
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
明
鐘
会
が
幹
事
学
年
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
の

ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
明
治
中
学
校
・
高
校
並
び
に
総
明
会
の
益
々
の
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
御
礼
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。快

汗
、ど
す
こ
い
塾　

寄
付
広
告
委
員
長　

荘
司　

康
夫
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第
1
章	
総　

則

（
名
称
）

第
1
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
2
条	

本
会
は
、
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図

り
、
且
つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
3
条	

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

次
の
事
業
を
行
う
。

　
　

1 

母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
　

2 

会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

　
　

3 

会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ	

と
。

　
　

4 

同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る	

こ
と
。

　
　

5 

班
部
O
B
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励	

す
る
こ
と
。

　
　

6 

そ
の
他
、本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た	

め
に
必
要
な
こ
と
。

　
　

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会
計

と
し
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、会
長
は
、理

事
会
の
議
決
と
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
、
前
項
1
号
な
い
し
6
号
に
定
め
る
一

部
も
し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
4
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設

け
る
。

　
　

②	

事
務
局
は
、明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学

校
内
に
置
く
。

第
2
章　

会　

員

（
会
員
資
格
）

第
5
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治

大
学
八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高
等

学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
6
条	

会
員
は
、
入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身

会
費
を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

入
会
費
及
び
終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ

の
徴
収
の
方
法
は
、
理
事
会
が
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
校
長（
以
下「
校
長
」

と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め
る
。

（
特
別
会
員
）

第
7
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職

に
あ
っ
た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

　
　

②	
特
別
会
員
は
、
本
会
が
行
う
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
章　

役　

員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
8
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び

監
事
2
人
を
置
く
。

　
　

②	

本
会
に
会
長
1
人
、
副
会
長
3
人
以
内
、

専
務
理
事
1
人
、
事
務
局
長
1
人
、
会
計

1
人
を
置
く
。

　
　

③	

必
要
で
あ
れ
ば
、
本
会
に
常
務
理
事
を
若

干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
9
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、
別
に
定
め

る
「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」
に
基

づ
い
て
選
定
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会

の
承
認
を
受
け
、
総
会
の
決
議
を
も
っ
て

こ
れ
を
選
任
す
る
。
会
長
及
び
副
会
長
は

そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。但
し
、

任
期
中
途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充

す
べ
き
場
合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選

出
規
定
」
に
準
じ
て
選
定
し
、
理
事
会
及

び
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
選
任
直
後
の

総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び
に
監

事（
以
下
「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）は
、

会
員
の
中
か
ら
、
会
長
が
選
任
す
る
。
会

長
選
任
役
員
は
、
選
任
後
最
初
の
評
議
員

会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、選

任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
れ

に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た

と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直

ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

③	

専
務
理
事
、
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
並

び
に
会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、会

長
が
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

④	

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ
で

も
会
長
選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠

員
が
生
じ
た
と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
無

い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、
理
事
会
が
こ
れ

を
決
す
る
。

　
　

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

④	

理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
が
指

名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

⑥	
理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑦	

監
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
、

執
行
す
る
。

　
　

②	

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故

あ
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
し
た

順
位
に
し
た
が
い
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
　

③	

専
務
理
事
は
、
会
長
の
指
揮
の
も
と
に
会

務
を
総
括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、
か
つ
事
務

局
を
総
括
す
る
。

　
　

④	

常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す
る
。

　
　

⑤	

事
務
局
長
は
、
専
務
理
事
の
指
揮
の
も
と

に
事
務
局
を
統
括
す
る
。

　
　

⑥	

会
計
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
行
う
。

　
　

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　
　

②	

監
事
は
、
監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に
報

告
す
る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧

問
、相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、
相
談

役
は
、
本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た
り

特
別
に
功
労
の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理

事
会
が
推
薦
し
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、
学
長
は
、

そ
の
在
任
中
、
名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ
を

推
戴
す
る
。

　
　

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校
長

は
、そ
の
在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推
戴

す
る
。

　
　

⑤	

相
談
役
は
、
会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功
労

の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を

委
嘱
す
る
。

第
4
章　

総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
1
回
開
催
し
、
臨
時
総

会
は
必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

総
明
会（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
） 

会
則
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②	

総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

③	

総
会
の
招
集
は
、
本
会
が
発
行
す
る
会
報

に
掲
載
し
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

会
員
に
通
知
し
て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	
総
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び

そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が

提
案
し
、
評
議
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事

項
を
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
決

議
す
る
。

　
　

②	

総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名

し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

③	

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
で

こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
時
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、
会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て

毎
年
1
回
開
催
す
る
。

　
　

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、
理
事

会
が
決
定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
会
員
に
通
知
す
る
。こ
の
通
知
は
、

総
会
の
召
集
通
知
に
準
じ
て
行
う
。

第
5
章　

委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	

本
会
は
、
第
2
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第

3
条
の
規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た

め
に
必
要
な
事
項
を
調
査
、
研
究
、
審
議

し
、
ま
た
は
実
施
す
る
機
関
と
し
て
委
員

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
、
会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事
会

の
決
議
に
よ
り
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
は
、
委
員
長
1
人
及
び
委
員
2
人

以
上
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

④	

委
員
長
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び
特

別
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て
委

員
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

　
　

⑥	

委
員
長
は
、
そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と

な
る
。

第
6
章　

評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、
卒
業
学
年
毎
に
2
人
以
内
の
評

議
員
を
置
く
。
同
期
会
は
、
同
期
会
の
会

員
の
う
ち
か
ら
評
議
員
を
選
任
し
て
本
会

に
届
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
総
明
会
に

登
録
し
た
班
部
O
B
会
毎
に
1
人
の
評
議

員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
評
議
員
を
選

任
し
た
場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と
す

る
。

　
　

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し

く
は
同
期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当

該
学
年
の
た
め
に
同
学
年
の
中
か
ら
仮
評

議
員
を
選
任
で
き
る
。

　
　

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
O
B
会
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
班
部
O
B

会
に
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
　

④	
同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
O
B
会
の
評

議
員
は
兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
評
議
員
会
に

出
席
す
る
ほ
か
、
本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の

属
す
る
学
年
も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部

O
B
会
の
関
係
で
必
要
な
事
務
を
処
理
す

る
。

　
　

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
適
宜
代
行
者

を
選
任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、
そ
の

他
の
事
務
処
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項

及
び
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決

す
る
。

　
　

②	

評
議
員
会
は
、
会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招
集

す
る
。

　
　

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、
会
長
も
し
く
は
評

議
員
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が

あ
た
り
、そ
の
進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
、
仮

評
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
7
章　

同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	

会
員
は
、
学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、
運

営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　

③	

同
期
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職

務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
は
、
同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た

と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
8
章　

班
部
O
B
会

（
班
部
O
B
会
）

第
22
条	

会
員
は
、
在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に

班
部
O
B
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

②	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
名
簿
を
整
備
し
、

運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議

員
の
職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

④	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
の
総
会
を
開
催

し
た
と
き
は
、
本
会
に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。

第
9
章　

会　

計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	
本
会
の
会
計
処
理
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
区
分
し
て
行
い
、
特
別
会
計
は
こ

の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
の
他
、
理
事

会
に
お
い
て
特
に
定
め
た
会
計
に
関
す
る

会
計
処
理
、
一
般
会
計
は
特
別
会
計
を
除

い
た
す
べ
て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

　
　

②	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
4
月
1
日
に

始
ま
り
、翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、
本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
ま
た
第
3
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行

資
金
を
形
成
す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別
会

計
」と
い
う
）で
処
理
す
る
。

　
　

③	

入
会
費
、
寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基
金

に
組
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、
並

び
に
基
金
へ
組
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
寄
付
金（
以
下
「
特
別
基
金
」
と
い
う
）

は
、
基
金
と
し
て
基
金
特
別
会
計
に
計
上

し
、
こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
支
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

④	

基
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基

金
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
の

総
額
に
満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充

当
す
る
。

　
　

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、
総
会
の
決
議

に
よ
り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。
こ

の
場
合
、
第
26
条
の
定
め（
特
別
決
議
）を

準
用
す
る
。

　
　

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、
原
則
と
し
て
取
崩
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
総
会
に
お
い

て
承
認
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、第
28
条
の
定
め（
特
別
決

議
）を
準
用
す
る
。

　
　

⑧	

基
金
の
う
ち
、
財
政
基
盤
基
金
の
総
額
を

超
え
る
額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

　
　

⑨	

事
業
遂
行
基
金
は
、
第
3
条
1
項
1
号
に

定
め
る
事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議
し

た
事
業
に
支
弁
す
る
た
め
、
理
事
会
及
び

評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
こ
れ
を
取
崩

し
、
当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

⑩	

会
長
は
、
緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認
め

た
事
項（
以
下
「
緊
急
処
理
事
項
」
と
い

101 総明会会報「紫紺の詩」  2019



う
）の
た
め
に
、
副
会
長
の
同
意
を
得
て
、

事
業
遂
行
基
金
を
取
崩
し
緊
急
処
理
事

項
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
会
長
は
、
緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た

後
、
最
初
に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、

当
該
事
項
の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基

金
取
崩
し
の
必
要
性
を
説
明
し
、
取
崩
し

に
つ
い
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事
業
を

検
討
す
る
た
め
、
本
会
に
基
金
事
業
委
員

会
を
設
置
す
る
。
第
17
条
4
項
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
委
員
会
は
委
員
長
1

人
と
委
員
8
人
を
も
っ
て
構
成
し
委
員
は

理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任
す
る
。

（
経
費
）

第
25
条　

本
会
の
経
費
は
、
入
会
費（
た
だ
し
基
金

組
入
れ
分
を
除
く
）、
終
身
会
費
及
び
寄

付
金（
た
だ
し
基
金
組
入
れ
分
を
除
く
）並

び
に
一
般
会
計
に
属
す
る
財
産
か
ら
生
じ

る
果
実
そ
の
他
特
別
会
計
に
属
さ
な
い
収

入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	

会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理

事
会
の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算

を
作
成
す
る
。
翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
総
会
に
提
出

し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度
の

最
後
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会
計

年
度
の
予
算
を
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得

た
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
初
め
か
ら
総

会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、
そ
の
予
算
を
執

行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
監
事
が
こ

れ
を
監
査
し
、
会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提

出
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て

は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
概
要
及
び

決
算
時
の
在
り
高
の
ほ
か
、
特
別
基
金
の

累
計
額
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
10
章　

補　

則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	

本
会
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
け
る

出
席
会
員
の
4
分
の
3
以
上
の
多
数
に
よ

る
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更

し
た
と
き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
O
B
会
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

附　

則

（
経
過
措
置
1
）

第
1
条	（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成

11
年
1
月
1
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た

者
で
構
成
さ
れ
る
同
期
会（
以
下
「
年
会

費
同
期
会
」
と
い
う
）
が
納
入
す
る
年
会

費
に
つ
い
て
は
、
次
に
会
則
改
正
の
あ
る

ま
で
改
正
前
の
第
7
条
の
定
め
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第
25
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
2
）

第
1
条	（
年
会
費
班
部
O
B
会
）

	

班
部
O
B
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入

方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

班
部
O
B
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第

25
条
の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
平
成
18
年
12
月
3

日
よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
7
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法

は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
9
条
1
項
に
基
づ
き
、
会
長
及
び
副
会
長

の
選
出
は
本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
1
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は

「
選
出
委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）

を
設
置
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時
期

に
合
わ
せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、理

事
会
が
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
の
構
成
は
、
委
員
長
1
人
、
委
員

6
人
と
す
る
。
委
員
の
選
出
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
で
各
々
3
人
と
す
る
。
委
員

長
は
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

　
　

④	

委
員
会
の
解
散
は
、
総
会
に
お
い
て
会
長

及
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つ
い
て
）

第
2
条	

委
員
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に

あ
た
り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ

の
者
を
も
っ
て
候
補
者
と
す
る
。

　
　

②	

候
補
者
の
中
よ
り
、
会
長
及
び
副
会
長
候

補
者
を
選
出
す
る
。
選
出
に
お
い
て
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
が
、
定
員
に
絞
り

込
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
状
態
で
選
出
終

了
と
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
、
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
は
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会

長
、
副
会
長
は
、
総
会
の
決
議
を
も
っ

て
、こ
れ
を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
3
条	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者

が
1
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て
過

半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補

者
が
2
名
以
上
の
場
合
、
理
事
会
に
お

い
て
投
票
を
行
い
、
最
も
得
票
数
の
多

い
候
補
者
を
会
長
候
補
者
と
し
て
承

認
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
3
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い

て
過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。

　
　

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
4
名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に

お
い
て
投
票
を
行
い
、
得
票
数
の
多
い

順
に
3
名
を
副
会
長
候
補
者
と
し
て

承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
4
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副

会
長
候
補
者
は
、
評
議
員
会
に
お
い
て

過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
5
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
資
格
は
次
の
各

号
の
い
ず
れ
を
も
満
た
す
も
の
と
す
る
。

　
　

1	

総
明
会
会
員
と
し
て
20
年
以
上
在
籍

し
て
い
る
こ
と
。

　
　

2	

評
議
員
又
は
理
事
を
経
験
し
て
い
る

こ
と
。

　
　

3	

立
候
補
届
出
締
め
切
り
時
の
年
齢
が

70
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

	

こ
の
規
定
は
、平
成
26
年
11
月
16
日
よ	

	

り
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。
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真
夏
の「
M
e
i
j
i
の
薫
り
」

会
報
委
員
長（
平
成
4
年
卒
）　

木
下 

泰
之

　

幹
事
学
年
の
招
集
が
あ
っ
た
の
が
、
昨
年
4

月
。
明
治
高
校
を
卒
業
し
て
以
来
、
母
校
に
は

何
一
つ
恩
返
し
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
何
か

は
し
よ
う
と
は
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か

自
分
が
会
報
委
員
長
を
務
め
る
と
は
思
っ
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
自
身
、高
Ⅲ
の
時
に
過

程
の
企
画
委
員
を
経
験
し
ま
し
た
が
、特
段
、文

章
が
上
手
い
訳
で
も
な
く
編
集
に
つ
い
て
も
全

く
の
ド
素
人
だ
っ
た
為
、
と
に
か
く
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
す
為
に
最
初
は
平
成
30
年
間
を
棚
卸
し
て
、

企
画
候
補
を
沢
山
出
し
ま
し
た
。
こ
と
ご
と
く

ボ
ツ
に
な
り
ま
し
た
が（
笑
）。
会
報
製
作
の
た

め
、
調
布
校
舎
を
訪
れ
る
度
に
卒
業
し
た
校
舎

で
は
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
自
分
も
調
布
校
舎

で
学
ん
だ
な
と
い
う
、
不
思

議
な
感
覚
が
芽
生
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
報
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

改
元
前
に『
つ
な
ぐ
』で
決
め

て
お
り
、サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
ど

う
す
る
か
は
、
新
元
号
の
発

表
後
に
決
め
る
つ
も
り
で
い

ま
し
た
。「
令
和
」が
発
表
さ

れ
た
後
、ピ
ン
と
来
な
か
っ
た

た
め
、サ
ブ
タ
イ
ト
ル
無
し
で

行
こ
う
と
一
度
決
め
ま
し
た

が
、
周
囲
か
ら
の
意
見
も
聞

き
掘
り
下
げ
た
結
果
、
3
週

間
後
に
「
M
e
i
j
i
の
薫

り
を
令
和
へ
」
で
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
決
定
後
、
色
々
と

取
材
ネ
タ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
沸
い
て
来
た
こ
と

を
考
え
る
と
、あ
の
3
週
間
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

幹
事
学
年
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、冒
頭
1
ペ
ー

ジ
に
あ
る
説
明
が
全
て
で
あ
り
ま
す
が
、個
人
的

に
は
、
あ
の
説
明
に
は
な
い「
M
e
i
j
i
の
薫

り
」を
、い
つ
し
か
探
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
半

年
で
自
分
の
地
元
・
下
町
江
東
区
か
ら
何
度
も

神
田
駿
河
台
と
調
布
へ
通
っ
て
い
る
う
ち
に
、神

田
祭
り
や
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
等
、広
い
意

味
で
の「
江
戸
の
薫
り
」が
神
田
駿
河
台
近
辺
に

ま
だ
残
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
会
報
編
集
も

終
盤
時
、
線
香
花
火
の
山
縣
商
店
の
話
を
聞
い

て
、
こ
れ
は
私
達
の
会
報
に
載
せ
な
く
て
は
と
い

う
直
感
か
ら
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
江
戸
の
薫
り
」
を
感
じ
ら
れ
る
国
産
線
香
花
火

の
話
と
、
そ
の
伝
統
を
令
和

に
継
い
だ
大
先
輩
の
話
を
会

報
に
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
山
縣
商
店
で
購
入
し

た
花
火
を
、こ
の
夏
に
ど
す
こ

い
塾
で
も
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
広
報

委
員
会
の
先
輩
方
を
始
め
、

お
会
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

先
生
、
O
B
・
O
G
、
現
役

生
、そ
し
て
、ど
す
こ
い
塾
の

皆
様
、
会
報
編
集
と
い
う
素

晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 

半
年
間
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
会
報

会
報
副
委
員
長（
平
成
4
年
卒
）　

神 

克
彦

　
「
そ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
…
…
。」

　

毎
年
送
ら
れ
て
く
る
会
報
を
読
む
度
、
そ
う

思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
校
を
懐
か

し
ま
せ
、読
み
手
を
引
き
込
む
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

さ
、そ
の
為
の
企
画
検
討
や
取
材
活
動
・
・
・
。

一
年
前
迄
は
、
人
ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
昨
年
末
に
同
期
か
ら
の
誘
い
も
あ
っ
て
、

会
報
委
員
と
し
て
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
弱
の
期
間
、忙
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
会
報
作
成
に
向
け
、情
熱
を
傾

け
て
い
る
先
輩
方
と
の
出
会
い
、こ
れ
は
と
て
も

貴
重
な
経
験
で
し
た
。
毎
回
の
広
報
委
員
会
で

頂
戴
す
る
ご
指
摘
の
厳
し
さ
、そ
れ
が
終
わ
れ
ば

一
変
、
飲
み
会
で
の
温
か
い
激
励
の
お
言
葉
等
、

会
報
委
員
に
関
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
幹
事
学

年
と
し
て
携
わ
る
こ
と
の
良
さ
」を
知
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
場
で
は
「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

よ
り
も
忙
し
い（
自
称
・
笑
）」立
場
で
、
取
材
や

執
筆
活
動
と
の
両
立
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
「
や
っ
て
良
か
っ
た
な
」

と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

　

委
員
長
の
木
下
君
、
そ
し
て
一
緒
に
携
わ
っ

て
き
た
牛
島
君
・
倉
持
君
・
今
田
君
・
増
田
君
、

校
正
会
の
時
に
参
加
し
て
く
れ
た
同
期
の
皆
さ

ん
に
も
本
当
に
感
謝
で
す
。
苦
労
し
た
甲
斐
が

あ
っ
た
会
報
が
完
成
し
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
一
読
頂
く
こ
と
で
母
校
を
懐
か
し
み
、
良
き

思
い
出
を
心
の
中
に
巡
ら
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

深
ま
っ
た
母
校
愛

会
報
委
員（
平
成
4
年
卒
）　

倉
持 

秀
一

　

会
報
委
員
と
し
て
の
最
初
の
活
動
は
3
月
2

日
の
安
部
友
巳
先
生
と
清
水
克
悦
先
生
の
ご

退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
3
時
間
半
に
わ

た
る
先
生
方
の
ご
高
説
を
、
そ
れ
ぞ
れ
た
っ
た

2
ペ
ー
ジ
で
ど
う
ま
と
め
た
ら
よ
い
も
の
か
…
。

文
字
起
こ
し
の
中
、
絶
望
感
に
苛
ま
れ
な
が
ら

幸
福
感
に
も
浸
る
と
い
う
不
思
議
な
感
覚
を
経

験
し
ま
し
た
。
調
布
校
舎
に
は
、
そ
の
後
も
、
各

種
取
材
で
何
度
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
ひ
た
む

き
な
現
役
生
や
立
派
に
活
躍
す
る
若
手
O
B
・

O
G
の
話
を
聞
く
た
び
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
母

校
愛
。
自
分
も
こ
の
学
校
の
卒
業
生
な
の
だ
と

誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完
成
し

た
会
報
を
見
て
、
会
報
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

関
係
し
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】
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Soumeikai Kaiho

お礼とお詫び
この会報誌発行にあたり、多くの総明会の皆様から、ご寄稿及び貴重なお写真の
提供をいただきました。広報委員会一同心よりお礼申し上げます。
紙面の都合上、全てを掲載することができませんでした。この場を借りてお詫び
申し上げます。また、文章中においても、万人が読みやすい表現に統一をはかる
ため、広報委員の責任で割愛・表現の変更をさせていただきました。
広報委員全員で文章を校正致しましたが、至らぬ点もあるかと思います。
何卒ご了解いただきます様お願い申し上げます。
※本誌掲載の記事、写真、イラスト、図表の無断転載は固くお断りいたします。
　乱丁・落丁本はお取り替えいたします。

第55回 総明会実行委員会
「快汗、どすこい塾」 平成4年卒

住所変更時のお願い
　総明会では、総明会会報・総明
会からのお知らせが皆様のお手元
に、一通でも多く確実に届くよう
各学年の評議員を通じて総明会会
員名簿の管理を行っております。
　お引越し等で住所が変わられた
方はお手数ですが、右記総明会事
務局までご連絡いただきますよう
お願いいたします。

連絡先： 
総明会 事務局長  平野 一哉
TEL 047-351-1511
FAX 047-354-7070
（勤務先：株式会社もとゆき	代表取締役）
E-mail : k_hirano@motoyuki.jp
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